




















本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　この本は、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を、「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ るるいえあんてぃーく（以降、同シリーズのタイトルでは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ』の部分を省略）、『るるいえはいすくーる』、『るるいえばけーしょん』、『るるいえばーすでい』、『るるいえとらべらーず』、『るるいえぐりもあーる』、『るるいえがすらいと』、『るるいえみつかどにっく』に続く第九弾となります。

　なお『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』についてもっと知りたいという方には、このシリーズの姉妹本である『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』という本が出版されております。入門の名にふさわしく『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』について一から解説していますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　今回のテーマはクトゥルフ神話の本場、アメリカはマサチューセッツ州にあるアーカムです。

　アーカムとは、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの小説の舞台として登場する架空の町ですが、クトゥルフ神話のファンによって、まるで実在するかのように設定が築かれてきました。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』におけるアーカムの設定は、ソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ アーカムのすべて 完全版（以降、『アーカムのすべて』）』や『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ ミスカトニック大学（以降、『ミスカトニック大学』）』で紹介されており、お隣にある港町インスマスについては『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ インスマスからの脱出（以降、『インスマスからの脱出』）』にて紹介されています。

　土地の歴史から、名所、旧跡、建物、サービス、個性的な住人、闇に潜む宇宙的恐怖など……膨大な設定がたくさんのインスピレーションを与えてくれる、ボクのお気に入りのソースブックです。

　当然、このリプレイでも『アーカムのすべて』と『ミスカトニック大学』と『インスマスからの脱出』は大いに参考としています。

　本書の巻末には、シナリオで使用されたソースブックのネタの一覧がまとめてありますので、本文を読み終えたあと、元ネタのソースブックと見比べるのも楽しいでしょう。

　もちろん、これはあくまでマニアの方に向けたサービスで、本編はこれまでと変わりなく、ソースブックを持っていなくても楽しめますのでご安心ください。




　いあいあ・くとぅるふ！

内山靖二郎













『プレリュード』




　ここはマサチューセッツ州を代表する名門大学、ミスカトニック大学のキャンパス。

　あらゆる学問を学べる総合大学ユニバーシテイには、世界中の歴史的遺物が集まる大学展示博物館、最新の医療を受けられる聖メアリ医学部付属病院、講堂、劇場、学生寮が建ち並び、さらには大学関係者のためにレストラン、書店、理髪店、花屋など、生活に必要な店舗もそろっており、さながらここはひとつの町のよう。

　そんなキャンパスも、深夜ともなれば静まり返る……が、今夜は例外だった。

　ひとりの女学生が、冷たい夜風に金髪をなびかせながら駆け抜ける。

　彼女の名はキャサリン・ダイヤモンド。親しい友人は、愛称のケイトと呼ぶ。

　大学では司法を専攻。選択科目として歴史を少し。同じ学部の学生たちは裁判官や検事を目指すものが多いが、彼女は警察関係の仕事に就きたいと考えている。

　女だからデスクワーク──そんな固定概念はケイトの嫌うところであり、もっと言うならば、彼女が憧れるのは冒険と活劇に満ちた人生であった。




「キャッホー、明日の講義、コテージ博士がどんな顔をしてるか楽しみ！」

　今夜は、ケイトが所属する冒険好きの集まる学生サークル「地を穿うがつものたち」にとって、とても大切な「勇者ロビンズ戦勝記念日」だった。

　ミスカトニック大学の十字軍を気取る、嫌味で意地悪なコテージ博士が講義で犯したスペルミスを、勇敢なロビンズ先輩がズバリと指摘して、学生にささやかな勝利をもたらした記念すべき日。

　コテージ博士にこのロビンズの偉業を忘れさせないよう、「地を穿つものたち」の二年生は記念日の夜、コテージ博士の家の前に正しいスペルを落書きするのが、代々受け継がれた儀式となっている。

　はたから見れば、ばからしい悪ふざけでしかない。

　けれど、ミスカトニック大学は学問を修めるだけの場所ではないのだ。

　子供でもなく、大人でもない、そんな人生の貴重で短い時間を、同じ気持ちを分かち合える仲間たちと出会い、高め合い、ふざけ合い、将来の夢を語り合うかけがえのない場所。

　そして、ケイトにとって、ミスカトニック大学のキャンパスは冒険の舞台でもある。

「けど、どうやって女子寮に戻ろう。脱出することばかり考えて、戻る時のこと考えてなかったな……」

　当然、女子寮の門限はとっくに過ぎており、無断外出が見つかれば反省文を書くくらいでは済まされない。

「まっ、なんとかなるか！」

　こんなとき立ち止まらないのがケイトの良いところだが、同時に、深く考えないのは悪いところ。

　とはいえ、ケイトにとって、なにが起きるかわからないところに挑むときこそが、冒険をしていると実感する瞬間なのだ。

　そんなケイトは立ち止まるどころか、女子寮への近道をするため、大学図書館の敷地に忍び込んだ。

　ミスカトニック大学の名を世間に知らしめる、知識の殿堂と誉れ高きオーン図書館。ここの制限図書保管庫には、教会が禁じた魔道書が所蔵されているとうわさされている。

　そんな世界のあらゆる知識を懐に抱え込み、静かにたたずむみかげ石の偉大な建物を尻目に、ケイトが先に進もうとすると……突然、女性の悲鳴が聞こえた。

「いまのは!?」

　そう思ったとき、ケイトはすでに声のした方に駆け出していた。

　その先には冒険と活劇が待っているのかもしれないのに、なにをためらうことがあるだろうか？




　だが、このときのケイトは、まだなにも知らなかった。

　ミスカトニック大学の本当の姿も。

　世界の真の姿も。

　そして、その悲鳴こそが、あの宇宙的恐怖に満ちた冒険の始まりだったということも……。










新しい探索者の創造




　前作『るるいえみつかどにっく』にて、さやかちゃんはよりにもよってアザトースの御み許もとという宇宙最悪の場所で狂気に陥り、そのまま消息不明となってしまった。

　探索者として死亡したわけではないけど、ただで戻れるような状態でもない。

　第九シーズンのテーマは「アーカム」だと決めていたけど、ボクはちょっと考えて、アーカムでの探索の目的は「さやかちゃんの救出」に統一してしまうことにした。

　となると、さやかちゃんのプレイヤーには、新しい探索者を創造してもらわないといけないね。

　テーマが「アーカム」なんだから、新しい探索者にはアーカムの地元民を作成してもらおうかな。

　ちなみに、このシリーズでのアーカムは、なぜか１９２０年代で時が止まったかのようになっている。これはボクが大好きなソースブック『アーカムのすべて』をそのまま使用したいのと、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの小説の登場人物を登場させたいという願望からだ。

　るるいえ堂の面々は気心の知れたプレイヤーたちなので、探索者は歳を取らないヨグ＝ソトースの時空輪廻とか、アーカムだけは１９２０年代とか、そんな無茶なやり方を受け入れてくれるけど、人によっては混乱したり、違和感を覚えると思うので、こういうのはあまりお勧めはしないよ。

　さて、そんな１９２０年代のアーカムの地元民となると、やはり当時のアメリカ人を作ってもらうのが自然だね。るるいえ堂の探索者たちには「現代探索者シート」を使ってもらっているけど、新探索者には「１９２０年代探索者シート」を使ってもらうとしよう。

　そして、キーパーとしては、第九シーズンのシナリオを考える前に、どんな新探索者が参入するのかを知っておきたかったので、さやかちゃんのプレイヤーには先に探索者の創造をしてもらうことにした。




　やり方は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の基本的なルールを採用。能力値は１回だけロールして、そのまま決定してもらう、ちょっと厳しいやり方だ。

　とはいえ、辰巳先生や佐々原だって、同じように作成しているんだけどね（その割に能力値が高めなのは、プレイヤーのダイス運のおかげである）。

　ただ、歴戦の先輩探索者に比べると技能ポイントの合計があまりに貧弱なので、「職業」と「個人的な興味」の技能ポイントを割り振ったあとで、まだ基本成功率のままの技能を５か所、[image: ]％底上げしてよいことにした。これだと広く浅く技能を習得することになるけど、[image: ]％あれば思わぬところで役立つこともあるはずだ。

　さて、新たな探索者がどんな人物となったのか？

　それは隣のページで確認してもらおうかな。

















































キャンペーン開始前夜




　大好きなソースブック『アーカムのすべて』が出版されてから、ボクは虎視眈々とるるいえ堂の面々をクトゥルフ神話の本場であるアーカムに招待しようと企んできたけど、ようやくその夢がかなった。

　当然、シナリオの舞台はアーカムがメインとなるけど、せっかくなので１９２０年代のアメリカらしさも楽しんでもらおう。このシリーズは現代日本の探索者を使ったキャンペーンだったはずだけど……そこはまあ気にしない方向で。

　そこで、まずボクは「１９２０年代を象徴するものはなんだろう」と考えてみた。

　その時代は、社会、文化の変化も激しく、アメリカの歴史上では「狂騒の20年代／Roaring Twenties」と呼ばれるほど特別な位置づけがされている。

　好景気からの大不況、女性の社会進出、大衆車の登場、ラジオ、ジャズ、フラッパー、ベーブ・ルース、リンドバーグ、ヘミングウェイ、フィッツジェラルド……いろいろ１９２０年代のアメリカを象徴するものはあるけれど、その中でボクは「禁酒法」と「ギャング」に目をつけた。

　アーカムは、ニューヨークやボストンといった都会に比べると１９２０年代当時でさえ、古めかしくて真面目な町だ。トミーガンを持ったギャングが黒塗りの車を乗り回して、派手な銃撃戦をしているなんてことはないけど、『アーカムのすべて』ではちゃんと裏社会を仕切るギャング組織や、もぐり酒場の設定もされている。その文章量は割と多めなので『アーカムのすべて』でも禁酒法やギャングが注目されている証拠かもしれない。

　おっと、あまりキーパーの趣味ばかりに走って、新探索者のケイトのことを忘れちゃあいけない。

　ケイトには、これから見ず知らずのるるいえ堂の面々と共にアーカムを探索してもらうのだから、彼らと自然と一緒に行動するような流れを、キーパー側からも用意してあげないとね。

　キャンペーンをやっていると、探索者が途中退場して、代わりに新探索者がやってくることもよくある。

　そんな新探索者にキャンペーンに参入してもらうときのコツは、最初のシナリオでは、その探索者の得意分野にスポットを当てて、新探索者にほかの探索者が頼るという構造を作り出すことだ。これは慣れないプレイヤーを自分のプレイグループに招き入れるときなんかにも使えるテクニックだよ。

　わかりやすい例を挙げれば、探索者が遭遇した事件の鍵となる情報や、解決に必要な技能を新探索者が持っているとなれば、おのずと一緒に行動するようになる。

　こうしてキーパーからきっかけを与えれば、あとは好奇心旺盛な探索者同士なのだから、協力して謎の解明に挑むようになってくれるはず。

　新探索者がほかの探索者たちと馴染めるかどうかは、キーパーからのほんの一押しで、ずいぶんと変わるものだ。だから、そこはプレイヤーに丸投げとかしないで、キーパーが気を遣ってあげてほしいね。

　さて、話を戻そう。

　新探索者のケイトはアーカム出身。しかも、かの有名なミスカトニック大学の学生──となれば、この設定を利用しない手はないね。

　日本からやってきた探索者たちにとって、地元民のケイトは頼りになる存在となるはずだ。

　ケイトの通うミスカトニック大学周辺で事件を起こせば、自然な流れで出会えるかな。

　よし、第一話のテーマには「禁酒法」「ギャング」に「ミスカトニック大学」も加えちゃおう。

　そう言えば、ケイトはミスカトニック大学の地下トンネルを探検するサークル「地を穿つもの」に所属しているんだっけ。だったら、そのへんの設定も拾ってあげたいね。

　ギャングと地下トンネルか……うんうん、なんだかシナリオのイメージが湧いてきたぞ。




　──と、このようにあらかじめ新探索者の設定を知っておけば、シナリオ作成時に活躍の場を盛り込むような前準備もできる。もちろん、当日アドリブで組み込むことだって可能だけど、準備時間があったほうがスムーズにできるのは間違いない。これはキーパーにとっても、プレイヤーにとっても、大きなメリットだ。

　だから、キャンペーンなど、大がかりなシナリオをキーパーするとき、時間的余裕があるならばプレイヤーに事前に探索者を作成してもらっておくことをお勧めするよ。

　どのような探索者が参加するのか前もって把握して、どのように導入するのか考えておけば、本番での失敗も減らせるだろう。

　あと、探索者を作成してもらったとき、ついでにケイトのプレイヤーには『ミスカトニック大学』を貸してあげて、同書の75ページにある「キャンパスの人々」の項目を読んでもらった。

　そこにはミスカトニック大学内での、学生や教員たちの暮らしぶりが紹介されている。ミスカトニック大学の学生のロールプレイをするのはもちろん、慣れない土地にやってきたほかの探索者をリードしてあげるのにも、この資料が役立ってくれるはずだ。

　探索者が知っているであろう情報を、キーパーからゲームの前に伝えられるのも、先に探索者を作成してもらうことのメリットだ。当日、ソースブックを渡して「プレイする前に、この資料を急いで読んで」なんて言われても、プレイヤーが大変だからね。





















探索者たちのセメスター




ケイト：新しい探索者の名前はキャサリン・ダイヤモンド。普段は、愛称で「ケイト」と呼んでくださいね。

キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：ケイトはアーカムの住人で、しかも、ダイヤモンドという名字だから、クトゥルフ神話をテーマとしたボードゲーム『アーカムホラー』などに登場するキャラクター、ジョー・ダイヤモンドの姪めいという設定にしてもらった。ジョー・ダイヤモンドは両手拳銃を使うハードボイルドな探偵で、彼女の銃の腕前は叔父さんの手ほどきを受けたからとなっている。

ケイト：キーパーが勧めてくれたS&W 32 Safety First Model D. A.という骨董品の拳銃を使っています。グリップが象牙で装飾されていて、長銃身タイプの特注品だそうです。

ＫＰ：まあ、データ的には32口径リボルバーと同じだけどね。この拳銃はダブルアクションで、撃鉄が内部に隠れているのが特徴だ。弾薬を装塡する際、銃身を折って薬室を開く「中なか折おれ式しき」なところもクラシックで格好良い。

佐さ々さ原はら：ちょっ、この子は拳銃なんて持っているんですか!?

ＫＰ：アーカムはなにかと物騒だからねぇ。持ち歩いているのがバレたら面倒なことになるけど、いざというときにとっておきの護身具として、タンスの奥から祖父の形見を持ち出すというノリならば許容範囲だろう。ただし、予備も含めて、このシーズンで使用できる弾は12発のみと制限させてもらう。

ケイト：貴重な弾ですので、撃ったら必ず当たるように〈拳銃〉は89％まで修行してきました（笑）。

佐々原：うらやましい……ボクも拳銃欲しいなぁ。

ＫＰ：さて、ケイトはミスカトニック大学の女子大生だし、アーカムといったら絶対外せない有名スポットということで……第一話は、ミスカトニック大学を舞台としようと思っている。

睦むつみ：『るるいえぐりもあーる』のときに、辰たつ巳み先生が講義をしに行きましたよね。

ＫＰ：そこで、せっかくだからみんなにはソースブック『ミスカトニック大学』で提案されている「セメスター・チェック」というものに挑戦してもらおう。

ケイト：セメスター？

ＫＰ：「semester」は、日本語だと「学期」という意味で、ミスカトニック大学の学生が１年間、どんな生活をして、どんな講義を受けてきたかを再現するルールだ。どんな生活をしてきたかによって、技能が成長したり、正気度が回復したりするよ。




「セメスター・チェック」はミスカトニック大学の学生専用のルールだ。

　これを採用したのは面白いからというのもあるけど、もうひとつ、ミスカトニック大学内で使用できる新しい技能〈学内評価〉を導入するためだった。〈学内評価〉は〈信用〉に似ていて、大学内での学生の評判や地位を示している。成績優秀だったり、クラブ活動で人気者の学生はこれが高く、落第生や生活態度の悪い学生は低い。

　基準としては〈学内評価〉が24％以下は、平凡な学生。25～50％はそこそこ優秀な学生。51％を超えるのはカリスマ性のある学生か、教員レベルだ。残酷なことに〈学内評価〉はマイナスになることもあり、そんな学生は変人扱いされたり、最悪、大学から追い出されてしまう。

　探索者たちがミスカトニック大学で行動するのに、この〈学内評価〉は大切になってくるだろう。

　そんな〈学内評価〉は、さっきの「セメスター・チェック」によって決定される。

　まず、探索者は事前に大学での一年間をどのように過ごすつもりなのか、最大12種類の行動をスケジュールとして組み立てる。

　例えば、どの科目で、どのくらいの難易度の講義を受けるかとか、大学のクラブに熱中するとか、大学以外でもアルバイトをしたり、レジャーを楽しんだり……なんと、クトゥルフ神話に関する書物が充実しているミスカトニック大学では、クトゥルフ神話の研究さえすることができる。

　とはいえ、やっぱりメインとなるのは、学生だけあって講義を受けることだ。その結果、講義の内容と、講義のレベルに応じて、技能が成長したり、学内での評判である〈学内評価〉を高めることができる。

　本来、ミスカトニック大学の学生専用のルールだけど、こんな楽しいルールをケイトにだけさせるのはもったいないということで、佐々原や睦ちゃんには、日本での学業がどのくらいミスカトニック大学の教授たちの耳に届いているかという解釈で「セメスター・チェック」をしてもらった。ただし、ミスカトニック大学の学生であるケイトに比べると、佐々原と睦ちゃんには好成績を収められるかどうかのロールに大きなペナルティーをつけたので〈学内評価〉を高くするのは難しくなっている。

　一方、すでに教授の辰巳先生には、御み津つ門かど大学での授業をしてもらう側になってもらった。教師である辰巳先生の技能が授業で成長することはないけど、〈学内評価〉の方は学生に比べて優遇されている。

　かくして、みんなでわいわいと１年間のスケジュールを決めてもらい、成績を決めるロールに一喜一憂したところ……４人の成績表は次ページの表のようになった。


































佐々原：よかった。なんとか〈学内評価〉が25％以上になりました！

ＫＰ：技能の成長は諦めて、ひたすら簡単な講義を受けて、Ａ評価をもらう作戦がピタリと的中したな。

佐々原：出席さえすれば単位をもらえる講義だけを選びました（笑）。

ケイト：〈学内評価〉がマイナスになっている人がいますが、大丈夫なんでしょうか……？

睦：だって、この「セメスター・チェック」って、レジャーを選べば正気度が回復するんだよ。学校に行ってる暇なんかないって！

辰巳：このキャンペーンだと、正気度はシナリオ間に療養所で治療を受けても１Ｄ３ポイントしか回復しないから、それに比べると「セメスター・チェック」の回復量は劇的だな。

ＫＰ：まあ、ミスカトニック大学に通う学生でなければ、〈学内評価〉が低くてもそれほど深刻な問題にはならない。佐々原のようにほかの大学の学生なのに好評価を得ている方が珍しいだろう。あと、ホントはこのセメスターは丸１年かけて消化するスケジュールだからね。どうやら睦ちゃんは、今年は遊んでばかりいたようだ。

睦：おかげで正気度は44ポイントまで回復しました。これならアーカムでも生き延びることができそうです。

佐々原：あれだけ遊び回っても、まだ44ポイントしかないとは泣かせるなぁ。

睦：ところで、私は前回の最後で不定の狂気に陥っていて、症状は次回までの宿題となっていたはずですが？

ＫＰ：それについてはシナリオで決めてある。睦ちゃんは、さやかちゃんが消えたことへの傷心を癒すかのようにフラフラと遊び回っているが、心の痛みは癒されない。さやかちゃんへの想おもいは強くなるばかりだ。

睦：そのうち、さやかちゃんが隣にいてくれる幻覚を見たりして。

ＫＰ：そんなさやかちゃんへの執着は、やがて君を新たな事件へと導くのであった。

睦：私がみんなをアーカムに連れて行くの!?

ＫＰ：といったわけで、療養所での不定の狂気の治療を免除した上、「セメスター・チェック」までさせてあげた代わりに、睦ちゃんには第九シーズンの導入となる強制イベントを発生させてもらうとしよう。







睦を誘うもの




ＫＰ：舞台は、まだ日本。さやかちゃんが消失してしまった御津門学園の文化祭から数日後だ。

佐々原：さやかちゃんの両親には、どのように説明したらいいのやら。

辰巳：失踪してしまったことは、まだ告げないでおきたいな。蘭らん弗どるくんの急な用事で出掛けているとかなんとかごまかして、ワシらは独自にさやかちゃんを救出する方法を探しているという感じだろう。

ＫＰ：ところが、二人が懸命にさやかちゃんのために動いているとき、睦ちゃんはのんきにピアノ演奏会に出掛けたりしているのだった。なにしろ、睦ちゃんは、さやかちゃんが隣にいるという妄想にとりつかれているからね。

睦：さっきのざれ言が採用されてしまった！（笑）

ＫＰ：演奏会のチケットも、一人で二枚取って、隣の空席に楽しそうに話し掛けたりしているわけだ。

睦：けど、ふと正気に戻ったとき、そこに誰もいないと気づいて錯乱したりするわけですね。

辰巳：うう～む、そんな姿を見るのは、いたたまれないな。

佐々原：やめて、むったん。そんなに自分を追い詰めないで！（泣）

ＫＰ：錯乱する前に、睦ちゃんは積もり積もった精神的疲労から、せっかくの演奏会でウトウトしてしまう。ちなみに、時間はまだ昼前だと思ってくれ。

睦：「こっくり、こっくり……さやかちゃん、素敵な演奏会だね。むにゃむにゃ」

ＫＰ：……すると、睦ちゃんは夢を見るのであった。

全員：夢見、キタ―――――ッ!!（笑）

ＫＰ：そこは灰色の霧に包まれた、なにもない空間だ。自分が立っているのか、浮かんでいるのかさえ区別がつかないほど曖あい昧まいな世界。ただ、そこに唯一存在感を示しているのは、灰青色をした短毛種の優美な猫だけだった。

睦：むむっ、もしやレディ・ロデレール!?




　レディ・ロデレールは、以前『るるいえばけーしょん』で探索者の前に現れた猫だ。幻夢境の猫の中でもなかなかの大物のようだが、猫独自の倫理観で動くため、探索者の敵とも味方ともつかない相手である。




ＫＰ：レディ・ロデレールは睦ちゃんに向かって〈猫語〉で語り掛けてくる。「あなたの悲痛な魂の声は、幻夢境にまで届いていました」

睦：「さやかちゃんがアザトースの空間で消えてしまったんです。どこにいるか知りませんか!?」

ＫＰ／ロデレール：「あなた方にはグアムの猫を救ってもらった借りがあるから力になりたいけど、私も〝外〟のことは疎いの。だから、あなたはニール・ドワイヤーにナハブを紹介してもらわねばならないわ。いま、このタイミングなら、きっと協力をしてくれるはず。これは最初で最後のチャンスよ」

睦：ニール・ドワイヤー？　ナハブ？

ＫＰ：ニール・ドワイヤーというのは、きっと人名だろう。ナハブというのはよくわからないね。

辰巳：ナハブ……どこかで聞いたことがあるような気がするが、これも人名なのだろうか？

睦：「ニール・ドワイヤーさんはどこにいるんですか!?」

ＫＰ：レディ・ロデレールはくるりと背を向けると、優雅に尻尾を振って、睦ちゃんについてくるようにうながす。

睦：むむ～っ、どこに連れて行かれるんだろう。怖いけど、さやかちゃんのためならついてきますよ。

佐々原：新シーズンの冒頭で、いきなり幻夢境に行くとは。なんというホットスタート（笑）。

ＫＰ：灰色の霧の中、かなり長い距離を歩いた気がするが、肉体的な疲労は感じない。ただ、不安な気持ちが強くなるばかりだが……その時、なんの前触れもなく、世界を震わせるような恐ろしげな獣の咆ほう哮こうが聞こえる。

睦：むむっ!?

ＫＰ：その声を聞いた途端、レディ・ロデレールはらしくないほど猫っぽい「にゃっ!!」という驚きの声を上げて、霧の中に駆け出して消えてしまうのだった。

睦：レディ・ロデレールが逃げた～！

辰巳：いったいどんな恐ろしい怪物が来るというのだ!?

ＫＰ：レディ・ロデレールを見失うと同時に、灰色の霧は消え去り、あたりは真っ暗になってしまう。代わりに、これまでふわふわとした夢の中のようだった世界が、しっかりと現実味を帯びたものになってくる。肌に感じる冷たい空気。秋の虫の鳴き声……そして、「バウッ、バウッ！」と鳴きながら猛然と迫ってくる黒い大型の獣!!

睦：な、何者なんですか～～っ!?（泣）

ＫＰ：そいつの正体に気づけるかどうかは〈アイデア〉をしてもらおうか。

睦：コロコロ……〈アイデア〉は成功です！

ＫＰ：どうやら怪物とかではなく、大きな黒い犬のようだね。マスチフと呼ばれる屈強な犬種だ。そいつが睦ちゃんに向かって飛び掛かってくる。

睦：犬とわかれば……警戒心を解くように「よ～し、よしよし」と、あやそうとします。

ＫＰ：だったら、〈生物学〉をしてもらおうか。こいつは生半可な方法では懐かないぞ。

睦：むむ～っ、〈生物学〉なんですか。コロコロ……失敗です。

ＫＰ：では、そいつは問答無用で睦ちゃんに向かって嚙みついてくる。コロコロ……おっと、「01」が出たぞ。

全員：ええ～～～～っ!?

ＫＰ：犬は袖をガッチリとくわえるが、睦ちゃんを傷つけるようなことはしない。ただ、強い力で振り回して、睦ちゃんを無力化しようとする。その動きは素人ではないね。

佐々原：素人じゃない犬って、なんなんですか（笑）。

睦：警察犬とかなのかも。では、びったん、びったんと振り回され、地面に打ちのめされながら、無抵抗であることを意思表示しています。

ＫＰ：なんだか場面を想像するとすごいことになっているな……けど、「01」が出たから、そのくらいされているのかも。では、ここでシーンを変えて、場面をケイトの方に移すとしよう。

睦：私、びったんびったんされたままなの～!?（泣）




　そして、ここでのケイトのシーンが、巻頭のプロローグとなる。




ケイト：「たいへん!!　小さな女の子が、プロの犬にびったんびったんされている！」（笑）

睦：ケイトがいるってことは、私はアーカムに来ちゃっているの？

辰巳：幻夢境の不思議なパワーでワープさせられたのかもしれんな。

ＫＰ：ケイトは、あの犬のことを知っている。ミスカトニック大学の知識の守護者──または地獄の番犬ケルベロスとさえあだ名される、オーン図書館の番犬ナポレオンだ。以前、図書館に忍び込もうとしたウィルバー・ウェイトリーという男を嚙み殺したことで知られており、この犬を恐れぬ学生はいない。

睦：よりにもよって、あの最強の番犬に見つかるなんて。「た～す～け～て～！（びったん、びったん）」

ケイト：「ナポレオン、やめなさい。その子は食べ物じゃないから」って、引きはがそうとしてみます。

ＫＰ：じゃあ、ナポレオンのＳＴＲ15に対する抵抗表のロールをしてもらおうか。

ケイト：私のＳＴＲは７しかないので、成功率は10％しかありません。コロコロ……失敗しました。

ＫＰ：ナポレオンは、ケイトも一緒にびったんびったんするよ（笑）。

ケイト：「さすが、ケルベロスの二つ名は伊だ達てじゃない！（びったん、びったん）」

ＫＰ：深夜のキャンパスでそんな大騒ぎをしていると、すぐに懐中電灯を持った男がやって来る。彼はミスカトニック大学の夜警をしているテレンス・ザビエル・オケリという若者だ。年齢はケイトよりちょっと上くらいで、新人の夜警だね。女子寮の門限を過ぎた時間に出歩いているケイトとしては、見つかってはまずい相手だ。

ケイト：「これは（びったん）、違うんです（びったん）、オケリさん（びったん）」

ＫＰ：なんの説得力もないな。ただ、オケリがナポレオンに近づくと、いままでびったんびったんしていたのがうそのようにおとなしくなって、今度は睦ちゃんを押さえつけるためのっしりと上に乗っかかる。

睦：「むぎゅ～～っ！」

ケイト：ナポレオンもオケリさんには懐いているんだ。よかった……。

ＫＰ：いやいや、まだ安心できる雰囲気ではないよ。オケリは厳しい目つきでケイトをにらむと、「君は学生だな。こんなところで外国人となにをしていた？」と、質問してくる。ここでケイトは〈知識〉をどうぞ。

ケイト：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：（ボクはケイトの〈心理学〉をロールするか。コロコロ……こちらも失敗か）この夜警は若い男だけど、ずいぶんきつい感じだね。まずい相手に見つかってしまったかも（ここで〈知識〉か〈心理学〉に成功すれば、オケリは学生のいたずらに手を焼いているため、厳しい態度で接することがわかった）。

ケイト：「地を穿うがつものたち」の活動を知られるとまずいので「私のことなんかより、この子に事情を聞かないと。あなた、英語話せる？」って、すごい堂々とした態度で強引にムツミの方に話をそらします。

ＫＰ：確かに、夜警としては、夜歩きをしている学生なんかより、不法侵入者の相手が先決だな。

睦：「あわわ、私は日本人で、ピアノ演奏を聴いていたら、夢にレディ・ロデレールが出て来て……」と、取り乱した感じで、ありのままに説明します。

ＫＰ：どうやらオケリは英語でないとわからないらしい。意思を伝えるだけならば〈ほかの言語（英語）〉を４倍でロールしていいよ。

睦：４倍なら成功率は84％です。コロコロ……むはっ、失敗しました。動揺のあまり日本語しか話せません！

ケイト：「オケリさん、この子、日本語を話していますね。私、日本史が好きなので、日本語も勉強しているんですよ。なんなら通訳してあげましょうか？」

ＫＰ：通訳してくれるなら、オケリとしてもありがたい。ケイトは〈ほかの言語（日本語）〉の４倍でロールしてくれ。ここで成功したら、夜歩きしていたことは目をつぶってあげよう。

ケイト：ニヤリ、そうくるのを待っていました。「あなた、ニッポンの人？　ワタシが通訳してあげるデース」と、コロコロ……成功しました！




　長年、一緒にプレイしてきただけあって、日本語の通訳をしてあげるという流れで、新探索者のケイトはうまい具合に睦ちゃんとのつながりを持ってくれた。これでキーパーも一安心だ。

　ただ、日本からアメリカに瞬間移動したという睦ちゃんの話を、オケリは信じようとはしなかった（ちなみに、日本とアーカムの時差は13時間。日本で昼なら、アーカムでは深夜だ）。泥棒というわけではなさそうだが、なにかのショックで錯乱していると思われ、オケリの手によって、睦ちゃんはミスカトニック大学の敷地内にある聖メアリ医学部付属病院に連れて行かれることになってしまった。




睦：病院の電話を借りて、家族に連絡したいのですけど……。

ＫＰ：ところが、タイミングが悪いことに、いま睦ちゃんの家族は携帯電話も通じないような僻へき地ちに旅行に行っているのであった。

睦：むむ～っ、だったらミスカトニック大学にも顔が利くはずの辰巳先生の携帯電話に連絡します。

ＫＰ：古き良き１９２０年代のままのアーカムでは、携帯電話のようなテクノロジーは普及していない。睦ちゃんは、ケイトに通訳をしてもらって、病院の受付にある骨董品レベルの電話を借りることになるね。しかも、アーカムにはダイヤル電話がないので、電話交換手に長距離電話をつないでもらわねばならない（笑）。

睦：日本の携帯電話につないでもらえるとは、さすがはアーカムの電話交換手（笑）。

ＫＰ：一方、オケリはそんな睦ちゃんを隣で見張っているのだけど、そこに看護師の中年女性がなにやら相談を持ち掛けている。

ケイト：「どうしたんですか？」

ＫＰ：看護師は五十歳くらいのベテランで、エレン・ホイップル・スミスという女性だ。「オケリさん、また病院のゴミ箱が荒らされていました。もしかして、これは地下に潜む食屍鬼の仕業じゃないかしら。いずれ、あの怪物たちは霊安室にまでかぎ爪を伸ばしてくるに違いありません……恐ろしい、恐ろしい」

ケイト：食屍鬼!?　アーカムでは、そんな野良猫みたいな感覚で食屍鬼が出没するの？

ＫＰ：いや、さすがにそんなことはない。ただ、アーカム定番の怪談として食屍鬼の名前は一般的であり、奇妙な事件があると「もしかして、食屍鬼の仕業では……」と、半信半疑でささやかれるのだ。

睦：むむ～っ、病院と食屍鬼の組み合わせなんて悪い予感しかしません。こんなところに入院していられませんよ！




　食屍鬼のうわさを小耳に挟んで、さらに心細くなった睦ちゃんは辰巳先生に連絡して助けを求める。だが、パスポートもなしに渡航したとなると、現地の日本大使館との交渉が必要となるだろうし、さすがの辰巳先生にも手に余る問題であった。そこで、辰巳先生は睦ちゃんの親戚である佐々原と一緒に現地に急いで向かうことにする。

　さらに、聖メアリ医学部付属病院に入院することを嫌がる睦ちゃんのために、辰巳先生は『るるいえみつかどにっく』で知り合ったミスカトニック大学のフランシス・モーガン博士に連絡して、身元引受人をお願いすることにした。

　ちなみに、実際のプレイでは、まずは日本国内でレディ・ロデレールの言っていたニール・ドワイヤーやナハブについて調べてから渡米すべきかと迷っていたが、そこはキーパーから「みんながアーカムで合流してからがシナリオの本編だよ」と、ぶっちゃけてしまった。



◆むったんのワンポイントスケッチ「学生の組織活動」

　どうも、好きな部活動は美術部な日野睦こと、むったんです。

　ミスカトニック大学には、たくさんの学生組織があります。私たちが想像するような、演劇、ジャズバンド、天文部といった普通のクラブから、大学の看板と名誉を背負っているクラブ・スポーツ（ミスカトニック大学ではボート、フットボール、ホッケーが人気）まで、その内容は現代の大学とあまり変わりはありません。

　また、日本ではあまりなじみはありませんが、家柄が良かったり、裕福だったり、成績が優秀な選ばれた学生たちだけが入会を許される、学生友愛会フラタニテイという閉鎖的な組織もあります。彼らは大学内でも特権階級とされていて、信頼で結ばれた学生同士で助け合うと同時に、パーティーやばか騒ぎを楽しんでいました。お堅いイメージのあるミスカトニック大学ですが、いまの大学生みたいな悪ノリも大好きだったようですね。

　さて、そんなミスカトニック大学で、ケイトが所属している「地を穿つものたち」は、優秀な学生が集まる学生友愛会に比べると、だいぶ格が落ちる非公式のクラブです。

　アーカムの地下には古い下水道などのトンネルや、大昔に使われなくなった地下室などのスペースが無数にあり、そこは学生の秘密の抜け道や密会の場所として利用されています。「地を穿つものたち」は、そんな地下を探検する冒険心旺盛なクラブなのです。ちなみにクトゥルフ神話ファンの方にはなじみのある「地を穿つもの」という名前は偶然の一致で、宇宙的恐怖とはなんの関わりもないクラブだそうですよ。









アーカムに集結する探索者たち




　マイナスの〈学内評価〉のため肩身の狭い睦ちゃんだったが、日本びいきのケイトだけは優しく接してくれて、たまたま同室者が不在だった女子寮ドロシー・アップマン・ホールの自室に相部屋をさせてあげることにした。

　女性探索者二人がさっそく仲良しになってくれて、キーパーもありがたい流れだ。




ＫＰ：さて、睦ちゃんから助けを求められた辰巳先生と佐々原は、成田から飛行機で十二時間かけてニューヨークのケネディ空港に到着。その後、ボストンを経由して、車を五時間ほどかっ飛ばせば、ようやくクトゥルフ神話の聖地、古き良き町アーカムに到着する。

佐々原：なんという強行軍。もうヘロヘロですよ。

辰巳：まったくだ。どうせなら、ワシらもレディ・ロデレールに連れて来てほしかったな。

ケイト：それで帰り道はどうするんですか。不法入国者が増えるだけです！

佐々原：好物のワイン、ルイ・ロデレール・クリスタルの栓を抜けば、レディ・ロデレールは猫まっしぐらだから。それで帰りも送ってもらえば大丈夫（笑）。

ＫＰ：いや～、現代人の探索者は驚くかもしれないけど、１９２０年代の雰囲気を残すアーカムでは、なんと禁酒法というものがあって、お酒の製造、販売、輸送が禁止されているのだ。

佐々原：アーカムだけ別の法律が機能しているんですか!?

ＫＰ：このキャンペーンのアーカムは、なぜか１９２０年代から時間が止まっている独自の世界だけど、いまでもアメリカには禁酒郡ドライカウンテイという、お酒の販売などを禁じている郡があるそうだよ。

睦：へえ、そうなんですか。まあ、アーカムは古めかしい真面目な町らしいから、禁酒法が似合いますよね。

ＫＰ：さて、長旅の末、辰巳先生たちがアーカムに到着するのは、現地時間の昼くらいだと思ってくれ。モーガン博士が指定した待ち合わせ場所は、ミスカトニック大学の学生食堂としよう。かなり長いテーブルに、学生たちが向かい合わせにずらりと横に並んで食事をしている……そうだなぁ、有名なところだと『ハリー・ポッター』の映画に登場するホグワーツ魔法魔術学校の食事シーンのような感じかな。

辰巳：ミスカトニック大学の学生はどんなランチを食べているのだろうか。

ケイト：（『ミスカトニック大学』を開きながら）えーと、ここの食堂は日替わりメニューだけみたいですね。メニューは豆のスープに、サンドイッチ。ポテトパンケーキにコーヒーや紅茶とかだそうですよ。

ＫＰ：ちなみに、夕食は滋養と腹持ちの良い、じゃがいもの付け合わせが定番らしい。チキン＆ポテト。ビーフ＆ポテト。フィッシュ＆ポテト。エッグ＆ポテト。ハム＆ポテト。ポテト＆ポテト。ポテト、ポテト、ポテト、ポテト♪（『空飛ぶモンティ・パイソン』の「スパム」の歌風に）

睦：シャラ～～ップ！（笑）

ＫＰ：さて、睦ちゃんがそんなポテトな夕食にうんざりする前に、探索者たちは再会するのであった。

睦：「辰巳先生～！　タマ兄～！　来てくれてありがと～!!」

辰巳：「なにがどうなっているのかよくわからんが……とにかく大変だったな、睦くん」

睦：「ケイトとモーガン博士がいてくれなかったら、いまごろ逮捕されていたかも」と、みんなにミスカトニック大学でお友達になった、ケイトのことを紹介します。

ケイト：「ハジメマシテー、辰巳先生。ミスカトニック大学での特別講義は素晴らしかったデース」と、つたない日本語であいさつします。
















辰巳：「あの講義を聴いてくれていたとはうれしいね。睦くんがお世話になったそうで、お礼を言わせてくれ」って、英語で返事をしたいのなら〈ほかの言語（英語）〉をロールした方がいいのかな？

ＫＰ：まあ、導入のときは睦ちゃんに〈ほかの言語（英語）〉をロールしてもらったけど、君たちはそれなりに英語が得意だから、キーパーの指定がないかぎり、日常会話なら英語で話せることにしていていいよ。ケイトも無理に片言でしゃべらなくてもいいから。

ケイト：よかった、この口調とテンションは疲れるんですよ（笑）。

睦：アーカムの人がいるときは英語。探索者だけになったら日本語みたいな使い分けをしているのでしょうね。

佐々原：けど、パスポートもなしで、これからどうしたらいいのやら。

ＫＰ：普通、海外でパスポートをなくしたら現地の警察や日本大使館に行くのだけど……睦ちゃんは入国した記録がないから、いろいろ面倒なことになりそうだな。最悪、密入国を疑われるかも。

睦：「日本に帰る前に、ニール・ドワイヤーという人を探さないと！　さやかちゃんの行方を知っているかもしれないんです」と、電話では話せなかったような、宇宙的なことを包み隠さずすべて話します。

ケイト：「また、ムツミが夢の話をしてる……やっぱり、病院に連れて行った方がいいかも」（笑）

辰巳：「いやいや、ケイトくん。この夢の話はわれわれにとって大事なことなのだ。しかし、名前しかわからないとなると難しいのではないだろうか。そもそも、アーカムにいるのかどうかもわからないのだろう？」

佐々原：レディ・ロデレールとはぐれたのがたまたまアーカムだっただけで、本当は別の場所に行く途中だったとも考えられますよね。

辰巳：やはり、レディ・ロデレールを召喚する必要があるのかもな。もしかして、今回は禁酒法のアーカムでルイ・ロデレール・クリスタルを入手するというシナリオなのだろうか？

佐々原：それは正気度が減らなさそうでいいですねぇ。

ＫＰ：（そんなのんきなシナリオがあるか）ここでケイトは〈知識〉をしていいよ。

ケイト：コロコロ……失敗です。なんかあまりロールに成功しないですね。まだ新探索者に慣れていないのかな。

ＫＰ：ケイトはニール・ドワイヤーという名前を聞いた気がする。ただし、どこでだったかまでは思い出せない。

睦：なんと。じゃあ、やっぱりアーカムの人なんでしょうか。

ＫＰ：そうかもしれないね。このアーカムで、じっくりと調べる価値はあるだろう。

佐々原：まずは新聞とか、この時代だから紳士録とかで調べるのがいいのかな。

辰巳：調べものをするなら、ミスカトニック大学のオーン図書館でなんだってわかるはずだ（笑）。

睦：『ネクロノミコン』が置いてあるほどですからね（笑）。

ＫＰ：オーン図書館が大学関係者以外にも公開されているのかについて、ソースブックに記述はないのだけど、ここは日本の一般的な大学図書館に準じて、学生や教員以外は事前申請がないと利用できないとしておこう。ただし、〈学内評価〉が25％以上あるような人物なら、学外の人間でも顔パスで図書館を利用できる。

睦：むむ～っ、私は無理ですね。

ＫＰ：〈学内評価〉がマイナスの場合、申請しても許可は下りないだろうね。あと、いくら〈学内評価〉が高くても、図書館長のアーミテッジ教授が閲覧を制限しているような魔道書までは読めないよ。

佐々原：せっかく「実を捨て、名を得る」ことで高めた〈学内評価〉ですので、オーン図書館にドヤ顔で入って有効に活用したいです。

ケイト：「だったら、私が図書館を案内してあげるデース」

ＫＰ：おっと、その前に、モーガン博士は辰巳先生たちの宿泊先について気にかけてくれるよ。

睦：私はケイトと仲良しになれたので、女子寮の部屋のままでいいですけど、あそこは男子禁制ですので（笑）。

辰巳：女子寮に泊まるつもりはないよ。ミスカトニック大学の近くにあるホテルに部屋を取ろう。

ＫＰ：だったら、モーガン博士お勧めの大学関係者御用達のホテル・ミスカトニックはどうだろう。ただし、人気のホテルなので、満室になる前にチェックインは早めにしておいた方がいいらしい。（ここでキーパーは『ミスカトニック大学』に付属している、ミスカトニック大学の周辺地図のコピーを出す）

辰巳：（地図を見ながら）オーン図書館の真正面だし、ケイトたちの女子寮ドロシー・アップマン・ホールからも近いようだから、このホテルを拠点にするのがベストかもな。

佐々原：じゃあ、まずは荷物を置いてから、本格的に探索していきますか！

睦：（地図を見ながら）私は図書館に入れないし……どこかアーカム観光にでも行ってようかなぁ～？
















ＫＰ：では、君たちがホテル・ミスカトニックに向かっていると、夜警の仕事を終えたのか、私服姿のオケリとばったりと出会うのであった。

睦：「辰巳先生、このオケリさんにもお世話になったんですよ～」

辰巳：「どうも、辰巳と申します。このたびは睦くんが面倒をおかけしたようですみません」

ＫＰ：立派な紳士の辰巳先生に頭を下げられると、オケリは恐縮してしまうね。「いえいえ、なにか深い事情があるようで……睦さん、なにか困り事があったら声を掛けてください。お力になれるかもしれません」

睦：「ありがとうございます」って、最初は怖かったけど、案外と親切な人ですね。

ＫＰ：いまや学内で「ケイトのお気に入り」とジョークの種にされている睦ちゃんのうわさを、オケリも耳にしているようで、ずいぶんと親身になってくれている（ここでみんなの〈心理学〉かな。コロコロ……辰巳先生が成功か）。辰巳先生には、エリートばかりのキャンパスで肩身の狭い思いをしている者同士、オケリが睦に対して親近感を持っていることがわかるね。だから親切にしてくれるのだろう。

ケイト：うう～ん、ミスカトニック大学の学生って、そんな嫌な人ばかりなの？

ＫＰ：１９２０年代という時代性として、上流階級に属する一部の学生には、オケリのような労働者をあからさまに見下している者もいるだろう。もちろん、ボクは探索者にまでそのようなプレイを強要するつもりはない。

ケイト：私はそんな裕福な家の出身ではないので、オケリさんとも仲良くしたいな。

辰巳：じゃあ、せっかくだから、親切なオケリにニール・ドワイヤーのことを尋ねてみよう。

ＫＰ：（今度は辰巳先生だけ〈心理学〉だな。コロコロ……成功か）オケリはニール・ドワイヤーの名前を聞いても「いいえ、知りません。それよりホテル・ミスカトニックに行かれるんですか。案内しますよ」と、先を歩きだす。その時、人間観察に定評のある辰巳先生には、オケリが無理に話をそらしているのがわかる。

辰巳：なにかを隠しているのか。ここは下手に言いくるめるより、オケリの人柄を信じて、真っ向から説得をしてみるか。「オケリさん、もしかして言いにくいことなのかもしれないが、ワシらも大切な友人の行方を追って、このアーカムまでやって来ている。そして、その手掛かりを知っているのはニール・ドワイヤーだけらしいのだ」

ＫＰ：では、辰巳先生はホテルへ歩きながら、オケリにいろいろと話し掛けるとして……〈説得〉と〈信用〉の組み合わせロールをしてもらえますか？

辰巳：どちらも得意の技能で良かった。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：すると、オケリは辰巳先生ならば言いふらすようなことはないだろうと、昔、彼が不良少年だった時代の話をしてくれるのだった。




　実は、オケリにはギャングの使い走りをしていた過去があるそうで、その時ニール・ドワイヤーと知り合ったのだという。ニール・ドワイヤーは貧しい孤児で、アーカムの地下トンネルを家代わりにして、野良猫たちを家族のようにして暮らしていたそうだ。おかげで、アーカムの地下には精通しており、その知識を買われて、地下トンネルを利用して非合法の酒を密輸したり、隠したりする仕事を請け負っていたのだという。




睦：それで、そのニール・ドワイヤーとはどこに行ったら会えるのでしょうか？

ＫＰ：オケリはすでに悪の道から足を洗っているので、ニール・ドワイヤーとは一年くらい会ってないという。そもそも、地下を根城にするだけあって、気味の悪い男で、あまり好きじゃなかったらしい。

睦：むむ～っ、残念。このままするするっとニール・ドワイヤーに会えるかと思ったのに。

ＫＰ：さて、オケリはそんな過去の話をしたあと、辰巳先生たちをホテル・ミスカトニックの前まで案内してくれるのだけど……そこで、彼は「あっ！」と、小さく驚きの声を上げる。

佐々原：今度はなんだ？　通りすがりの夜警と思ったら、オケリは意外と重要ＮＰＣのようですね。

ＫＰ：オケリの視線の先には、ホテル・ミスカトニックの前に停車した高級車の黒いパッカードから降りた、バリッとしたスーツ姿で、やや童顔の紳士が見える。その隣には、髪の毛をきれいになでつけ、鉛筆で描いたような細い口ひげのやせた男。また、パッカードの後ろに停車した安物のフォードからは、目つきの悪い男が急いで降りて、そんな二人の紳士の後ろをついていくね。

ケイト：なんだか、すごい大物オーラ！　後ろについている人はボディーガードなのかな？

ＫＰ：ケイトは〈目星〉をロールしていいよ。

ケイト：コロコロ……成功です。

ＫＰ：ケイトには目つきの悪い男の上着の下に、ちらりと拳銃のホルスターが見える。とても警官には見えないので、危ないお仕事をしている人のようだね。

佐々原：アーカムで拳銃を持っているって、どのくらいやばいことなんですかね？

ＫＰ：庶民の感覚としては、警官や警備の仕事をしているわけでもないのに拳銃を持っている人がいたら、日本で袖からチラリと本格的な刺青が見えたくらい警戒するだろうね。お近づきにはなりたくない人と判断するはずだ。

佐々原：なるほど、わかりやすい（笑）。

ケイト：私だって、普段は拳銃なんて持ち歩いていませんからね。冒険するときだけのとっておきです。

ＫＰ：そうこうしているうちに、スーツの決まっている男とやせた男は、なにやら口論をしながらホテルへと入っていく。一方、オケリの方は青ざめた顔をして、みんなへのあいさつもそこそこに逃げるように去っていく。

ケイト：オケリさんのあの態度……あの人たちは、どれだけ恐ろしい相手なんでしょう？

ＫＰ：ここでそのままホテルに入るか、オケリを追うのか、または別の行動をするのか決めてもらおうか。

睦：むむ～っ、あの大物っぽい人が何を話しているのか気になるから、さりげなく〈聞き耳〉で聞きたいな。

ケイト：オケリさんにはいつでも会いに行けるから、ここはホテルの男の人たちが気になりますね。

辰巳：うむ、オケリからは聞きたいことは聞いた気がするから、ここはホテルにチェックインをしつつ、ついでにフロントであの紳士たちのチェックインの様子に耳をそばだてていよう（笑）。

佐々原：ボクは辰巳先生についていきます。




　探索者たちは〈聞き耳〉によって、スーツの紳士がやせた男に向かって「商品の調達」「相手は待ちくたびれている」「それを交渉するのがおまえの仕事」などと厳しい声で言っているのがわかった。




ＫＰ：ただ、彼らはフロントに立ち寄ることなく、当然のような顔で素通りして、そのままエレベーターに乗ろうとしているね。

辰巳：フロントの会話で、何者なのか名前だけでも聞こうとしたのだが……相手の方が上うわ手てだったな。

睦：むむ～っ、かなりの常連客のようですね。だったら、辰巳先生がチェックインをしている間、私も何食わぬ顔をしてエレベーターに同乗しちゃおうかな。

佐々原：ええっ、なんで？

睦：なんか気になるから。もっと近くで観察したい（笑）。

ＫＰ：常連客でもないのに、ホテルマンに見とがめられずエレベーターに乗るには〈忍び歩き〉に成功してもらう必要があるよ。

睦：大丈夫。私、忍ぶの得意だから。コロコロ……成功です。

ケイト：まさか、ムツミはジャパニーズ・ニンジャ!?（笑）

ＫＰ：フロントに気づかれずに「スススッ」とエレベーターに乗り込むことは可能だが、エレベーターを操作するボーイは、そんな睦ちゃんに対してなにやら目配せをする。

睦：むっ、なんでしょう？

ＫＰ：この目配せの意味がわかるかどうかは〈心理学〉かな。コロコロ……（失敗か）睦ちゃんには意味はくみ取れなかった。そのあとで、ボーイはスーツの紳士の方をうかがいを立てるように見るのだけど、彼は鷹おう揚ような態度でうなずくだけだ。ちなみに、やせた男と目つきの悪い男の方は苦虫を嚙みつぶしたような顔をしている。

睦：この場違い感……けど、目配せの意味が理解できなかったので、「空気読めてませ～ん」って、ほがらかな顔でエレベーターに乗り込んじゃいます！（笑）

辰巳：「あれっ、チェックインをしていたら、いつの間にか睦くんがいないぞ。また、好奇心の赴くままに単独行動する、悪い癖が出ていなければいいのだが……」（笑）

ＫＰ：ボーイは黙って五階のボタンを押す。睦ちゃんは何階と指示するの？

睦：同じ階はまずいかな……ここは四階にしておきます。三人はなにか話していますか？

ＫＰ：黙り込んでいるね。部外者がいるところではできないような話だったのだろう。

睦：それはそうですよね。では、無邪気で無害な日本の小娘アピールをしておきます。「あいむ、じゃぱにーず。まい、ほびー、カラテ（正拳突きのポーズを取る）」

ＫＰ：……睦ちゃんが狭いエレベーター内で空手アピールをしていると、目つきの悪い男が肩にガシッと手を置いて、英語で「はしゃぐな」と迫力のある声で警告する。

睦：「い、いえす……あいむ・そーりー（しょぼん）」

佐々原：いったいなにがしたかったの、むったん!?（笑）

睦：空手はアメリカ人受けするから、これでお近づきになれるかなぁ、と思ったんだけど（笑）。

ＫＰ：ボディーガードらしき人物の前で、いきなり「私は戦闘力ありますよ」とかアピールされても対処に困るよ。

ケイト：むしろ、このボディーガードさんは、目つきは悪いけど警告してくれるだけ優しいのかも（笑）。

睦：四階で降りたら、すぐに一階に戻ってきます。「あー、怖かった。まるでギャング映画みたいだったよ」

辰巳：ホントに、なにをしているんだか……この子は（苦笑）。




　その後、辰巳先生は〈学内評価〉と〈信用〉を成功させて、フロントからあの大物らしき宿泊客の名前を聞き出すことに成功した。




ＫＰ：この時代は個人情報の管理に甘いので、フロントはドヤ顔で教えてくれるのだけど、彼はダニー・オバニオンというらしい。連れの人間のことは知らないそうだが、きっとオバニオンの商売相手か部下だろう。

ケイト：私はそのダニー・オバニオンって人を知っていますか？

ＫＰ：アーカムの住人ならば〈知識〉ロールをさせてあげよう。ほかの人はロールはできない。

ケイト：ここは責任重大です。コロコロ……成功しました！

ＫＰ：ダニー・オバニオンは表向きには運送会社の経営者として知られているが、その裏の顔は紛れもないギャングのボスだ。おおっぴらに語られることはないけど、アーカムの住人の多くにとっては常識だね。

睦：むはっ、オバニオン・ギャングのボスだったとは！

佐々原：やっぱり大物なんですか？

ＫＰ：彼はアーカムの裏社会を牛耳っている人物だ。ちなみに、この前まで、アイルランド系ギャングのオバニオンとイタリア系ギャングのジョー・ポトレロとでアーカムを奪い合う抗争をしていたが、オバニオンの圧倒的勝利に終わって、いまや怖いものなしのギャングの大ボスだ（後述のワンポイントスケッチの説明をする）。

ケイト：ギャングの大物を見てしまったから、オケリさんは逃げ出した？

睦：む～っ、ギャングだからって、いきなり普通の夜警のオケリさんを襲ったりはしないと思うよ。

辰巳：オケリは自分の過去を知っているオバニオンを苦手にしているのかもしれないな。

佐々原：アーカムに来た途端、ギャング登場とか。ちょっとボクの予想していなかった展開になってきました。







ディナーは探索のあとで




辰巳：ホテルに荷物を置いたら、さっそくオーン図書館でニール・ドワイヤーについて調べることにしよう。

睦：私は図書館に入れないので、ミスカトニック大学展示博物館に行ってきていいですか？

佐々原：それとニール・ドワイヤーにどういう関係が……？

睦：いや、ただ博物館が面白そうだからってだけ（笑）。

辰巳：間違いなく面白いものが満載だと思うけど、〈正気度〉ロールをさせられるかもしれないぞ？

ケイト：いいんですか、そんなのんきなことしてて……。

辰巳：まあ、技能の成功率を考えると図書館はワシらで十分だから、睦くんは博物館で時間をつぶしていてくれ。ギャングにちょっかいを出されるよりは安心だ（笑）。

ケイト：効率を考えると、私も図書館に行くべきなのでしょうが、ムツミを一人にするのは心配なので、博物館の案内をしてあげることにします。

ＫＰ：では、まずはオーン図書館から処理していこう。この図書館には40万冊もの貴重な蔵書が保管されており、ミスカトニック大学の王冠とも宝石ともたたえられる知識の殿堂だ。

佐々原：ミスカトニック大学の図書館に来られるなんて、オカルト好きの作家として感激だな。

ＫＰ：図書館の建物は壮大なゴシック様式で、みかげ石で建造された三階建てだ。玄関を入ると、奥の吹き抜けの下が受付となっており、天窓からの光が照らしている。両翼のエリアには本棚が並び、円形の机には課題に取り組む学生たちが席についている。図書館内は静寂に包まれており、隙間風のせいか肌寒い気がするのだが、それがまた知識の殿堂に足を踏み入れた緊張感を高めている。

佐々原：静かに、マナーを守って利用させてもらいましょう。

辰巳：ケイトがどこかで聞いたことがあるというのなら、新聞記事にニール・ドワイヤーの名があるかもしれない。新聞のバックナンバーを当たることにしよう。

ＫＰ：では、母国語以外の図書館を利用している辰巳先生と佐々原は〈図書館〉と〈ほかの言語（英語）〉の組み合わせロールをしてもらおうか。

佐々原：それはちょっときついなぁ。コロコロ……駄目です、〈ほかの言語（英語）〉に失敗してしまいました！

辰巳：コロコロ……ほっ、よかった。ワシは成功しているぞ。

ＫＰ：了解しました。では、辰巳先生がアーカムの地方新聞『アーカム・アドヴァタイザー』のバックナンバーを調べていると、二週間ほど前の小さな記事にニール・ドワイヤーの名前を発見します。その記事によると、彼にはカナダからウィスキーを密輸した容疑がかけられているらしい。

辰巳：逮捕されたわけではなく、まだ容疑をかけられた段階か。

佐々原：ニール・ドワイヤーって、オバニオンの手下なんでしょうか？

ＫＰ：このアーカムで密輸品を扱うならば、オバニオン・ギャングを通さないわけにはいかないだろうね。

佐々原：けど、ギャングなんかが、どうしてさやかちゃんの行方を知っているんでしょう。

睦：正確には、さやかちゃんを助ける方法を知っている「ナハブ」を紹介してくれるって感じみたいだよ。

辰巳：それ以降の別の日の新聞記事に、ニール・ドワイヤーが逮捕されたとか、そういう情報はないのか？

ＫＰ：それからいっさい名前は出て来ないよ。ただ、酒の密輸なんて、この時代は日常茶飯事だから記事になっていない可能性もあるけどね。

ケイト：これはオバニオンさんにニール・ドワイヤーの居場所を聞かないといけないのでしょうか？

辰巳：いまのところ、オバニオンに聞くか、不審な態度のオケリを問い詰めるしか、たどれる糸はないな。

ケイト：でも、態度がおかしかったからって、あのオケリさんを問い詰めるのは、ちょっと無理がありますよね。

辰巳：かといって、あのオバニオンに手下のことを聞くというのも、かなりハードルが高いな……うう～む。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ギャング」

　どうも、好きなギャングは『グッドフェローズ』のトミー・デヴィートな、むったんです。

　ギャングと言えば、サングラスをかけた黒ずくめの男たちがマシンガンを撃ちまくる……なんてイメージがあるかと思いますが、この時代には、そんな古典的なスタイルのギャングが普通に新聞の一面をにぎわせていました。

　最も有名なギャングと言っても過言ではないアル・カポネの名前は、みなさんもどこかで聞いたことがあるはず。

　彼くらいの大物になると、犯罪者という一面だけでは語れず、カジノやクラブ、ホテル経営といった事業家の一面も持っていました。裏と表で稼いだ潤沢な資金を背景に、ギャングは政治や警察との癒着を強め、非合法な行為をしていると誰もが知っていても、なかなか手出しのできない存在になったのです。

　そして、平和で穏やかな町に見えるアーカムの裏社会を支配する大物ギャング──それがダニー・オバニオンです。表の顔はラッキー・クローバー運送会社の経営者ですが、裏では酒の密輸や高利貸しで荒稼ぎしており、賄賂でアーカムの警官や刑事を何人も抱き込んでいるそうです。

　宇宙的恐怖とは違う方向性で、アーカムで敵に回してはいけない人物の一人ですね。






　一方、ケイトと睦ちゃんはミスカトニック大学展示博物館をぶらぶらしていた。

　オーン図書館のような輝かしい名声も、予算もない博物館だが、クトゥルフ神話の本場だけあって集まってくる品々は歴史的にも宇宙的にも貴重なものばかり。クトゥルフ神話に関係する小説で描写された遺物や、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の市販シナリオに登場するアイテムがさりげなく陳列されており、歩いているだけで何度も〈クトゥルフ神話〉や〈正気度〉ロールを要求されるが、クトゥルフ神話ファンなら一度は立ち寄りたいスポットだ。




ケイト：博物館を歩いていただけなのに、ずいぶん〈クトゥルフ神話〉のロールをさせられましたね！（笑）

睦：全部失敗したから、宇宙的真実にはなんにも気づかなかったけど、博物館を堪能させてもらいましたぁ～。

ＫＰ：ちなみに、君たちはこれでも博物館の四分の一しか回っていない。まだまだ面白そうな展示物があるよ。

睦：なんと、あれで四分の一とは。ミスカトニック大学展示博物館恐るべし！

ＫＰ：今回は見学していただけだけど、もしも、探索の途中で手に入れた奇妙な物品や生物の一部などを博物館に持ち込めば、似たような所蔵品から情報が得られるかもしれない。

佐々原：へぇ～、図書館みたいな使い方もできるんですね。

ＫＰ：さてと、オーン図書館での調べものと博物館散歩が終わると、夕食時になってしまうね。そろそろケイトは寮の門限になってしまう。

ケイト：おっと、じゃあここでお開きにしますか？

辰巳：いや……あえてキーパーが夕食時と言ったということは、ここはホテルのディナーで、ギャングのボスであるオバニオンの近くの席に座って、さりげなくお近づきになる展開に持っていくのがいいのかもしれん。

ＫＰ：（さすがは辰巳先生。勘がいいな）それは悪くない作戦だと思うけど、残念ながらホテル・ミスカトニックは宿泊のみで、食事は近くのレストランを利用してもらうことになっている。

辰巳：そうなのか。だったら、このあたりのレストランをしらみつぶしに当たって、オバニオンを探してみるか。ケイトの女子寮には、ワシがアーカムを案内してもらいたいという口実で外出許可をもらおう。

ＫＰ：〈学内評価〉の高い辰巳先生の頼みならば、ロールするまでもなく許可は下りるね。

ケイト：（ミスカトニック大学の周辺地図を見ながら）だったら、ホテルのすぐに近くにステーキハウスがありますから、まずはここに行ってみませんか。ギャングと言えば、肉食系ですよ！（笑）

ＫＰ：では、君たちが「ポールのステーキハウス」の前までやって来ると、なんとオバニオンと一緒にいた目つきの悪い男が入口の前に立っている。

ケイト：いきなりいた～～～っ！（笑）

佐々原：あれはボスが食事をしている間、見張りをしているに違いない。ステーキハウスに入ってみましょう！

ＫＰ：この店はステーキハウスといっても、日本のファミレスみたいなものではなく、洗練された料理とサービスを提供する本格的なレストランだ。場所柄、教授レベルの大学関係者や特別に裕福な学生に人気があり、30席の客席はいつも一週間先まで予約が埋まっているそうな。

ケイト：あれっ、もしかしたら予約しないと入れないのかな？

ＫＰ：その通りだね。バリッと正装した客席主任が迎えてくれるのだが「申し訳ありませんが、今宵は満席でございます」と、丁寧に入店をお断りをする。ただ、地元民のケイトは知っているのだけど、この店では上客が不意に来店したときのために、特別席をキープしているらしい。

ケイト：もしかして、そこはオバニオンさんの席の近くですか？

ＫＰ：そうだね。オバニオンは奥の暖炉の前という最上級のテーブルに着いているのだけど、満席といいながらも、なぜかその隣のテーブルは空いている。

睦：それって、ほかの客がオバニオンさんに粗相をしないようにって、店側の配慮なのでは？

ＫＰ：そうかもしれない。ちなみに、彼は分厚いフィレステーキをしかめっ面で食べているのだけど、ウエイターはそんな彼のグラスに無言で赤い液体をサービスしている。もしかして、あれは赤ワインなのではないだろうか？

佐々原：禁酒法なのに、平気で飲んでる～！（笑）

ＫＰ：禁酒法時代といっても、常連客にはこのくらいの内緒のサービスは当たり前にあったようだね。同席しているのは、ホテルで見掛けたやせた男で、オバニオンの不機嫌な態度のせいか居心地悪そうにしている。

睦：ホテルで話をしていたトラブルが、まだ解決していないのでしょうか。

辰巳：あそこに突っ込んでいくのは勇気がいるな……。

睦：私は空気読めないので平気ですよ！（笑）

ケイト：とにかく、あの特別席をゲットしないと。店員さんに「日本の大学から来た教授に、ぜひ、ここのステーキを味わってもらいたいんです。なんとか席を用意できませんか？」と、お願いしてみます。

ＫＰ／客席主任：「そう言われましても、ご予約をされてない方は……」

辰巳：「がーんだな……出鼻をくじかれた。すっかりステーキを食べる腹になっていたのに」

佐々原：ゴローちゃんだ！　ゲンゴローちゃんがいる！（笑）

睦：「あの～、奥のあそこの席って空いてません？　すぐに食べて、すぐに出て行くので、あの席を使わせてもらえませんか？」と、空気読めないのでずうずうしくお願いします。

ＫＰ：では……それらの交渉をまとめて、代表でケイトに〈言いくるめ〉をしてもらおうかな。

ケイト：みんなで頑張ったんだから、この交渉は成功させたいですね。コロコロ……よしっ、成功です！

ＫＰ：では、ステーキを食べることに、火力発電所のような情熱を燃やす辰巳先生に圧倒されて、客席主任は君たちを特別席に案内してくれるのであった。

全員：やったぁ～～～っ!!（笑）



◆むったんのワンポイントスケッチ「禁酒法」

　どうも、好きなお酒はビールとスパークリングワインな、むったんです。

　１９２０年代、アメリカが文化的にも経済的にも大飛躍して、それが大恐慌によって大打撃を受けるまでを「Roaring Twenties／狂騒の20年代」と呼ぶこともありますが、禁酒法はそんな時代の象徴的な存在です。

　最初は「飲酒は不道徳だ」という宗教的な考えからスタートしたのですが、やがてさまざまな思惑が絡み合って、とうとうお酒の製造や販売、輸送を禁ずる法律──禁酒法なんてものが施行されました。

　ですが、法律なんかでお酒の誘惑を断ち切ることはできません。多くの人たちが、もぐり酒場スピーク・イージーなどでこっそりとお酒を飲んでおり、高級レストランでも常連客にはワインを提供したりしていました。そして、そんな需要に応えるため、酒の密輸や密造が横行して、皮肉なことにそれらはギャングたちの資金源となったのです。

　１９２０年代で『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をプレイするとき、禁酒法は時代を表すちょっとした演出として使いやすいため、私たちのプレイグループではよく話題となります。






　苦労の末、オバニオンの隣の席に着いた探索者であったが、今度はどのように話し掛けるかで悩むことになる。

　いろいろとアイデアが出たが、最終的にはこのような口実でまとまったようだ。




辰巳：「失礼いたします、ミスター・オバニオン。ワシは日本の御津門大学にて教鞭を執っております辰巳源吾郎と言います。ホテルのエレベーターでは、ワシの連れが失礼をしたそうでお詫びをさせてください」

ＫＰ：実は、このオバニオンは教養ある紳士であろうとしているので、大学の関係者といった知識人には敬意を払っている。普通の人間なら無視をするところだが、辰巳先生だったら、ここで〈信用〉をさせてあげよう。

辰巳：よ～し、〈信用〉だったら安心だ。コロコロ……成功した。

ＫＰ：オバニオンはグラスを置いて、辰巳先生の方を振り向いてくれる。

辰巳：〈信用〉に成功して、やっと振り向いただけなのか！（笑）

ＫＰ：いやいや、ちゃんと関心を持って話をしてくれるよ。「いえいえ、お気になさらずに。プロフェッサー・タツミは、ミスカトニック大学の仕事でこのアーカムに？」

辰巳：この流れ……ニール・ドワイヤーを捜していると打ち明けてしまってよいだろうか？（ヒソヒソ）

佐々原：理由を尋ねられたときに困りませんか。猫に言われたんだとか、説明できませんよ（ヒソヒソ）。

睦：いや、ここはアーカムなんだから、少しぐらい変な話をしても耐性がついているかも（ヒソヒソ）。

辰巳：……よしっ、ここは腹を決めて言ってしまおう。「いや、実を申しますと、人捜しをしておりまして。ニール・ドワイヤーという人物なのですが、アーカムに顔の広いオバニオンさんは心当たりありませんか？」

ＫＰ：ニール・ドワイヤーの名前を聞くと、オバニオンは膝のナプキンを取って、テーブルの上に置いた。そして、辰巳先生の方をにらむと「プロフェッサー、あなたはニール・ドワイヤーとどのようなご関係で？」

ケイト：なんか空気がピリピリしていますね。私、こういうの苦手……辰巳先生、頑張って～。

辰巳：「直接、面識はないのです。レディ・ロデレールという淑女から聞いた話なのですが、そのニール・ドワイヤーが行方不明になっている私の大切な友人の行方を知っているモノを知っているらしいという……いやはや、なんとも込み入った話で（焦りながら）」

ＫＰ／オバニオン：「大切な友人……奇遇ですな。私たちも大切な商品を捜しているところなんです。しかも、そのありかを知っているのが、あなたの捜しているニール・ドワイヤーだけという次第でして」

辰巳：「はあ、商品ですか……」

ＫＰ：「どのような『商品』かは説明は不要ですな？」と、オバニオンは凄すごみのある笑みを浮かべるのだった。




　ここから先の話はステーキハウスでできる内容ではないと言うので、オバニオンと探索者はホテル・ミスカトニックの最上階にあるスイートルームに場所を移した。

　オバニオンの話によると、アーカムの地下に精通するニール・ドワイヤーは彼が重宝していた密輸酒の運び屋だったのだが、数日前、大事な「商品」を運ぶ仕事の途中でぱったりと連絡が途絶えたのだという。それでオバニオンも、ニール・ドワイヤーと、商品の行方を捜しているらしい。

　ちなみに、オバニオンと一緒にいるやせた男の名はバートランド・チェンバースという弁護士で、彼の危ない仕事に関する相談役をしている人物だ。今回は「商品」に問題が発生したことで、弁護士という立場から取引相手との交渉役を務めているのだという。




ＫＰ／オバニオン：「お次はみなさんの知っている、ニール・ドワイヤーの話を聞かせてもらいましょうか」

佐々原：「といっても、ボクらは名前くらいしか知らないんです」

ＫＰ：わざわざ日本からアーカムに名前しか知らない相手を捜しに来るなんて話を信じると思うのかね？

辰巳：こればかりは本当のことだからなぁ。信じてもらうしかないが……。

ＫＰ：オバニオンは半信半疑の表情で、君たちをじろっと観察する（コロコロ……〈心理学〉は成功か。だったらうそはついていないと納得するかな）。佐々原の言葉にオバニオンは失望のため息をつくと、部屋の隅で待機していた目つきの悪いボディーガードを呼び寄せて、ひそひそ話をするのだった。

全員：〈聞き耳〉をします！（笑）

ＫＰ：はい、どうぞ（笑）。

ケイト＆佐々原＆睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：では、ここからはＮＰＣ二人のやりとりだ。まず、オバニオンがボディーガードに「そう言えば、ニールにダチがいただろう」と尋ねる。すると、ボディーガードは「はい、オケリとかいう若造です。いまは足を洗って大学の夜警をしているそうです」と答える。それを聞いたオバニオンは冷笑を浮かべて「ギャングが夜警とはな……まあいい、そいつから話を聞いてこい。丁重にな」と、ボディーガードに命令をするのだった。

佐々原：あちゃ～、オケリ大ピンチ！

ＫＰ：このやりとりは、これまでの紳士の態度とは違う、オバニオンの別の一面をうかがわせるものだった。

ケイト：「おお～っと、そう言えば！　さっき、ニールさんの知り合いのオケリさんって人から話を聞いたんでしたっけ」って、盗み聞きをしていたわけじゃないけど、たまたま思い出したって感じで言います。

睦：「（ケイトの意図を察して）そうそう、オケリさんは親切な人でしたけど、なにも知らないみたいでした。こんな情報じゃあ、オバニオンさんの役に立たないですよね～？」

ケイト：「オケリさんとは話しても役に立たなかったな～。意味なかったな～。時間の無駄だったな～」

ＫＰ：「ほう、オケリはなにも知らないと言ってたのかい」と、オバニオンは興味を持ったようだ。

ケイト：「そもそも、二人はそんなに仲が良かったわけじゃないみたいですよ。オケリさんは、ニールさんのこと不気味なヤツだとか言ってましたから。最近、顔も合わせていないし、二度と会いたくないって言ってました！」

睦：そこまでは言ってなかったような……（笑）。

ＫＰ：それを聞くと、オバニオンは「となると困ったな。手下を集めて、アーカムの地下をドブさらいでもさせるしかないか」と、渋い顔をする。ドブさらいと聞いて、ボディーガードもこっそり渋い顔をしている。

睦：このボディーガード、ちょっとお茶目ですね（笑）。

ケイト：「あのですね、ニール・ドワイヤーが地下にいるのなら、私がお役に立てるかもですよ」

ＫＰ／オバニオン：「どういうことかね、お嬢さん？」

ケイト：「私はケイト・ダイヤモンドといいまして、ミスカトニック大学の学生なんですが『地を穿つものたち』というアーカムの地下を探検するサークルのメンバーなんです」

辰巳：「ミスカトニック大学の学生が、そんなばかなことをしているとは……しかし、いまはありがたい話だ」

ケイト：ちなみに、私は地下にある密造酒の隠し場所とか知らないんですか？

ＫＰ：古くなった下水道を探検していたら、カナダ産ウィスキーのケースを見掛けたとかいううわさは、実はよくある話だ。でも、一時的に保管するだけで、いつも同じ場所にあるわけではないようだね。そして、良識のある学生ならば、そんな危険なブツには近寄らないようにするだろう。

睦：ギャングの取引現場ですものね。盗み飲みとかしたら、海に沈められそう。

ケイト：「ムツミも困っているみたいだし、なんなら私が地下を探検して、ニール・ドワイヤーさんを捜してきましょうか？」

睦：「なんて頼りになるんだろう。ありがと～、ケイト～！」と、感激してします。

ＫＰ：ところで、オバニオンはケイトのダイヤモンドという名字に引っ掛かっているようだ。「君はダイヤモンドというのかね？　見たところ、アイルランド系のようだが」

ケイト：「はい、お爺さんがアイルランド移民です」

ＫＰ／オバニオン：「ほう、私もアイルランド系でね……もしかして、ジョー・ダイヤモンドを知っているかね？」

ケイト：えっ、こんなところで叔父さんの名前が出るとは。「もちろん知っています。私の叔父です！」

佐々原：ジョー・ダイヤモンドってギャングだったの？

睦：私立探偵だけど、荒事専門の探偵って感じだから、オバニオンとも親交があるのかも。

ＫＰ：ボクの中ではジョー・ダイヤモンドのモデルは、同じ時代にニューヨークで活躍したギャングのジャック・ダイヤモンドだろうと疑っているから、オバニオン・ギャングとも面識がある設定にしてみたのだ。ちなみに、ニューヨークにはダイオン・オバニオンという大物ギャングもいて、彼がダニー・オバニオンのモデルだろうね。

ケイト：そう言えば、オバニオンさんはアイルランド系でしたっけね。では、アイルランドのあるあるネタで盛り上がります。といっても、ケイトはアイルランドに行ったこともないんですけどね～。

ＫＰ：アメリカでは、アイルランド系移民の多くが貧しさから逃れるため移民してきたことと、国内で勢力のあるプロテスタントではなくカトリックだったせいか、彼らはまともな教育を受けておらず、酒飲みで、けんかっ早いという、言われなき偏見や差別にさらされていたんだ。

ケイト：人種だけでなく、そんな差別もあったんですね……。

ＫＰ：だからこそ、同じ故郷の者同士で強い絆を持つようになったのだろう。このオバニオンは、そんなアイルランド系の仲間に特に親近感を持っているので、ケイトに対する態度は急に優しくなるのだった。

ケイト：オバニオンさん、いろいろ設定が深い人ですね～。

睦：なんたって、アーカムの裏社会のボスだもんね。ＰＯＷが高いのに、現在正気度は低かったりして……いったいどんな恐ろしいものを見てきたのやら。

佐々原：でも、ケイトって刑事を目指しているんだよね。オバニオンなんかと親しくしていていいの？

ケイト：そこはそれ……ワタシは融通の利く性格なのデース！

ＫＰ：こうして悪徳警官が生まれるんだろうなぁ（しみじみ）。




　かくして、教養のある紳士である辰巳先生と、アイルランド系のケイトの二人に対して、オバニオンはだいぶ心を許してくれるようになる。そして、ケイトがアーカムの地下に精通していると知ると、一枚のメモを見せてくれるのだった。このメモは、オバニオンの部下がニール・ドワイヤーのねぐらを（不法に）調べたときに発見したものであり、どこかの地図のようにも見えた。
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辰巳：ふむ……この紙はミスカトニック大学の便せんだな。ニール・ドワイヤーは大学関係者とつながりを持っていたのか？

ＫＰ：いや、その便せんは大学周辺の文具屋でも扱っている品なので、それほど特別なものではない。ただ、オバニオンとしては、そのメモからニール・ドワイヤーが使用していた秘密トンネルはミスカトニック大学周辺にあったのではないかと推理しており、このあたりを探っていたのだそうな。ちなみに、その便せんは『ミスカトニック大学』の巻末付録だったりする。

睦：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に付属している１９２０年代の電報用紙とか、専用便せんとかの小道具は雰囲気が出て楽しいですね～。

佐々原：じゃあ、これはミスカトニック大学周辺の地図なのかな（前に渡されたミスカトニック大学の周辺地図を見る）。うーん、この情報量だと、どこを示しているのか特定はできないですね。

ケイト：地元民の私には見当つきませんか？

ＫＰ：同じく地元民のオバニオンがわからないというのだから、普通のアーカムの地図ではないのだろうね。

ケイト：じゃあ、これって地下トンネルの地図なのでは？

ＫＰ：（さすがに一発でバレたか）うん、アーカムの下水道などは、主要道路に沿って整備されていることが多い。一見、道路の地図のように見えるが、もしかするとこれは地下トンネルを表しているのかもしれないね。

ケイト：じゃあ、私は寮に戻って、「地を穿つものたち」の先輩に秘伝の地下トンネル地図を見せてもらってきます！




　こうして、探索者たちはギャングのボス、ダニー・オバニオンとの緊張感のある話し合いを終えた。

　ようやく手に入れたニール・ドワイヤーの手掛かりを参考に、ケイトが「地を穿つものたち」の地下トンネル地図を調べたところ、オーン図書館近くの交差点の地下の地図と符合することが判明する。

　そこはレディ・ロデレールに誘われた睦ちゃんが出現した場所の近くでもあり、探索者はここがニール・ドワイヤーの居場所だと確信するのであった。







アーカムの地下探検




佐々原：アーカムの地下トンネルなんて嫌な予感しかしないよね。今回、〈正気度〉ロールが少なめのシナリオだったのに、ここからガリガリと減らされそう。

睦：この展開だと、ふらっと食屍鬼とか出てきそうだよね。病院でも伏線があったし。

ケイト：私は普段から地下を探検していると思うのですけど、そういった怖い話とか知っていますか？

ＫＰ：みんなが小耳に挟んだように、食屍鬼はアーカムでの定番の怪談ネタだ。それ以外に「地を穿つものたち」の間に伝わる怖い話として、ミスカトニック大学の地下にはゴブリンが隠れ住んでいるとささやかれている。

ケイト：ゴブリン!?

ＫＰ：おっと、ファンタジーＲＰＧに登場する雑魚敵ではなくて、もっと妖精っぽいものだと思ってね。先輩が小さい人間のようなものを見たとか、いつのまにか小銭入れを盗まれたとか、そういう話をしてくれたことがある。

佐々原：そんなものがいるのなら、できるだけ目的地に近い入口から入って、最短距離で行きたいですね。

ＫＰ：ケイトなら、オーン図書館近くのマンホールから地下トンネルに入れることを知っている。

ケイト：「道案内は、私にオマカセデース。あと、地下探検は遊び半分の気持ちじゃあいけまセーン。リーダーの言うことをしっかりと聞いて、真剣な気持ちで挑むようにデース！」

辰巳＆佐々原＆睦：「了解デース！」（笑）




　一刻も早くニール・ドワイヤーの安否を確認したい探索者たちは、リーダーに就任したケイトに率いられ、深夜のアーカム地下トンネル探検に挑むことにした。




ＫＰ：アーカムの地下空洞の歴史は、地質学的に自然形成されたものや、数千年前の先住民の手によるものまでさかのぼることができる。近代では17世紀、アーカムの創設期に地下墓地が掘り広げられていった。その後、下水道の発展や、関税を逃れようとした密輸商人たちによって無計画にトンネルが掘り進められ、いまやその全貌を知るものは誰もいない。そうして、食屍鬼、ゴブリン、魔女といった連中までもが徘はい徊かいする、最も身近な魔境と化してしまったのだ。

ケイト：「そんな地下トンネルを探検するのが、私たち『地を穿つものたち』なのデース！」（ドヤ顔）

ＫＰ：さて、みんなが下りてきたのは古い下水道だね。古い割には広くて、大人でもギリギリ立って歩けるくらいだ。いまは汚物などは流れておらず、雨の日に排水路として使われるだけで、さほど悪臭もしない。壁はコンクリートではなくれんがで補強されており、トンネルの断面は真円ではなく、下が尖った卵形をしている。この尖った部分に水がたまって流れるわけだ。

睦：れんがの地下トンネルとは趣ありますね。

ケイト：あっ、キーパー。地下に降りるとき、私は授業に出席するときとは違って、探検家らしくパンツとロングブーツを履いていますから。上着は、男物と変わりない皮のジャケットかな？

ＫＰ：うんうん、なんかアメリア・イアハートみたいで格好いいねぇ。さて、いくら近い場所から下りたとはいえ、迷わずにメモに記された場所まで行けるかどうかは代表者一人が〈ナビゲート〉してもらおうか。「地を穿つものたち」のケイトは５倍でロールしていいよ。

ケイト：私の〈ナビゲート〉は10％なので、５倍にすると50％ですね。

佐々原：ちょっと待って。だったら、ボクの方が成功率高いよ。１倍でも、67％あるから（笑）。

ケイト：く、屈辱……こんな教授にごますりをして〈学内評価〉を高くした人に負けるなんて！

ＫＰ：もちろん、ケイトがロールしてもかまわないよ。なお、もしも〈ナビゲート〉に失敗すると『ミスカトニック大学』収録の〝トンネルの危険表〟という楽しいランダムイベント表をロールすることになる。

睦：それって、絶対にろくなことが起きない表ですよ！

ケイト：プ、プライドとか言ってる場合じゃないですね。〈ナビゲート〉は佐々原さんにお任せします。

佐々原：といっても、成功率は７割以下だからなぁ。コロコロ……。

ＫＰ：失敗しろ～、失敗しろ～（怪しい念波を送っている）。

佐々原：……出目は「47」。よしっ、成功です！

全員：わ～～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：（残念。せっかくの〝トンネルの危険表〟はお預けか）佐々原の方向感覚のおかげで、君たちは迷う事なく最短距離でニール・ドワイヤーのメモが指し示していると思われる場所に到着することができた。すると、辰巳先生の懐中電灯の明かりが、三段に積み上げられた真新しい木箱を照らし出すのだった。

辰巳：おっ、これがオバニオンの言っていた「商品」かな。おそらく中身は密輸した酒だと思うが。

ＫＰ：……そして、そんな木箱の周囲には、茶色く変色した肉がへばりついた白い骨が散乱しているのだった。それらの骨は大きく、医者でもある辰巳先生にとっては見覚えのあるものだ。改めて見渡してみれば、バラバラになった人間の部品が、この区画のあちこちに散らばっている。

睦：むはっ、これはもしかして、連絡の取れなくなったニール・ドワイヤーなのでは!?

ＫＰ：バラバラにされた死体は、腕や脚の数からして数人分はあるだろう。そんな中で、唯一、人間の形を保っている死体がある。傷は大きく切り裂かれた首と、胸に空いた穴だけで、ほかの死体に比べて損傷が少ない。さ～て、この凄惨な殺人現場を目撃した探索者には〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

佐々原：とうとうアーカム初の〈正気度〉ロールか。コロコロ……よしっ、成功！

辰巳＆睦：コロコロ……失敗！

ケイト：ケイトにとって初めての〈正気度〉ロールです。「なんてひどい。いったい誰がこんなことを！」って、コロコロ……うにゃっ、失敗です。幸先悪いなぁ～！（泣）

ＫＰ：成功しても１ポイント、失敗したら１Ｄ４ポイントの正気度を減らしてくれ。

佐々原：ボクは１ポイント減らして、現在正気度は74です。

辰巳：コロコロ……よしっ、「１」が出た。現在正気度は62。

睦：コロコロ……「３」です。現在正気度は41。むむ～っ、早くも30台が見えています。

ケイト：私も正気度は55スタートなので、決して余裕があるわけじゃないんですよ。コロコロ……うにゃ～ん、「４」が出てしまいました。残り正気度は51です！

ＫＰ：これまで平穏な生活を送ってきたケイトにとっては、かなりのショックだったのだろう。

辰巳：特に危険がなさそうならば、バラバラにされていない死体を中心に、これらの死体に不審な点がないかを医学的見地で調べたいのだが。

ケイト：「なんなの……なんで、この人たちはこんなに冷静なの？」と、死体を調べている辰巳先生をガクガクブルブルしながら見守っています。

ＫＰ：死体を調べるのなら、〈医学〉と〈生物学〉の二つのロールをしていいですよ。

辰巳：コロコロ……コロコロ……〈医学〉は成功。〈生物学〉は失敗だな。

ＫＰ：これらの遺体は死後数日といったところで、大型の肉食動物に食い散らかされたような形跡が見られる。また、損傷の少ない遺体の方だけど、首の傷が致命傷のようだね。出血の状態からして胸の傷は死んでからのものらしいが……奇妙なことに、この傷は内側から裂けており、さらに驚いたことに心臓がくり抜かれている。ここで死体を調べている辰巳先生は〈目星〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功した。

ＫＰ：皮膚は裂けて、血で汚れているためわかりにくいのだけど、胸の傷の部分に黒いタトゥーがしてあるね。なにかの紋様のようだけど……。

佐々原：「辰巳先生、ちょっと見せてもらえますか」って、その紋様について〈オカルト〉でわかりませんか？

ＫＰ：これは〈オカルト〉ではなく〈クトゥルフ神話〉だな。

佐々原：ここは成功させておきたい。コロコロ……やった、成功です！

ＫＰ：（さすがはベテランの探索者だなぁ）この紋様は、古い魔女の印だね。魔女との契約を結ぶときに使われるもので、聖職者はこの印のことを「魔女が家畜に押す烙印」として忌み嫌っている。

睦：魔女の印って……もしかして、この傷は魔女の呪文にやられたのかも？

辰巳：いや、これは〝from OUTSIDE〟が飛び出してきたのかもしれんぞ。

ケイト：この人たち、なにを言っているの？　〈クトゥルフ神話〉ってなんのこと？（笑）

睦：でも、死因は首の傷なんですよね。死体から心臓を抜き取る意味は……？

辰巳：首の傷について、どんな凶器が使われたかわからないだろうか。

ＫＰ：さっきの〈医学〉のロールでわかることにしましょう。おそらく、大型の肉食動物に血管を食いちぎられたのだろう。少なくとも、刃物や銃器といった普通の凶器ではなさそうだ。

佐々原：「これって、どう見ても食屍鬼の仕業なんですが……ここにいては、やつらが食事に戻ってくるのでは？」

ケイト：「みなさん、食屍鬼なんて本当にいるわけないでしょ。これは殺人事件です！　ギャングの抗争です！」

辰巳：「しかし、この傷の形状は犯人が大型肉食動物であることを指し示している。ケイトくん、アーカムにはそんな獣がいるのかね？」

ケイト：「下水道に住む、伝説の白ワニとか……」

睦：食屍鬼も怖いけど、装甲が硬い白ワニもかなり怖い！

辰巳：ところで、ここにニール・ドワイヤーらしき遺体はあるのだろうか？

ＫＰ：身元を証明するものなどは見つからないので確信はできないけど、ただひとつ損傷していない死体の姿形は、オバニオンから聞いていたニール・ドワイヤーの特徴と符合するところが多いね。

睦：これがニール・ドワイヤーの遺体で間違いないのでは？　レディ・ロデレールが紹介したいと言うくらいですから、魔女と通じていてもおかしくはないでしょう。

ケイト：でも、なんでこんな姿に……たまたま通りすがりの食屍鬼にやられてしまったのでしょうか。

ＫＰ：いくらアーカムでも、そんな不幸な遭遇がちょくちょく起きることはない。でないと、「地を穿つものたち」だって、のんきに地下トンネルを探検できないからね。

ケイト：ですよね～。

睦：むむ～っ、ニール・ドワイヤーがこんなことになってしまっては、さやかちゃんを助ける手掛かりが途絶えてしまいました。さやかちゃんに執着している睦としては、殺人よりも、そのことの方がショックです。

ＫＰ：では、バラバラ死体を前にして、睦ちゃんが途方に暮れていると、闇の中から声が聞こえる。「さっさと失せろ。やつらは、北の隠されたトンネルからやって来る。それが、やつらのものだなんて知らなかった。あんなトンネルに気づいてしまったせいで、オレはこんなことに……」と、シクシクと泣いているのだ。

佐々原：誰かいる!?

ケイト：ううっ、怖いけど、闇の中に向かって「あなたは誰ですか!?」と、問い掛けます。

ＫＰ：すると、一言だけ「……ニール・ドワイヤー」と、返事がある。

全員：ニール・ドワイヤー!?

睦：「なぜ、姿を現さないんですか。あっ、なにか理由があるのなら、そのままで結構ですから」

辰巳：うむ、このまま相手の姿が見えないという格好いい状況で会話を続けよう（笑）。

ＫＰ：（セコく〈正気度〉ロールを避けようとしているな）さて、ここでみんなは〈聞き耳〉ができる。失敗すると、嫌なことが起きるので気合いを入れてロールすること。

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：全員成功とは、すごいダイス運だな。では、みんなはニール・ドワイヤーを名乗る者の声がした方とは別の方角から、ヒタヒタという足音がこちらに向かってくるのにいち早く気づける。靴音ではなく、はだしのようだ。

ケイト：普通の人間じゃないですね……。

ＫＰ：さて、みんなは〈聞き耳〉に成功したので、一手早く動くことができる。どうする？

全員：うう～～～ん。



◆むったんのワンポイントスケッチ「魔女」

　どうも、好きな小説に登場する魔女は『妖女サイベルの呼び声』のサイベルな、むったんです。

　アーカムでは17世紀に行われたセイラムの魔女裁判から逃れた魔女が移り住んで、ひそかに禁断の知識を守り続けているため、「魔女」の存在感は大きなものとなっています。

　現実の魔女裁判は不当な弾圧や、民衆のヒステリーから起きたものとされていますが、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では魔女は実在するものであり、悪魔やクトゥルフ神話の邪神と通じた恐るべき魔術師なのです。

　現代では、魔女はおとぎ話の登場人物としてキャラクター化されて、おどろおどろしいイメージは薄れているように思えますが、古い迷信が根強く残るアーカムでは、魔女とは忌み嫌われる恐怖の対象でもあったのです。

　こうした魔女に対するイメージは、日本人のプレイヤーにはギャップがあるかもしれません。この点は、最初に説明しておいた方がいいかもしれませんね。魔法少女をイメージされていたら大変です！






　ここで探索者たちは悩むことになる。

　足音の主と遭遇するのは問題外だったが、せっかく会えたニール・ドワイヤーとも別れたくない。

　普通ならばニール・ドワイヤーと一緒に逃げるところだが、問題は彼がいまどんな姿をしているかだった。




睦：ここはニール・ドワイヤーの声がした方向に駆け出しつつ、可能であれば一緒に逃げる。ニールが着いて来ないのなら、そのままダッシュで地下トンネルを脱出するということでいいのでは？

佐々原：ニール・ドワイヤーの姿を見たら〈正気度〉ロールをさせられちゃうかもよ。

辰巳：それはしょうがない。根性で耐えよう。

ＫＰ：了解した。では、君たちがニール・ドワイヤーの声がした闇の方に駆け出すと、そこに人の姿はない。ただ、トンネルに突き出した細い排水口の奥から、とても小さな顔がこちらを見つめている。それは、君たちがニール・ドワイヤーではないかと思った死体と同じ顔をしており、目が合うと「キキッ」と甲高い声を上げて、細い排水口の奥へと逃げていくのだった。

佐々原：なんと、ニール・ドワイヤーは食屍鬼になっていたんじゃなかったのか。

ケイト：あれって『るるいえばーすでい』の第二話に出てきたネズミの怪物？

ＫＰ：さて、とても小さなニール・ドワイヤーを目撃してしまった探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。いまもなお足音は迫ってくるので、ここで狂気に陥ると面倒なことになるぞ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

ケイト＆睦：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：成功したらゼロ。この状況だと、チラリと見ただけなので、失敗しても１Ｄ４ポイントの正気度を失うだけで済む。この恐怖は慣れることができるので、減ったポイントはメモしておくこと。

睦：ということは、ニール・ドワイヤーはまた出てくるんですね。コロコロ……「２」が出たので、残り正気度は39。順調に減っています（泣）

ケイト：コロコロ……うにゃ～～っ！　また、最大値の「４」です。ちょっとトンネルに入っただけで、もう８ポイントも正気度を減らされました！　なんなのこれ。この人たちとは縁を切った方がいいかも……。

佐々原：ボクらと一緒だと、なぜか宇宙的な事件が起きる不思議。日本にもチカぽんって不幸な子がいてねぇ（笑）。

ＫＰ：さて、まだ正気を保っているのならば、このままトンネルから脱出できるけど、どうする？

ケイト：逃げます、逃げます。全力で逃げますよっ！




　下水道から脱出した探索者たちは、一刻を争う問題と判断して、深夜だったがホテル・ミスカトニックを訪ねてオバニオンに地下の惨劇について報告する。

　オバニオンは食屍鬼にやられたのではという探索者の推測は一笑に付したが、警告に従って、回収しに行く手下には十分に武装させると請け合った。

　かくして、ニール・ドワイヤーの情報を提供してくれたオバニオンへの義理は果たし、意外なコネを得ることのできた探索者であったが、肝心の「ナハブ」の正体についてはまったく手掛かりなしであった。

　渡米した初日から、全力で動き回り疲れ果てた辰巳先生たちは、今夜の探索はこれでおしまいにして、ケイトたちを女子寮まで送ることにした。




ＫＰ：日本とはちょっと違った感じの虫の声があちこちから聞こえるだけで、ひっそりと静まりかえった深夜のミスカトニック大学構内を四人で歩いていると……突如、さほど離れていないところで、２発の銃声が鳴り響く！

佐々原：まだ事件が起きるの!?

ケイト：「何事でしょうか。急いで行きましょう！」

辰巳：「えっ、行くの？　銃声だとしたら、近づかない方が……」

ケイト：「なにを言ってるんですか!?」

辰巳：「いや、ワシは日本人だから銃声とかに慣れていなくて」（笑）

ケイト：「バラバラ死体は平気だったのに！　ほらっ、行きますよ!!」って、辰巳先生の手を引っ張ります（笑）。

ＫＰ：では、銃声のした方に行くと、そこにいるのは夜警のオケリだね。手には硝煙を漂わせている拳銃が握られているが、どうも驚いて腰を抜かしているようだ。

ケイト：「オケリさん、どうしたんですか!?」

ＫＰ：オケリは青ざめた顔をして「最初は人間かと思った。けど、そいつの顔はまるで犬のようで、足は妙な具合に曲がっていた。獣でも、人間でもない。あれは悪夢から抜け出してきた魔物だ！」と、わめいている。

睦：やけに描写が細かい！（笑）

辰巳：「落ち着きたまえ。大丈夫、ワシらは君の言うことをすべて信じるよ。それはつまり……アーカムで語られるところの食屍鬼だったんだね？」

ＫＰ：食屍鬼の名前を出されると、オケリはコクコクとうなずく。看護師に言われてパトロールを強化していたところ、本当に食屍鬼がゴミあさりをしていたらしく、それを見て、驚きのあまり発砲してしまったのだ。

佐々原：オケリ、真面目だなぁ。深夜のアーカムをパトロールするとか自殺行為だよ（笑）。

ＫＰ：いやっ、それがオケリの仕事だから！

ケイト：「それで、その食屍鬼はどこへ行ったんですか!?」

ＫＰ：闇の中に消えていったらしい。たぶん追跡するのは無理だろうね。




　その後、ケイトはついでだからとオケリにニール・ドワイヤーが魔女と通じていたかどうか尋ねてみた。

　すると、はっきりとしたことはわからないが、なにかと隠し事の多いニール・ドワイヤーならば、ひそかに魔女と通じて、黒魔術に手を染めていても不思議ではないという証言を得ることができた。




睦：むむ～っ、契約した人間が死んだら、ネズミ怪物にしてしまうような魔女がいるってことなのかなぁ？

佐々原：それと食屍鬼はどうつながるの？

睦：食屍鬼がミスカトニック大学に食事に来るための秘密トンネルを、たまたまニール・ドワイヤーが見つけてしまって、そのせいで食い殺されたとかかも。

ケイト：なるほど、それはありそうですね。

辰巳：新たなトンネルが開通したせいで、ミスカトニック大学に食屍鬼が押し寄せているのかもしれないな。

ケイト：オケリさんには、パトロールのときにはこれまでより警戒するよう言っておきましょうね。

佐々原：拳銃だけじゃあ心もとないから、ショットガンを装備するといいと思うよ。

辰巳：あとは「地を穿つものたち」の学生にも警告しておいた方がいいだろうな。

ケイト：あっ、そうですね。明日の朝、サークルの部長に注意しておきます。







ケイトの孤独な戦い




　翌朝、ケイトは朝食のパンケーキを急いで口に押し込むと、学内にある「地を穿つものたち」のたまり場に向かい、地下が危ないと警告することにした。




ＫＰ：学内にある食堂兼カフェが「地を穿つものたち」のたまり場だ。そこにはケイトの友人であるメンバーが集まっている。なんだか、今朝はいつもよりも集まりが良いくらいだね。

ケイト：「ちょうど良かった。みんなに話したいことがあったの！」

ＫＰ：すると、部長も興奮した顔でケイトに言う。「ケイト、昨日の晩、食屍鬼が出たらしいぞ。夜警のオケリが見たって言うんだ！」

ケイト：「はい、知っています。ですから──」

ＫＰ／部長：「（ケイトの言葉を遮って）今晩、みんなで地下探検に行くぞ！」

ケイト：「ぱーん！（平手打ち）」

ＫＰ／部長：「な、殴ったな。先生にも殴られたことはないのに──」

ケイト：「ぱーん！（平手打ち）」

ＫＰ／部長：「二度も！」

ケイト：「食屍鬼は危険なの！　人を食べるの！　そんなものを探してどうするの!?」

ＫＰ／部長：「地下に隠された未知のものを求める。それが『地を穿つものたち』のポリシーだろ？」

ケイト：「それはそうだし、私も探検は大好きだけど……それとこれとは違うんですよ！　あれは本気で危ないの！　なんかよくわからないけど、宇宙的なの!!」

ＫＰ：しかし、こいつらは悪ノリが大好きな学生なので、そんな忠告には耳を貸そうとしない。

ケイト：まともに忠告しても駄目なら、オバニオンさんの名前を出してやる。「実はぁ、私、ダニー・オバニオンと知り合いなんけどぉ～（急にギャルっぽい口調になる）」

ＫＰ：それを聞いたら、さすがに学生たちは驚いたような顔をする。いきなりサークルのメンバーが大物ヤクザと知り合いとか言いだしたのと同じだからね。そして、ケイトはアイルランド系だから、その言葉にはそれなりの説得力があるだろう。

ケイト：「いま、オバニオンさんは地下で『商品』の取引をしているみたいなの。その邪魔をしたらまずいんじゃないですかね～。食屍鬼はおとぎ話かもしれないけど、ギャングは実在してますからね～」

ＫＰ：なるほど。その脅し文句が真に迫っているかどうかは〈言いくるめ〉をロールしてもらおうか。

ケイト：〈言いくるめ〉は私の特技なのです。コロコロ……あれぇ、失敗しちゃった！（泣）

全員：えええ～～～～～～～っ？（笑）

ケイト：もう知らない！　勝手に探検して、勝手に食べられちゃえばいいんです。私はできることはしました！

辰巳：こらこらっ、投げやりになるんじゃない！

佐々原：これは友人の無残な死体を見て、ごっそり正気度を減らされるフラグ！（笑）

辰巳：いつもワシらの事件に巻き込まれてひどい目に遭っているＮＰＣの千ち香かくんは、ジャパニーズアニメなノリの少女だからなんだかんだで死なないが、アメリカの悪ノリ学生ＮＰＣはあっさりと無残な死体をさらしそうなイメージだな（笑）。

睦：探索者の正気度を減らすために登場する友人たち……なんてたちが悪いんだろう。

ケイト：だったら、地下探検の集合場所で待ち伏せして、拳銃で脅してやろうかな……（すさんだ顔で）。

睦：ケイト、そんなことをしたら警察沙汰になるよ！　大学にキャンパスの夜の見回りを強化してもらって、サークルのメンバーが出歩けないようにしたらいいんじゃないの？

ケイト：そうですね、そうしましょう。じゃあ、ホテル・ミスカトニックに行って、交渉が得意な辰巳先生に泣きつきます。「辰巳先生～！　あいつらアホなんです。食屍鬼のうわさを聞いて、地下トンネルに行くつもりなんです。私がいくら警告しても逆効果で、むしろノリノリで行こうとするんですよ～！」

辰巳：「うーむ、それはいかんな。大学側に話をして、学生が夜歩きしないように見回りを強化してもらわんと」

ケイト：「そうだ、学生に厳しい、エリック・コテージ博士に相談するのがいいかも」

辰巳：「よし、ワシも口添えしてやろう。いくらばかな学生でも、食屍鬼に食われるのはかわいそうだからな」




　辰巳先生とケイトは、ミスカトニック大学で有名な頑固者で厳格なエリック・コテージ博士を訪ねて、食屍鬼のうわさを聞いた学生が夜歩きをするつもりだと忠告した。コテージ博士はその話を聞くと、それぞれの学生寮に学生の時間外の無断外出の監視を徹底するよう通知することを約束してくれるのだった。




ＫＰ：「ケイト・ダイヤモンド、君はなかなか感心な学生だね」と、学生の悪ノリを締め付ける口実が出来たことに、コテージ博士も満足げだ。

佐々原：オープニングで、あなたのスペルミスのことをからかったりしているんですけどね（ボソッ）。

ＫＰ：さて、ここでケイトは〈幸運〉ロールをしてくれ。

ケイト：あれっ、なにかいいことあるのかな？　コロコロ……ううっ、失敗です。

ＫＰ：では、不幸にもコテージ博士と話しているところを、ほかの学生に盗み聞きされてしまう。

ケイト：ええ～っ、不幸なことが起きるかどうかのロールだったの～!?（泣）

ＫＰ：えーと、学生たちのひそかな楽しみをチクったことがバレてしまったケイトは、さらに〈学内評価〉をロールしてくれ。これは経験ロールの反対で、ここで成功してしまうと〈学内評価〉が下がる可能性がある（笑）。

睦：〈学内評価〉が高い人ほど、評判に傷がつくというわけですね。マイナスの私は絶対に下がらない（笑）。

ケイト：コロコロ……うにゃ～ん、こういうときに限って成功です～。

ＫＰ：では、チクリ屋のうわさが流れてしまい、ケイトの〈学内評価〉は１Ｄ10ポイント低下してしまう。

ケイト：ひどい、みんなのためにやったことなのに！　コロコロ……「８」も下がっちゃいましたよ！（泣）

睦：大丈夫、私だけはケイトが正しいことをしたってわかっているから。私たちの友情は壊れないよ！

ＫＰ：ちなみに、その悪評は一年間だけで、来年になったら回復するから。

ケイト：あ～あ、〈学内評価〉が21％になっちゃった。

ＫＰ：それだと、ごく平凡な学生といった〈学内評価〉になる。いままでのケイトは一目置かれていた存在で、食堂でもあちこちから一緒に食べようと声を掛けられていたけど、明日からはみんな素っ気なくなるって感じかな。

ケイト：なんて世知辛い。これがミスカトニック・カーストなのね！

睦：ケイト、私はマイナスでも強く生きているから大丈夫！

ＫＰ：睦ちゃんの場合、食堂を歩いていると意味もなくクスクス笑われたり、ひどいときには足を引っ掛けられるくらいの評価だからなぁ。

睦：恐るべき、ミスカトニック・カースト。早く日本に帰りたい……ぐすん。

ＫＰ：でも、ケイトの捨て身の密告のおかげで、学生たちの間ではほとぼりが冷めるまで夜歩きを自粛するムードが広がっている。これでしばらく時間稼ぎはできるだろう。

ケイト：なんとか食屍鬼が来ないようにしないと。これでサークルの友達が殺されたりしたら、私の努力と〈学内評価〉が無駄になります！




　その後、冒頭に登場した病院の看護師にゴミ箱があさられていた時期を確認してみたところ、ニール・ドワイヤーが死亡した時期よりも少し前といった感じだった。

　時系列としては、ニール・ドワイヤーが殺される前から、食屍鬼がミスカトニック大学キャンパスに出入りしていたらしい。そこで探索者たちは、ニール・ドワイヤーが食屍鬼を呼び寄せたきっかけを作ったのではなく、たまたま食屍鬼の秘密トンネルを見つけてしまい、そのせいで殺されたという流れで間違いないだろうと推理する。

　さらに睦ちゃん以外の探索者は、せっかく宇宙的知識の宝庫のオーン図書館を利用できるのだから、ニール・ドワイヤーの体に彫られた魔女の印のタトゥーについて調べてみることにした。




ＫＰ：オーン図書館で魔女の印について調べるのなら、母国語が英語のケイトは普通の〈図書館〉ロール。辰巳先生と佐々原は、〈図書館〉と〈ほかの言語（英語）〉の組み合わせロールをしてちょうだい。

ケイト＆佐々原：コロコロ……失敗。

辰巳：コロコロ……よしっ、成功したぞ！

ＫＰ：組み合わせロールだと成功しにくくてヒヤヒヤするね。では、辰巳先生はクトゥルフ神話に関する魔道書というよりは、黒魔術について記された古い書物に、このような記述を発見する（資料を渡す）。




……………………

魔女の印と穢れた死体




　生前、魔女と契約した者は、体のどこかにその烙印を押される。

　それは魔女の所有物となったことを意味するため、ほかの邪悪な存在を遠ざける効果があるという。

　その効果は死してもなお続く。そんな汚れた者の遺体は自然の理から外れており、獣に食われることも、腐ることもないのだという。

……………………




佐々原：魔女が手下に「こいつは私のもの！」って、つばをつけたみたいな感じなんですかね。

ＫＰ：まあ、間違ってはいない。所有者の魔女が怖ければ、印が刻まれた者には手を出すなということだ。

佐々原：ニール・ドワイヤーはなぜ魔女なんかと契約をしたのか……？

睦：それは今回の事件では重要じゃないんじゃないのかな。ニール・ドワイヤーという魔女の手下がいて、そいつがさやかちゃんの手掛かりらしいナハブというモノを知っているってことが大事なだけで。

佐々原：やっぱり、もう一度、ニール・ドワイヤーに会いたいですね。

睦：む～っ、会いたいけど、それにはやっぱり地下に行かないと駄目なのかも。

ケイト：食屍鬼がうちの大学に入り込んでいる秘密トンネルをどうにかして、地下を平和にしたら、ニール・ドワイヤーも出てくるのではないでしょうか。「地を穿つものたち」として、私も協力しますよ～！

辰巳：しかし、いまさらだけど、あの地下の足音は本当に食屍鬼だったのだろうか？

ＫＰ：さあ、さっさと逃げてしまったので、それはわかりませんなぁ。

辰巳：いや、ワシらも食屍鬼とは何度も遭遇しているのだし、そろそろ食屍鬼のエキスパートを名乗っても過言ではあるまい。そのワシの勘が、あれは食屍鬼で間違いないとささやいている。

佐々原：……これから食屍鬼がいるような地下に行くなら、リプレイ読者には眉をひそめられるかもしれないけど、オバニオンからショットガンくらい借りておきたいですね。

辰巳：ふ～む、それは悪くない考えだと思うぞ。ここはできるだけの武装をしておきたいところだ。昨晩、報告したあとどうなったのかの確認ついでに、ホテルに行ってオバニオンに会ってみるか。




ＫＰ：では、ホテル・ミスカトニックのスイートルーム。オバニオンはメガネを掛けて机で書類仕事をしている。

睦：かつて、ここまでダニー・オバニオンをクローズアップしたリプレイがあっただろうか（笑）。

ＫＰ：みんながやって来ても、彼は顔を上げることなく書類をにらみつけているが、やがてサラサラとサインをしてから、メガネを外して顔を上げてくれる。「やあ、プロフェッサー・タツミ。お待たせしました。毎日、毎日、こうしてサインをしているというのに、どうして面倒な書類仕事というものは減らないのでしょうねぇ」

辰巳：「お忙しいところ恐縮です。ところで、例の『商品』の回収はうまくいったでしょうか？」

ＫＰ／オバニオン：「おかげさまで。ちょうどよかった。実はみなさんと話をしたいと思っていたところなのです」

辰巳：「話といいますと……？」

ＫＰ：昨晩、オバニオンは手下たちに地下の「商品」を回収させたらしいけど、そこは辰巳先生の言った通りの惨状だったそうだ。そこで、オバニオンは食屍鬼について真面目に話を聞きたくなったらしい。

辰巳：真面目にか……だったら、ワシらが日本で遭遇した食屍鬼について、正直に話してしまおうか。

佐々原：オバニオンも、それだけ正気度が減っているのなら、多少の宇宙的恐怖体験もしていることでしょう。話してしまって大丈夫じゃないですか？

ＫＰ：たぶんだけど、オバニオンの正気度は信頼していたのに裏切った部下とか、身内とかをギャングのしきたりに従って処刑したりしたから減っているんじゃないのかなぁ？

辰巳：それも切ない話だな。

ＫＰ：もしも、これまでの恐怖体験を理解してもらえるように伝えるのならば、そうだね……あまりに異常な体験なので、ここは〈説得〉ではなく〈オカルト〉をロールしてもらおうかな。

佐々原：〈オカルト〉なら任せてください。コロコロ……成功です！

ＫＰ：御津門学園で講師をしている佐々原だけあって、オバニオンも説得力を感じたようだ。「しかし、われわれとしても地下トンネルを利用した商売は続けたいところ。やつらを、どうにかできないものでしょうかね？」

辰巳：「食屍鬼には案外と話が通じる者もいるので、交渉の余地がないとはいいませんが……」

ＫＰ／オバニオン：「やつらと話し合いなんて、ぞっとしませんな。だいたい、食屍鬼というのは墓場がねぐらのはずでしょう。どうして大学にまで出張ってきたのでしょう。こういったことに詳しいのなら、その理由にも心当たりがあるのでは？」

佐々原：「ニール・ドワイヤー……じゃなくて、誰かが、食屍鬼の秘密のトンネルを見つけたとか言っていました。もしかすると、それが原因かもしれませんね」

ＫＰ／オバニオン：「食屍鬼のやつらが、こちらへ来るためのトンネルを掘ったってことですか？」

佐々原：「理由はわかりませんが、そういうことかもしれません」

ケイト：「私たちも食屍鬼なんかがウロウロしていてはサークル活動に支障が出るので、そんなトンネルは埋めてしまいたいのですけど」

ＫＰ：ケイトの言葉を聞くと、オバニオンは身を乗り出して、「それは名案だな。人食いの化け物がぞろぞろ入り込んでいるような穴はこいつで一気にふさいでしまってはどうだろうか」と、油紙に包まれたものを差し出す。

辰巳：「これはなんですかな？」

ＫＰ：中に入っているのは、茶色い筒に長い導火線の刺さった、古典的なスタイルのダイナマイトだね。

全員：ダイナマイト!!（笑）

睦：むむ～～～～っ、アメリカが舞台のシナリオって感じになってきましたね～（ワクワク）。

辰巳：「なるほど、これは大切にお預かりします（うれしそうに懐に入れる）」

佐々原：でも、こんなものをくれるということは、ボクらだけで埋めろってことですよね。

ＫＰ：導火線は長いので点火しても、爆発まで一分くらいは余裕があるだろう。もちろん、ダイナマイトに近い部分に点火すれば、すぐに爆発させることも可能だ。ただ、オバニオンは警告をしてくれるけど、設置する場所に気をつけないと、君たちを巻き込んでトンネルが崩落してしまうかもしれないぞ。

睦：それはそうですね。設置する場所を決めるためには、なんのロールが必要なのでしょうか？

ＫＰ：普通は〈地質学〉だけど、今回は〈登攀〉でも可能としよう。

ケイト：〈登攀〉ですか？

ＫＰ：山登りが得意な人間は、崩れやすい場所を見極めるのも得意というわけだ。ただし、〈地質学〉ならロールにボーナスはつくけど、〈登攀〉にはボーナスはつかない。

佐々原：「あの～、オバニオンさん。ダイナマイトもありがたいのですが、護身用の武器とかありましたら……」

ＫＰ：そう言って、佐々原が交渉するの？

佐々原：いえ、そんな感じのことを、〈言いくるめ〉が得意なケイトが言ってくれるはず（笑）。

ケイト：しょうがないですねぇ。「食屍鬼とばったり出くわすかもしれないので、よかったら私たちに銃とか貸してもらえませんか？　私は平気なんですけど、この佐々原さんが不安だって言ってるので」

ＫＰ：だったら、ケイトが〈言いくるめ〉をどうぞ。

ケイト：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：無償で食屍鬼の潜むトンネルに挑もうとする探索者を丸腰で行かせるほどオバニオンもしみったれではない。ケイトがそう言うのならば、彼が護身用に隠し持っている38口径オートマチックの拳銃か、戸棚にしまってある12ゲージ・ショットガン（二連式）のどちらかを貸してあげよう。







アーカムの地下探検再び




　探索者たちは相談の結果、拳銃よりも命中率の高いショットガンをオバニオンから借りて、ＤＥＸの一番高い佐々原が装備することにした。また、ケイトも祖父の形見のS&W 32 Safety First Model D. A.を引っ張り出してくる。

　かくして、長い「るるいえ」シリーズの中でも、最大の攻撃力を持ったパーティー構成となり「こんなに武装させるなんて、いったいどんな戦闘が待っているのやら」と、逆に戦々恐々とするプレイヤーたちであった。




ＫＰ：さて、再びミスカトニック大学の地下トンネルに下りてきたわけだけど、今度は「地を穿つものたち」が探検済みのトンネルではなく、未発見のトンネルを探すことになるため、『ミスカトニック大学』に掲載されている〝地図のないトンネルで〟のルール通りに処理させてもらおう。

睦：そんなルールまであるんですか。どこまでトンネル推しなんだか（笑）。

ケイト：「これこそ本当の探検です。先輩たちもまだ足を踏み入れていない領域へ！」

睦：「ケイトは元気だなぁ～」

ＫＰ：この〝地図のないトンネルで〟は、その名の通り地図のないトンネルを歩くためのルールだ。探索者が目的地にたどり着くには、道案内をする代表者が［ＩＮＴ×１］のロールに成功しなければならない。ただし、ケイトは冒頭のセメスターで「地を穿つものたち」の活動を熱心にしている設定なので［ＩＮＴ×２］でロールができる。

ケイト：はあ……そうですか（急にさえない顔になる）

ＫＰ：さらに、〈ナビゲート〉が40％以上ある探索者も、ＩＮＴの倍数が１アップする。また、ＩＮＴのロールに挑戦せずに、食屍鬼の痕跡を調べて道案内をする人のサポートをするというのなら〈追跡〉や〈生物学〉のロールをして、成功した人の数だけＩＮＴの倍数が１アップすることにしよう。

佐々原：かなり成功率が厳しいロールのような気がしますが、失敗するとどうなるんですか？

ＫＰ：このロールに失敗しても道に迷うだけで、時間をかければ再挑戦することはできる。ただし、道に迷ったらお楽しみの〝トンネルの危険表〟をロールしてもらうぞ。うひひひひっ。

睦：なんて嫌らしい顔をしているんでしょう！

辰巳：となると、ケイトに道案内をしてもらって、ワシらが〈追跡〉などでサポートするという感じかな？

ケイト：いいえ……実を言いますと、ケイトはＩＮＴが８しかないおばかさんなのです（泣）。

佐々原＆睦：ええ～～～～～～～～～っ!?

辰巳：だから、せっかくの見せ場なのにさえない顔をしていたのか。

佐々原：だったら、ケイトには悪いけど、〈ナビゲート〉が得意なボクがロールした方が成功率は高いですね。でも、ボクは〈追跡〉の成功率も96％あって得意なんですけど……。

辰巳：いや、待てよ。佐々原の〈追跡〉が成功確実というのなら、ここはＩＮＴが17のワシが道案内するのが最終的な成功率が高くなるのではないだろうか？



◆むったんのワンポイントスケッチ「拳銃とショットガン」

　どうも、好きな銃は12ゲージショットガンな、むったんです。

　38口径オートマチックの拳銃は１ラウンドに２回攻撃が可能で、ダメージは１Ｄ10ポイントという平均的な性能の拳銃ですね。装弾数は８発と、多くもなく少なくもなくといった感じ。ちなみに、ケイトのお爺さんの形見だというS&W 32 Safety First Model D. A.は、ダメージは１Ｄ８で装弾数も５発しかありませんが、１ラウンドに３回も攻撃できるところが最大の強みです。

　一方、12ゲージショットガンは１ラウンドに１発しか撃てず、装弾数も２発と少ないのですが、込められた弾を２発同時に撃つことができ、近距離で撃てば８Ｄ６ポイントのダメージが出る、探索者あこがれの武器です。

　私たちのプレイグループでは装甲を持たない人間などの小物相手には、攻撃回数が多く、ダメージ次第ではショックも狙える拳銃。クリーチャーなどの大物が相手のときは、一撃必殺のショットガンが良いとされています。

　実は、ショットガンを超えるエレファント・ガンというライフルもありますが……こんな非常識な武器の携帯を許可してくれるキーパーはあまりいないかもしれません。ちなみに、このキャンペーンのキーパーは、許されるならば自分の探索者にはいつでもエレファント・ガンを装備させたいと思っているそうです。






　どのようにロールすると成功率が高いのか複雑な計算をした結果、探索者たちはＩＮＴの高い辰巳先生をみんなで全力でサポートする作戦が最も効率が良い（はず）との答えを導き出した。




睦：私の〈追跡〉は10％です。コロコロ……失敗。

ケイト：私も10％しかありませんが。コロコロ……やった、「06」で成功です！　「地を穿つものたち」のプライドは守られました！

佐々原：ケイトが成功したなら、ボクは失敗しても大丈夫だな。

睦：なに言ってるの。この作戦はタマ兄が〈追跡〉に成功する前提で成り立っているんだからね！

佐々原：コロコロ……大丈夫、大丈夫、ほら成功してるってば。

辰巳：二人のサポートがついたから、［ＩＮＴ×３］で成功率は51％ということか。これなら成功しそうだ。

ケイト：辰巳先生、お願いします！

辰巳：ダイスに気合いを入れて。とりゃ～～っ！　コロコロ……「48」で成功!!

睦：危な～い！　３倍になっていなかったら失敗してたよ。ケイトが成功してくれたおかげだね。

佐々原：えっ、ボクは？　ボクは？

睦：タマ兄は成功して当たり前だから。

ＫＰ：なんと……一発で成功されるとは。またも〝トンネルの危険表〟がロールできないのか（がっくり）。

佐々原：そういうランダムイベントはノーセンキューですから（笑）。

睦：この成功率の低い道案内のロールからして、キーパーは失敗することを前提でシナリオを組んでいたようですけど……残念でしたぁ！（満面の笑み）

ＫＰ：くっ、こいつめ……（仕方ない。潔く〝トンネルの危険表〟は諦めて、事前にシナリオで用意していたイベントを発生させよう）。では、君たちは危険な有毒ガスや、ネズミの群れ、懐中電灯を故障させる深い水たまりなどをうまい具合に避けて、順調に地下トンネルの探検を続けている。

睦：有毒ガスとか怖過ぎます。このトンネルは、どれだけ危険に満ちているんですか！（笑）

ＫＰ：ところで、ケイトは拳銃を装備しているけど、それって探検の途中でも、ずっと手に構えているのかな。ルール的には拳銃をいつでも撃てる状態で構えていると、近接戦武器を使う相手に対して先制攻撃ができるようになっている。反面、拳銃を構えて歩いていたら、ＮＰＣと出会った時の初対面の印象は最悪となるだろう。

ケイト：こんなところで出会うのは、密輸業者か食屍鬼だけなので、気にせず拳銃を構えています。

ＫＰ：（ニヤリ）了解した。では、装飾の施された銀色に輝く拳銃を構えたケイトがトンネルを進んでいると、なんの前触れもなく、突然、右手がズシッと重くなるのだった。

ケイト：ええっ、なんで？

ＫＰ：見ると、赤ちゃんくらいの大きさの人型の生き物が腕にすがりついている。灰色の肌はぬめっとしていて、イボだらけ。顔はカエルのように目が飛び出しており、金色に輝いていた。この醜い生き物は、ケイトの拳銃を小さな手でまさぐりながら「ピカピカ……ピカピカ……」とつぶやいている。

ケイト：なんなの、これ～～っ!?（泣）

睦：むむっ、これがミスカトニック大学の地下に潜むといううわさのゴブリン!?

ＫＰ：その通りだ。さあ、全員〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

ケイト＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

辰巳：コロコロ……くっ、失敗だ。

ＫＰ：えーと、成功したらゼロ。失敗したら１Ｄ２ポイントの正気度が減るのだけど、ケイトは腕にへばりつかれているので成功しても１ポイント減る。

ケイト：も～っ、なんで私ばっかりこんな目に遭うの～!?　現在正気度は46になりました。

辰巳：コロコロ……うっ、いかん。「２」が出てしまった。ワシの現在正気度は60だ。

ＫＰ：ここでみんなは〈オカルト〉のロールをしていいよ。

佐々原：コロコロ……成功したのはボクだけですね。

ＫＰ：こいつはヨーロッパの民間伝承などで語られる小人の類いではないかと推測できる。そして、ケイトの拳銃に執着しているのを見て、そういえば伝承の小人には光るモノが好きなやつがいたことを思い出す。さて、ここからは戦闘ラウンドで処理をしよう。まずはＤＥＸ18の佐々原からだよ。

佐々原：ケイトの腕にくっついているんじゃ、ショットガンは使えないな……どうしよう？

睦：光るモノが好きなんだったら、顔が映るほどのピカピカの金貨を出せばいいんじゃないの（笑）。

ＫＰ：もし、ピカピカのコインを出したいのなら、それは〈幸運〉に成功してもらわないと。

佐々原：よし、〈幸運〉に挑戦します。「こいつはピカピカしているものを欲しがっている。つまり、これだぁぁ！」と、みんなに聞こえる声で叫びながら、コロコロ……ありゃ、失敗です。さびた十円玉だった。

ＫＰ：残念でした。続けて、佐々原は〈聞き耳〉をしていいよ。

佐々原：これはなにか恐ろしい物音に気づいてしまうのかも。コロコロ……成功。聞こえちゃった！

ＫＰ：佐々原は暗いトンネルの壁や天井のあちこちから「ピカピカ……ピカピカ……」という小さな声が聞こえる。どうやら君たちはたくさんの小人に包囲されているようだ。そんな恐ろしい事実に気づいてしまった佐々原は、もう一度〈正気度〉ロールだ！

佐々原：「こいつは一匹だけじゃないぞ！」と、コロコロ……よしっ、成功です。

ＫＰ：成功したなら正気度は減らない。なんだよ、今回、佐々原は〈正気度〉ロールに一度も失敗していないな。

佐々原：まあまあ、たまにはそういうこともありますって。

ＫＰ：お次はケイトだけど、どうするかな？

ケイト：小人を引きはがすか、パンチするか……。

ＫＰ：引きはがすにはＳＴＲが必要になりそうだ。パンチは〈こぶし〉のロールだね。

ケイト：さやかと違って、ケイトのＳＴＲは低いんですよ。うう～ん、だったら拳銃のピカピカしているところをトンネルの泥で汚してみます。

ＫＰ：なるほど、それは良いアイデアだ。泥で汚すだけならロールは必要ないね。ケイトが拳銃を泥に浸すと、効果は覿面で、すぐに小人は拳銃をまさぐるのはやめる。ここでケイトは〈聞き耳〉をどうぞ。

ケイト：なにも聞きたくない。コロコロ……はい、失敗です。なにも聞こえませ～ん（笑）。

ＫＰ：では、お次はＤＥＸ14の小人の番だけど、泥に汚れた拳銃への興味は失せたが、今度はケイトの懐をまさぐってピカピカのモノを探している。しかも、いつの間にか背中や脚にも別の小人がへばりついているぞ。

ケイト：この小人、しつこ～い！（泣）
















佐々原：エロいな、この小人は（笑）。

辰巳：まるで挿絵にしてくれと言わんばかりの露骨なイベントだ！（笑）

ＫＰ：え～っ、ごほん、ごほん。とりあえず、小人の行動はそれでおしまいだよ。

睦：では、今度こそ〈幸運〉でピカピカのコインを出します。コロコロ……むはっ、私も十円玉だった。

辰巳：よし、次はワシの番だな。ピカピカのコインを出すぞ。

ケイト：みんなでマジシャンみたいなことを言ってますけど、本当にコインを持っているんでしょうね？

辰巳：コロコロ……おっ、成功した。ピカピカの五百円玉を取り出したぞ！

ＫＰ：すると、いままでケイトの胸をまさぐっていた──

佐々原：さっきは懐だったのに、いつの間にか胸になってる！（笑）

ＫＰ：いや、その……とにかく、小人の視線は、辰巳先生の取り出した五百円玉の方に釘付けとなるよ。

佐々原：「辰巳先生、そのコインをボクらの進行方向の逆に投げちゃってください！」

辰巳：「よ～し、このピカピカのコインが欲しいのならくれてやる！」と、遠くに投げよう。

ＫＰ：すると、ケイトにしがみついていた小人はひょこひょことコインを追って闇の中へと消えていく。同時に佐々原だけは気づくのだが、トンネルのあちこちからザワザワと無数の気配がそれを追って行くのだった。

佐々原：「ほっ、助かった」

睦：食屍鬼とか、ゴブリンとか、アーカムの地下はまるでファンタジーＲＰＧみたいになっていますね。

ケイト：「お爺ちゃんの形見を汚しちゃった。あとでしっかり手入れをしておかないと……」

ＫＰ：ケイトは気づくのだけど、きっとあいつが先輩の小銭入れを盗んだ犯人なんだろうね。

ケイト：なるほど……ピカピカするものが好きだから小銭入れを盗んだんですね。




　ミスカトニック大学の地下に隠れ住む「小さな人々」との遭遇をやり過ごし、辰巳先生の道案内によって、ようやくニール・ドワイヤーが言っていたと思われる秘密のトンネルを発見することができた。




ＫＰ：そこは古い下水道に、新たな水道管や配水管が無計画に増設された、複雑なジャンクションのようになっている。そんな太い金属製の管の間をよく調べてみると、最近になって掘り崩された、ほんの数メートル程度の細い横穴を発見することができる。奥をのぞいてみるかい？

ケイト：ここまで来たらのぞくしかないですよ。警戒しながら、どうなっているのか確認します。

ＫＰ：生粋の探検家であるケイトが横穴の奥をのぞいてみると、別のトンネルに通じている。そこはいままでの下水道とは造りが違っていて、つるはしなどで岩を掘り抜いた穴になっている。たぶん、掘られてから百年以上は経っているだろう。いかなる理由で掘られたものかはわからないが、東にどこまでも延びており、生半可な覚悟でこの穴に侵入してはいけないとケイトの本能がささやくのだった。

ケイト：なんかすごいことになっています。「地を穿つものたち」の本能が、この穴は危険だと言っています！

睦：昔からこの古い穴に住んでいた食屍鬼が、病院の遺体を求めてミスカトニック大学の地下のトンネルに通じる横穴を掘って、キャンパス内に進出してきた……って感じでしょうか。

ケイト：じゃあ、この古い穴につながる横穴を埋めてしまえば、食屍鬼はこちらにやって来なくなるわけですね。

ＫＰ：ここでケイトは〈聞き耳〉をしてくれるかな？

ケイト：なにも聞きたくな～い！

睦：いやいやいやっ、これはきっと成功した方がいい〈聞き耳〉ロールだよ！

ケイト：えっ、そうなんですか。コロコロ……大丈夫、成功しています。

ＫＰ：古い穴を確認していたケイトは、その奥からのヒタヒタという足音に気づく。その数は二体だ。ケイトが〈聞き耳〉に成功したので、望むなら、相手を迎撃することが可能となるよ。

睦：むむ～～っ、まさかとは思ったけど、これは本当に本気の銃撃戦が始まるようですね。







銃声鳴り響く総力戦




ＫＰ：では、横穴をダイナマイトで爆破するための手順を説明しよう。まず、ダイナマイトを設置する探索者は１ラウンドをかけて崩れやすそうな岩盤を見極めることに専念することで〈地質学〉の２倍か〈登攀〉でロールができる。これに成功すると、ようやく次のラウンドで適切な位置にダイナマイトが設置できる。なお、失敗してもロールの再挑戦は可能だ。

辰巳：設置するには、最速でも２ラウンドかかるというわけだな。

ＫＰ：ただし、岩盤を調べている探索者に、これから現れる敵が白兵戦で殴れるような位置にまで近づかれてしまうと、気が散ってしまい〈地質学〉などのロールはできなくなる。

佐々原：つまり、戦える探索者が敵の足止めをして、その間にダイナマイトを設置してもらうわけですね。

ケイト：ここは私と佐々原さんが前に出て、敵の足止め。〈地質学〉が得意なムツミにダイナマイトを設置してもらいましょう。

睦：自分から前衛に名乗り出るなんて、ケイト、なんて頼もしい子！

ケイト：「お爺ちゃんの形見の拳銃と、叔父さんに習った射撃の腕前、ムツミに見せてあげるデース」

佐々原：むったん、ボクもちゃんと前衛を務めるからね！　応援してね！

辰巳：うーむ、ワシのいる場所が難しいな。〈医学〉で前衛をサポートするために前に行くか、睦くんを〈精神分析〉などでサポートするため後衛で待機するか……。

ケイト：この作戦の鍵はムツミなので、辰巳先生は後ろにいてください。もしも大けがをしたら、私の方から治療をしてもらいに後退しますので。

辰巳：……そうだな。前衛のみんなには悪いが、ワシは睦くんと一緒に後ろで待機させてもらうとしよう。

ＫＰ：拳銃とショットガンを構えたケイトと佐々原が古いトンネル内に進み、睦ちゃんは横穴で岩盤の弱い部分を探して、辰巳先生はその近くで待機というわけだね。

ケイト：それで間違いありません！

ＫＰ：では……やがてケイトが持っているライトが、古い穴からやって来る足音の主を照らし出した。それは夜警のオケリが証言したように、人間とも獣ともつかない化け物だった。顔つきはどこか犬のようで、なによりむき出しになった鋭い牙が印象に残る。皮膚はゴムのようで、体毛はほとんどない。鋭いかぎ爪を生やした手は長く、地面につくほどだった。二体のうち、一方の体格は大きく、もう一方は背は低かったが屈強な体つきをしていた。この怪物は、君たちの方を見ると、嫌らしく舌なめずりをしてから、一斉に飛び掛かって来るのだった！

睦：やっぱり、食屍鬼だ～!!

ＫＰ：さあ、〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

佐々原：ショットガンを装備しているのに、失敗するわけにはいかない。コロコロ……よっしゃあ、成功です！

辰巳：コロコロ……ワシも成功しているぞ！

睦：ここは、するっと成功させておきたい。コロコロ……（たまたま、佐々原のプレイヤーの肘にロールしたダイスがぶつかる）むはっ、成功です！　ナイス、肘！　ナイス、エルボー！

佐々原：いまのはナイスサポートだったね（笑）。

ケイト：私だって、こんなときに怖がってはいられません。コロコロ……うにゃ～ん、また失敗です～！（泣）

辰巳：なんだか、さやかちゃんと違って、ケイトのダイスロールには安心感がないな。

ＫＰ：〈正気度〉ロールに成功したらゼロ。失敗したら１Ｄ６ポイントの正気度が減る。

ケイト：成功と失敗でこの落差……ひどい！

睦：まあまあ、これはルール通りだから。

ケイト：せめて、５以上は出ないで。コロコロ……だからって「４」はやめてよ～！（泣）

佐々原：一時的狂気にはならないけど、「４」って、中途半端でへこむよね～（笑）。

ケイト：現在正気度は42。シナリオ開始時から13ポイントも減ってます。なんで、どうしてこんなっ!?

ＫＰ：なんというか……キーパーからは「頑張れ」としか言えない。

ケイト：こうなったら、視界に入った瞬間、射殺してやる～～～っ!!

ＫＰ：では、ここから戦闘ラウンドでＤＥＸ順に処理していくわけだが──その前に、ピカピカ大好きの小人にも耐えながら、ずっと拳銃を構えていたケイトは、接近戦を挑む食屍鬼に先制して一回目の攻撃をしてもよい。もちろん、しなくてもよい。

ケイト：しないわけないでしょう！　撃ちます。めっちゃ撃ちます！

睦：ここで問答無用の先制攻撃ができるのが、拳銃の強みですね。

辰巳：相手が普通の人間なら、この一発で意識不明にさせることもできるからな。やっぱり拳銃は怖いよ。

ＫＰ：ただし、この先制攻撃は互いに遭遇した直後の射撃という解釈で、まだゼロ射程のルールが適用される距離までは近づけていないと思ってくれ。

ケイト：それでも命中率は89％あるから大丈夫。コロコロ……命中しました！　この拳銃のダメージは１Ｄ８なので、コロコロ……よしっ、高めの「７」が出ました！

ＫＰ：ケイトの撃った弾丸は、食屍鬼のゴムのような皮膚にボツンと穴を穿った。しかし、なにかが違う。手応えというか、なにかわからないが、確かにダメージを与えているはずなのに、銃弾を受けた食屍鬼の反応に違和感を覚えるのだ。

ケイト：えっ、これってどういう……？

佐々原：もしかして、食屍鬼って貫通する武器は効かないのか？

ＫＰ：さてねぇ。では、ＤＥＸ18で佐々原の番だよ。

佐々原：できれば、ショットガンの射撃に影響がでない範囲で食屍鬼を引きつけて、ゼロ射程になった時点でショットガンをぶっ放したいのですが、どうでしょう？

ＫＰ：そうだな……さっき、ケイトが〈聞き耳〉に成功して、探索者側が有利な配置になっているので、それは可能としよう。

佐々原：よしっ、だったらショットガンの基本技能値が30％のところが、ゼロ射程になって60％になります。当然、二発、一気に発射して、夢の８Ｄ６を狙いますよ。

全員：当たれ～～～っ!!（みんなで祈っている）

佐々原：ここでボクが外すわけがない。コロコロ……んなぁぁっ、外れたぁ!?（泣）

全員：ええええ～～～～～～～～っ!?（泣）

ＫＰ：おおっと、それはそれは、一気に探索者側の形勢が不利になったな（キーパーは軽く言っているが、本当に不利になっている）。え～っと、次はＤＥＸ15のケイトの番だね。

ケイト：拳銃の二発目の攻撃。佐々原さんと同じく、ゼロ射程まで食屍鬼を引きつけて撃ちます。

ＫＰ：了解した。では、成功率を２倍にしてくれ。

ケイト：89％の２倍で、[image: ]％です。コロコロ……「09」です。成功率を５分の１にしても成功しているので貫通ですね！

睦：ケイト、素敵～～～っ!!

ＫＰ：貫通したことによってダメージは２倍の２Ｄ８ポイントになるぞ。

ケイト：コロコロ……うーん、出目がさえません。貫通しているのに、さっきと同じ「７」です。食屍鬼の様子はどうでしょうか？

ＫＰ：人間サイズの生物ならば死ぬか、意識不明になってもおかしくないダメージを与えているはずなのだが、まだ平気で動いているね。ただし、まったくダメージを受けていないわけではなさそうだ。

ケイト：うーん、どうしてだろう。でも、攻撃手段は拳銃だけなので、撃ち続けるしかないですね。

ＫＰ：さて、お次は……ＤＥＸ13の睦ちゃんだな。

睦：私も予定通り、岩盤の見極めをします。〈地質学〉を２倍にしても成功率は64％です。むむ～っ、なんかドキドキするような成功率だなぁ～。

ケイト：お願い、一度で成功させて～っ！

辰巳：一撃必殺のショットガンが不発に終わったから、食屍鬼を殲滅するより、さっさとダイナマイトを設置して逃げ出した方がよさそうだぞ。

睦：むむむっ、いままでにないプレッシャーを感じます。けど、ここはかる～く、リラ～ックスした気分で。六割以上も成功するなら大丈夫ですよ～、っと。コロコロ……やったぁ、成功です！

全員：よかったぁ～～～っ!!

ＫＰ：（ほっ、成功してくれてよかった）さて、睦ちゃんが一縷の希望である岩盤の弱い部分を見いだした直後、屈強そうな食屍鬼が佐々原に無慈悲な３回攻撃をしてくる。本場の食屍鬼は容赦がないから、キーパーもオープンダイスでロールしちゃうぞ～！（笑）

佐々原：３回攻撃はまずい。これは死ぬかも……。

ＫＰ：まずは右手の爪の攻撃。コロコロ……「45」で外れ。

ケイト：ほっ、爪の成功率は45％以下のようです。ちょっと安心しました。

ＫＰ：次は左手の爪の攻撃。コロコロ……これも外れ。最後は、牙による嚙みつき攻撃。コロコロ……なんだ、これも外れか。

佐々原：助かった～！

ＫＰ：どうもボクはオープンダイスにすると出目が悪くなるな。では、お次はのっぽの食屍鬼がケイトに攻撃してくる。右手の爪の攻撃。コロコロ……「23」で命中したぞ！

ケイト：ううっ、乙女の柔肌を引き裂くなんて……。

ＫＰ：ダメージもオープンダイスでロールしよう。こいつの爪の威力は１Ｄ６＋１Ｄ４ポイントだ。コロコロ……ちっ、出目が悪いな。４ポイントのダメージだよ。

ケイト：そのくらいなら、まだ平気ですけど。ダメージのダイスが大きい！

ＫＰ：続けて、左手の爪。コロコロ……外れ。最後は嚙みつき。コロコロ……こちれも外れか。

ケイト：助かった……。

辰巳：ようやくワシの番だが、どうしたものか。ここは前衛に出て、ケイトの手当をした方がいいかな？

ＫＰ：辰巳先生は最初の配置で後衛にいたので、その場合は移動だけで終わってしまいますね。

辰巳：うう～む、それだとちょっと無駄だが……まあいい、ケイトたちを手当できる位置にまで移動するぞ。

ＫＰ：これで全員の行動は終わったので──

ケイト：ちょ～っと待ってください。私の３回目の射撃がＤＥＸの２分の１のタイミングで残っています！

ＫＰ：おおっと、そうだった。ごめん、ごめん！

ケイト：「さっきは痛かったけど、ジャパニーズ・コトワザには『肉を切らせて骨を断つ』というものがあるのデース！」と、いま殴ってきた食屍鬼の胸に拳銃を押しつけて、ゼロ射程で射撃します！

睦：ケイト、やっちゃえ～～～っ!!

ケイト：コロコロ……出目は「91」ですが、ゼロ射程だから命中。１Ｄ８のダメージで、コロコロ……マックスの「８」です！　これでどうだぁ～～っ!?

全員：ひゃっほ～～っ!!（笑）

睦：すごい。さやかちゃんでも、ケイトでも安定の高火力!!

ＫＰ：うーむ、その一撃を受けると、食屍鬼は戦意喪失をしたようだ。かぎ爪のある手で傷口を押さえると、よろよろと後退をする準備をしている。

ケイト：「まずは一匹、大破っ！」（ガッツポーズ）

睦：それにしても、７、７、８ポイントのダメージを受けても死なないって、どんだけ頑丈なのやら……。




ＫＰ：第２ラウンドを始めよう。さっきと同じく、ＤＥＸ18の佐々原より先にケイトの拳銃の攻撃ができるよ。

ケイト：目の前の食屍鬼はやる気を失っているようなので、佐々原さんの援護をしたいです。

ＫＰ：それは可能だけど、いまの段階では佐々原とケイトの距離は少し離れているので、この攻撃にはゼロ射程のルールは適用されないとしてくれ。

ケイト：まあ、89％もあるのだから命中するでしょう。シャキーンと拳銃を真横に向けて、佐々原さんを攻撃している食屍鬼に一発おみまいしてやります。コロコロ……って、あれ～っ、「00」が出ちゃった!!（泣）

全員：なんだって～～～～～っ!?

ＫＰ：おやおや、それだと拳銃が動作不良を起こしてしまい、このラウンドは射撃できなくなってしまう。きっと、小人のときに塗りたくった泥が原因だろう。引き金が引けないので、弾の方は減らさなくていいよ。

ケイト：こんな大事なときに……お爺さんの形見を粗末にしたから罰が当たったのかなぁ～（しょぼ～ん）。

佐々原：……この流れ、悪い予感がするけど、ボクはＤＥＸ18でショットガンに弾を込めるのみです。

ＫＰ：了解した。では、あわてて弾の装塡をしている佐々原に、食屍鬼が無慈悲な攻撃をする。一撃目、右手の爪の攻撃。コロコロ……あっ、「29」で命中した。

佐々原：げげっ、これはまずい！

ＫＰ：ちなみに、この食屍鬼はのっぽでＳＩＺは大きいのだけど、ＳＴＲは低いので、ダメージはさっきの食屍鬼と同じく１Ｄ６＋１Ｄ４だ。コロコロ……くっ、出目が悪い。たったの３ポイントのダメージ。

全員：よかった～～っ!!

ＫＰ：続けて左手の爪の攻撃。コロコロ……「03」だ。こいつの爪は貫通しないから、もう一度、１Ｄ６＋１Ｄ４のダメージだね。うふふふ、なんかキーパーも佐々原を殺してしまいそうでヒヤヒヤしてきたぞ。

睦：タマ兄～、死なないで～！

ＫＰ：コロコロ……今度は６ポイントのダメージだ！

ケイト：だ、大丈夫ですか、佐々原さん。意識不明になりませんか？

佐々原：いや、まだ大丈夫。いまの耐久力は、たった８しかないけど。

睦：いや、８も残っていれば十分だよ。さすがタマ兄。食屍鬼並に頑丈だね！（笑）

ＫＰ：最後の嚙みつきはどうかな。コロコロ……おおっと、なんとこれも命中した。

辰巳：なんと、まさかの全弾命中だとっ!?

ＫＰ：これがオープンダイスの怖さだねぇ。とはいえ、牙のダメージは爪よりも少なくて、１Ｄ６だけなんだけど、コロコロ……おおっと、最大ダメージの「６」が出ちゃったぞ。

佐々原：それだけはやめてほしかった。残りの耐久力が２になったので、自動的に意識不明になります（泣）。

ＫＰ：しかも、食屍鬼は佐々原の首筋に食らいついたままだ。ルール的には、これからは「牙でいたぶる」という攻撃によって、佐々原は自動的に毎ラウンドダメージを受け続けることになる。次のラウンドの食屍鬼の手番が来たら、かなりの確率で失血死するだろうな。

ケイト：まずい、まずい、まずい、これはまずいですよ!!

ＫＰ：（うう～む、ここで佐々原が死んだらかわいそうだなぁ）目の前で食屍鬼の爪が佐々原を引き裂き、首筋に牙を立てると、大量の鮮血が飛び散り、みるみる佐々原の目から生気が失われていく……といったところで、睦ちゃんの番だな。

睦：なんだか〈正気度〉ロールものの光景が繰り広げられていますが、ここは予定通り、タマ兄の惨状を涙目で見つめながらも、ダイナマイトを点火します。

辰巳：ワシは佐々原を〈医学〉で手当するぞ。せめて意識だけでも回復させないと、なにもできないからな。

ＫＰ：ここは気合いを入れてロールをどうぞ。これに失敗すると、かなり厳しいことになるかと。

辰巳：な～に、ワシの〈医学〉は94％だ。コロコロ……「74」で成功！　コロコロ……すまん、回復したのは１ポイントだけだが、意識は回復するぞ。

佐々原：辰巳先生、ありがとうございます……でも、耐久力が３って心細過ぎる（泣）。




ＫＰ：さ～て、全員の行動が終わったので、すべての運命が決定する第３ラウンドを開始しようか。

ケイト：まずは私の先制射撃で、佐々原さんをいたぶっている食屍鬼を撃ちます。コロコロ……貫通はしないけど、命中。ダメージは、コロコロ……「３」です。ごめんなさい、いまいちでした。

睦：ううん、少しでもダメージを与えておくのは大事だよ！

佐々原：では……みんなの援護を受けつつ、ＤＥＸ18で首筋に嚙みついている食屍鬼の腹に目掛けて、ショットガンのゼロ射程射撃。当然、さっき込めた二発の弾を同時に撃ちます！

ＫＰ：了解した。これを外したら、かなり絶望的だぞ～。

佐々原：大丈夫、二度も外したりはしない。成功率は２倍で、60％もあります！

全員：当たれ～～～～っ!!

佐々原：頼む、当たってくれ～。コロコロ……よしっ、「32」で命中です！　危ない、ゼロ射程じゃなかったら当たらなかった!!

ＫＰ：ほほう、なかなかやるねぇ（キーパーも内心はヒヤヒヤだった。これが当たらなかったら、かなりの確率で佐々原は死んでいただろう）。では、探索者にとってあこがれの８Ｄ６のダメージをロールしてもらおうか。みんな、すでに勝利ムードだけど、この出目がさえないと食屍鬼は撃退できないからね。

佐々原：ふっふっふっ、こんな見せ場でボクの出目がさえないなんてありえない。これまでの恨みを込めて、食屍鬼なんて一撃でバラバラにしてやりますよ。

睦：やっちゃえ、タマ兄～～っ!!

佐々原：（８個の６面ダイスを握りしめて）いくぞ～っ、コロコロコロコロ……。

辰巳：おおっ、なんだか「６」ばかり出ているぞ！（笑）

佐々原：えーと、合計は「34」です!!

ＫＰ：なんと、すごいダメージだな！

睦：１Ｄ６の平均が「４」を超えてますからね。これはいい出目ですよ～。

佐々原：ボクは10面ダイスよりも、６面ダイスの方が得意なんです！（笑）

ＫＰ：佐々原渾身の一撃を受けると、食屍鬼の腹にはぽっかりと大きな穴が開いた。そして、そのまま食屍鬼は崩れ落ちて、動かなくなる（食屍鬼は、火器と飛び道具のダメージを半分にするという特殊な能力を持っているのだが、それでもさすがに耐えきれなかった）。

佐々原：勝ったぁぁぁっ!!（ガッツポーズ）

ＫＰ：しかし、安心するのはまだ早い。君たちの銃声を聞きつけたのか、穴の奥から、ヒタヒタという無数の足音が聞こえてくるぞ……。

睦：「ダイナマイトは点火済みです。みんな、逃げて～～！」

全員：「逃げろ～～～～～～～～っ!!」



◆むったんのワンポイントスケッチ「ゼロ射程での射撃」

　どうも、好きな銃器のルールは「ゼロ射程での射撃」な、むったんです。

　銃器にはいろいろなスポット・ルールがありますが、中でも「ゼロ射程」はよく使われるものです。

　敵と近い位置（ほんの数メートルくらい）で射撃するとき、銃の命中率は倍となります。

　銃に慣れていないタマ兄のような探索者でも、このルールさえあれば命中が期待できますね。

　今回、私たちは、探索者とＮＰＣの距離を正確に管理しながら戦闘をしていません。そんなときは「相手に接近戦で殴られる距離」になったらゼロ射程を適用するとしておけば、キーパーも管理が楽でしょう。









あなたたちの味方となってあげましょう




ＫＰ：密閉されたトンネルでダイナマイトの爆発は、鼓膜が破れるのではないかと思うほどの轟音と、地響きを引き起こした。だが、おかげで、佐々原たちが激闘を繰り広げた古い穴につながっていた横穴は、岩の崩落によって完全に埋まり、しかもミスカトニック大学側の水道管などにも被害はなかったようだ。これは睦ちゃんが設置した場所が適切だったおかげだろう。

全員：わ～～～～～～～い!!（パチパチ）

ケイト：「これでミスカトニック大学は平和を取り戻しましたね。ただ、この冒険を人に話しても信じてもらえそうにないのが残念です」

辰巳：しかし、さやかちゃんの手掛かりは、さっぱり得られていないな。

睦：食屍鬼さえいなくなれば、ニール・ドワイヤーの方から姿を現してくれるのでは？

ＫＰ：（戦闘を終えて、探索者の気が抜けているところに描写を続ける）……やがて、爆音によるキーンという耳鳴りが治まると、君たちは崩れた岩の向こうから聞こえる、ゾッとする物音に気づくのだった。

ケイト：えっ、なんですか？

ＫＰ：ゴトリ、ゴトリ……それは、誰かが向こう側で岩を動かしている音だ。やつらはまだ秘密のトンネルを諦めてはいない。ゆっくりとだが休むことなく、着実にふさいだ横穴を掘り返そうとしているのだ。

ケイト：「ど、どうしましょう。コンクリートかなにかでふさがないと駄目なんでしょうか？」

佐々原：「こうなったらオバニオンさんに報告して、もっと人手を集めてもらわないと！」

ＫＰ：すると、そこに時代遅れのランプを持った二人の人物が現れる。

ケイト：明かりを持っているってことは、食屍鬼じゃないですよね!?（すがるような目）

ＫＰ：もちろん。ただし、それは意外な人物だね。ランプを持っているのは、聖メアリ医学部付属病院の看護師エレン・ホイップル・スミスだね。

睦：それってオケリさんに食屍鬼のことを相談していた看護師ですよね。ここで登場なんて、どういうこと？

ＫＰ：そして、彼女が丁重にエスコートしているのは、何歳なのか想像もつかないほどに年老いた老婆だ。サングラスを掛けているため表情は読めないが、なにも言わずに立っているだけでも、思わず背筋が冷たくなるような気配を発している。

睦：まさか、このお婆さんは……!?

ＫＰ：そんな老婆は、ここで起きたことをすべて把握しているかのような口調で、君たちに静かに語り掛けてくる。「邪魔な食屍鬼たちを追い払ってくれてありがとう。この子に代わって、感謝するわ」
















辰巳：「この子とは、いったい……？」

ＫＰ：よく見ると、その老婆は腕の中で子猫のようなものを抱いている。ただ、そいつの顔はどことなく人間に似ていた……それは排水口の中で見た、ニール・ドワイヤーの顔だ。それは子猫などではなく、ゆがめられた人間の頭を持ったネズミの怪物だったのだ。

佐々原：ニール・ドワイヤーに会えたのはいいけど、そんな姿では会いたくなかった～！（泣）

ＫＰ：さて、最後の〈正気度〉ロールをしてもらおうかな。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

睦：ここで失敗しなければ黒字になるかも。コロコロ……やったぁ、成功です！

ケイト：コロコロ……また、失敗です。なんで、なんでなの!?

ＫＰ：成功したらゼロ。失敗したら１Ｄ６ポイントの正気度が減る。ただし、ケイトは前にニール・ドワイヤーの姿を見て４ポイントの正気度が減っているから恐怖に慣れており、最大でもあと２ポイントしか減らない。

ケイト：ちっともうれしくありません。コロコロ……こういうときに限って「１」なんていい目が出るし～。

睦：１しか減らなかったんだから、良かったんじゃない？

ケイト：うれしくない。そんなのちっともうれしくないです!!（ジタバタ）

ＫＰ：みんながさほどおびえていないのを見ると、ネズミ怪物になったニール・ドワイヤーは「オレの敵かたきを討ってくれてありがとよ。おまえたち、意外と肝っ玉が据わってるんだな。キキキッ」と、うれしそうに語り掛けてくる。

佐々原：このニール・ドワイヤーは、人間だったときの記憶を持っているのかなぁ？

睦：「……あ、あのぉ、ドワイヤーさん。いきなりですみませんが、私たちの友人のために、ナハブという方を紹介してくれませんか？」と、恐る恐る話し掛けてみます。

ＫＰ：すると、ニール・ドワイヤーは嫌らしい笑みを浮かべる。「あんたらラッキーだな。ナハブとは、ここにいるケザイア・メーソン様の秘められた名前のことだよ。キキキキキキッ！」

辰巳：やはり、この老婆はケザイア・メーソンだったか！

ケイト：ケザイア・メーソンというのはアーカムの有名人なんですか？

睦：Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの小説に登場するアーカムの魔女だよ（後述のワンポイントスケッチの説明をする）。

ケイト：どうして、そんな人が私たちの味方をしてくれるのでしょうか？

辰巳：よくわからないが、ケザイア・メーソンも食屍鬼のことは嫌いなのかもしれないな。

佐々原：魔女と食屍鬼で、地下の縄張り争いをしているのかも。

睦：「ケザイア・メーソンさん……あなたに聞きたいことが！」

ＫＰ：そんな睦ちゃんの呼び掛けに、ちらりとこっちを見るのだけど、すぐにケザイア・メーソンは崩れた岩盤の方に目を向ける。そして、彼女は「その前に、やることがあります」と言って、秘密のトンネルをふさぐひときわ大きな岩に、そっと指を当てるのだった。

ケイト：なにをする気でしょう……？

ＫＰ：ケザイア・メーソンがしゃがれた声でブツブツとつぶやくと、彼女の指先にはスミレ色の炎が灯ともる。その炎で岩を焼くようにして、彼女は指で紋様を描いていくのだ。

辰巳：「あれは対象を魔女の所有物だとする、古い魔女の印か……」

ＫＰ：「その通り。これで食屍鬼たちも、ここから先は私の領域と理解するでしょう」と、ケザイア・メーソンは満足げに口の端を上げる。その言葉の通り、岩にケザイアの印が刻まれると、向こうから聞こえていた音はピタリとやむのだった。

佐々原：すごい、この人。格好いい！

ケイト：これでミスカトニック大学に食屍鬼がやって来ることはなくなりましたね。よかったぁ～。

ＫＰ：ケザイア・メーソンは仕事を終えると、小さく息をついてから、「食屍鬼を追い払う手伝いをしてくれたということは、あなたたちは私と契約を結びたいのかしら？」と、みんなに尋ねてくる。

佐々原：いや、契約とかはちょっと……。

睦：私は空気読まないで、もう我慢できないって感じで、「あなたは、さやかちゃんの行方を知っているんですか？」って聞いちゃいます。

ＫＰ：睦ちゃんの問いに、ケザイア・メーソンは値踏みするような態度で「私の秘められた名を知っているということは、あなたたちは真の知識に近い者たちなのでしょうね」と、問い掛ける。

辰巳：どう答えたら正解なんだろう……ケザイア・メーソンと交渉するのは緊張するな。

睦：「……はい、私はこれまで恐ろしいモノを見てきました。そんな中で、さやかちゃんはアザトースの元で消えてしまったんです。レディ・ロデレールは、あなたがその友人の行方を知っていると言っていました！」

ＫＰ：「レディ・ロデレールが、あなたに私のことを伝えたの。そうなのね……」と、ケザイア・メーソンは少し思案するように黙ってしまう。わずかな沈黙だが、君たちにとってはやけに長い時間に感じられた。

全員：ゴクリ…………。

ＫＰ／メーソン：「……いいでしょう。いま、このときならば、あなたたちの味方となってあげましょう。こんなことは最初で最後の奇跡よ」

全員：おお～～～～～～～～～～っ!!

睦：あのケザイア・メーソンが協力してくれるなんて、まさしく奇跡ですよ！

ＫＰ：「ただし、あなたたちは日本で出会った、あの小ざかしい魔術師と再び相対することになるでしょう」と、ケザイア・メーソンは警告する。どうしてだかはわからないけど、彼女はアザトースの元に消えたさやかちゃんのことも、『るるいえみつかどにっく』でのエドワード・ダービイのたくらみについても、だいたい知っているようだ。そして、さやかちゃんを救うには、『るるいえみつかどにっく』のラストで目のないカラスとなって去ったダービイとの対決は避けられないらしい。

佐々原：「日本で取り逃したあいつをどうにかできるのなら、むしろ好都合です！」

ケイト：エドワード・ダービイとケザイア・メーソンって、どっちがすごいんでしょうか？

ＫＰ：あくまでボクの印象だけど、ケザイア・メーソンの方が格上だろう。

睦：ケザイア・メーソンはニャルラトテップのお気に入りだからね。

ケイト：なんと……ダービイ、涙目ですね（笑）。

佐々原：ケザイア・メーソンが協力してくれるのなら、ダービイなんてイチコロですね。

ＫＰ：いや……そんな威勢の良い佐々原に対して、ケザイア・メーソンはすごみのある表情で忠告する。「ただし、覚悟しなさい。いまの彼には新たな協力者がいます」

佐々原：「協力者……？」

ＫＰ：「あの男は、インスマスに巣くう汚らわしい混血たち……ダゴン秘密教団との同盟を結んだのです」

佐々原：ダゴン秘密教団……っていうと、『るるいえばけーしょん』で会ったやつら？

ＫＰ：所詮、ランダル・レスピシオなどグアム支部の小物。ケザイア・メーソンが言っているのは、インスマスのダゴン秘密教団総本山の連中だからね。比べものにならないよ（笑）。

全員：ええ～～～～～～っ!?




ＫＰ：ケザイア・メーソンという意外過ぎる協力者を得たと思ったら、世界でいちばん行きたくない港町であるインスマスの名前を聞かされたところで、『るるいえあーかむしてぃ』の第一話は区切らせてもらう。彼女がさやかちゃんについて何を語るのかは、次のゲームの冒頭で明らかになる。

睦：次はインスマスに行くことになるのかなぁ……。

辰巳：結局、今回の食屍鬼騒ぎはさやかちゃんやダービイとは無関係で、ケザイア・メーソンとコネを得るためだけの寄り道だったのか。

ＫＰ：いやいや、みんなの活躍のおかげでミスカトニック大学の平和は守られたんだよ。このまま放っておけば、病院の死体安置室を狙って、食屍鬼たちがキャンパス内をウロウロするようになっていただろう。

ケイト：あの食屍鬼の狙いは、本当に病院の遺体だったんですか……。

ＫＰ：そんなわけで、秘密のトンネルをふさぎ、ミスカトニック大学を食屍鬼の魔の手から守った勇敢な探索者たちは１Ｄ６ポイントの正気度を獲得する。

ケイト：わん・でぃ・ろく！　たったそれだけですか!?

ＫＰ：さらに、ケイトの献身的な行動のおかげで「地を穿つものたち」のおばかな学生たちに犠牲者が出なかったので、＋１Ｄ４ポイントのボーナスをつけてあげよう。また、いきなりアーカムに放り出されるという強引な導入に付き合ってもらった睦ちゃんには、お疲れ様のボーナスとして＋１Ｄ３ポイントのおまけをあげる。

佐々原：思ったより正気度の回復が少ないですね……。

ケイト：佐々原さんは全然減っていないんだからいいじゃないですか。私なんてダイス目が最大でも赤字ですよ！

睦：というか、タマ兄って、このシナリオで１ポイントしか正気度減っていないよね。

ケイト：（それを聞いて、目つきが変わる）どういうこと？　それって、どういうこと!?

佐々原：（ケイトを無視して）じゃあ、ダイスを振りますよ～（笑）。





　ケイト：シナリオ終了時41ポイント＋獲得６ポイント＝合計47ポイント（開始時から-8ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時60ポイント＋獲得５ポイント＝合計65ポイント（開始時から+2ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時74ポイント＋獲得１ポイント＝合計75ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時39ポイント＋獲得９ポイント＝合計48ポイント（開始時から+4ポイント）






佐々原：〈クトゥルフ神話〉のせいで最大正気度が低いので、１ポイントしか回復しません。

ケイト：私は８ポイントも赤字です。大学での評判も悪くなって、不幸なことばっかり！

佐々原：あ～、うん。ごめん。ボクらに付き合うと、こういうひどい目に遭うのは確定しているんだ（笑）。

ケイト：やっぱり、こんな人たちとは縁切りた～い！（泣）



◆むったんのワンポイントスケッチ「ケザイア・メーソン」

　どうも、好きな漫画に登場する魔女は『魔女』の大いなる魔女ミラな、むったんです。

　ケザイア・メーソンはＨ・Ｐ・ラヴクラフトの小説「魔女の家の夢」に登場する、ニャルラトテップとも通じる恐ろしい魔女です。前に解説したアーカムの魔女といえば、まずはケザイア・メーソンの名が挙げられるほどの有名人で、ネズミの怪物の使役と、特異な線と角度を使ったテレポートを得意としています。












第一話終了・睦むつみちゃんとの反省会




ＫＰ：新探索者のケイトは、ちょっと手探りな感じのプレイだったかな。

睦：ほかの探索者は〈クトゥルフ神話〉を知っているのに、自分だけ知らないから、そのせいで距離感がつかみにくかったのかも。

ＫＰ：油断すると、さやかちゃんと同じようなロールプレイになってしまうのを気にしていたのかも。後半は開き直って「似ててもいいや」といった感じだったけど。

睦：無理して演じ分ける必要はないですよ。

ＫＰ：そうだね。立場が違えば、自然とロールプレイも変わるのだから、やりやすいようにやればいいだろう。

睦：けど、ミスカトニック大学の学生としてのうんちくは、ドヤ顔でいろいろ披露してくれていましたね。

ＫＰ：事前に『ミスカトニック大学』を読んでおいてもらったからね。本来は、ケイトにはるるいえ堂のメンバーのガイド役という役目を担ってもらいたかった。

睦：いきなりアーカムに放り出されたので、ケイトがいたのはとても心強かったです。他人とは思えない！

ＫＰ：うん、こちらから誘導しなくても、すんなりと友達になってくれたのはありがたかったよ。

睦：でも、アーカムに来て地下トンネルを探検することになるとは思いませんでした。

ＫＰ：それは冒険好きというケイトの設定からシナリオを用意したからだよ。ボクは１９２０年代らしいテーマとして「禁酒法」と「ギャング」と「ミスカトニック大学」の三つを用意していた。

睦：「禁酒法」と「ギャング」は鉄板ネタですね。

ＫＰ：それらのテーマを使って、さらにケイトの「冒険好き」という設定を生かせるようなシナリオにするにはどうしたらいいのか……頭をひねった結果が、ミスカトニック大学のキャンパスに広がる地下トンネルを利用した密輸酒の運搬というわけだ。

睦：まるで三題話のノリですね。

ＫＰ：あまりふざけたテーマを選ぶとコメディになってしまうけど、思考の方向性を絞り込むことで効率良くシナリオを作成できるから、三題話はキーパーにとって有効なテクニックだよ。神格やクリーチャーを先に決めて、そこからシナリオを作ろうというのと同じことだね。

睦：地下トンネルの探検というのは、アメリカのシナリオですと割と定番なのでいいのですが……ダイナマイトで穴を埋めるという解決方法は、あれで本当に良かったんですか？

ＫＰ：ああ、もちろん。ギャングと言えばダイナマイトだろう。

睦：むむ～っ、そうでしょうか？

ＫＰ：せっかく、アーカムに来たのだから、現代日本では使いにくい『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の定番アイテムを使ってもらいたかった。

睦：ダイナマイトって、定番アイテムなのかなあ？

ＫＰ：ボクは好きだけどね。困ったときはダイナマイトで解決するの。

睦：そりゃあ、かなり頼りになりますけど。

ＫＰ：もちろん、明確な理由もないのに探索者がダイナマイトを大量購入して、いつでも持ち歩いているというのはボクも眉をひそめるけど、シナリオで用意された解決方法のひとつとしては、使い勝手が良い、優秀なアイテムなんじゃないかな。ただ、現代日本だと登場させにくいんだよね～。

睦：そりゃあそうですよ。拳銃より入手は難しいんじゃないですか？

ＫＰ：本当はクライマックスの重要なシーンで爆破に使うのに、うっかり途中で遭遇したクリーチャーに投げつけてしまい、最後に困るというのもご愛敬だ。

睦：ああいう一回きりのスペシャルアイテムは、どこで使うかタイミングを見極めるのが、悩ましくもあり、楽しくもありますね。

ＫＰ：まあ、今回はケイトの登場回ということで、あまり込み入ったシナリオにしたくなかったのも、解決方法がダイナマイトという直接的なものになった理由だけどね。あと、みんなをケザイア・メーソンと引き合わせるという目的もあったから。

睦：最後の最後で、思わせぶりに登場しましたよね。あのケザイア・メーソンがなにを話してくれるのか、次のシナリオが楽しみです。




　次のシナリオの方針を考えるとき、ボクは両極端なことで迷っていた。

　ひとつはアーカム全体を舞台として、ある事件を追いかける自由度の高いシティアドベンチャーだ。

　ボクは『アーカムのすべて』を複数用意して、キーパーとプレイヤーがそれぞれ一冊ずつ本を持って、そこに記された場所や人物に自由にアプローチをして、情報を収集していく遊び方をする。キーパーはどんな情報があるかは設定するけど、それがどこで得られるのかは厳密に設定しない。犠牲者の評判を聞きたいのならば、プレイヤーはアーカムの地図を見て、勤め先の近くの食堂がいいか、もぐり酒場の方がいいか、それとも警察か新聞社に行くか自由に選べる。キーパーはその行動が適切だと思ったら、そこで情報を与えてもよい。

　かなりアドリブに頼ることになるけど、アーカムという町を自由に探索している気分が楽しめて、ソースブックに掲載するようなシナリオとしては発表しにくいけど、ボクの好きなプレイスタイルだ。

　ただ、新探索者のケイトがまだプレイヤーになじんでいないのが気掛かりだった。こういうスタイルのシナリオはプレイヤーと探索者が一体化して、その町で暮らしているような気分にならないと面白くないからね。

　もうひとつのテーマは、エドワード・ダービイが登場する小説「戸口にあらわれたもの」で語られたクラウニンシールド荘をメインの舞台とした、いわゆる屋敷モノというやつだ。クラウニンシールド荘については『るるいえみつかどにっく』でも言及されているし、『アーカムのすべて』にも詳細な設定があるので、舞台としては申し分ないだろう。

　こうした屋敷モノのメリットは、キーパーをやりやすいというのもあるけど、プレイヤーにとっても活動範囲と登場人物が限定されている方がロールプレイしやすいものなんだ。次にどこにいくのか、誰に会うのかわからない状況よりは、ここにはなにがあり、ここには誰がいるとわかっていた方が、次の行動に備えて心構えができるよね。

　アーカムを舞台とした自由度の高いシティシナリオ。

　クトゥルフ神話の名所、クラウニンシールド荘を舞台とした屋敷モノ。

　迷った結果、ボクはクラウニンシールド荘を舞台とすることにした。新たに仲間になったケイトにもっと活躍してもらいたいと思ったからだ。

　もちろん、『アーカムのすべて』の設定そのままで使うつもりはない。『るるいえみつかどにっく』でのエドワード・ダービイの動きによって、屋敷の様子も変化しているはずだ。でも、『アーカムのすべて』に載っている屋敷の間取り図はそのまま流用させてもらおう。間取りを用意するのは面倒だから、これはありがたいね。

　さて、クラウニンシールド荘という極上の食材を用意したけど、あとはどんな味付けをしていこうか……？

　屋敷モノに欠かせないのは、魅力的なＮＰＣだ。

　行動範囲が狭いから、そのＮＰＣはずっと探索者のそばにいることになる。だから、登場するＮＰＣにはみんなの好奇心を受け止められるだけの懐の深さが欲しい。

　そこで思いついたのが、『るるいえみつかどにっく』にチラリと出た、エドワード・ダービイの手下であり、魅惑的なウィンクをする謎の美女ユーニス・バブソンだ。

　１９２０年代、女性の社会進出が活発になり、同時にフラッパーと呼ばれる古い価値観に縛られない奔放な生き方を選択した者も増えてきた。『アーカムのすべて』や『ミスカトニック大学』の設定では、ユーニス・バブソンはクラウニンシールド荘の召使いなので、そこまで奔放な生き方はできないだろうけど、そこはボクなりにアレンジをして、彼女をフラッパーの代表として登場させることにした。

　奔放な美女が登場するとなれば、るるいえ堂のイケメン担当、佐々原の出番だ。

　彼女のウィンクで佐々原を誘惑して、クラウニンシールド荘に引き込み、睦ちゃんたちが冷ややかな目で見ているという展開は面白そうだね。

　よ～し、だいぶシナリオの形が見えてきたぞ。



















エドワード・ダービイの真実




ＫＰ：さて、今回の『るるいえあーかむしてぃ』の第二話は、イケメン学生作家・佐さ々さ原はら環たまきが大活躍する回となるでしょう。ほかの探索者は全力で佐々原のことをサポートしてあげるように。

佐々原：くっ……耐久力が８になっていなければ、もっと素直に喜べるのに！（第一話の最後で辰たつ巳み先生に〈医学〉で手当をしてもらい３から８まで回復していたが、本来の耐久力は17なので全快にはほど遠い状態だ）

睦むつみ：前回、ケザイア・メーソンと会ったところで終わってしまいましたが、あのあと、さやかちゃんの行方については教えてもらえたのでしょうか？

ＫＰ：残念ながら、ケザイア・メーソンとはわずかな言葉しか交わせなかった。その場で、彼女が教えてくれたのは──さやかちゃんを助けるには、彼女が消失してしまったきっかけとなった〝from OUTSIDE〟を手に入れねばならないことだ。この話の内容は大事なので、資料として渡しておこう。




……………………

●ケザイア・メーソンの言葉




　おまえたちは、消えてしまった子とこちらの世界とをつなげる唯一のもの──〝from OUTSIDE〟を手に入れなければならない。

　あれはその名の通り、〝外〟からやって来る。

　それをあの魔術師が手に入れていたということは、このアーカム近郊に〝外〟とつながる場所があるはず。

　そこは、きっと光の届かぬところだろう。

　太陽の無遠慮な光は、二つの世界をつなぐ絶妙なバランスを崩すことになる。世界の真の姿は、美しき闇の中にしかありえないのだ。

……………………




ＫＰ：といったわけで、今回のシナリオはケザイア・メーソンの教えてくれた〝外〟とつながる場所を探し出して〝from OUTSIDE〟を入手することが目的だと思ってくれ。

辰巳：〝外〟とつながる場所というのは、『るるいえみつかどにっく』の第二話に登場した出産土器のようなものを探せということだろうか？

ＫＰ：どのような形状をしているかはわからないが、場所についてはケザイア・メーソンが占ってくれるそうだ。その結果は、看護師のエレンを通じて教えてくれるそうだよ。

睦：それはありがたいですね。ケザイア・メーソンの占いなら絶対に当たりそう！

ＫＰ：あと、ケザイア・メーソンが探索者たちに協力してくれる理由についてだけど、ロールプレイが大変なので簡単に説明させてもらうね。まず、大前提として、彼女はエドワード・ダービイが所属するという「頭蓋骨のカルト」のことを嫌っている。

睦：「頭蓋骨のカルト」……そんなものがあるんですか。

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』的には、あまり取り上げられていないマイナーなカルトだ。ケザイア・メーソンいわく、ショゴスに生け贄をささげるような無知で野蛮なカルトらしい。

佐々原：ショゴスなんかに生け贄をささげて、なにかいいことあるんですか？

睦：む～っ、たぶんメリットはないと思うけど。もしかしたら、野獣とかを人間以上のパワフルな存在として崇拝する原始宗教的なものなのかも。

ＫＰ：ただ、そんなダービイだが頭が切れることは間違いない。それがなぜ政府の摘発で大きく勢力を削がれたダゴン秘密教団と手を組んだのか、そこがケザイア・メーソンにもよくわからないところだそうだ。

佐々原：この時代のダゴン秘密教団って、そんなことになっているんですか？

ＫＰ：そのへんのところは詳しくは『インスマスからの脱出』に記されているけど、探索者の認識としては、現状、インスマスのダゴン秘密教団は開店休業状態にあると思ってくれ。もちろん、それは陸上の話で、海の底がどんなふうになっているかは、さすがのケザイア・メーソンにもわからないのだけどね。

ケイト：海の底には行きたくないので、わからないままで結構です（笑）。

ＫＰ：ともかく、ケザイア・メーソンとしてはダービイの邪魔さえできればなんでもいいらしい。そして、君たちに協力することは、きっとダービイが嫌がるだろうと、彼女の直感がささやいているそうな。

佐々原：まあ、日本では、ボクらがダービイの陰謀を完璧に阻止しましたから。ご期待ください！

辰巳：さやかちゃんを救う過程で、ついでにダービイの新たな陰謀を邪魔するのは、ワシもやぶさかではない。

ＫＰ：では、ここから第二話をスタートさせるけど、今回の導入は、それぞれの探索者にスポットを当てるようになっているのでよろしく。まずは、主役の佐々原から行ってみようか！




ＫＰ：前回、重傷を負った佐々原は、聖メアリ医学部付属病院に入院中で、第二話はそこからスタートになる。その代わり、ゲームが終了して生き残っていたら、耐久力を２Ｄ３ポイント回復させてあげよう。

佐々原：その病院ってケザイア・メーソンの手下の看護師がいるところですよね。変な薬を打たれないように警戒していますからね！

ＫＰ：看護師のエレンとしては、蛍光グリーン色の薬液が入った注射を打ちたくてウズウズしているようだけど、警戒しているのなら打たないでおいてあげるか。

佐々原：警戒してなかったら打たれていたの!?（笑）

ＫＰ：まあ、エレンには蛍光グリーン色の注射を打ちたがる悪癖があるけど、基本的には気が利いて優秀な看護師だよ。ただ……今朝に限っては、やけに彼女の機嫌が悪いのだ。

佐々原：「どうかしたんですか？」って、恐る恐る尋ねてみます。

ＫＰ／エレン：「どうもこうもありません。メーソン様の新しいペットが行方不明になってしまったのです」

佐々原：「ペットというと……？」

ＫＰ／エレン：「新しく眷属となった、ニール・ドワイヤーのことです。昨夜、メーソン様は占いによって、あなたたちが探している〝外〟につながる場所は『ハイ・ストリートの東のはずれ』にあると導き出しました」

佐々原：さすがケザイア・メーソン。仕事が早い！

ＫＰ／エレン：「そこでニール・ドワイヤーを差し向けたところ、今朝になっても帰って来ないのです。メーソン様はペットを失ったことで心を痛めております。すべてあなたたちのせいですよ！」

ケイト：ニール・ドワイヤーは、また行方不明になっているんですか（笑）。

睦：場所を占った上、偵察まで送ってくれるなんて、今回のケザイア・メーソンは至れり尽くせりですね。

ＫＰ：そんな親切があだになったわけで、エレンはカンカンに怒っている。彼女に頼まないとケザイア・メーソンとは連絡が取れないので、なんとか怒りを静めてもらわないと、これからの探索に支障が出るだろう。

佐々原：まさか、ボクの主役回って、このおばさんを誘惑してご機嫌を取れって流れじゃないでしょうね!?

睦：いやいやいやっ、そうじゃなくて、私たちでニール・ドワイヤーを捜せってことでしょ！（笑）




ＫＰ：お次は、睦ちゃんにしようか。場所はミスカトニック大学の女子寮。朝食の時間。ただ、ケイトは早朝から外出しており、睦ちゃんは一人で食事をすることになる。

睦：むむむ～っ、ケイトがいないとすごく心細い……。

ＫＰ：確かにそうだね。〈学内評価〉がマイナスの睦ちゃんに対して、ほかの学生たちは冷たく、自分がよそ者であることをひしひしと感じさせる。ちなみに、朝食を終えたら、睦ちゃんは辰巳先生と一緒にモーガン博士と会う約束がある。なんでも、君たちに大切な話があるそうだよ。

睦：だったらそそくさと食事を済ませて、辰巳先生のいるホテル・ミスカトニックに行きます。

ＫＰ：そんな睦ちゃんが朝食を食べ終わると、一人の女子学生がテーブルの前に立って、一冊の本を差し出す。

睦：むっ、どんな本でしょう？

ＫＰ：それは日本の本で、タイトルは『南洋奇記』という、睦ちゃんにはなじみのあるものだ。

睦：『南洋奇記』って、『るるいえばけーしょん』に登場した普ふ賢げん堂どうさんの書いた魔道書ですよね？

ＫＰ：南洋の失われた儀式などについてまとめられた奇書で、〈クトゥルフ神話〉は増えるけど、魔道書というほどまがまがしいものではないよ。もちろん、こんなところで巡り会うのは意外な本だね。

睦：むむっ、どういうつもりなのかな。その本を差し出したのはどんな人なんですか？

ＫＰ：女子寮の学生だろうね。ぱっと見、身だしなみにはあまり関心がないような格好をしているが、ぱっちりとした目が印象的で、知性の高さを感じさせる白人女性だ。

佐々原：これって試されているんじゃないの。この魔道書に反応したら、探索者として認定するみたいな（笑）。

睦：「あっ、この本、読んだことあります。私、人類学を勉強しているので、とても興味深かったです」と、まずは当たり障りのない返事をしてみますけど？

ＫＰ：日常会話なので〈ほかの言語（英語）〉の４倍でロールしてもらおうか。

睦：コロコロ……大丈夫、成功しています。だいぶ英会話にも慣れてきたかな。

ＫＰ：睦ちゃんの言葉を聞くと、彼女はぱっちりの目をさらに大きく見開いて「やっぱり、あなたがムツミ・ヒノなのね！　こんなところで会えるなんて！」と、感激するのだった。彼女の名はレベッカ・ブルースター。ミスカトニック大学の四年生で、考古学を専攻しているそうだ。

睦：「レベッカさん、私のことをご存じなんですか？」

ＫＰ：このレベッカは『南洋奇記』の作者、普賢堂のファンらしい。そんな普賢堂が専門書に寄稿した記事の最後に「希望を思い出させてくれた勇気ある友人──日野睦に捧ささぐ」とあったそうで、日本からやってきた睦ちゃんのうわさを聞きつけて、『南洋奇記』で試すようなことをしたというわけだ。

睦：「アーカムで普賢堂さんを知っている方と会えるなんて感激です。レベッカさんは『南洋奇記』のどんなところが好きなんですか？」

ＫＰ：「そうね……彼女は世界の真の姿を、ほかの人とは違う視点から見ているところを尊敬しているわ。ここの学生たちとは大違い」と、レベッカは冷ややかな目で、食堂にいるほかの寮生を見るのであった。

佐々原：ま～た、前回の秋あき月づきちゃんみたいなことを言っている子が登場しましたよ。今度は、この子の胸に穴が開くのでは？（笑）

睦：これだけもったいぶった登場をしたんですから、通りすがりのＮＰＣではないはずだけど……とりあえず、「普賢堂の話をもっとしたいです」みたいな感じで、親しくなろうとします。

ＫＰ：レベッカも睦ちゃんには好意を持ってくれるけど、残念ながらモーガン博士との待ち合わせ時間があるのでゆっくり話はできないね。もちろん、モーガン博士の方をすっぽかしたっていいんだけど。

睦：むむ～っ、さすがにそこまでじゃないかな。レベッカさんとは、また今度ということで。「新しい友達ができたこと、ケイトにも教えてあげなきゃ」って、ウキウキしています。




ＫＰ：続いてケイトだが、早朝からの用事というのは、本日はミスカトニック大学ＶＳブラウン大学のフットボールの交流試合があるのだ。ちなみに、ブラウン大学とは、ミスカトニック大学のモデルともなったともいわれる、アメリカの一流大学だ。つまり、大学の格ではしのぎを削る相手であり、この交流試合は因縁の一戦と言える。

ケイト：私はその応援に行っているということですか？

ＫＰ：ケイトが所属するサークル「地を穿つものたち」では、代々、大学のマスコットであるアナグマのミスキーを世話している。そして、大学対抗の試合があるときなどには、そのミスキーを幸運の守り神としてうやうやしく担ぎ出すのが伝統となっているんだ。

ケイト：なるほど、なるほど。では、サークルのみんなでミスキーのケージをおみこしみたいに担いで「ミスキーを讃たたえよっ！　ミスキーを讃えよっ！」って、堂々と観客席を行進しています（笑）。

佐々原：なんだか怪しい宗教みたいだよ。

ＫＰ：いや、たぶんそういう悪ノリで正しいと思う。ほかの学生たちも大盛り上がりだ。ちなみに、１９２０年代から風俗や文化がストップしてしまっているミスカトニック大学でも、チアリーディングやマーチングバンドといったものは組織されている。「マーチング・ミスキーズ」というマーチングバンドの名前からして、ミスキーがいかにみんなに愛されているかがうかがえるね。

睦：プロ野球のドアラやジャビットくんみたいな感じなんでしょうね。

ケイト：「ミスキーを讃えよっ！　ミスキーを讃えよっ！」

ＫＰ：さて、そんなケイトとミスキーの応援のおかげか、フットボールの方はミスカトニック大学が優勢だ。とにかく、ミスカトニック大学のスター選手、ホレイショ・マーシュの活躍が凄まじい。

辰巳：マーシュ？　なんだかひっかかる名字だな（笑）。

ＫＰ：言いがかりはよしてもらいたい。このホレイショ・マーシュは、三年生で最も人気のある学生の一人で、フットボールだけでなく水泳選手としても名が知られている。

辰巳：水泳が得意だと？　さらに怪しくなったぞ！（笑）

ＫＰ：いかにもアメリカ人好みのマッチョといった白人男性で、身長は[image: ]センチもある。いまのところ、来年の学生自治会代表の最有力候補だそうだ。

睦：アメリカの映画によく登場する、いわゆるジョックという学生ですね。

ＫＰ：そして、ホレイショの活躍によって、交流試合はミスカトニック大学の勝利に終わるのだった。

ケイト：あっ、勝ったんですね。でも、私はフットボールはよくわからないので「イエーイ、ミスキー！　イャッフーッ、ミスキ――ッ!!」って、ホレイショじゃなくてミスキーの方を讃えています（笑）。

ＫＰ：チアリーディングの女子学生たちは、大学のヒーローに黄色い歓声を上げているのだが……一方、観客席の後ろの方では、ほかの学生たちが別の理由で色めき立っている。

ケイト：んっ、どうしたんでしょう？

ＫＰ：後ろから、くちばしの黄色い女学生たちを押しのけてやって来るのは、色気たっぷりの二十代前半の若い女性だ。典型的なフラッパーといった感じで、すらりとした脚は、男子学生たちの視線を釘付けにしている。

ケイト：えーと、そのフラッパーというのは？
















ＫＰ：好景気に沸いた１９２０年代のアメリカで流行した、奔放な生き方を選んだ女性だ。短い髪型、短いスカート、飲酒、セックス、ジャズ、そうした当時では道徳に反するとされていたことを彼女たちは積極的に楽しんだ。

ケイト：（キーパーが用意したフラッパーの写真を見ながら）いまだったら、むしろ上品なファッションに見えますけど。これだったら、御津門学園の制服のスカートの方がよっぽど短いですよ（笑）。

辰巳：睦くんのミニスカートでは、アーカムだと痴女扱いされてしまうだろうな。

睦：私の〈学内評価〉が低かったのは、そのせいだったんですね！（笑）

ケイト：「ねえねえ、あの派手な人は誰？」って、サークルの人に聞いてみます。

ＫＰ：名前は知らないが、彼女はちょっと前からホレイショにつきまとっているらしい。ただ、ホレイショの方はまったく相手をしていないそうな。

ケイト：「へえ、そうなんだ。まっ、私には関係ないことだけどね。そんなことより、ミスキーを讃えよっ！」

ＫＰ：ところが、そのフラッパーはミスキーに夢中のケイトの方に真っ直ぐやって来て「あなたがケイトね？」と、話し掛けてくるのだった。

ケイト：「えっ、私になにか御用ですか？　いま、ミスキーを讃えるのに忙しいんですけど」

ＫＰ：「あたしね、日本から来た佐々原さんと会いたいの。あなた知り合いなんでしょ。紹介してもらえないかしらん？」と、色気たっぷりの表情でケイトに語り掛ける。

ケイト：「なんで、佐々原さんなんかに……」

佐々原：なんかとはなんだ。普賢堂のファンがいるなら、ボクの小説のファンがいたっておかしくないよ！

ＫＰ：当然、ケイトは佐々原の入院先を知っているけど、このフラッパーに居場所を伝えるかどうかは自由だよ。

ケイト：ん～と、いきなり知らない人を病院に連れて行くのはまずい気がするので、「佐々原さんは入院中なんで、こちらから連絡させますよ」とだけ伝えておきます。

ＫＰ：それなら彼女はマッチ箱の裏にサラサラっと連絡先を書いて、君に渡す。そこには「ハイ・ストリート東、クラウニンシールド荘、ユーニス・バブソン」とあるね。アーカムには電話番号がないので、この内容を電話交換手に伝えれば、電話をつないでもらえるようになっている。

睦：むはっ、ユーニス・バブソンって、前作の『るるいえみつかどにっく』に登場した冬ふゆ室むろさんの家のお手伝いさんじゃないですか！　危険ドラッグをばらまいていた人ですよ！

佐々原：しかも、ハイ・ストリート東って、ニール・ドワイヤーが行方不明になったあたりだよね。

辰巳：うう～む、まだ導入だというのに、いきなり犯人の最有力候補が登場したなぁ。

ケイト：わ、私はなにも知らないので、そのままユーニスとは別れますね。一人で相手をしたくないですよ。




ＫＰ：あちこちで大変なことが起きているけど、最後はモーガン博士と待ち合わせをしている辰巳先生だ。このシーンには、友人になれそうなレベッカと後ろ髪引かれる思いで別れた睦ちゃんも参加していいよ。

睦：辰巳先生と合流して、モーガン博士に会いに行きますね。

ＫＰ：モーガン博士が指定した待ち合わせ場所は、アーカムの鉄道駅「Ｂ＆Ｍ駅」の前にある「さびしきハイウェイ・カフェ」だ。ここはフランス田舎料理を出す店なのだけど、経営者の趣味で美術品の展覧会や、詩の朗読会を開くこともあるそうな。ちなみに、モーガン博士はすでに店に来ているね。

辰巳：「お待たせしました、モーガン博士。雰囲気の良い店ですな」

ＫＰ：「気に入っていただけてなによりです。ただ、ここにお呼びしたのには別の理由があるのです」と、モーガン博士は真剣な表情をしている。

辰巳：「と言いますと……？」

ＫＰ：すると、モーガン博士はカフェの経営者を呼んで「すみませんが、店でのエドワード・ダービイの印象を、このお二人に話していただけませんか？」と頼むのだった。

佐々原：エドワード・ダービイって、ボクらが追っているラスボスですよね。『るるいえみつかどにっく』で、冬室さんや秋月ちゃんの肉体を乗っ取ったりしていて、最後はカラスになって逃げたやつ。

ＫＰ：実は、そんなエドワード・ダービイは、この店で詩を朗読することがあったそうだ。ところが、経営者が語ってくれるダービイの印象は、神経質なところはあったが、物静かで理知的な紳士だったようで、あのような恐ろしいことをする人物像には、とても当てはまらないね。

佐々原：んっ、どういうこと？

ＫＰ：そんな第三者の口からエドワード・ダービイの人柄を伝えてから、モーガン博士はおもむろに便せんを取り出す。それはエドワード・ダービイから、ダニエル・アプトンに向けた手紙だ。

辰巳：ダニエル・アプトンは、療養所に入院していたエドワード・ダービイに６発の弾丸を撃ち込んだ人物だな。

佐々原：エドワード・ダービイを成敗して、そのあと逮捕された探索者っぽい人か。

ＫＰ／モーガン：「これは、とあるつてから手に入れたものなのですが、ここにはダニエル・アプトンの凶行に隠された真実が記されています。辰巳先生、心して読んでいただきたい」




　ここでキーパーはＨ・Ｐ・ラヴクラフトの小説「戸口にあらわれたもの」の最後にある、エドワード・ダービイの手紙の全文をプレイヤーに手渡して、声を出して読んでもらうことにした。

　そこには、エドワード・ダービイの肉体が、妻のアセナスの精神に乗っ取られつつあること。そして、その妻のアセナスの精神も、もともとはエフレム・ウェイトという別の人物のものであったことが記されていた。

　この手紙によって真実を知ったダニエル・アプトンは、入院するエドワード・ダービイの精神がすでに別の人物（エフレム・ウェイト）に乗っ取られていることを知り、彼の肉体に６発の弾丸を撃ち込んで殺害したのだ。

　Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの手による、鬼気迫るエドワード・ダービイの手紙は、ＴＲＰＧの資料としては長文だったけど、ゲームの雰囲気を高めるには効果的だったようだ。




睦：……つまり、エフレム・ウェイトという人物の精神が、アセナス[image: ]エドワード・ダービイ[image: ]冬室さん[image: ]秋月ちゃん[image: ]目のないカラスと次々に肉体を乗っ取って、延々と生き続けていたというわけですね。

佐々原：ということは、ボクがずっとエドワード・ダービイと思っていたのは、そのエフレムってやつだったのか。

ケイト：エフレムって人は、いったい何者なんですか？

ＫＰ：モーガン博士も詳しくは知らないそうだ。プレイヤー知識としては、とても危険な魔術師と思っておけば間違いないだろう。ちなみに、アセナスというのは、そのエフレムの娘だったりする。この非道な魔術師は、実の娘の肉体を乗っ取ってまで長生きしようとしていたわけだ。

佐々原：なんてやつだ、許せん！

辰巳：アーカムを舞台にしたシナリオだと、エフレムはアセナスの姿をしているときの方がなじみがあるな。

睦：アセナスは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の〝人物たち〟の項目でも紹介されている超有名ＮＰＣですよね。

ＫＰ：ぶっちゃけ、このシーンは、「戸口にあらわれたもの」を読んだことのある人と、読んだことのない人の知識を共有化させるためのものだと思ってくれ。これで君たちの真の敵は、エドワード・ダービイではなくエフレム・ウェイトという老ろう獪かいな魔術師であるとわかったわけだ。



◆むったんのワンポイントスケッチ「インスマス」

　どうも、好きな魚はシロワニな、むったんです。

　アーカムからバスでも行ける隣町インスマスは、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの傑作小説「インスマスを覆う影」の舞台であり、ダゴン秘密教団と深きものたちが支配する悪名高い町です。

　すべての発端はオーベッド・マーシュという人物が、深きものと盟約を結んだことから始まっており、以来、マーシュ一族はインスマスを代表する名家となっています。そのため、私たちはホレイショ・マーシュや、マーシュ精錬会社という名前には、探索者とプレイヤーの知識を混同してはいけないと思いつつも、つい過敏に反応してしまうのです。悪い癖ですね。









すべての道はクラウニンシールド荘に通ず




　それぞれの導入を終えた探索者たちは、ひとまず佐々原の入院する聖メアリ医学部付属病院に集合した。

　ケイトの口から語られたユーニス・バブソンの名に驚愕する探索者だったが、同時にケザイア・メーソンの占いが示した場所と、彼女の居場所が重なることから、さっそくクラウニンシールド荘についての調査を開始する。

　その結果、クラウニンシールド荘とは、故エドワード・ダービイがアセナスと暮らした屋敷だと判明。そこは『るるいえみつかどにっく』に登場した冬ふゆ室むろ熾おきが〝from OUTSIDE〟を手に入れた場所でもある。

　さらに、このクラウニンシールド荘についてアーカムの市役所で登記簿を調べてみたところ、現在の所有者はなんとインスマスにあるマーシュ精錬会社となっていた。これでもかと言わんばかりの怪しい情報の連発で、クラウニンシールド荘の怪しさはマックス。もはや現地に行ってみるしかないという状況となった。




睦：ところで、忘れていたのですが、ケイトにレベッカ・ブルースターという女子学生とお友達になったことを話しておきたいです。「ケイトは、レベッカさんって知ってる？」

ケイト：はて、私は知っているのでしょうか？

ＫＰ：ああ、知っているね。優等生の四年生で、それなりに〈学内評価〉も高い学生だったけど、最近、生活態度が悪いといううわさだ。身だしなみや、学内の人間関係に無頓着になっているそうで、ルール的には、今年のセメスターで「社会生活」を選択しなかったのだろう。

辰巳：もしかして、それってレベッカの中に日本から逃げてきたエフレムが入ったのではないのか？

ケイト：あっ、それはありそうな話ですね！

ＫＰ：レベッカの生活態度に変化が出たのは半年くらい前からだけど。

ケイト：じゃあ、関係ないのかな。とりあえず、ムツミにはそんな感じの怪しい人だと伝えておきましょう。

睦：「むむ～っ、ケイト。レベッカさんは怪しくなんかないよ。きっと、四年生だし、就職のことで悩んで身の回りのことに無頓着になっているだけなんだと思う！」

ケイト：ムツミがそう言うのなら、私は生暖かい笑顔で見守るだけです。

辰巳：話を戻すが、調べれば調べるほど、クラウニンシールド荘は危なく思える。そんなところに行って、ワシらは生きて戻れるのだろうか。

ケイト：でも、あらゆる情報が、クラウニンシールド荘に行けと言っていますよ。これ以上、調べることもなさそうだし、もう突撃するしかないのでは？

睦：ユーニスがタマ兄を誘っている理由がわからないよね。いったいどういうつもりなんだろう。

佐々原：ユーニスって、ボクらのことを知っていますよね。

ＫＰ：ニアミスはしたけど、はっきりと認識するほど会ったことはないよ。

辰巳：しかし、冬室くんの肉体に入っていたエフレムからワシらのことを聞いている可能性はあるぞ。

ケイト：……ここで悩んでいても仕方ありません。とりあえず、クラウニンシールド荘の前まで行ってみませんか。

睦：そうだね。まずはどんな建物なのか様子を見てみましょう。どす黒いオーラをまき散らしている異界の入口みたいな場所だったら、また作戦を練り直すということで。

辰巳：そんな建物があるわけ──と言いたいところだが、このアーカムだと本当にありそうなところが怖いな。




　冒険好きのケイトに後押しされた探索者たちは、アーカムの中古自動車屋で高級車パッカードを借りて、ハイ・ストリートの東のはずれへと向かった。

　うわさのクラウニンシールド荘は、起伏のある草原に立つ、古い荘園屋敷のような建物だ。母屋と隣接して、最上階がガラス張りのサンルームとなった塔があるのが特徴的な豪邸だが、周囲に人家はなく寂しさを感じさせる。

　表から脇にあるガレージの方にパッカードを駐車させようとしたところ、屋敷の三階の部屋にはなぜか牢屋のような無骨な鉄格子がはめられてあり、佐々原はその奥にチラリと人の顔を見るのだった。




睦：古い荘園屋敷！　鉄格子の窓！　怪しい住人！　いかにも『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の怪しい屋敷って感じで、ワクワクしてきました（笑）。

佐々原：ボクはどん引きだよ。こんなところ、一人じゃあ絶対に入らないからね！

辰巳：ユーニスに招待されている佐々原に単独で偵察してもらう作戦も考えていたが……この屋敷に一人で入れというのは、さすがにかわいそうだな。

佐々原：「むったんじゃないけど、『空気読めてないので、友達も連れてきました～』みたいなノリで、全員で突撃しましょう！」

ケイト：「外で待っているのは退屈なので、その意見には私も賛成デース」

睦：「私はタマ兄の恋路を邪魔したくはないけど……」

佐々原：「むったん、邪魔していいからね。むしろ、どんどん邪魔しちゃって！　ヤキモチ焼いて！」

ＫＰ：了解した。では、クラウニンシールド荘の玄関はここだよ（建物の外壁だけを記した白地図を広げる）。

辰巳：ちょっと待て。この屋敷はマッピングが必要なのか!?

ＫＰ：ぶっちゃけてしまうと、これからシナリオの舞台はこの屋敷のみで展開する。『るるいえぐりもあーる』の第三話みたいな、いわゆる屋敷モノってやつだ。

ケイト：これは早めに来て、正解でしたね。この屋敷は探検しがいがありそうですよ～。

辰巳：うう～む、ケイトは元気だなぁ……。

ＫＰ：（辰巳先生はアーカムに来てから、やけに慎重だな。長年の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の経験で、アーカムではひどい目にばかり遭っているからなぁ）

佐々原：じゃあ、ボクがノックしてみますよ。「コンコン、こんにちは～。佐々原ですが」

ＫＰ：すると、玄関に出てくるのは、ケイトが試合のときに見たときと同じ格好のユーニス・バブソンだ。佐々原を見ると「あらっ、まさかいきなり訪ねて来てくれるなんてうれしい！」と、歓迎してくれる。

佐々原：「失礼かと思ったけど、ケイトからボクに用があると聞いて、みんなで寄らせてもらったよ」

ＫＰ／ユーニス：「みんな？」

睦：「こんにちは～、日野睦で～す」って、タマ兄の後ろから、ひょこっと顔を出しますよ。

ケイト：じゃあ、私もムツミの後ろから顔を出して、エグザイルみたいにグルグルやってます。

辰巳：えっ、それワシもやるの？（とか言いながら、辰巳先生もグルグルやってる）

ＫＰ：なにをやっているんだね、君たちは（笑）。

辰巳：ワシらを見て、ユーニスはどんな反応をするだろう。〈心理学〉で心情を観察したいのだが？

ＫＰ：（コロコロ……成功か）辰巳先生が見るかぎり、ユーニスが佐々原に対して悪意を持っているようには思えない。ただ、彼女には落ち着きがなく、強い不安を抱えていることがわかるね。

辰巳：んんっ、なんかイメージと違うな。なにかたくらんでいて、佐々原を呼び寄せたという感じではないのか？

ＫＰ：ぱっと見たかぎりでは、そういったことは読み取れないね。もちろん、辰巳先生が〈心理学〉に失敗したか、彼女が本心を隠す演技の達人ということもありえるでしょう。

佐々原：すでに正気度がゼロで、〈心理学〉が通じないのでは？

辰巳：それにしても、彼女が抱えている不安というのが気になる。ユーニスも狂信者かと思ったが、もしかすると、エフレムに脅され、利用されているだけなのだろうか。
















　探索者たちは空気が読めないふりをして、図々しくクラウニンシールド荘に上がらせてもらうのに成功。掃除は行き届いているのに、なぜか蜘く蛛もの巣の多いホールを脇目に、まずは食堂へと案内された。




ＫＰ：ユーニスはみんなに紅茶を振る舞ってくれるが、ここで佐々原は〈目星〉をしてくれるかな。

佐々原：ボクだけですか。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：君のティーカップの縁に、チョロチョロっとスミレ色の小さな蜘蛛が這はっているのに気づいた。さて、どのような反応をするかな。

ケイト：また蜘蛛ですか。どうしてこの屋敷は蜘蛛が多いんでしょう？

睦：ここって「怪奇!!　蜘蛛屋敷」的なところなのかも。

佐々原：当然、蜘蛛は優しく逃がしてあげます。あとでボクが地獄に落ちたとき、糸を垂らしてくれよ～（笑）。

ＫＰ：それで紅茶の方は飲むのかな？

佐々原：…………飲みません。

辰巳：飲まないのかよ！（笑）

ＫＰ：ユーニスはけげんそうな顔をして、「お口に合いませんか？」と尋ねているけど。

佐々原：「すみません。ボク、紅茶は苦手なんで。紅茶よりコーヒーが飲みたいなぁ」って、絶対にこれってなにか入ってるでしょう。あの蜘蛛の毒とか。

ＫＰ：疑り深いやつだなぁ（実際、睡眠薬に似た蜘蛛の毒が入っていた。さすがの危機回避能力である）。

ケイト：「ユーニスさんはここに一人暮らしなんですか？」

ＫＰ／ユーニス：「ええ、そうよ。以前はここで使用人として働いていたんだけど、いまは新しい主人が来るまで管理人として屋敷の手入れをしながら住んでいるの」

ケイト：佐々原さんが鉄格子の窓に見た人って、ユーニスではなかったんですよね？

ＫＰ：佐々原もチラッとしか見ていないが、少なくとも女性ではなかったと確信できる。

ケイト：いきなりうそついてるじゃないですか。ちょっと屋敷を探検させてもらいたい気分ですね。

ＫＰ／ユーニス：「ところで、ケイトは佐々原さんとどういう関係なの？」

ケイト：「えっ、私ですか。ただの知り合いですけど」

ＫＰ／ユーニス：「本当かしら？」

ケイト：「（ピンと来た顔をして）いや、知り合いというほどでもないくらいで、私はただムツミの付き添いできただけなんですよ。佐々原さんのことなんて、な～んとも思っていないです。そのへんのホコリくらいにしか思ってませんから（笑）」

佐々原：「ケイト、ひどい言いようだな！」

ＫＰ：ならば、ユーニスは一安心したような顔をする。

辰巳：なんだなんだ、もしかして、ユーニスは佐々原とケイトの関係を疑っているのか？

ケイト：たぶんそうだと思いますね。ここで恋人だと思われたら、蜘蛛の毒を盛られちゃうかも。

佐々原：参ったなぁ。モテモテですね。

睦：「ちょっ、ユーニスさん。言っておきますけど、日本の法律ではいとこ同士でも結婚はできるんですからね！」

佐々原：「ええっ、むったん、なに言い出しちゃってるの!?」

ケイト：「まさか、ムツミって佐々原さんのことが……」

ＫＰ：なんなの、その発言は？　なにか深い意図とか、作戦とかあるの？（キーパーも困惑している）

睦：あ、いや……私も女なのにユーニスが眼中にないようだったので、思わず口を挟んでしまいました（笑）。

佐々原：やめて、むったん。平和なときならうれしいけど、こういうときに悪い冗談はやめて……（泣）。

ＫＰ：当然、ユーニスは驚いた顔で、佐々原と睦ちゃんの顔を交互に見ているけど。

睦：「まっ、結婚できるというだけで、私にはそんなつもりはさらさらありませんけどね。タマ兄のことなんて、なんとも思っていませんから」と、ユーニスには無関心なことをアピールしておきます。

辰巳：すごいな。一方的に佐々原がおとしめられているだけで、なんの得にもなっていない（笑）。




　睦ちゃんが意味不明な爆弾発言をしたあとも、探索者とユーニスのぎこちないお茶会は続いたが、なかなか彼女の真意がつかめない。どうして佐々原に会いたかったのか尋ねても、その答えは曖昧でつじつまの合わないもので、彼女の態度はあまりにも怪しかった。

　結局、夕方になっても状況が進展しなかっため、探索者たちは意を決して、夜の運転は危険だからという口実で、今晩は泊めてもらえないかと持ち掛けてみる。




睦：むむ～っ、いきなりこの大人数を泊めてくれますかね？

ＫＰ：ところが、ユーニスはあっさりと承諾するね。「ただ、そんなにゲストルームはありませんので、以前の主人が使っていた部屋に泊まってもらうことになりますけど、それでよろしくて？」

辰巳：それって、もしや……。

ＫＰ：アセナス・ウェイトや、エドワード・ダービイの寝室を使ってもらうことになるね。

睦：アセナス・ウェイトのベッドなんかで寝たら呪われそう！（笑）

辰巳：なるほど、それが狙いか。佐々原の肉体をエフレム・ウェイトが狙っているのかも。

ケイト：でも、エフレムがあえて佐々原さんの肉体を狙う理由がありませんよね。若い肉体が欲しいだけなら、ホレイショ・マーシュとかの方がよっぽど優秀そうですよ。

佐々原：ケイトって、さっきからボクに対する評価がきついよね（泣）。

ＫＰ：部屋割りは、辰巳先生は二階のエドワード・ダービイの寝室。ケイトと睦ちゃんは、アセナスの部屋に二人で泊まってもらおう。ベッドは大きいから二人でも寝られるよ。

ケイト：ムツミと一緒なら心強いので、同室は大歓迎です！

ＫＰ：そして、肝心の佐々原には一階のサージェントの寝室を使ってもらおう。使用人の部屋で手狭だが、我慢してもらいたい。

ケイト：と言いつつ、自分の寝室と同じ階に佐々原さんを寝かせるわけですね。魂胆が見え見えですよ！（笑）

睦：サージェントって人も、『るるいえみつかどにっく』の第三話に登場していたよね。なんかボディーガードっぽい運転手だったような。

ＫＰ：さて、二階に案内してもらったとき、ほかにどんな部屋があるかを教えてくれるが、二階のリネン室とアート・ギャラリー、一階の居間には入らないようにと注意される（屋敷の白地図に部屋を書き込む）。

ケイト：「どうしてなんですか？」

ＫＰ：リネン室というのは、ベッドのシーツなどをしまっておく部屋だ。普通、お客さんに見せるようなものではないので、入るなと言われてもおかしくないだろう。アートギャラリーと居間の方は、床が腐ってもろくなっているから危険だそうだ。ちなみに、このアートギャラリーと居間のある塔は吹き抜けになっていて、三階にあるサンルームの明かりが一階にまで届くような凝った構造になっている。

ケイト：そこまで細かい設定があるのに「入るな」なんて、絶対に重要なポイントですよね（笑）。

辰巳：深夜、ユーニスが寝るのを待って、入るなと言われたところを重点的に調査するという感じかな。

睦：ユーニスの行動を監視する人も欲しいですね。

ケイト：それなら佐々原さんにユーニスの相手をしてもらって、その隙に私たちが屋敷を探索する方がいいのでは。それなら私たちが安心して、屋敷を探検できます。

佐々原：ボクひとりでユーニスの相手をするの？　間が持たないよ！

辰巳：ワシらだって、二人がいちゃついているところにいても間が持たんからな！







クラウニンシールド荘の驚異




　かくして、ささやかな夕食を終えたあと、ほかの探索者たちは佐々原を残して、早めに寝室に退散することを告げる。それはやや不自然な態度であったが、ユーニスの方も佐々原と二人きりになれるのは大歓迎のようで、探索者を止めるようなことはしなかった。

　あまり時間をかけると佐々原の身に危険が及ぶかもしれないため、探索者は三手に分かれて探索を開始する。これらの行動は同時進行であり、ほかでなにか非常事態が起きてもすぐに合流はできないとしてある。

　ところが、さすがベテランの探索者たちだけあって、それぞれがきっちりと重要イベントを引き当てていった。




○辰巳先生の台所探索




ＫＰ：ユーニスは禁酒法施行前のブランデーを持って来て、蓄音機でジャズのレコードをかけると、佐々原とダンスを踊っている。つまり、下で音楽が聞こえているうちは安全ということだね。

辰巳：では、打ち合わせ通り、ワシは台所を調べてみよう。「あ～、紅茶もいいけど、無性にコーヒーが飲みたくなってきたぞ。ちょっと台所をお借りしますよ……っと」

ＫＰ：一見したところ、日常的に使われている台所のようで、特に不審な点はない。ただ、地下に通じる階段があるね。おそらく、地下が物置になっているのだと思う。

辰巳：地下か……これは屋敷モノに挑戦する探索者として行かないわけにいかんな。警戒しながら下りていくぞ。

ＫＰ：予想通り、地階は物置と、石炭を焚いて屋敷全体を温める暖房設備となっている。ただ、塔の基部に当たる部分にある扉はちょっと雰囲気が違うね。扉の板に何枚も金属板が貼り付けてあるんだ。

辰巳：ふむ、人の気配がないのなら、慎重に近づいてみてみよう。
















ＫＰ：扉には青銅の薄板が張り子細工のように、何枚も重ねて打ち付けてある。雑な感じがするので、装飾的なものではないだろう。しかも、その金属板の一枚一枚に、燃える瞳を持つ五芒星が刻まれているんだ。さて、ここで辰巳先生は〈クトゥルフ神話〉をどうぞ！

辰巳：「こ、この五芒星はまさか！」　コロコロ……おっ、やった。成功したぞ。

ＫＰ：辰巳先生はこれまで研究してきた魔道書で読んだことがある。これは《旧ふるき印》──グレート・オールド・ワンや外なる神々に関するものの侵入を防ぐ力があるとか、ないとか。そんな力を持った印が、無数の金属板に刻まれて、扉に打ち付けてあるのだ！

ケイト：それ、絶対に開けちゃあ駄目なやつですよ!!

辰巳：「これほどの数の《旧き印》で、いったいなにを封じているというのだ……！」

ＫＰ：続けて〈聞き耳〉もどうぞ。

辰巳：コロコロ……〈聞き耳〉も成功したぞ。「奥からなにか聞こえる！」

ＫＰ：扉の向こうからは、どこかで聞いたことのあるような声がする。「アザース、アザース、アザトース……」

全員：いきなり出た～～～～～っ!!

辰巳：ここだ、ここが〝外〟につながる場所に違いない！　けど、一人では絶対に開けたくない!!

佐々原：ええ～っ、ボクだってユーニスを足止めしているんですから、辰巳先生も頑張ってくださいよ～（笑）。

辰巳：だったら、ワシがユーニスの相手を代わってやるよ！

睦：これだけの《旧き印》で封印しているということは、このすぐ奥はアザトースのいる空間につながっているということでしょうか。下手をしたら、さやかちゃんみたいに帰って来られなくなっちゃう！

辰巳：こんなところいられるか。みんなのところに帰らせてもらう！




○日野睦のリネン室探索




ＫＰ：では、一方そのころ……睦ちゃんはどうしているのかな？

睦：私は浴室をちらりと見たあと、顔を洗ったからタオルを借りるという口実でリネン室に行きますよ～。

佐々原：むったん、いきなり地雷を踏みに行くの!?

睦：「行くな」と言われたら、好奇心が抑えきれない。ちょっと見るだけだから。ちょっとだけ、ねっ、ねっ！

辰巳：いったいなにが睦くんをここまで駆り立てるのか（笑）。

睦：では、こそっとリネン室の扉を開いてみます。

ＫＰ：部屋の戸棚にはシーツやタオルなど、洗濯された布類が保管されているのだが、床にはタオルが散らばっており、しかも血痕らしきものが付着している。

睦：いきなり怪しい血痕を発見。「やっぱり、この屋敷にはなにか秘密があるみたい」

ＫＰ：驚くのはまだ早い。戸棚の奥からは、大柄の白人男性がヨロヨロと出てくるぞ。汚れたセーターと作業ズボンという労働者風の身なりで、体のあちこちから血をにじませている。

睦：むはっ、思った以上のものが隠されていました！　これってリネン室に閉じ込められていたってこと!?

ＫＰ：鍵はないので、出ようと思えば、すぐに出られたはずだけど。

睦：驚いた顔をして「けがしていますよ。大丈夫ですか？」と、声を掛けてみます。

ＫＰ：すると、男は無言のままヨロヨロとした足取りで睦ちゃんの方に迫り、その太い腕を振り上げた。ここからは戦闘ラウンドで処理していこう！

ケイト：ええ～っ、戦闘になっちゃうんですか。ムツミ、大丈夫!?

睦：相手が素手で、一対一だったら、私の空手でなんとかなるかも（正拳突きのポーズ）。

ＫＰ：ちなみに、相手の動きは鈍いので、睦ちゃんの方が先に動けるぞ。

睦：だったら、この一撃で気絶させる。「とりゃあ～、正拳突き!!」っと、コロコロ……成功!!

全員：うわっ、本当に殴った～～～～っ!!（笑）

睦：ダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４です。コロコロ……６ポイント。どうだぁ!?

ＫＰ：そ、そいつは痛いな。なぜかこの男は攻撃を受けようともせず、腹にモロに正拳突きをくらうと、ゴボゴボと口から泡を吹いている。しかし、とても苦しそうなのに、彼は動きを止めることなくＤＥＸ４のタイミングで睦ちゃんに〈こぶし〉で攻撃を仕掛けるのだった。

睦：ＤＥＸ４……ずいぶん遅いですね。

ＫＰ：コロコロ……男の〈こぶし〉は失敗している。ただし、そいつの腕の太さからして、敵の筋力が侮り難いことはわかる。

睦：いまの流れで実力差がわかったと思うので、降伏したりしませんかね？

ＫＰ：男は嘔吐物で口を汚しながら、泣き出しそうな顔をしている。睦ちゃんが様子見をすると、首を横にぷるぷると振って、戦う意思はないといった態度を示すのだが……なぜか、腕を大きく振り上げる。

睦：もしかして、なにかに操られているとかなのかも？

ＫＰ：その時、見えないなにかに切り裂かれたように、振り上げた腕から大量の血が噴き出した。

全員：ええ～～～～っ!?

ＫＰ：睦ちゃんの一撃のせいか、はたまた出血のショックのせいか、男はぐるりと白目をむいて、立ったままぐったりとしてしまう。この異様な光景を見た睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ！

睦：もう、なにがなにやら。コロコロ……やった、成功です。

ＫＰ：では、正気度は減らない。さらに睦ちゃんには〈目星〉の２分の１でロールをさせてあげよう。

睦：おっと、〈目星〉は得意なんで２分の１でも成功させちゃいますよ。コロコロ……よし、成功しました。

ＫＰ：男の飛び散った血が付着したことで、空中に張り巡らされた見えないほど細い糸に気づくことができる。その糸は男の体のあちこちを縛り付けており、鋭利な刃物のように傷つけている。

佐々原：この糸で操られていたのかな。

睦：糸に反する動きをすると、切り裂かれちゃうみたいだね。それで、その糸はどこにつながっているんですか。

ＫＰ：血がついていない部分は空間に溶け込んでいるので、はっきりとはわからない。ぶっちゃけ、超常的な糸だと思ってくれていいよ。そんなことより、目の前で男は出血を続けて、みるみるうちに青ざめていくよ。

睦：そ、そうだ。〈応急手当〉をしないと。でも、私は苦手なんですよね。コロコロ……駄目です、失敗しました。

ＫＰ：……残念ながら、男は睦ちゃんの手の中で冷たくなっていく。努力むなしく目の前で人が死んでしまったことによる〈正気度〉ロールをしてもらおうかな。

睦：コロコロ……ううっ、今度は失敗です。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ４ポイント減らしてもらおう。

睦：コロコロ……「２」でした。現在正気度は46です。

ＫＰ：男の体は、例の糸の力なのか、死んだあともぴくぴくと動き続けているのだが、命の火を失った状態ではまともな行動はできないようだ。

睦：……とりあえず、なるべく死体を見ないように顔をそらして、リネン室に押し戻しますけど。できますか？

ＫＰ：それは可能だな。リネン室の奥からは、死体の動くかすかな音が聞こえ続けているが、扉を開けるような複雑な動きはできないようだ。

睦：中の様子なんて想像したくない。浴室で返り血がついていないか確認してから、みんなと合流しますよ（泣）。

辰巳：リネン室を開けたのが、空手の得意な睦くんで良かったな。ワシだったら収拾がつかなくなっていたぞ。

佐々原：そもそもあんなところを一人で開けちゃうなんて、むったんしかしませんよ。

睦：正直、クラウニンシールド荘をなめていましたね。まさか、あんなすごいものが隠れているとは思ってもいませんでした。はぁ～っ、焦ったぁ。死ぬかと思った。



◆むったんのワンポイントスケッチ「旧き印」

　どうも、好きな印は旧き印な、むったんです。

　旧き印は、クトゥルフ神話における魔除けの印として知られています。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では、グレート・オールド・ワンや外なる神の手下は旧き印のある通り道からはやって来られなくなるとされていて、開いてしまった異界への門を封じるような場合に使われることが多いです。

　その効果はキーパー次第ですので、旧き印を持っていたおかげでクリーチャーに襲われずに済んだなんてこともあるし、クリーチャーが本気で探索者を殺すつもりならば旧き印は意味を持たないこともあります（旧き印を持っている右手以外は食べられちゃうとか）。クリーチャーにとって旧き印は「嫌な感じがする」くらいのものなのかも。だから、旧き印を手に入れても過信は禁物ですよ。

　その形状は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では「炎の瞳を持つ五芒星」として描かれることが多いのですが、実はほかにもいろいろデザインがあります。Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトは、旧き印を「短い枝」のように描いたことがあるそうですから、そんなデザインの旧き印を登場させたらクトゥルフ神話通ぶれるかも。






○ケイト・ダイヤモンドの図書室探索




ケイト：あちこちで大変なことになっていますが、ケイトは二階で図書室をのぞいてみますね。ちょうど、私たちが泊まる部屋の隣なので、もし見つかっても「部屋を間違えちゃった。テヘッ」と、ごまかす予定です。

ＫＰ：最近、持ち主が変わった家にしては、ここの図書室の蔵書は充実している。おそらく、以前の蔵書がそのまま残されているのだろう。蔵書の傾向を見たいなら〈図書館〉か〈オカルト〉をロールしていいよ。

ケイト：〈図書館〉の方が得意なので、そちらで。コロコロ……うにゃっ、失敗です。

ＫＰ：本棚の背表紙を眺めるだけでは、なにかピンとくるものはなかった。もっと時間をかけて調べれば、再度ロールに挑戦できるだろう。ちなみに、この図書室には三階に上がるための階段があるんだけど──

ケイト：難しい本は苦手なので、三階を探検します！（即答）

ＫＰ：（さすがは探検好きのケイトだけあって、ずんずん奥に進むな）図書室の上の部屋は書斎となっている。こちらも書き物机や戸棚などの調度品は売却されずにそのまま残されていたようだが、最近、使われた形跡はないな。

ケイト：「書斎の外はどうなっているのかな～」と、ドアを開けてのぞいてみますけど。

ＫＰ：三階は、全体的に天井の低い屋根裏部屋となっている。ただ、ドアを開けると、正面にある部屋の方から、「ボスン、ボスン」と枕を殴りつけるような鈍い音が聞こえてくる。この部屋のドアには、外から南京錠が掛けられているね。

ケイト：そこって、もしかして、外から見えた鉄格子のある部屋ですか？

ＫＰ：そこに間違いないだろう。「ボスン、ボスン」という音はしばらく続くが、やがて聞こえなくなる。あとは書斎の反対側に、何度か話題になった塔の屋上にあるサンルームに続いているらしい扉があるだけだ。

ケイト：いったい、誰を閉じ込めているんでしょう。普通の人だったら話してみるのもいいと思っていたのですが、「ボスン、ボスン」って、謎の音が怖過ぎます……。

辰巳：ここは開けずに、ワシらと合流した方がよくないか。この屋敷は危険な部屋が多過ぎる！

ケイト：でも、ムツミが人を殺してしまったので──

睦：殺してないよ！　あれは事故だよ！

ケイト：あんまりのんびりとは探索できない気がします。だって、あの糸の主には、操っていた男が死んだこととか気づかれちゃっていますよね。

睦：ごめんね、テヘッ！（笑）

ケイト：そんなわけで、扉に耳を当てて〈聞き耳〉してみますね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：扉の向こうからは、かすかに男のむせび泣く声が聞こえる。くぐもって聞こえることからして、この部屋は防音がしっかりしているようだね。

ケイト：防音ですか。なんか意外ですね。

辰巳：鉄格子からして、ここは誰かを幽閉しておくための特別な部屋なのかもな。それで音が外に漏れないようにしているのだろう。

ケイト：なるほど……そして、こんな怪しい屋敷に閉じ込められているということは、敵の敵で味方ということになりますね！

辰巳：いや、それは断言できないぞ。おぞましい実験をされた怪物が閉じ込められているかもしれない。

ケイト：（しばらく考えてから）んん～～っ、じゃあ、扉を開けないで、中の人に話し掛けてみます。

ＫＰ：どのように声を掛けるのかな。ここは重要なシーンなので、慎重にロールプレイをしてもらおう。

ケイト：えーと、だったら「もしかして、あなたはユーニス・バブソンに閉じ込められているんですか？　私は味方です。安心してください」と、声を掛けます。

ＫＰ：なるほど……それならば、部屋からおびえたような男の声が聞こえてくるよ。




　鉄格子のある部屋に閉じ込められていたのは、クラウニンシールド荘を買い取ったマーシュ精錬会社に雇われた荒くれ者であった。

　彼ともう一人の仲間は、クラウニンシールド荘の見張りを任されて、ユーニス・バブソンと一緒に屋敷に暮らしていたが、ある日、突然、巨大な蜘蛛に襲われたのだという。仲間は捕まったが、彼は命からがらこの部屋に立てこもったのだそうだ。ところが、誰かに外から鍵を掛けられてしまい、そのまま閉じ込められてしまったらしい。




ケイト：捕まった仲間というのは、ムツミが殺した糸に操られた男でしょうね……。

睦：あれは、事・故・死!!

ケイト：それにしても、また蜘蛛が出てきましたね。エフレムと蜘蛛って、なにか関係あるんですか？

辰巳：さあ、ワシは知らん。第一話でも、『るるいえみつかどにっく』でも、これまで蜘蛛をイメージさせるものは出てこなかったが、この屋敷に来てから急に蜘蛛をアピールするようになったな。

佐々原：これって同盟を結んだはずのエフレム勢力とダゴン秘密教団が、なにかの理由で内輪もめしているってことなんでしょうか？

辰巳：さっきから出ている蜘蛛をイメージさせるものを操っているのがユーニスであれば、そうなるだろうな。

睦：女郎蜘蛛とも言いますしね。男たらしのユーニスと、蜘蛛のイメージは合致するのでは？

ケイト：聞きたいことは、だいたい聞いたかな。じゃあ、みんなと合流します。

ＫＰ：えっ、男を助けてあげないの？

ケイト：鍵が掛かっているし、これ以上、不確定要素を増やしたくありません。「蜘蛛の件が解決したら助けに戻りますから。言っておきますけど、私たちの身になにかあったら、あなたも助かりませんよ。だから、ここでおとなしくしていてくださいね」と、扉越しに警告だけはしておきます。







佐々原とユーニスのアダルトな時間




ＫＰ：キーパーの想定以上に屋敷の探索はハイペースで進んでいるけど、本番はこれからだ。食堂でユーニスとダンスを踊っている佐々原だが、レコードが終わったところで、彼女は一休みしようと提案する。

佐々原：時間稼ぎはできた感じなんですよね。だったら、ボクも一緒に休みますよ。

ＫＰ：踊りを終えたユーニスの胸元には宝石のような汗が浮かび、エキゾチックな香水と相まって、彼女の蠱こ惑わく的な香りが佐々原の鼻をくすぐる。そして、ユーニスはほてった顔で君をじっと見つめると……満を持して、必殺のウィンクをしてくるのだった！

全員：出た～～～～～～～～～～っ!!（笑）

睦：『るるいえみつかどにっく』の第三話で、私がされたやつですよね。男がされるとイチコロという……。

ＫＰ：さ～て、ユーニスのウィンクは成功するかな。コロコロ……よしっ、成功だ。

佐々原：なんだって～～っ!?

ＫＰ：佐々原はユーニスにウィンクされると、男性としてみだらな心が抑えきれなくなってしまう。

佐々原：だから、そのウィンクはなんなんですか。技能ですか、呪文ですか、特殊能力ですか!?（泣）

ＫＰ：まあ、表現が難しいところだが……肉体を支配する呪文や、狂気のように探索者の自由を束縛するほどの効果はない。ただ、〈言いくるめ〉が成功したくらいの効果はあるので、みだらな心が抑えきれないといったロールプレイはしてもらいたい。

辰巳：ふーむ、その謎のウィンク攻撃は呪文ではないのか。

佐々原：では、最初は時間稼ぎのつもりだったのに、だんだんユーニスに心を奪われて、みだらなことを考えるようになっちゃいます……って、いいのか。ホントにいいのか、これで？

ＫＰ：佐々原がその気になったようなら、ユーニスは食堂の扉を開くけど──おやっ、なんということでしょう。食堂のすぐ目の前は、ユーニスの寝室となっています。よく考えられた間取りですね（笑）。

睦：ごくり、これはまさかのアダルトな展開となっちゃったりするのでしょうか？

佐々原：た～す～け～て～（泣）。

ＫＰ：位置からして、台所にいる辰巳先生だけが佐々原とユーニスが食堂から出たことに気づけるね。

辰巳：台所のドアを少し開けると、佐々原がユーニスの寝室に入ろうとしているわけか。「これはとんでもないものを見てしまった。しかし、ここはあわてず、騒がず、見て見ぬフリをしてあげるのが大人の対応……」

佐々原：辰巳先生～～っ!?（泣）

辰巳：ユーニスの真意を知るため、ここは流れに任せてみるのも、ひとつの手だと思うのだが。

睦：あと、ここで二人が寝室に入れば、たっぷり時間が稼げて、ゆっくり探索ができるからね。ここはタマ兄に頑張ってもらいたい（笑）。

ケイト：それもいいかと思いますが、佐々原さんがかわいそうかも。それに、ここまで怪しいとわかっているなら、もうユーニスを泳がせる必要もないのでは？

佐々原：やっぱり、ボクの体を狙っているんじゃないのかな。性的にじゃなくて、肉体を乗っ取る的な意味で。

辰巳：だったら、ほかに相手はいると思うんだよ。リネン室でも、すでに男をとりこにしていたわけだし。

佐々原：だったら「ボクはこういうプレイじゃないと興奮しないんだ」って、ユーニスを縄で縛るとか……。

ＫＰ：それでもいいけど、縛るときは二人きりになってもらうよ。

佐々原：「その上、誰かに見てもらわないと興奮しないんだ。辰巳先生を呼んで、プレイを見てもらおう」

睦：タマ兄、どんな変態なの!?（笑）

辰巳：うーむ、そんな変態プレイをリプレイとして世にお出しするわけにはいかん。仕方ないから、ユーニスのいる廊下に出ていくぞ。「ああ、ちょうど良かった。なんだかコーヒーが飲みたくなってね」と、二階にも聞こえるよう、やや大きめの声で話そう。

ＫＰ：すると、ユーニスは辰巳先生に対して、露骨にお邪魔虫を見る目でにらみつけている。

睦：辰巳先生の声が聞こえたら、ケイトにも声を掛けて、一階に下りていきます。

ケイト：了解です。ムツミと合流したら、三階で聞いた話を伝えて、情報を共有しますね。

睦：二階であったことは……ケイトにショックを与えないよう、私の胸にしまっておこうっと（笑）。

ＫＰ：じゃあ、二人も辰巳先生たちと合流していいよ。

佐々原：むったんにアダルトな展開を目撃されずに済んで良かった。

ケイト：あの～、これって、もうユーニスを問い詰めちゃってもいいのでは？

睦：むむ～っ、ここでユーニスを怒らせたら、この屋敷のボス的なものが本気になって、私たちを排除するようにならないかが心配なんですが。

辰巳：いやぁ、そこまで万能な存在とは思いたくないな。

ケイト：また、佐々原さんに時間を稼いでもらっても、次に調べる場所は封印されていた〝外〟につながっていそうな部屋ですよね。そうなったら、どっちにしても屋敷のボス的存在と敵対する展開になるのでは？

辰巳：もしかしたら、ユーニスとゆっくり話ができるのはこのタイミングだけかもしれない。ただ、ユーニスと佐々原が二人きりで話をするのと、ワシらが取り囲んで問い詰めるのでは、反応が違うかもしれないぞ。

佐々原：ボクは交渉系が苦手なので、みんなと一緒の方がいいかな。

ケイト：でも、ここって佐々原さんの見せ場なのでは？

佐々原：ああ、そういう気遣いはいらないから。正直、ユーニスには萌もえないし。

ＫＰ：ひどいことを言うヤツだな。

睦：私はユーニスみたいなキャラは好きだけどなぁ。

ケイト：だったら、逃げられないようにユーニスを取り囲んでから、問い詰めてやりましょう。「この屋敷のことで、いろいろ聞きたいことがあるんですけど」

辰巳：本当にいろいろあり過ぎて、どれから聞いていいのか迷うな。

睦：ここはユーニスがどうやっても言い逃れできないレベルのネタをつかんでいる私が先陣を切りましょう。「ユーニスさん、さっきうっかり間違えてリネン室に入ってしまって、アレを見てしまったんですけど。いったいどういうことなんですか!?」

ＫＰ：すると、ユーニスは〈心理学〉が必要ないほどに青ざめた顔をしながらも、「いったいなんのことかしら？」と、シラを切るね。

睦：「とぼけたって無駄ですよ。なんでしたら、一緒に二階に行きますか？」

ＫＰ／ユーニス：「行ったっていいけど、どうせなにもないわよ」

睦：む～っ、なにか超常的パワーで証拠は隠滅済みってこと？

ＫＰ：（睦ちゃんの〈心理学〉をしようかな。コロコロ……おっ、珍しく成功している）なんかそういう余裕に満ちた態度ではないよ。青ざめて、冷や汗たらたら流してる。

辰巳：どうも反応がおかしいな。やはりユーニスは主犯ではなく、脅されているとかなのだろうか。

睦：じゃあ、私はみんなを二階に連れて行こうとしますけど？

ＫＰ：すると、ユーニスは「お願い、やめて。そんなことをされたら、私は──」と、叫ぶのだが、同時にその腕に鋭い刃物で切られたような細い傷が出来て、一筋の血が垂れる。

ケイト：「だ、大丈夫ですか!?」

ＫＰ：ケイトの問い掛けに対して、ユーニスは傷を手で押さえることさえせず「えっ、なんのこと？」と、平然とした顔をしている。

ケイト：「えっ、だって……その傷……」

ＫＰ／ユーニス：「どこに傷なんてあるの？」

ケイト：「だから、その腕ですよ。見えていないんですか!?」

ＫＰ：ケイトが傷のことをしつこく指摘すると、ユーニスは一歩後ろに下がって、腕を隠そうとする。そして、泣きそうな顔で首を横に振るのだが……今度は、頰にシュッと細い傷ができるのだった。

ケイト：あわわわっ、もしかして、この傷って私たちが追い詰めたから!?

佐々原：屋敷のボス的なものの意に反することをすると、例の見えない糸で傷つけられてしまうとかなのかも。

睦：リネン室の男のような糸が、ユーニスの背後に見えませんか？

ＫＰ：目を凝らせばわかるのだけど、ユーニスの背後にも糸があるような気がする。ただ、これは睦ちゃんが、事前に糸があることを知っていたからわかるのであって、普通だったら気づかないだろうね。

睦：「ユーニスは何かに見張られているみたい。ここは納得したふりをして引いた方がよさそう（ヒソヒソ）」

ケイト：「えっ、えーと。あ～、ごめんなさい。ムツミはすぐに寝ぼけるから」

睦：「あっ、そうそう。私、寝ぼけていたのかも。よく考えたら、リネン室にはなにもなかった気がしてきた」

辰巳：「考えてみると、夜にコーヒーを飲んだら寝付けなくなるな。そろそろ、ワシは休ませてもらおうか」

睦：「そうですね。私たちはおとなしくしているので、ユーニスさんもゆっくり休んでください」

ＫＰ：すると、ユーニスはほっとした顔で、「おやすみなさい」と、君たちを見送る。

佐々原：「じゃあ、ボクも疲れたから、休ませてもらおうかな」って、ユーニスは解放してくれるのでしょうか？

ＫＰ：（うーん、これ以上、佐々原を誘惑しても乗って来ないだろうし、このイベントは諦めるか）安心してくれ。ユーニスは名残惜しそうにしているが、それでもこの状況では佐々原を誘惑するようなことはしない。

佐々原：うう～ん、名残惜しそうにされちゃうと弱いんだよなぁ。その曇り顔を晴らしてあげたくなる。

辰巳：なんだよ、面倒くさいヤツだな！（笑）

ケイト：もうっ、キリがないですよ。「なにグズグズしてるんですか、佐々原さん！」って、強引に引っ張っていきます。これからみんなで地下室に行くんですからね！

佐々原：ううっ……それを聞いたら、やっぱりユーニスと一緒にいた方が安全のような気がしてきたよ。




　再び合流した探索者たちは屋敷で目撃したことの情報交換をしてから、今後の行動について相談を始める。




佐々原：結局、ユーニスはなにがしたかったのやら。

辰巳：さっぱりわからないな。ユーニスと佐々原につながりがあるようには思えんが……。

ＫＰ：みんな、今回のシナリオの目的は、ユーニスの真意を探ることじゃなくて、〝外〟につながる場所から〝from OUTSIDE〟を手に入れることだってことを忘れずに。彼女のことは、そんなに気にしなくていいよ。

佐々原：ですが、ボクらが屋敷を探索したせいで、ユーニスが殺されたりしないか心配なんですよ。

ＫＰ：だったら、佐々原が一晩中ベッドで見守ってあげればいいだろう。

佐々原：それは、そのぉ……ゴニョゴニョ。

ケイト：これからの探索は、少しでも人手は多い方がいいですから、佐々原さんにもついて来てもらいます。

佐々原：ところで、さっきはユーニスとダンスしていたから言わなかったんだけど、辰巳先生が見つけたヤバい部屋って、塔の地下ですよね。だとしたら、塔の一階から三階ってどうなっているのでしょう？

辰巳：ふむ……そう言えばそうだな。塔全体が〝外〟につながっているとは思えないが。

ケイト：でも、ユーニスは塔には入るなって言ってましたよね。

ＫＰ：一階の居間は扉もないので、玄関ホールからすぐに様子を見ることができるけど。

佐々原：じゃあ、ＤＥＸの高いボクが、チラッとのぞいてきますよ。

ＫＰ：銅版画などが飾られた居間兼アートギャラリーとなっている。円形のしゃれた部屋だけど、特に変わったところはないね。ただ、この円形の塔は中央部分だけが三階まで吹き抜けになっていて、見上げるとガラス窓の付いた屋根が見える。ここで佐々原は〈目星〉をどうぞ。

佐々原：これはなにかが見えてしまうのか。コロコロ……成功しましたけど？

ＫＰ：ガラスの向こうには月が見えるのだが、その神秘的な光を受けて、キラキラとなにかが輝いている。睦ちゃんの話を聞いたのならば、それが目に見えないほど細い糸が張り巡らされているせいだとわかるね。

佐々原：「こ、これがむったんが言っていた、人を操る糸か！」

ＫＰ：あと、居間の床を踏むとわかるのだけど、ユーニスの言った通り、老朽化のせいでもろくなっているようだ。あまりドタバタすると床が抜けるかも。

佐々原：慎重に居間を出ますよ。「塔の三階に蜘蛛の巣みたいなのがあるんだけど、どうします？」

辰巳：うう～～～～む、これは難しい選択だな。〝外〟を調べているときに上から蜘蛛に襲撃されるのも嫌だが、かといって、いま三階に挑んでもワシらにはなにも対抗手段はないぞ。

ケイト：念のため、拳銃は持って来ていますけど。

辰巳：人間相手なら頼もしいが、相手が正体不明の蜘蛛となると拳銃一丁では不安だな。

睦：私たち怪しい場所ばかり先に見つけて、情報の方はさっぱりですからね。

辰巳：〝外〟につながる部屋にしても、塔の三階にしても、なにもわからないまま突入するのは無謀かもしれん。

睦：ここは地道に図書室の文献を調べますか？

ケイト：「あっ、そうでした。私、難しい本は苦手なので、図書室はなにも調べてないデース」（笑）

辰巳：「これがミスカトニック大学の学生とは……なんとも嘆かわしい」

佐々原：そう言えば、ケイトは図書室で〈オカルト〉のロールをしていましたよね。それにエドワード・ダービイの図書室なら、同じ作家として興味があるので、クライマックスになる前に調べておきたいな。

睦：じゃあ、みんなで図書室を調べましょう。いろいろショッキングなイベントがあり過ぎて『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の基本を忘れていましたね（笑）。




　オカルトに造詣の深い佐々原の目には、エドワード・ダービイ（エフレムのものでもあるのだが）の図書室は素晴らしく充実したものに映った。しかも、このとき〈クトゥルフ神話〉に成功したため、大量の蔵書の中に『アザトースその他の恐怖』、『モノリスの人々』、ラテン語版の『妖蛆の秘密』、『無名祭祀書』と『ドジアンの書』（ただし、翻訳が悪いと評価の低いブライドウェル版）という名だたる魔道書を発見する。




佐々原：「なんというコレクション。これだけの魔道書、ミスカトニック大学の図書館でもなければ拝めないぞ」

睦：むむ～っ、さすがはエフレム・ウェイトの屋敷だけありますね。

ＫＰ：佐々原は気づくのだけど、これらの素晴らしいコレクションの中でも魔道書レベルの貴重な本が並べられている特別な本棚に、ぽっかりと本が抜き取られた隙間がある。ここに収まるような本ならば、よほどの逸品のはずだから、なんの本が抜けているのかちょっと気になるね。

ケイト：三階の書斎に、それっぽい本はありませんでしたか？

ＫＰ：隙間からして、そんなに大きな本ではないようだが、いまのところ誰もそれらしき本は見掛けていない。

睦：むむ～っ、抜けた魔道書は気になるけど、いまは保留かな。それより図書室で何について調べます？

ＫＰ：おっと、その前に、この図書室にある本はほとんどが英語で書かれているので、〈図書館〉をロールするときには、〈ほかの言語（英語）〉の組み合わせロールになるのをお忘れなく。あと、ここの本は教会が焚ふん書しよするような特別に冒ぼう瀆とく的なものばかりなので、ここで禁断の知識について調べると魔道書を斜め読みしたのと同じように正気度が減りそうだと警告しておこう。

ケイト：裏返せば、それだけすごい情報が隠されているってことですよね。まず、大本命の〝外〟については調べるとして、あとなにか知りたいことありましたっけ？

佐々原：蜘蛛についても調べておきたいな。なにか蜘蛛に関係する呪文を使ったとか、そんなのありそう。

辰巳：組み合わせロールのせいで〈図書館〉の成功率は低くなっているから、あまり多くのことを調べず、その二つのことを分担して調べるのがいいだろうな。ワシと睦ちゃんが〝外〟について、ケイトと佐々原が「蜘蛛」についてという分担にしよう。

ＫＰ：了解しました。では、まずは辰巳先生と睦ちゃんの〈図書館〉ロールをどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功したのは、ワシだけだな。

ＫＰ：では、辰巳先生が数々の魔道書を斜め読みして調べたところ、〝外〟に関する気になる記述を発見することができます（資料を渡す）。




……………………

●覚醒の世界と外の世界




　魔王のおわす闇夜の果てに限らず、覚醒の世界の表裏一体である幻夢境も〝外〟と言える。

　こちらの世界と〝外〟をつなぐことは、幻夢境ともつながりを持つことを意味する。

　覚醒の世界に存在するものも、幻夢境においてはまったく別の姿をしていることがある。

　どちらの姿が真実なのか……それを議論する意味はない。ふたつの世界がつながらぬかぎり、別の姿と出会うことは絶対にないのだから。

……………………




ＫＰ：これは幻夢境独特の概念で、夢の世界では、現実の姿とはまるで違ったものになることがあるということを説明している。例えば、現実ではさえない男が、幻夢境では一国の王だったり、心を病んだ者が、幻夢境では怪物のような姿となることはよくあることだ。

辰巳：うう～む、しかし、なぜここで幻夢境の話が出てくるのだ？

睦：いままで幻夢境っぽいキーワードはなかったですよね。

ケイト：ムツミがアーカムに来るときに、幻夢境に迷い込まなかった？

睦：むはっ、まさか、あの導入シーンから、すべては私の夢の中の出来事だったとか!?

辰巳：そ、それは驚きの展開だが、だったら、ワシらはいったい何者なんだ。

睦：私が産み出した、想像上の辰巳先生たちです。

佐々原：別にそれでもいいけど、夢から覚めたら正気度は初期値に戻してくれるんだよね。

睦：みんなが減らした正気度は、私がおいしく吸収させてもらいます。

ケイト：なんて邪悪な魔女なの!?（笑）

ＫＰ：みんな、妄想の翼を広げ過ぎ。次はケイトと佐々原が〈図書館〉ロールをしてくれ。

ケイト＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：この図書室で蜘蛛に関する情報を探したけど、これといって目ぼしい情報は得られなかった。幻夢境にはアトラック＝ナチャという神や、レンの蜘蛛といった種族がいることがわかったくらいだ。さて、この図書室にある忌まわしい魔道書の斜め読みに成功した探索者たちは１Ｄ４ポイントの正気度を減らしてもらおうか。

辰巳：ぐぬぬ……なんて忌まわしい図書室だ。コロコロ……２ポイント減って、現在正気度は63だ。

佐々原：コロコロ……なっ、「４」が出ちゃった。現在正気度71です。

ケイト：ケイトは〈正気度〉ロールに弱いんですよね。コロコロ……ほらぁ、また最大値の「４」ですよ！（泣）

睦：本当にケイトは正気度が減りやすい体質だね。

ケイト：現在正気度は43になってしまいました。

辰巳：こんなに正気度を減らしているのに、大した情報は得られないとは……この図書室はハズレか。

睦：むむ～っ、クラウニンシールド荘の図書室で手に入れた情報が無意味ということはないと思うけど。

佐々原：もっとあとで役立つってことでしょうか？

ケイト：やっぱり、蜘蛛の糸が張ってあった塔の三階をのぞいてみないと、真相には近づけないのかも？

辰巳：結局、無策で挑むことになるが……虎穴に入らずんばとも言うしな。よしっ、行ってみるか！




ＫＰ：君たちはアセナスの書斎を通り抜けて、屋根裏スペースまでやってきた。ケイトが話をしたという鉄格子の部屋の男は、警告に従って、おとなしくしているようだな。

辰巳：〝from OUTSIDE〟の件が片付いたら、あいつをどうするのかも考えないといかんな。

睦：ところで、私は下の階にいるユーニスが気になるので、アセナスの書斎のあたりで警戒していたいのですが、どうでしょう？

辰巳：うむ、操られたユーニスが、ここにやって来るという展開は十分に考えられる。

ケイト：じゃあ、ムツミには見張りをしてもらって、私たちでサンルームを調べましょう。

ＫＰ：塔の三階部分は、ユーニスの話だとサンルームになっているそうだが、部屋には外開きの扉があって、割と頑丈そうな作りだね。近づいてみると、扉に鍵は掛かっていないようだが……さて、どうするのかな？

佐々原：まずは扉に耳を当てて得意の〈聞き耳〉で中の様子を確認してみます。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：扉の向こうからは、硬い木をこすり合わせるような「ギシッ、ギシッ」という不気味な音が聞こえる。なにか大きなものがいる気配がするね。

佐々原：「やっぱりなにかいる……」

ＫＰ：ただ、不思議なことに、佐々原はその音をあまり怖く感じない。それどころか、どこかなじみがあるような気さえするのだ。

佐々原：えっ、どういうことですか？

辰巳：この奥にいるものを、佐々原は知っているということか？

ＫＰ：そんな感じですね。

佐々原：アーカムにボクの知り合いは少ないはずだけど。

睦：もしかして、地下の部屋から、さやかちゃんが復活しようとしているんじゃない？

ケイト：さやかが立てているにしては、ずいぶん不気味な音でしたけど……。

睦：不気味なさやかちゃんがいるのかもよ。

ケイト：そんなの嫌～～っ！（泣）

佐々原：さやかちゃんという可能性があるなら、ここでビビってはいられない。「ボクは佐々原環。もしも、ボクの声がわかるなら応えてくれ」と、扉の向こうに呼び掛けてみます。

ＫＰ：……すると、ギシッ、ギシッ、ギリリリリッという、硬いものがきしむような音がする。なにかがこちらに迫っているらしい。

佐々原：なにが来るっていうんだ！

ＫＰ：そして、ガツン、ガツンと扉が激しくたたかれる。まるで扉を破壊しようとしているかのようだ。

佐々原：さっき、キーパーは怖くないって言ったじゃないか。だまされたぁ～！（泣）

睦：いやいや、もしかしたらちょっと乱暴なさやかちゃんかもしれないよ。

ケイト：確かに、さやかだったら扉を壊そうとするくらいはしますね。

ＫＰ：何度もたたかれ、扉が耐えきれずに隙間ができる。すると、そこから真っ黒な鋭い爪のようなものが突き出される。それは巨大な蜘蛛の脚の先だった。

佐々原：こんなのさやかちゃんじゃないよ！　誰だよ、こいつ!?（泣）

ＫＰ：このタイミングで、扉に背を向け、なりふりかまわずに逃げることもできるけど、どうする？

辰巳：……なにかあるたびに、いちいち逃げていたらなにもわからん。脚の大きさからして、扉が壊されたとしても、中からは出られないと思うのだが、どうだろうか？

ＫＰ：さすがは目のつけどころがいいですね。断言はできないけど、少なくともすんなり通り抜けられる大きさではないだろう。身をよじるなどしてもたついている隙に、探索者側がワンアクションすることは可能な気がする。

ケイト：だったら、この蜘蛛の姿を見届けて、できたら中の様子もチラ見してから逃げてもいいのでは？

佐々原：ちょうど正気度が低いむったんもいないし、ここはボクらだけで確認しておこうか。

ＫＰ：なるほど。では、黒い爪によって乱暴に破壊される扉をかたずをのんで見守っていると……やがて、扉は音を立てて倒れた。その向こう側に見えるのは、イボだらけの膨らんだ腹と、剛毛を生やした長い脚を持った、巨大な蜘蛛の姿をした怪物だ。体の色はスミレ色から藍色へのグラデーションであり、どこか美しささえ感じさせる。ただ、口元の大きなハサミ状の牙は漆黒であり、その鋭さと固さを象徴しているかのよう。頭部に並ぶ大小さまざまの目から感情を読み取ることはできないが、どこか知性を感じさせるものだった。

辰巳：こ、こいつは……以前、ワシの家に出現したことのあるレンの蜘蛛か!?

ＫＰ：さて、睦ちゃん以外は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原：コロコロ……よっしゃあ、成功！

ケイト：お願いだから、そろそろ〈正気度〉ロールで成功させて。コロコロ……やったぁ、成功です！

辰巳：コロコロ……くっ、失敗した。ここでの失敗は、とてもまずい気がする。

ＫＰ：こいつはとりわけ恐ろしい蜘蛛の怪物なので、成功しても１Ｄ３ポイントの正気度を失う。

佐々原：成功しても１Ｄ３とか、むったんがいなくて、本当に良かった。コロコロ……「３」も減っちゃった。残り正気度は68です。

ケイト：コロコロ……よかった、「１」です。でも、現在正気度は42。ムツミより正気度が少ないなんて！

ＫＰ：そして、〈正気度〉ロールに失敗した辰巳先生は１Ｄ10＋１ポイント、正気度を減らしてもらいましょう。

辰巳：なんと……この減らし方は、ただの巨大な蜘蛛じゃないぞ。コロコロ……いかん、８ポイントも減ってしまった。現在正気度は55なので不定の狂気には陥らないが、一時的狂気の可能性がある。

ケイト：辰巳先生、頑張って～!!

辰巳：ワシの〈アイデア〉は85％もあるんだよな。コロコロ……ううっ、成功してしまった。〈クトゥルフ神話〉を+1％して、35％になってしまった。

ＫＰ：いやいや、これは良いタイミングで狂気に陥ったかもしれませんよ。

辰巳：良い狂気などあるかぁ～！

ＫＰ：このイベントでの辰巳先生の狂気の内容はシナリオで設定されていて、目の前の巨大な蜘蛛が、弟の源六に見えてくるのだった。

辰巳：なんだと～～っ!?




『るるいえあんてぃーく』の第二話で、辰巳先生がアトラック＝ナチャに遭遇して狂気に陥ったとき、蜘蛛のブローチであるフィブラを弟の源六だと思い込む妄想にとりつかれたことがあった。キーパーはその狂気の内容が気に入っており、それ以来、辰巳先生はなにかというと源六の幻覚を見るようになっているのだ。




佐々原：そもそも源六って、実在するんですか？

辰巳：それはワシにもわからん（笑）。

ＫＰ：ボクのイメージでは、寒村で育った辰巳先生の家が貧しかったせいで不幸な死を遂げた幼い弟なのではないかと思っている。

睦：または、幼少期、寂しかった辰巳先生が生み出したイマジナリーフレンドならぬ、イマジナリーブラザーとか。

ケイト：その源六がなんでここにいるんですか？

辰巳：いやいや、こいつは源六じゃないから。ワシにはそう見えるけど、本当は違うから！

佐々原：源六じゃないとすると……もしかして、この大蜘蛛はフィブラなのか!?

睦：むむっ、なるほど。それが正解かも！

辰巳：佐々原のフィブラっていまどこにあるんだ？

佐々原：『るるいえみつかどにっく』の最後でさやかちゃんに貸したんですが、そのまま一緒に〝外〟で消失してしまったんですよ。

辰巳：だとしたら、フィブラだけが〝外〟から戻ってきたというのか？

佐々原：そう言えば、前にも一度なくしたことがあったけど、勝手に戻ってきたりしたっけ。

ケイト：それって、きっとフィブラに呪われているんだけですよ。

佐々原：いや、ああ見えて、根はいいやつなんだよ。ＰＯＷを+1してくれるし（笑）。

ケイト：だったら、この蜘蛛をなんとかしてください。飼い主なんでしょ!?

佐々原：でも、ボクの知っているフィブラは、もっと小さくてかわいいやつなんだけど……キーパー、その蜘蛛を見て、どこかフィブラっぽい特徴とかないですか。

ＫＰ：佐々原がフィブラを大事にしているのはよく知っているので、ここは〈アイデア〉をさせてあげよう。

佐々原：コロコロ……よし、成功しました。

ＫＰ：この大蜘蛛がフィブラではないかと気づいた途端、佐々原にはそうだとしか見えなくなる。姿はだいぶ変わっているが、こいつは間違いなく、君が愛用していたフィブラだ。だから、扉の向こうに気配を感じたときも、親近感を覚えたんだね。

佐々原：なるほど、そういうことだったのか……。

睦：ねえ、ここにフィブラが戻って来たのなら、さやかちゃんも戻って来ているんじゃないのかな!?

辰巳：もし、地下の部屋にいるのなら、急いで助けに行ってやらんといかんぞ。のんびりしていたら、さやかちゃんの正気度がガリガリと削られてしまう。

ケイト：佐々原さん、どうしたらこの蜘蛛はおとなしくなるんですか。

佐々原：「こいつは、きっとボクに会いたくて寂しかっただけなんだよ。よーし、よしよし。ほら、ボクだよ……よく戻ってきたね、フィブラ」

ＫＰ：フィブラの体は大き過ぎるためサンルームから出ることはできないようだが……佐々原はどのくらいの位置で、その呼び掛けをするのかな？　入口から離れたところ？　それとも、一緒にサンルームに入るくらい？

佐々原：そ、それは……入口から離れて、いざというときは〈回避〉ができるくらいの位置からですよ。

睦：むむ～っ、大丈夫かなぁ？

佐々原：食堂で小さな蜘蛛を助けてやったし、きっと大丈夫なはず！

ケイト：なるほど、あれが佐々原さんの生存エンドか死亡エンドかを分けるフラグだったんですね。

ＫＰ：了解した。では、佐々原の呼び掛けに、フィブラは反応している。ただ、入口が狭いため外に出ることはできず、顔だけを突き出して、佐々原をいくつもある目で見つめるのだ。

佐々原：怖いっ！　怖いけど、ここはニッコリと笑って「ルールルルルル。ほら、怖くない。怖くない。おびえていただけなんだよね？」と、手を差し出します。

睦：なんかいろいろ混ざっているよ！（笑）

ＫＰ：すると、フィブラは後ろ脚を器用に動かして、お尻から出した糸を佐々原に投げ縄のように投げつける！

佐々原：すかさず〈回避〉します！

ＫＰ：佐々原の命運を分けるロールなので、ここはオープンダイスにしようかな。コロコロ……「60」だけど成功しているな（フィブラの「網を投げる」攻撃の成功率はぴったり60％であった）。

佐々原：ええっ、「60」でも当たるの？

辰巳：うう～む、なかなかの成功率だな。さすがは正気度を１Ｄ10＋１減らしてくるだけある。

佐々原：これって当たったら行動不能っぽいから、絶対に回避しておきたい。気合いを入れて～、コロコロ……よしっ、成功だぁ!!

ケイト：すごいっ、佐々原さんって〈回避〉の成功率はどのくらいなんですか？

佐々原：えっ、ボクの〈回避〉は86％だけど。それがなにか？

ケイト：めちゃくちゃ得意じゃないですか。なんなの、ニッポンの探索者はみんなニンジャなの!?（笑）

佐々原：それでも失敗する確率は１割以上あるんだからね。いやぁ～、怖かった～！

ＫＰ：佐々原は、見事な身のこなしで糸をかわすことができた。これに絡め取られたら、もうおしまいだったろう。しかし、フィブラはすかさず新しい糸を準備しているようだが……どうするかな？

佐々原：ここは撤退します。落ち着けるところで作戦会議を開きましょう！

辰巳：「あっ、ちょっと待ってくれ。源六も連れて行かないと……」

佐々原：「源六はここにいてもらった方が安全です。辰巳先生、行きましょう！」

辰巳：「あとで迎えに来るからな。ここでおとなしくしているんだぞ、源六～」







旧き印の封じる先には




佐々原：とりあえず、玄関ホールまで戻りましょう。

ＫＰ：時間が経過したので、辰巳先生は正気に戻っていいですよ。

辰巳：「どこからか源六の声が聞こえたような気がしたのだが……あれは夢だったのだろうか？」

佐々原：フィブラはあのままで良かったのかなぁ。

睦：あんなの、どうしようもないよ。もう、フィブラのことは諦めるしか──

佐々原：いや、あのフィブラがユーニスを操っている気がするんだよね。だとすると、フィブラをどうにかしないとユーニスを助けられないんじゃないかな。

睦：むむ～っ、なるほどね。ユーニスがタマ兄に執着していたのは、あのフィブラがそのように仕向けたからと考えればつじつまが合うね。なんでフィブラがタマ兄に執着しているのかは、よくわからないけど。

ケイト：佐々原さんが大好きなのでは？

佐々原：さっきはそう思ったんだけど、糸とか投げてくるし……。

ケイト：きっと、あれが愛情表現なんですよ。佐々原さんを糸で絡めて、抱きしめた～いって。

佐々原：もしそうだとしても、自分の体で試す気はないからね。蜘蛛の愛情表現とか予想がつかないし。

睦：カマキリみたいに、メスがオスを食べる習性とかあってもおかしくないよね（笑）。

佐々原：そもそも、あのフィブラってメスだったのか。

睦：なんとなく、大蜘蛛ってメスのイメージがありますけど。女郎蜘蛛のせいかな？

辰巳：しかし、どうしてフィブラがあんなふうになってしまったのか原因がわからないと対処しようがないぞ。

佐々原：図書室で文献は調べたし……ほかに情報源になりそうなものありますか？

ケイト：（図書室で得た資料を見ながら）あっ、わかった！　私、わかりましたよ!!

睦：どうしたの、ケイト？

ケイト：もしかしたら、あの大蜘蛛の姿って、幻夢境でのフィブラの姿なんじゃないでしょうか？

辰巳：……なるほど、それはあるかもしれない。ワシの家が『るるいえばーすでい』で幻夢境に運ばれたときにも、佐々原のフィブラがあのような大蜘蛛の姿になったことがあったな。

ケイト：それで、この資料によると「幻夢境」も〝外〟の一種だそうですから……もしかしたら、塔の地下の影響で、この屋敷が〝外〟＝「幻夢境」と同じようなものになっているのでは？

睦：屋敷全体とまではいかなくても、サンルームのある塔だけは「こちら」と〝外〟が曖昧な空間になってしまっているのはありそう。だから、フィブラもあんな姿になっちゃったんだ。

ケイト：それで、フィブラは佐々原さんが大好き、または大っ嫌いだから、ユーニスを操って、この屋敷に連れてこさせようとしたんですよ。

佐々原：じゃあ、ボクらが地下の部屋をなんとかすれば、すべて解決ってこと？

睦：その前に、〝外〟から〝from OUTSIDE〟を取って来ないといけないけどね。ケザイア・メーソンは、それがないと、さやかちゃんを助けられないって言ってたから。

佐々原：どんな形をしているか知らないけど、その〝from OUTSIDE〟をボクらが回収すれば、幻夢境の影響も消えて、フィブラも元通り。ユーニスも解放されるはず！

睦：それどころか、扉の向こうにはさやかちゃん本人が待っているかも！

佐々原：それを助けたら、ダゴン秘密教団とか無視して、アーカムから日本に帰れるわけだ！

睦：これでハッピーエンド！

佐々原＆睦：いえ～～～い!!（ハイタッチ）

ケイト：リネン室の死体はそのままですけどね……。

睦：ケイト、そのことは思い出させないで。あれは事故だったの！

ケイト：犯人はみんなそう言うんですよ（笑）。

辰巳：とにかく、あの《旧き印》で封印された扉を開けないと、話は進まないようだ。ここは覚悟を決めるか！

ケイト：いよいよ地下に突撃ですね。なんだかワクワクしてきましたよ！




　ケイトのひらめきによって、ようやく探索者たちはクラウニンシールド荘の謎に大きく近づくことができたようだ。文章にはされていないが、この結論に至るまで、プレイヤーたちはかなり悩んでいた。

　重要な情報源であるユーニスに対して、佐々原が思ったより警戒していたため、彼女からの情報が得られなかったのが、ベテランの探索者たちを悩ませる要因となったのだろう。今回のシナリオでは〝外〟とつながる部屋の影響で、佐々原のフィブラが大蜘蛛に変身してしまったことは最大のネタだったため、キーパーからあまり誘導をしなかったのも悩む要因となったのかもしれない。

　それでも答えを導き出した探索者の功績は、のちほど正気度による報酬にて讃えるとしよう。




ＫＰ：君たちは辰巳先生が《旧き印》の扉を見つけたという、地階に下りてきた。

睦：ところで、小一時間くらい地階の物置とか調べてから、扉を開けませんか。みんな正気度が減っているので、不定の狂気に陥らないように、少し心を落ち着かせた方がいいでしょう。

辰巳：確かに……ワシは、あと５ポイント減ると不定の狂気に陥ってしまうからな。

ＫＰ：まあいいだろう。では、地階の物置を調べると、大きな斧が見つかるね。まき割りなんかに使うものよりも、ずっと重くて、昔の木こりが大木を切るときに使うようなやつだ。

ケイト：いかにも、扉をたたき破ってくださいといったような斧が……。

辰巳：しかし、あの《旧き印》の扉には鍵は掛かっていなかったはずだが。

佐々原：何の役に立つのかわかりませんが、なんとなくボクが持っていることにしましょう。

ＫＰ：そんなことをしているうちに一時間が経過した。君たちは少しだけ心が落ち着いたところで、扉の前に立つわけだな。その扉は《旧き印》が刻まれた無数の青銅板によって覆われ、見るからにまがまがしい気配を発している。それはまるで地獄に通じる扉のようで、しかも、その向こうからは「アザース、アザートス、アザトース……」という不気味な詠唱と、フルートの音色が絶えず聞こえているのだ。

睦：「……この扉の向こうにある〝外〟には、想像もつかないほどの危険が待っているかも。私たちは、大切な友達のためだから行くけど、ケイトはここで待っていてもいいんだよ」

ケイト：「みんなが行くのに、私だけ残るなんて選択肢はないから。冒険なら望むところ！」

睦：ぶっちゃけ、私たちの腰にロープを結び付けて、なにかあったら外で待機しているケイトに引っ張ってもらいたいくらいなんだけど（笑）。

辰巳：そんな小細工が通用する空間とも思えん。ケイトが来てくれるというのなら、みんなで挑んだ方がいいだろう。どんなロールをさせられるのか予想がつかない以上、探索者は多い方がいい。

睦：それもそうですね。「ありがとう。ケイト、だったら一緒に行こう！」

ＫＰ：では、誰が《旧き印》の扉を開くのかな？

睦：普通だったら、この扉って絶対に死にフラグですよね。何も知らないＮＰＣが封印の扉を開けちゃって、探索者が後始末をするタイプのシナリオが始まるパターンですよ。

佐々原：まあ、ここは正気度が高くて、〈回避〉も得意なボクが開けてみるよ。

ＫＰ：了解した。佐々原がノブに手をかけると、その見た目とは裏腹に簡単に扉は開く。だが、その途端、向こう側から鼻が痛くなるような刺激臭があふれ出してきた。そこは石積みの丸い部屋だったようだが、輪郭はゆがみ、色は混ざり合い、空間全体から「アザトース」という詠唱と、魔王を喜ばせるためのフルートの音色が響いている。




　そして……〝外〟があふれ出してきた。




全員：……!!

ＫＰ：──次の瞬間、扉の前にいた者は、暗く広大な空間に投げ出されてしまう。上も下もない。ただ、はるか彼方に燦さん然ぜんと赤く輝く力強い光が見える。それが何者なのか認識するだけで脆弱な人間の魂は砕かれてしまうような輝きを前にして、君たちは自分が生身で〝外〟にやってきたことを理解する。では、ここでケイト以外の探索者は〈アイデア〉をロールどうぞ。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功!!

ＫＰ：この重要な場面で三人とも成功させるとは、すごいダイス運だな。では、君たちは理解する。ずっと探していたさやかちゃんは……すぐそばにいたことに。

ケイト：ええっ、まだ第二話なのに、いきなりさやか復活なの？

ＫＰ：ただし、それはみんなの知っているさやかではない。彼女という存在は、アザトースの御み許もとで狂気に陥り、個を見失ったため、宇宙全体に拡散してしまったのだ。だから、さやかはどこにでも存在する。この〝外〟の世界にも、君たちの世界にも、そして、君たちの体の中にも……。

佐々原：なんか『魔法少女まどか☆マギカ』みたいになってきましたよ。そうか、あそこに見える輝きこそが、アルティメットさやかなのか！（笑）

ＫＰ：そんな優しい存在だったらいいんだけどね。さて、人間でありながら、不遜にも〝外〟に足を踏み入れた探索者たちには、気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

辰巳：来たぞ……この〈正気度〉ロールだけは失敗したら駄目だ！

佐々原：まずは正気度の高いボクから行きます。コロコロ……よしっ、成功しました。

辰巳：次はワシだな。コロコロ……「50」で、なんとか成功だ。

睦：私の方が、ケイトより正気度が高いんだね。コロコロ……むはっ、失敗です。

ケイト：私、もう正気度が42しかないんですけど。コロコロ……駄目です、失敗しちゃいましたぁ～！（泣）

佐々原：むった～ん、ケイト～、大丈夫か～!?（泣）

ＫＰ：おやおや、女性陣が二人とも失敗か。あふれ出した〝外〟にのみ込まれたことにより、成功した人は１ポイント、失敗は１Ｄ10ポイントの正気度を失う。

佐々原：あれっ、このシーンで１Ｄ10で許してくれるってことは、まだこの先にも大型イベントが待っているのかも。とりあえず、１減らして、現在正気度は67になりました。

辰巳：ワシの現在正気度は54だな。シナリオ開始時から、ずいぶん減ったなぁ。

ケイト：私は失敗したので、１Ｄ10減らしますね。コロコロ……「４」で、現在正気度はとうとう38になってしまいました。一時的狂気にはならないのはうれしいけど……うれしいけど、「１」とか「２」とか出してくれてもいいのよ？（ダイスに話し掛けている）

睦：コロコロ……むはっ、私は「５」でした。現在正気度は41なので不定の狂気には陥りませんが、〈アイデア〉ロールに成功してしまうと一時的狂気になります。

ＫＰ：ここで狂気に陥ると大変なことになるので、頑張って失敗するように。

睦：いつだって頑張ってますよ。コロコロ……なんでこういうときばっかり成功するの!?（泣）

ＫＰ：おっと、これは面白くなってきたぞ。まず、睦ちゃんは〈クトゥルフ神話〉を+1％させておいてね。そして、このシーンでの狂気の内容はシナリオで設定されている。

睦：いつの間にやら、私の〈クトゥルフ神話〉は23％に……私、英会話よりも〈クトゥルフ神話〉の方が得意なんですけど、これって高校生としていかがなものかしら？

ＫＰ：睦ちゃんはこれまで暮らしていた世界とかけ離れた〝外〟に放り出されたことで、最初は心細さを感じるが、やがてそれは恐怖となる。頼りになる辰巳先生や佐々原、ケイトたちも、この〝外〟においては塵ちりにも等しきちっぽけな存在であり、自分を助けてくれるものは誰もいないと痛感してしまう。

睦：「ここは人の来てはいけないところなんだわ。怖い、怖いよ、さやかちゃん！」と、さやかちゃんがこのへんに漂っているはずと思って、狂気になりながらも、さりげなく呼び掛けてみたりして。

ＫＰ：なかなか良いロールプレイだ。そんな睦ちゃんに応えるものがいる。遠くに見える魔王の輝きの前に、黒い人影が現れるのだ。赤い光を背に受けて、それはゆっくりとした足取りながら、光を超えた速度で迫ってくる。

ケイト：気軽に光速を超えないでください！（笑）

睦：「さやかちゃん……さやかちゃんなの？　迎えに来たよ!!」

ＫＰ：いや、君の前に現れたのは真っ黒い男だ。それは比喩でもなんでもなく、髪や皮膚の色どころか、目も口の中も黒一色という異様な姿をした存在だ。その男は睦ちゃんの恐怖で凍り付いた心を溶かすような、優しく、甘い声で「恐れなくていい。受け入れたまえ。君自身が〝外〟の存在になれば、探し求めるものと再会できるだろう」とささやきかける。そして、ゆっくりと一冊の黒い本を差し出すのだった。
















辰巳：もしかして、こいつは暗黒の男か……なぜ、このタイミングで現れたんだ。

ケイト：いったい何者なんです？

睦：たぶん、ニャルラトテップの化身のひとつだと思う。彼はアザトースの使いでもあるから、ここに現れてもおかしくはないけど、この本はなんなのでしょう？

ＫＰ：本には宇宙に存在するあらゆる表現形態で署名されており、そこにはケザイア・メーソンの名前も記されていることがわかる。ここで睦ちゃんは〝狂人の直感〟が発動するかどうか１Ｄ[image: ]をロールして［ＩＮＴ×５］より大きい目を出してくれ。

睦：コロコロ……あっ、出ました。ここで〝狂人の直感〟が発動です！

ＫＰ：だったら、これが『アザトースの書』と呼ばれるもので、この本に血で署名することで、この暗黒の男と主従の契約を結ぶことができるはずだと直感する。

睦：む～、主従関係を結ぶといいことがあるのでしょうか？

ＫＰ：それは契約を結んでみないとわからないね。まあ、一瞬で正気度はゼロになるので、探索者としては引退してもらうことになるけど。

睦：全然駄目じゃないですか～！

ＫＰ：ちょっと狂気の処理が長くなってしまったけど、ゲーム時間としては、これはほんの数秒の出来事だ。睦ちゃん以外の探索者は〝外〟の空間でも正気を保っているが、睦ちゃんは誰もいない虚空に向かって、「さやかちゃんなの？」とか話し掛けたり、驚いたりしている。

佐々原：あれっ、ボクらには暗黒の男は見えていないんですか。

ケイト：そもそも実在しているのかどうかも怪しいのでは。全部、ムツミの妄想の産物かも。

辰巳：狂気の内容としては、幻覚を見るといったようなものなのだろうか。その妄想の中で『アザトースの書』に署名をした場合、効果はあるのだろうか……？

ＫＰ：この〝外〟の世界で、現実と妄想の区別がつけばいいのだけど（ニヤリ）。

辰巳：うーむ、危険だな。明らかに様子がおかしいのだから、可能ならば〈精神分析〉をしてやりたい。

ＫＰ：それは可能ですが、ちょっと待ってください。先ほど狂気に陥った睦ちゃんのさやかちゃんへの呼び掛けは、図らずも、この宇宙に変化を引き起こすことになる。睦ちゃんや、君たちのさやかちゃんへの想おもいが、この世界からなにかを生み出そうとしているのだ。

ケイト：ここで念じれば、新しいさやかが誕生するとか？

ＫＰ：なにもかもが曖昧な〝外〟の世界において、そんな想いを結実させるには、強い精神集中が必要なためＰＯＷ10に対する抵抗表ロールに成功する必要がある。

辰巳：ＰＯＷ10か……無理ではないが、決して簡単でもない数値だな。

ＫＰ：一方、睦ちゃんはほかの人には見えない暗黒の男に対して、なにかしらのアクションをしないといけない。

睦：このままだと『アザトースの書』に署名させられてしまうのでしょうか？

ＫＰ：嫌だったら、うまく署名をしない方向でロールプレイをしてもらおう。狂気に陥っているからって、強制的に署名させるようなことはしないよ。もちろん、ほかの人が〈精神分析〉で正気に戻すこともできる。ただし、みんなには暗黒の男は見えていないわけだから、力尽くで署名を止めるといった行動は不自然だね。

辰巳：ワシが睦くんを〈精神分析〉して、ほかのみんなに精神集中をしてもらうのが無難か。

ケイト：その精神集中には、私は参加できるんですか？

ＫＰ：すまないが、さやかちゃんのことをよく知らないケイトは、この抵抗表ロールはできない。

佐々原：ケイトの中の人は、誰よりもさやかちゃんのことを知っているはずなのに！（笑）

ＫＰ：ただし、ケイトは仲間たちを励ますことで、精神集中を助けることは可能だ。応援する者一人につき、抵抗表のロールに挑戦する探索者に+5％のボーナスがつくと思ってくれ。

佐々原：なるほど。ボクの成功率は65％だから、+5％のボーナスはうれしいね。

ケイト：しっかりしてください、佐々原さん。ちゃんと思い出すのです。強くて、かわいくて、スタイルが良くて、正気度に満ちあふれた、さやかという女の子のことを！

辰巳：なんかずいぶん強化された、さやかちゃん改が誕生しそうだな（笑）。

睦：それでも成功率は70％ですか……その一回のロールに賭けるのは怖いので、ここは私のことはかまわずに、タマ兄と辰巳先生の二人で精神集中をしてください。

辰巳：ワシと佐々原でロールすれば、失敗する確率はだいぶ減るが。睦くんは本当に大丈夫なのか？

睦：１ラウンドくらいなら、のらりくらりとロールプレイで時間を稼ぎます（腕組みをしてネタを考える）。

ＫＰ：では、睦ちゃんは暗黒の男と対話。佐々原と辰巳先生は、ケイトに励まされながら精神集中でいいかな？

全員：オーケーです。

ＫＰ：よし、だったら、ここからは戦闘ラウンドで処理していこう。まずはＤＥＸ20で暗黒の男の行動だ。

佐々原：妄想の産物のくせに、人間の限界速度を超えるな！（笑）

ＫＰ：ただし、彼は『アザトースの書』を差し出して、睦ちゃんに署名を求める以上の行動はしてこない。

睦：むむ～っ、やっぱりこの暗黒の男って本物なんじゃないのかなぁ。

佐々原：次はＤＥＸ18でボクの番ですね。

ケイト：「佐々原さん、精神集中です。ジャパニーズ・ゼンの心デース！」

佐々原：ケイトの応援のボーナスをつけて成功率は70％。ここは軽く成功させてやりますよ。

睦：タマ兄、お願い。頑張って～！

佐々原：コロコロ……うわっ、駄目だ。「73」で失敗した!?

全員：あれぇ～～～～～～っ!?

ケイト：佐々原さん、ここが見せ場だったのに！

佐々原：だってしょうがないじゃないか。フィブラさえあれば……フィブラさえあれば成功していたんだ！

ＫＰ：ＤＥＸ15のケイトは応援したので、次は睦ちゃんの番だな。なにか良いロールプレイは考えついたかい？

睦：差し出された『アザトースの書』をじっと見て、「ここにはさやかちゃんの名前はないようですけど、署名をしたら本当に会えるようになるんですか」と、素直な疑問をぶつけてみます。第一話でさやかちゃんを探し求める狂気に陥っている睦としては、それはアザトースの恐怖から逃れるのと同じくらい大事なことだと思うので。

ＫＰ：……なるほど、理にかなった狂気の発想だ。すると、暗黒の男はちゃんと答えてくれる。「その者は、もう帰ってしまった。個の器を捨てて、存在は世界そのものと同化してしまった。再び会うには、おまえも〝外〟なる者になるしかないのだ」

睦：「個の器って……？」

ＫＰ／暗黒の男：「血と肉と骨……おまえたちをかりそめに形作るもの」

睦：「さやかちゃんの体は、もうどこにもないってことなの？」

ＫＰ：暗黒の男はコクリとうなずいて、『アザトースの書』をもう一度差し出す。

睦：これって署名したら、さやかちゃんと同じく消失して、アザトースの一部になるってことですよね。

ＫＰ：まあ、そう思ってもらって結構だ。このラウンドはなんとか時間稼ぎできたが、次はかなり厳しそうだ。彼は君に執着しているのではなく、珍しい客に対して気まぐれで相手をしているだけなのだ。これ以上、ぐずぐず言うのならば、君に興味を失うかもしれない。そうなったとき、どうなるかは想像もつかないね。

辰巳：ここで睦くんまで消失させるわけにはいかない。ケイトに応援してもらって、ワシの精神集中の成功率は60％。ここで成功させる！

睦：辰巳先生、お願いします！

辰巳：うぬぬぬ、ダイスに気合いを込めて。とりゃあ～っ、コロコロ……。

全員：ゴクリ……。

辰巳：駄目だ、失敗だ!!

全員：えええ～～～～～～～～～～～っ!?

佐々原：だ、大丈夫。次のラウンド、睦ちゃんの番が来る前に、ボクの行動がある。そこで成功させれば無問題。

ＫＰ：確かにそうだが、ラウンドの最後に君たちは気づいてしまう。自分たちがものすごい勢いで、遠くに輝く赤い光に近づいている……いや、吸い寄せられていることに。

佐々原：このままじゃあ、モロに魔王を目撃してしまう！　正気度を１Ｄ[image: ]減らされちゃう!!

ＫＰ：佐々原の言う通り、残された時間はあとわずかだ。そんな魂を削るような焦燥感にさいなまれたことで〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

睦：あの～、暗黒の男と話をしている私も〈正気度〉ロールをするのでしょうか？

ＫＰ：もちろんだ。それが嫌なら、さっさと『アザトースの書』に署名して、君を縛り付けるくだらない常識から解放されることだね（ニッコリ）。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

ケイト＆睦：コロコロ……失敗です。

佐々原：正気度の低い二人が順当に失敗している～！

ＫＰ：この〈正気度〉ロールは焦燥感にさいなまれるだけなので、失敗しても正気度は１Ｄ６ポイントしか減らない。成功した人は１ポイント減らしておいてくれ。

ケイト：１Ｄ６で少ないみたいな言い方、やめていただきたいですね。コロコロ……やった、「１」です。でも、現在正気度は38になっちゃった。

睦：コロコロ……むはっ、私も「１」だった。現在正気度は40で、ぎりぎり40台をキープしています。

辰巳：ワシは１減らして、53になってしまった。

佐々原：ボクは66ですね。

ＫＰ：なんだ、みんな１ポイントしか減らなかったのか。では、第２ラウンドを始めさせてもらおう。ＤＥＸ20で暗黒の男は、睦ちゃんを無言で見つめるだけだ。それは穏やかな態度のようにも思えるが、睦ちゃんは〈アイデア〉をロールしていいよ。

睦：むむ～っ、いったいなにがわかっちゃうんだろう。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：睦ちゃんは暗黒の男が自分に興味を失いつつあることがわかる。その目つきは例えるならば、なんだろうと思って目を向けたものが、ただの虫けら以下のものと気づいて、「なぁんだ」と意識から外されたようなものだった。ただ、暗黒の男に「なぁんだ」と思われることがなにを意味するのか……睦ちゃんはそのことを考えると、体の震えが止まらなくなるのだった。

睦：次のラウンドでは、なにが起きるんだろう（ガクガクブルブル）。

ケイト：絶対に良くないことですよ。このラウンドでどうにかしないと、ムツミがどうにかなっちゃう！

佐々原：まかせろ、ケイト。ここで主役のボクが決める。だから、応援をよろしく！

ケイト：佐々原さん、さやかのためだけじゃなく、ムツミのためにも頑張ってください！

ＫＰ：ケイトの応援があるので、成功率は変わらず70％だな。わかっていると思うけど、ここで成功させないとかなりまずいことが起きるので覚悟しておくように。もしかしたら、救出すべき探索者がもう一人増えるかも。

睦：「さやかちゃんに会えるのなら、このまま〝外〟に残るのも悪くないかも……」

佐々原：駄目だ、それだけは駄目だ。ダイスに意識を集中させて──

全員：ゴクリ……。

佐々原：成功しろ。とりゃあっ！　コロコロ……「66」で成功!!

全員：いやったぁ～～～～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

佐々原：ケイトの応援がなかったら失敗していた。ありがとう!!

ケイト：まあ、当然ですね。むしろ、ほとんど私のおかげと言っていいでしょう（笑）。

ＫＰ：さすがアメリカ人。謙遜なんてものはしないな（笑）。

辰巳：これに成功すると、さやかちゃんの肉体がポンと生まれたりするのだろうか？

ＫＰ：そこまで都合良くはいきませんな。みんなが見守る中、佐々原の手元に何かが生まれようとしている。それは、さやかちゃんの消失と深い因縁を持つ品──〝from OUTSIDE〟だった。

全員：おお～～～っ!!

ＫＰ：さあ、佐々原にはこれをあげよう（『るるいえみつかどにっく』の第三話で、さやかちゃんが袋から探し出そうとした〝from OUTSIDE〟の模型を渡す）。

ケイト：（模型を見た途端、それをポカポカとたたき始める）これさえ！　これさえ一度で引き当てていれば、さやかが消えることはなかったのに!!（泣）

ＫＰ：さて、こうして君たちが〝外〟に来た目的を達して、ここにいる理由をなくしたとき、まるで世界の方から排除されるかのように……はたまた夢から覚めるように、目の前の景色は一変するのだった。いつの間にか、君たちはクラウニンシールド荘の地階に戻ってきたのだ。

睦：暗黒の男はどうなりましたか!?

ＫＰ：安心してくれ。〝外〟から帰還したことで、彼の姿も消えてしまった。

全員：ほっ……。

辰巳：しかし、あれだけ苦労して取り戻したのは〝from OUTSIDE〟だけか。

睦：ケザイア・メーソンの話では、それさえあればさやかちゃんを助けられるそうですし、まずはひとつめの鍵を手に入れたということで良しとしましょう。

ＫＰ：……君たち、のんびりしているけど、さっき開けた封印の扉が開いたままだけど？

ケイト：ええっ、もちろんすぐに閉めますよ!?

ＫＰ：いや、扉はあふれ出した〝外〟にのみ込まれ、溶けてゆがんだ別のモノへと変化してしまっている。そして、扉だったモノの奥からは、じわじわと〝外〟があふれ出していて、このままだと大変なことになりそうだよ。

ケイト：こんな屋敷は〝外〟にのみ込まれてしまった方がいいのでは……。

ＫＰ：〝外〟の影響がクラウニンシールド荘をのみ込むだけで済めばいいんだけどねぇ。

睦：むむ～っ、これはまだまだシナリオが終わってないってことでしょうか。

ケイト：もう一度、図書室や書斎を調べてみますか？

辰巳：昨日、ワシはダービイの寝室をあてがわれたのに、なんやかんやで一度も部屋に入っていない。もしかしたら、そこに情報があって、回収し損ねたのかもしれないな。

佐々原：いまから屋敷をローラー作戦で総当たりしましょう！

ＫＰ：いやいや、そんなことしなくても、みんなはすでにシナリオで得られる情報の大半は入手しているよ。その中には〝外〟とつながる場所をどうにかするための手掛かりもあったはずだ。

全員：んん～～～～～～～～っ!?







ケイトのひらめき




　あふれ出す〝外〟をどうにかする手段を求めて、探索者たちはひとまず一階に戻った。

　すると、いつの間にか窓からは太陽が差し込み、外は昼間となっていた。探索者が地下で〝外〟に行っているわずかな間に、こちらの世界では六時間も時間が経過していたのだ。

　昨晩、いつの間にかいなくなった探索者たちが、突然戻ってきたことにユーニスは驚いていたが、いまは彼女の相手をしている場合ではない。どうしたら〝外〟があふれ出すのを止められるのか、必死に頭を悩ます探索者だったが……このシナリオ、リプレイではとんとん拍子でイベントが進んでいるように見えるが、実際にはフィブラが登場したあたりから悩むことが多く、プレイ時間は七時間ほどかかっている。

　そのため、ベテランのプレイヤーたちも、すっかり最初の情報を忘れてしまっていたようだ。

　すでに情報は出尽くしているという話から、プレイヤーたちはこれまでの出来事をさかのぼって考えるのだが……ここでひらめいたのはケイトのプレイヤーだった。




ケイト：そう言えば、ケザイア・メーソンから、なにか資料をもらいませんでしたっけ？

佐々原：ああっ、あったね。そんなのが。どこに行ったかな……（ゴソゴソ）……あった、あった。

ケイト：ほら、ここに書いてありますよ。『太陽の無遠慮な光は、二つの世界をつなぐ絶妙なバランスを崩すことになる』って！

ＫＰ：（ホッ、ようやく気づいてくれたか）

佐々原：〝外〟とつながる場所は光に弱いのか。だったら、ありったけの懐中電灯を持っていけば！

ケイト：違います、違います。斧で割るんですよ！

佐々原：んんっ、どゆこと？

ケイト：せっかく昼になっているんですから、塔の一階の床を斧で壊して、サンルームから太陽の光を届かせてやればいいんです。

辰巳：おおっ、なるほど。それだっ！

佐々原：一階の床が抜けそうだとも言ってたね。よしっ、さっそく塔の一階に──

ケイト：ちょっと待ってください。佐々原さんは行かない方がいいですよ。きっと、三階から吹き抜けを通ってフィブラが下りてきます。

ＫＰ：（ちっ、このまま勢いで攻めて後悔する流れかと思ったのに、ケイトは意外と冷静だな）

睦：そもそも、床って簡単に壊せそうなんでしょうか？

ＫＰ：ある程度のダメージを与えれば破壊できるが、感覚的には１ラウンドで破壊するのは難しい気がする。地階で手に入れた斧は、床を破壊するのに最適なので攻撃が命中するかどうかの技能ロールは免除されて、いきなりダメージをロールできる。それ以外の攻撃手段では、効果的に床を破壊するために技能ロールが必要となる。

睦：むむ～っ、これってタマ兄にフィブラを引きつけてもらって、その隙に床を破壊した方がいいのかも。

佐々原：ええ～っ、ボクはけが人なのに……むったん、ひどいなぁ。

睦：それだけ〈回避〉があれば耐久力なんて関係ないでしょ！

辰巳：フィブラを引きつけるとなれば、〈正気度〉ロールもさせられるだろうから、戦闘力のないワシも三階について行ってやるよ。いざとなったら〈精神分析〉で治療してやる。

ケイト：じゃあ、私が斧の担当。ムツミには、カラテで床を壊してもらうのがいいのかな？

佐々原：むったん、その太い二の腕でたたき割ってくれ！

睦：太くないから！　普通だから！




　いろいろ迷走したクラウニンシールド荘での探索も終局が見えてきて、探索者のテンションも上がってきた。

　佐々原と辰巳先生は三階に上り、大蜘蛛と化したフィブラのいる扉へと向かい、ケイトと睦ちゃんは〝外〟の真上に位置する塔の一階の近くで待機する。




佐々原：「フィ～ブラ、フィブラ、迎えに来たよ……ボクと一緒に帰ろう」

辰巳：まだ言っているのか、おまえは（苦笑）。

ＫＰ：佐々原の声を聞くと、サンルームの奥から「ギチギチッ、ギチギチッ！」と激しい音を立てながら、フィブラが入口に顔を出した。だが、やはり外に出ることはできないようで、顔だけを出して、君を見つめている。二人にはもう一度〈正気度〉ロールをしてもらうことになるが、前回の遭遇からさほど時間が経過していないので〝恐ろしさに慣れる〟ルールが適用される。

睦：つまり、フィブラでは合計11点までしか正気度が減らない。やったね、タマ兄！（笑）

佐々原：ちっともうれしくないから。どうせ〈正気度〉ロールを成功させるから関係ないし。コロコロ……よっしゃああっ、成功だ。どうだぁ、フィブラ。これがおまえのご主人様の力だぁっ！（笑）

辰巳：ここでワシが失敗して足を引っ張るわけにはいかんな。コロコロ……よしっ、ワシも成功だ。

ＫＰ：ぐぬぬ……悪運の強い二人だな。では、正気度は１Ｄ３ポイントしか減らない。

辰巳：コロコロ……「２」だ。現在正気度は51。ずいぶん減らされたが、なんとか50台を保っているぞ。

佐々原：コロコロ……「３」です。なんでここで最大値を出すかなぁ。現在正気度は63です。

ＫＰ：（正気度の記録を見ながら）今回、佐々原はすべての〈正気度〉ロールを成功させているな。

佐々原：その割にはずいぶん減ってますよ。

ＫＰ：うん……その代わり、正気度を減らすロールもすべて最大値を出している。すごいな、これって（笑）。

ケイト：運がいいのか、悪いのか、よくわからないですね（笑）。

ＫＰ：〈正気度〉ロールの処理が終わったところで、一階で待機しているケイトたちは、三階で動きがあったことに気づいていいよ。さて、ここからは戦闘ラウンドで処理していこう。まずはＤＥＸ18の佐々原からだな。

佐々原：投げつけられる糸に警戒して、〈回避〉に専念します。

ＫＰ：お次はＤＥＸ16でフィブラの「網を投げる」攻撃だ。コロコロ……「10」で楽々と成功だ。

佐々原：華麗に〈回避〉します。コロコロ……こっちは「02」で成功です。「どうだ、いい加減諦めろ！」

ケイト：どうやら佐々原さんは無事のようですね。だったら、私たちは床をたたき割りましょう。

ＫＰ：居間に入ると、太陽は頭上に位置しており、サンルームから差し込む日光が部屋を明るく照らしている。

ケイト：ニヤリ、やはり読み通りでしたね。では、斧で床板に攻撃します。

ＫＰ：板を割ることに最適化された斧の攻撃は、自動的に命中扱いとするので、いきなりダメージからどうぞ。その斧のダメージは１Ｄ10＋ダメージ・ボーナス。ちなみに、床板の耐久力は12ポイントだよ。

ケイト：私はムツミと違って二の腕が太くないので、ダメージ・ボーナスはありません。１Ｄ10でロールします。ここで高めを出しておかないと、このラウンドで壊せない可能性がありますね。

睦：ケイト、頑張れ～～～～～っ!!

ケイト：コロコロ……「７」でした。まあまあではないでしょうか？

睦：うん、いい感じ。いい感じ。ちょうど私がダメージで出しやすいくらい残ってる。

ＫＰ：次は、睦ちゃんだな。効果的に床板を破壊するには、まず〈こぶし〉に成功してもらおう。

睦：ここで成功しないと話が進みません。「ケイト、見てて。これがジャパニーズ・カラテパワーよっ！」って、コロコロ……「43」で成功しています。よかったぁ～！

ＫＰ：睦ちゃんのダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４だね。これで「５」以上が出れば床板は破壊されるだろう。

睦：リネン室の男を殴ったときは、それ以上、軽く出ていましたから。コロコロ……あれぇ、「３」でした。ごめんね、タマ兄！

佐々原：むったぁ～～～ん!!（泣）




　その後、辰巳先生はやることがないので待機となり、全員の行動が終了。第２ラウンドに突入した。




佐々原：当然、このラウンドもボクは〈回避〉に専念しますよ。

ＫＰ：……第２ラウンドのフィブラの行動は、佐々原がまるでリスのように素早いとわかったので、猛然と入口の柱に嚙みつき始める。巨大なペンチのような牙はバリバリと柱をむしり取って、入口を広げていくのだ。このラウンドはこれでおしまいだけど、次のラウンド、どうなるかはわからない。

佐々原：「むったん、ケイト、急いでくれ。フィブラが出てきそうだ!!」

ケイト：「わかってます。あと少しで壊せますから！」って、ここで１Ｄ10で「１」が出たら壊せないんですけど、こんな大事な場面で、「１」なんて出ないから大丈夫ですよ。９割成功するんだから、楽勝です（笑）。

佐々原：そういう死にフラグはいらないから。さっとロールして、さっと壊してくれ！（泣）

ケイト：コロコロ……「４」です。大丈夫、バリーンと床板を割りました！

ＫＰ：すると、その下に見えるのは、あらゆるものが混ざり合い、曖昧となった〝外〟の世界なのだが、そこにサンルームからの日光が差し込むと──

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：こびりついた黒い塵が吹き飛ばされるように、ふわっと〝外〟の世界は消えていく。

佐々原：フィブラはどうなりましたか!?

ＫＰ：〝外〟からの影響が消えたせいだろうか。入口を壊そうと暴れていたフィブラの気配も不意にかき消える。

佐々原：サンルームに飛び込んで、元に戻っているはずのフィブラをゲットします。

ＫＰ：……まあ、いいだろう。フィブラは大蜘蛛の姿から、いつもの小さなブローチのような姿に戻っている。こうして、またもフィブラは佐々原の胸元に戻ったというわけだ。もちろん、ＰＯＷを+1する効果も健在だよ。

佐々原：「フィブラ～、もうあんなことするんじゃないぞ。ずっとおとなしくしていろよ～」

ケイト：やっぱり、それってなにかの呪いですよ。そんなの捨てちゃった方がいいと思います。

ＫＰ：ちなみに、みんなすっかり忘れているけど、ケザイア・メーソンから偵察に差し向けられたネズミの怪物となったニール・ドワイヤーも、このサンルームでフィブラの糸に捕らわれていた。

佐々原：あっ、フィブラに夢中なので、ニール・ドワイヤーについては気づかない方向でお願いします（笑）。

ＫＰ：メインの事件が無事解決したあとで、さらに〈正気度〉ロールをさせるのもかわいそうだから、今回は認めてやろう。フィブラの糸が消えたことで、ニール・ドワイヤーも自由になったようだ。物陰から「キキキッ、ひどい目に遭ったぜ。けど、おまえたちに助けてもらったってことは、ナハブ様に報告しておいてやるよ」と、甲高い声で告げると、そのまま佐々原には姿を見せずに去って行った。

佐々原：よかった。ニール・ドワイヤー、なかなか話のわかるヤツですね。

辰巳：さて、フィブラがいなくなったということは、ユーニスを縛り付けていたモノもなくなったはずだな。逃げられる前に、彼女にじっくりと事情を聞かせてもらおうじゃないか。




　探索者たちはユーニス・バブソンを取り囲むが、結果的には助けられた形になるため、彼女は素直に尋問に答えてくれた。彼女の話によると、同僚のモウジズ・サージェントからの指示で、クラウニンシールド荘の管理をしていたところ、〝外〟から屋敷に出現したフィブラによって魔術的に操られてしまったのだという。




ケイト：私たちの推理通りでしたね。

ＫＰ：ユーニスの目的は、佐々原を塔の三階にいるフィブラの元に連れて行くことだったが、空気の読めない探索者たちが一緒に来たため、どうしたものかと困っているうちに、君たちが事件を解決してくれたというわけだ。

睦：エフレムに命じられたとかじゃなかったわけですね。

ＫＰ：そもそも、彼女はみんなが何者なのかすら知らないようだよ。佐々原に近づいたのも、フィブラに指示されてのことだった。

睦：でも、『るるいえみつかどにっく』では、私にウインクしていましたけど？

ＫＰ：あれは、たまたまかわいい女の子と目が合ったのでからかっただけで、彼女はよく覚えていないそうだ。

辰巳：あの謎のウインク攻撃はいったいどんな技だったんだ？

ＫＰ：ユーニスは〈みだらにウィンクする〉と〈誘惑する〉という二つのユニークな技能を持っているのだ。

ケイト：なんですか、その技能は!?

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のＮＰＣって、たまに独自の技能を持っているやつがいるんだ。まあ、ＮＰＣの個性をわかりやすく出すためのフレーバーみたいなものだね。ボクとしては、これらの技能は〈言いくるめ〉くらいの効力しかないと思って、今回はそのように演出をさせてもらった。

佐々原：だから、呪文や狂気よりは強制力はないけど、みだらな心が抑えきれないロールプレイをしろとか、やけに回りくどいことを言っていたんですね。

辰巳：うむむむっ、ワシは本気で警戒していたのに……そんなくだらない技能だったとは！

睦：私は好きですけどね。そういうＮＰＣのユニークな技能。

ケイト：このあとユーニスはどうしますか。私たちが〝from OUTSIDE〟を手に入れたこととか、エフレムに告げ口されたらまずいことになるのでは？

佐々原：助けてあげたんだから、エフレムたちとは縁を切ってもらいたいなぁ。なんとか説得できませんかね。

ＫＰ：もちろん、ユーニスは君たちに大いに感謝している。ただ、奔放な女性であるユーニスに対しては、言葉よりもイケメンであるかどうかが大事なのだ。佐々原はＡＰＰの５倍のロールをしてごらん。

睦：出たっ、イケメンロール（笑）。

佐々原：前に会ったとき、ボクは変顔をしていたから、今度はキリッとした顔で、エフレムのようなやつと付き合うのはやめるよう忠告しますよ。コロコロ……よしっ、成功しています。

ＫＰ：なるほど。では、助けてもらった感謝と、佐々原のイケメンっぷりの相乗効果で、ユーニスはあっさりエフレムと縁を切ることを約束してくれる。彼女いわく「もともと、好きでやっていたわけじゃないし。今回の件で懲りたわ」とのことだ。

辰巳：「アーカムを出ることをお勧めするよ。この町は危険過ぎる」

ケイト：「ちょっ、辰巳先生。私の生まれた町を悪く言わないでほしいデース」

佐々原：「ユーニスには故郷はないの？」

ＫＰ／ユーニス：「うーん、故郷には帰りたくないかな。陰気で不景気な町で、嫌な思い出しかないから」

睦：「ちなみに……ユーニスさんの故郷というのは？」

ＫＰ／ユーニス：「アーカムの隣にあるインスマスって港町よ」

全員：インスマスかぁ～～～（ため息）。

佐々原：「ユーニス、君みたいな先進的な女性にはニューヨークとかの大都会が似合うと思うなぁ」

ＫＰ／ユーニス：「あら、ありがとう。そうねぇ、もっと都会に出て、いい男でも見つけようかしらん」

佐々原：「うん、その方がきっと幸せになれるよ」

辰巳：「ところで、君を雇っていた連中について話を聞かせてもらえないだろうか？」

ＫＰ：もともと、ユーニス・バブソンとモウジズ・サージェントの二人は、昔、アセナス（エフレム）が雇ったクラウニンシールド荘の使用人だ。その後、同僚のモウジズ・サージェントの指示で日本に同行したり、怪しい薬をばらまいたり、マンションで女子高生の世話をしていたりしていたが、彼女はアセナス・ウェイトが超常的存在であること以外、宇宙的真実については知らないようだね。

辰巳：本当にただの使用人だったのか……怪しいウィンクをするから、てっきり魔女かなにかと思っていたのに。

睦：「アーカムに戻ってから、エフレムには会ったんですか？」

ＫＰ：いや、会ってはいないらしい。すべてはモウジズ・サージェントから命じられてのことだそうだ。

辰巳：「図書室で抜けている本があったのだが、そのことについてなにか知らないかね？」

ＫＰ：その本についても、モウジスの命令でユーニスが持ち出して、彼に渡したそうだ。タイトルは『ポナペ教典』という小さな本だったという。

辰巳：『ポナペ教典』か……残された魔道書に比べて、それほど特別な魔道書とも思えないが、どういうことだ？

睦：モウジズ・サージェントって、『るるいえみつかどにっく』のときはボディーガート兼運転手って印象でしたけど、実は彼の方がユーニスの上司だったんですね。

ケイト：「この屋敷を買い取ったマーシュ精錬会社について、なにか知っていることはありませんか？」

ＫＰ／ユーニス：「マーシュ精錬会社は、インスマスを支配しているダゴン秘密教団と関係してるやばいとこよ」

辰巳：「やはりそうだったか。ケザイア・メーソンの言っていた、エフレム・ウェイトとダゴン秘密教団が手を組んだという話は本当のようだな」

ＫＰ：ユーニスはインスマス出身なので、ダゴン秘密教団については『るるいえばけーしょん』で遭遇した探索者と同じくらいの知識はある。みんなの知らない情報としては、最近、教団は政府の摘発により衰退しており、主導者も新しい人物に変わったそうな。

ケイト：その主導者の名前は……？

ＫＰ：インスマスの名家のひとつ、ブルースター家の長女。レベッカ・ブルースターという若い女性だそうだ。

ケイト：あれっ、レベッカって……ムツミが友達になったっていう、ウチの大学の学生ですよね？

睦：「あっ、あのレベッカさんが……そんなまさか!?」

辰巳：どうりで『南洋奇記』なんてものに興味あるわけだ。しかし、まさかダゴン秘密教団の主導者だったとは。

睦：ガーン、ショックですよ。せっかくアーカムで出来た二人目の友達だったのに……（泣）。

ケイト：「落ち込まないで。ムツミには私がいるデース！」

ＫＰ：……さて、さやかちゃんを救い出す鍵となる〝from OUTSIDE〟を手に入れ、ダゴン秘密教団の主導者の正体が判明したところで、第二話はおしまいとさせてもらおうか。キャンペーン最終話の舞台がどこになるのか……そろそろ見えてきたんじゃないのかな？

全員：インスマスは嫌だ～～～っ!!

ＫＰ：（華麗にスルーして）探索者は〝from OUTSIDE〟を手に入れたことで、まずは１Ｄ10ポイントの正気度を獲得。さらに、フィブラの正体に気づき、〝外〟があふれ出すことを防いだ賢明な探索者には、＋１Ｄ６ポイントのボーナスだ。あのまま放置していたら、アーカムは大変なことになって正気度は獲得できなかったよ。

睦：日光を当てるってひらめいた、ケイトのおかげだね。

ケイト：考えてみれば、最初からいろいろ伏線が張ってありましたけどね。ケザイア・メーソンの言葉とか、サンルームとか、床が壊れそうだとか……。

ＫＰ：そして、佐々原は冒頭に入院していた効果が出てきたので、耐久力も２Ｄ３ポイント回復させておいてくれ。




　最終話に向けての大事な正気度獲得のロールは以下のようになった。

　ケイトが奇跡の大復活を遂げた以外、全員が赤字というひどい結果に……特に辰巳先生はゲーム中に大きく減らされたというのに、回復ロールの出目は悪かったようだ。





　ケイト：シナリオ終了時37ポイント＋獲得15ポイント＝合計52ポイント（開始時から+5ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時51ポイント＋獲得７ポイント＝合計58ポイント（開始時から-7ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時63ポイント＋獲得11ポイント＝合計74ポイント（開始時から-1ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時40ポイント＋獲得６ポイント＝合計46ポイント（開始時から-2ポイント）






辰巳：60台に戻せなかったとは……これからインスマスに行くかもしれないのに不安だ。

ケイト：私はほぼ最大値を回復させて、ようやく現在正気度52なんですからぜいたく言わないでください！

睦：なんだかみんな同じような正気度になってきたね。ちょうど〈正気度〉ロールが楽しい数値で、第三話がどうなってしまうのかドキドキです。










第二話終了・睦むつみちゃんとの反省会




ＫＰ：今回は、クラウニンシールド荘に入ってからややグダグダになるシーンが多かったなぁ。

睦：それより、私はタマ兄に同情しています。なんかいろいろ大変そうでしたよ。

ＫＰ：あれほど佐さ々さ原はらがユーニス・バブソンに食いつかないとは、予想していなかった。おかげでいろいろ予定が狂ってしまった。

睦：ユーニスは当時のフラッパーっぽくて、私は好きですけど、タマ兄の趣味じゃなかったかな？

ＫＰ：とは言っても、ちょっとくらいは食いついてくれてもいいと思うけどなぁ。

睦：あと、タマ兄は生存本能が強いから、正体のはっきりしない女性には警戒してしまうんですよ。これが守ってあげたくなるような美少女なら話は別でしょうけど。

ＫＰ：ユーニスだって、守ってあげたくなる美女だよ！

睦：むむ～～っ、彼女は怪し過ぎます。全部、あのウィンクが悪いんですよ。

ＫＰ：うう～ん、そう言われると、その通りかも。でも、〈みだらにウィンクする〉なんて技能があったらキーパーとしては使いたくなっちゃうよ！

睦：あと、本当は〝from OUTSIDE〟を探すことが目的だったはずなのに、途中からユーニスを助けるって第二の目的が発生したせいで、私たちの行動方針がどっちつかずにブレてしまったのも混乱の原因かと。

ＫＰ：それこそ、佐々原がユーニスの誘惑に乗って二人きりになれば、こっそりと情報提供ができて、三階の蜘蛛の化け物に脅されていることを伝えられたのに……。

睦：それって、二人きりにならないと伝えられないんですか？

ＫＰ：フィブラに見張られているから、ユーニスとしては自然な流れでヒソヒソ話ができるシチュエーションにしたかったのだ。

睦：あのユーニスと二人きりになるというのは勇気がいりますねぇ～。

ＫＰ：キーパーとして読みが甘かったな。夕食のあと、みんながクラウニンシールド荘を効率よく調査して、また合流したときに、ユーニスが傷つきながらも真相を暴露するという展開にしようかとも思ったのだけど……彼女が敵なのかどうかはシナリオのキモでもあるので、つい様子見をしてしまった。そのせいでみんなを迷わせて、結果、グダグダになってしまったのかも。

睦：私たちは、序盤でクラウニンシールド荘の危ない部分に踏み込み過ぎていましたかね。

ＫＰ：三人で分散行動して、全員が重要な情報のある場所を攻めているのには驚いたよ。それはちっとも悪いことではないけど、いきなり重要な情報の多くが出そろってしまい整理するのに戸惑ってしまったのかもしれない。

睦：もうちょっとゆっくりと調べて、情報を吟味しながら進めていれば、クラウニンシールド荘の怪異をじっくり楽しめたのかもですね。ところで、あのフィブラがクラウニンシールド荘にいたのは、どういう理由から？

ＫＰ：みんなの想像通り、あのフィブラは佐々原に執着している。そして、アーカムに佐々原が来た気配に引かれて、クラウニンシールド荘の地下にある〝外〟から、こちらの世界に現れたのだ。クラウニンシールド荘は〝外〟とつながる特別な場所のため、フィブラは本来の姿であるレンの蜘蛛として活動できたんだ。

睦：なんでフィブラはタマ兄のことを？

ＫＰ：さてねぇ。正気度をゼロにして堕落させようとしているのか、食べたいのか、佐々原のことが好きなのか……それはフィブラに聞いてもらわないと。

睦：レンの蜘蛛は、タマ兄のことを思い切り殺そうとしていましたけど。

ＫＰ：いやいや、あれがレンの蜘蛛の愛情表現ではないと、誰が言い切れるだろうか？

睦：むむむ～～～っ!?




　反省会でもあったように、プレイヤーから第二話のシナリオはわかりづらいという感想があった。

　確かに、フィブラの正体については、プレイヤーのひらめきに頼っており、そのことに気づかないとクラウニンシールド荘に潜む敵の正体がわからないため、探索者の動きも鈍ってしまうだろう。

　ただ、ボクとしては、ベテランのプレイヤーたちはフィブラのことはすぐに気づいてくれると思っていた。そして、その予想が外れたのは、ここがアーカムだからと分析した。

　どこに行ってもクトゥルフ神話に関するネタが潜んでいるアーカムだと、何が起きても裏に隠された設定があるのではないかと邪推をしてしまう。そのせいで探索者の思考がブレてしまうのかもしれない。

　だから、次のシナリオでは、まずはアーカムという土地への過剰な警戒心を解くため、この町にも協力者となるＮＰＣがいることを強調しておこう。

　そして、肝心のさやかちゃんの復活についても、この最終話で決着をつけなければならない。

　さやかちゃんは耐久力や正気度がゼロになったわけではないけど、アザトースの御み許もとなんて最悪の場所から簡単に戻って来られるはずもない。だからと言って、クライマックスで「ここでダイス目が良かったら生き返られるよ」というのは違う気がする。そんな運任せにはしたくない。

　ここはボクなりに考えた、さやかちゃんの運命の選択肢を用意して、最後はさやかちゃんのプレイヤーにどれを選ぶのか決断してもらうことにしようかな。



















アーカムにだって味方はいます




ＫＰ：さて、いよいよアーカムを舞台とした連作シナリオも、今回が最後となる。さやかちゃんが復活できるかどうかは、すべて探索者次第。特にケイトのプレイヤーには、大きな決断をしてもらうことになるだろう。

ケイト：決断ですか……いったいどんなことなんでしょう（ゴクリ）。

ＫＰ：また、辰たつ巳み先生は特にその傾向があるけど、いくらアーカムだからといって、そこまで警戒することはないよ。この町にも、味方となってくれるＮＰＣはたくさんいる。今回のシナリオでは、そんな味方ＮＰＣを得ることで、有利に探索を進められるシーンがいくつもあると事前に教えておいてあげよう。

睦むつみ：なるほど、アーカムで味方を得るのが探索を成功させる鍵ということですね。

ＫＰ：あと、前回のシナリオの事後処理をしてもらおうか。まずは、クラウニンシールド荘のリネン室に残された男の死体だけど──

ケイト：ああ、ムツミが殴り殺した……。

睦：ケイト、あれは事・故・死。すべてはタマ兄のフィブラの仕業だからねっ！




　事故死（睦談）した死体はユーニスの助言もあって、クラウニンシールド荘の地下に隠された。探索者たちがここに来たことはユーニスしか知らず、もし死体が発見されても、こちらが警察に疑われることはないとの判断からだった。また、鉄格子の部屋に幽閉されていた男は、助けてやったことをネタにたっぷりと恩を売って口止めをしてから逃がしてやった。

　そして、図書室にあった魔道書コレクションは、エフレムたちの手元にあっても良いことなどひとつもないと考え、すべて回収。日本に持ち帰って、るるいえ堂にて保管する予定だ。

　最後に、ようやく入手した〝from OUTSIDE〟は、不定の狂気によってさやかちゃんの復活に執着している睦ちゃんが所有権を強く主張したため、彼女が大切に預かることになった。




ＫＰ：──クラウニンシールド荘の後始末を終えて、アーカムに戻るころには、すっかり日が暮れてしまっている。ケイトたちは、そろそろ女子寮に戻らないと寮長に叱られてしまうだろう。

ケイト：では、佐さ々さ原はらさんに女子寮まで送ってもらいましょう。

辰巳：「ワシも、ホテル・ミスカトニックに戻るとするか。今日は大変な一日だったからな」

ＫＰ：へとへとの辰巳先生がホテルに戻ると、ちょうど玄関でアーカムのギャングのボス、ダニー・オバニオンとすれ違うのであった。そして、彼は辰巳先生を見掛けると「おや、プロフェッサー・タツミ。これは良い機会だ。プロフェッサーは、ジャズはお好きですか？」と、気さくな態度で尋ねてくる。

辰巳：「ジャズはあまり詳しくはないのですが」って、これはさっそくアーカムで味方を得るチャンスなのか？

佐々原：そうに違いないですよ。ここはオバニオンに話を合わせましょう。

辰巳：「詳しくはありませんが、興味はありますよ。ジャズを聴かせてくれる店でもご存じなのですか？」

ＫＰ：「だったら、最高の店があります」と、オバニオンは満面の笑みを浮かべ、君たちをディナーに招待してくれる。連れて来られたのは、禁酒法の時代、紳士たちがこっそりと酒をたしなむためのもぐり酒場スピークイージーだ。当然、非合法の店ではあるが、よほど風紀を乱さぬかぎり、警察も見て見ぬふりをするのが通例だったようだね。

佐々原：ボクはちょうど二十歳なのでお酒を飲んでも大丈夫です。

ＫＰ：表通りから隠れた場所にある重い扉を開くと、中からはジャズが聞こえてくる。今夜は黒人のジャズグループが来店しており、情緒たっぷりの生演奏をしてくれているのだ（実際に、１９２０年代のジャズを流す）。

辰巳：生演奏なのか。それはぜいたくだな。

ＫＰ：店内の客の大部分は身なりの良い紳士で、フラッパーのような不道徳的な女性はおらず、もぐり酒場と言いながらも上品な雰囲気だ。どうやら中流から上流階級の紳士御用達の店らしいね。店の門番のサムと、バーテンのダンは、アーカムでも屈指の優秀なＮＰＣで、騒ぎを起こすような粗野な客は、彼らの手で追い払われるので安心して楽しんでくれたまえ。

辰巳：「さすがはオバニオンさん。良い雰囲気の店をご存じですね」

ＫＰ：「ボストンの友人の店でしてね。ここならば人目を気にせずに楽しめますよ」と言って、第一話で辰巳先生たちがミスカトニック大学の地下トンネルで発見した、いわくつきのウィスキーボトルを持ってこさせるのだった。どうやら、今夜の席は、この密輸酒のお礼ということらしいね。

佐々原：では、ありがたくウィスキーをいただきながら、オバニオンさんが喜ぶような話題で盛り上がりましょう。

ＫＰ：おっと、ここは具体的に話題を考えてもらおうか。どんな話をするかで、彼の心証が変化するぞ。

辰巳：うむむ、やはりこのシーンはオバニオンを味方にできるチャンスのようだぞ。よく考えてから話そう。

佐々原：と言われても、ギャングの人ってどんな話題が好きなんだろう？

ケイト：佐々原さん、佐々原さん。オバニオンさんと言えば、アイルランドの話題ですよ（ヒソヒソ）。

佐々原：あっ、そう言えば、前もケイトがアイルランド系ってことで意気投合していたね。だったら、得意の〈歴史〉でアイルランドの歴史を絡めた話をしたいです。

ＫＰ：その前に、ただの学生の佐々原の人徳を決めるために〈信用〉をしてもらおうかな。

佐々原：うっ……〈信用〉は苦手なんですが。

辰巳：ワシが佐々原のことを優秀な学生だと太鼓判を押すことで、二人でロールを分担できないだろうか？

ＫＰ：ん～～っ、まあいいでしょう。では、〈信用〉は辰巳先生が代わりにロールしてください。

辰巳：「この佐々原という学生は、アイルランドの歴史に精通しておりまして、ワシも一目置いているのですよ」と、〈信用〉を、コロコロ……成功したぞ。

佐々原：じゃあ、辰巳先生に話を振られたので、ボクはアイルランドの歴史あるあるネタを語りますよ。コロコロ……こちらも成功です。ナイス、コンビプレイ。

ＫＰ：辰巳先生の人徳と、佐々原のアイルランドの歴史の話題のおかげで、今夜は大いに盛り上がるね。

辰巳：だったら、少し酔いが回ってきたくらいのタイミングで「ところで、オバニオンさんはインスマスの連中についてなにかご存じではありませんか？」と、尋ねてみよう。

ＫＰ：「インスマス……あのひなびた港町がどうかしましたか」と、オバニオンは不思議そうにしている。

辰巳：「いえ、ちょっとした問題を抱えておりまして。もしかしたら、オバニオンさんでしたら、あちらの町のことも詳しいかと思っただけのことです」

ＫＰ／オバニオン：「インスマスのことは知りませんが……プロフェッサーには、ひとつ借りがあります。もしも、なにか困り事がありましたら私に相談してください」

佐々原：また、ショットガンとか貸してくれるのでしょうか。

ＫＰ：ここは、ぶっちゃけて説明してしまうけど、オバニオンに気に入られたことで、君たちは彼に相談をすれば、ショットガン一丁と弾４発。または、配下のチンピラを二人、ボディーガードとして貸してもらえる。このチンピラは宇宙的恐怖に関することには役立たずだけど、一般市民ににらみを利かせるのには役立つ。ルール的に保障された強力な武器か、プレイヤーのアイデア次第で応用の利くチンピラか、どちらか選んでもらうことになるね。

辰巳：ショットガンは心強いが、チンピラのボディーガードも使い勝手が良さそうだ。うむむ、これは迷うな。

ＫＰ：相談はいつでもできるから、必要になったときに、この店に来てちょうだい。さて、大人たちがもぐり酒場で一杯やっている頃、ミスカトニック大学の女子寮のシーンに移そう。




睦：女子寮に帰ったら、さりげなくレベッカ・ブルースターの部屋の前を通って様子を見たいです。「本当に、あのレベッカがダゴン秘密教団の主導者なの……私にはまだ信じられないよ」

ＫＰ：（そう来たか。だったら、レベッカのイベントを前倒しで発生させるか）すると、ちょうどレベッカが部屋から出てきた。睦に気づくと、「あっ、ちょうど良かった。あなたに渡したいものがあったの」と呼び掛ける。

睦：「渡したいもの？」

ＫＰ：レベッカが持ってきたのはラッピングされた薄くて軽い箱が二つだ。「もし、日本で普ふ賢げん堂どうに会うことがあったら、これを渡してほしいの。あと、こっちはムツミの分よ」

睦：プレゼントかな。アメリカらしくバリバリーッって大胆に包装紙を破って、中を見てみますね。

ＫＰ：箱の中身は白いレースのハンカチーフだ。レベッカは「そのレース、私が編んだものなの」と、ちょっと照れくさそうに言っている。

睦：「手編みのレースなんて素敵。すごいですね、レベッカさん」

ＫＰ／レベッカ：「故郷にレースの先生がいてね。子供の頃に習っていたの」

睦：レベッカの故郷ってインスマスですよね。あんな町にレースの先生なんているんですか？

ＫＰ：ロンドンから移住してきた美しいご婦人で、名前はメリローというそうな。

全員：メリロー、キタ―――――ッ（笑）。




　メリローとは、探索者が19世紀末のロンドンを舞台に活躍した番外編『るるいえがすらいと』に登場した婦人だ。彼女は訳あって、ロンドンからインスマスに移住することになったのだが、まさかここで名前が出てくるとは誰も予想していなかったようだ。




佐々原：メリローさんが移住したのって、１９００年くらいでしたよね。まだ生きてるの？

ケイト：あれから二～三十年くらいしか経っていないのだから、普通に生きているのでは？

睦：それはアーカムが１９２０年代だとしたらの話でしょう。いまが現代だとしたら百年以上経ってるから！

辰巳：しかし、彼女ならば百年くらい平気で生きていても不思議ではない……。

ＫＰ：そのへんのことを真面目に考えると正気度が減るよ。あと、そもそも現代日本の探索者たちはメリローと面識はないはずだからね。

佐々原：あっ、そう言えばそうでしたね。よかった、だったら再会（？）しても正気度は減らない。

睦：まさか、メリロー直伝のレースだったとは……よけいにうれしいですね。レベッカには「ありがとうございます。大事にしますね！」って、お礼を言っておきます。

ケイト：なんだか楽しそうなので、ムツミがレベッカの部屋の前にいるなら、私もそっちに行きたいです。というか、廊下じゃなくて、私の部屋でお話ししましょうよ！

ＫＰ：ふむ……では、レベッカはケイトに誘われて、二人の部屋でささやかな女子会が開かれる。

ケイト：前回、レベッカが身だしなみとかに気を遣わなくなったって言ってましたよね。さりげなく、レベッカの生活態度の変化について尋ねてみたいのですが。「もしかして、悩み事でもあるんですか？」みたいな感じで。

ＫＰ：うまく悩みを聞き出せるか、ケイトには〈言いくるめ〉をしてもらおうか。

ケイト：将来は刑事を目指しているので〈言いくるめ〉は得意なのです。コロコロ……成功です。

ＫＰ：どうやら、レベッカは実家のことで悩んでいるらしい。彼女の実家、ブルースター家はインスマスの名家なんだけど、ある事情から、突然一族を取り仕切る家長を任されたことでプレッシャーがかかっているのだ。そのため学業や身だしなみがおろそかになっているのだという。

ケイト：インスマスの名家ですか……。

睦：それって、つまりはダゴン秘密教団の主導者になったってことですよね。

ＫＰ：そのようだね。また、二人が親身に話を聞いてくれるので、彼女は「私がもっと神の声を聞けるようになれば……でも、あの本さえあれば、それがかなうはず」と、独り言のようにつぶやく。

睦：むはっ、いきなり怪しい発言が飛び出ましたよ！　「レベッカ、あの本ってなんのこと？」

ＫＰ／レベッカ：すると、レベッカはちょっと迷ってから「ムツミには変に思われるかもしれないけど、私たちの一族は神託に従って生活をしているの。でも、私はまだ未熟でね……神と心を通わせる秘儀が記された『ポナペ教典』さえあれば、もっと神の声が聞こえるようになるかもしれないなって」と、答える。

睦：レベッカがすごいこと言いだした～！

佐々原：『ポナペ教典』って、クラウニンシールド荘から持ち出されていた本ですよね。

ＫＰ：レベッカの口ぶりから察するに、近々、その『ポナペ教典』が手に入る予定のようだね。

辰巳：おそらく、エフレム・ウェイトとダゴン秘密教団の取引材料として提供されるのだろうな。しかし、代わりに、ダゴン秘密教団からエフレムにはなにが提供されるのだろうか……そこが気掛かりだ。

睦：むむむ～～～～っ、それをさりげなく聞き出すのは難易度が高過ぎます。

ケイト：まだ、レベッカとはクトゥルフ神話のことは何も知らない友人という関係を保ちたいですね。

辰巳：もちろん、そこまで踏み込まなくてかまわん。レベッカとの良好な関係はこのまま維持したいからな。インスマスにつながる貴重なコネだ。

睦：「なにか困ったことがあったらなんでも言ってくださいね。いまミスカトニック大学に来ている、日本の辰巳先生には私もよくお世話になっていて、きっと力になってくれるはずです」

ＫＰ：（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……ケイトが成功か）すると、ケイトはレベッカが睦ちゃんの優しい言葉に、思わずなにか言いかけようとしたのだが、途中で思い改めたように感じられた。

ケイト：「もちろん、私だって力になりますよ。こう見えても、地下とかには詳しいんです。冒険や探検ならお任せです！」って、胸をドーンとたたいて、「言いかけたことを話しなさい」というアピールをします（笑）。

ＫＰ：じゃあ、ケイトは〈学内評価〉をロールしてもらおうか。

ケイト：第一話のとき、悪いうわさを流されて私の〈学内評価〉は減ってるんですよね。あの学生、絶対に許さない。コロコロ……あっ、それでも成功しました！

ＫＰ：すると、レベッカは迷いながらも、ケイトに悩みを漏らす。要約すると、インスマスの町で住人が行方不明になる事件が連続しており、住人たちの要請もあって、レベッカはどうにか対処しなければと思っているらしい。

睦：インスマスで行方不明……って、よくある話なのでは。なにかと人がさらわれる町ですし（笑）。

ＫＰ：いやいや、それはインスマスに来たよそ者がいなくなるって話でしょう。今回は地元民が行方不明になっているから問題になっているんだよ。

ケイト：よそ者がいなくなっても大問題です！

佐々原：それって、インスマスに深きものと敵対する怪物がいるってことなのかな？

睦：むむむ～～～～っ!?

ＫＰ：まだいろいろ話を聞きたいかもしれないが、ちょっと長くなってしまったので、そろそろ次のイベントにさせてもらおうかな。




　レベッカとの女子会を終えたあと、ケイトと睦は女子寮の部屋でベッドに就いたが、本当に恐ろしいイベントはこれから起きるのだった。




ＫＰ：さて、ここでケイトのプレイヤーに質問だけど、もしも、さやかちゃんが暗くて無限に広がる空間に取り残されたら、どんな反応をするかロールプレイしてもらいたい。

ケイト：暗くて……無限に広がる？　難しいですね。えーと、えーと……「誰かいないの～、ここから出してよ～」って感じでしょうか。

ＫＰ：了解した。では、今度は睦ちゃんだけど、君はミスカトニック大学の女子寮にあるケイトの部屋でぐっすりと眠っているのだが、すぐ隣のベッドから聞き慣れた声が聞こえるのに気づく。それはなんと忘れもしないさやかちゃんの声であり、「誰かいないの～、ここから出してよ～」と呼び掛けているのだ。

睦：ええっ、どこから声が聞こえているんですか？

ＫＰ：それがね……隣で眠るケイトが、寝言のようにさやかちゃんの声で呼び掛けているのだ。

全員：ええっ!?




ＫＰ：……と、驚いたところで、すかさずケイトにシーンを移させてもらおう。

ケイト：ええっ、私ですか？

ＫＰ：前回、クラウニンシールド荘で初めて〝外〟を体験したケイトは、悪夢を見ている。自分はまたも宇宙空間のような〝外〟を漂っているのだ。

ケイト：「誰かいないの～、ここから出してよ～」

睦：それはさやかちゃんのロールプレイでしょ！

ケイト：まあ、私たちは似たもの同士なので（笑）。

ＫＰ：しかし、やがてケイトは懐かしい光に引かれて、〝外〟から脱出──すなわち、夢から目を覚ます。

ケイト：ほっ、よかった。ムツミはどうしていますか？

ＫＰ：ところが、その部屋に睦ちゃんはいない。

ケイト：いない？　どういうこと!?

ＫＰ：そして、部屋の壁に掛けられた小さな鏡を見て、ケイトは気づくのだった。そこに映っている自分の顔が、まったくの別人であることに……。

ケイト：ええっ、なにそれ。どんな顔なんですか……って、まさか!?

ＫＰ：それは十代のアジア人の少女だ。ポニーテールに赤いリボンを結んでいる。

ケイト：さやかだ～～～～～っ!?

ＫＰ：ただ、不思議なことに違和感はない。自分の顔でないはずなのに、自分であるように思える。むしろ、この肉体にとって、自分の方が異質な存在……精神と肉体が混乱する恐怖によって、ケイトは〈正気度〉ロールをすることになる。

ケイト：もう、なにがなにやら。どうなってるの、これ。コロコロ……よかった、成功です！

ＫＰ：成功しても１ポイントの正気度を失う。

ケイト：現在正気度は51となりました。どうしよう……さやかの体は自由に動かせるんですか？

ＫＰ：安心してくれ。ケイトが〈正気度〉ロールをさせられるようなショックを受けた瞬間、もう一度、今度は本当に悪夢から目を覚ます。さっきの体験も、また悪夢だったようだ。二重で悪夢を見ていたようだね。

ケイト：よかった……じゃあ、今度はムツミもいるんですね。

ＫＰ：暗い部屋で、ケイトのことを驚いた顔で見つめているはずだ。睦ちゃんの視点では、ケイトがさやかちゃんの声で呼び掛けていたかと思ったら、突然、悲鳴を上げて目を覚ましたところだ。

睦：「ケイト、大丈夫!?　いったいなにがあったの!!」

ケイト：「よくわからないけど……すっごいかわいくて、スタイル抜群で、優秀で、正気度が高そうな女の子の夢を見てた」（笑）

睦：ケイト、ややこしくなるから話を盛るのはやめて。とにかく、ケイトがさやかちゃんの声で寝言を言っていたことを伝えて、いまの悪夢がただ事ではないことは伝えておくよ。

ケイト：「でも、おかしいよね。私はさやかのことなんて知らないのに……どうせ夢に出てくるなら、ムツミの夢に出てくる方が普通なんじゃない？」

睦：「むむ～っ、なんかただの悪夢というより、ケイトがさやかちゃんに乗り移られているような気がしたけど」

ケイト：「ちょっ、怖いこと言わないで！」

ＫＰ：さて、暗い部屋で二人がぞっとする会話をしていると……突然、壁に音もなく鋭利な切れ目が走る。

ケイト＆睦：ええ～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：壁の切れ目はいくつも重なり合い、奇妙な角度を描いていく。そして、まるで扉が開くように壁がめくれて、その奥の〝外〟にも似た闇の中から、ひとりの老婆が現れるのだった。

辰巳：この現象は……もしや!?

ＫＰ：やってきたのは、特異な線と角度の組み合わせにより、空間を飛び越える秘術の使い手──魔女ケザイア・メーソン、その人だ。さて、この常識を超えた光景を目撃した探索者は〈正気度〉ロールをしてくれ！

ケイト：もっと普通に登場してくださいよ～！　コロコロ……よかった、成功しています。

睦：コロコロ……私も成功です！

ＫＰ：だったら、二人とも正気度は失われないよ。

睦：〈正気度〉ロールに成功したので、すぐにケザイア・メーソンに尋ねますよ。「いまケイトが、さやかちゃんの声で寝言をしゃべっていたんです。これってどういうことなんです!?」

ＫＰ：すると、ケザイア・メーソンは満足げな笑みを浮かべて語り出す。「思った通り〝from OUTSIDE〟が、さやかの魂をこちらの世界に顕現させる呼び水となってくれている。あと必要なのは『ふさわしき肉体』だけだ。そして、ケイトの悪夢はその予兆だろう。偶然にも、ケイトとさやかは波長が合うようだ。いずれ、さやかは帰ってくるだろう……ケイトの肉体にな」

ケイト：それって、私は本当にさやかに乗っ取られちゃうの……。

辰巳：なぜ、ケイトとさやかちゃんの波長が合ったのだろうか。

佐々原：それは中の人が同じだからでは。

辰巳：そ、そういうものなのだろうか。確かに、プレイヤーとしては説得力を感じるが。

ケイト：そんな形でさやかが復活してもうれしくありません！

睦：そうだよね。ケザイア・メーソンに「そんなこと、私たちは望んでいません！」と訴えますよ。

ＫＰ：睦ちゃんの訴えに、ケザイアは深くうなずく。「よろしい、それを避けたければ、おまえたちはケイトより『ふさわしき肉体』を探さねばならない。そして、エフレムもそれを求めているはずだ。よりふさわしき肉体が〝from OUTSIDE〟の近くにあれば、自然とさやかはそちらを選ぶだろう」

睦：「ふさわしき肉体……なんのこと……」

ＫＰ／ケザイア：「ただし、あまり時間は残されていない。〝from OUTSIDE〟がこちらの世界にあるかぎり、さやかは個を形作ろうとするはずだ。その時『ふさわしき肉体』が無ければ、さやかがどのような形で戻るのか……それは予想もつかない」

ケイト：じゃあ、ケイトが〝from OUTSIDE〟から離れれば、さやかに肉体を乗っ取られないってこと？

睦：そうかもしれない。ただし、その場合、〝from OUTSIDE〟に引きつけられたさやかちゃんの魂がどんな肉体を選ぶかわからないね。動物とか、死体とか、もっとおぞましいモノに乗り移って帰ってくるかも……。

ケイト：そんなのは、もっと嫌～～～っ!!（泣）




　ケイトと睦ちゃんがケザイア・メーソンから衝撃の言葉を伝えられている頃、辰巳先生と佐々原はもぐり酒場でオバニオンとの会食を終えて、深夜のホテル・ミスカトニックに戻った。




ＫＰ：えーと、佐々原はホテルの部屋に戻ると、部屋に誰かがいることに気づく。

佐々原：「だ、誰だ!?」

ＫＰ：そこにいたのはユーニスで、肩を大きく露出した最先端の服装でベッドの脇に腰を下ろしている。

佐々原：「ユーニスか。君、まだアーカムにいたの。ニューヨークに行くんじゃなかったの？」

ＫＰ：「都会に出るにしても先立つものが必要でしょう。だから、サージェントから退職金をもらっておこうと思ったの。そこで相談なんだけど、あんた、私に協力してくれない？」と、ベッドから立ち上がったユーニスは、色っぽくささやきながら、佐々原の胸を指でなで回す。

佐々原：「退職金って……どういうこと？」

ＫＰ：ユーニスの話だと、モウジズ・サージェントはエフレムから活動資金としてまとまった現金を託されているらしい。それを佐々原と二人でいただいてしまおうという魂胆だ。

ケイト：なんだか、ユーニスが『ルパン三世』の不ふ二じ子こちゃんみたいなキャラになっています（笑）。

佐々原：「やめた方がいいんじゃないかなぁ～。あんな連中と関わらない方がいいと思うよ」

睦：ちょっと待って。サージェントって、レベッカが欲しがっている『ポナペ教典』を持ってなかったっけ。

ＫＰ：そうだね。第二話で、彼がクラウニンシールド荘から持ち出したという情報を入手している。

睦：私たちが『ポナペ教典』を手に入れれば、エフレムとダゴン秘密教団の同盟をやめさせられるのでは？

辰巳：なるほど……取引材料として使えるかもな。

佐々原：となると、ここはユーニスの話に乗るという流れですか。ボクとしては、あまりユーニスを危険な目に遭わせたくはないのですが。

辰巳：ユーニスには情報提供だけしてもらって、実際に動くのはワシらの仕事とすれば平気だろう。

ケイト：私たちに、そんなルパン三世みたいなことできるんですか？

辰巳：まあ……そこはみんなで頑張るしかないな（笑）。







手段を選ぶ余裕はない




　それぞれの導入シーンが終了して、これまでに得た情報から、探索者は次の行動方針を考えた。

　レベッカの悩みであるインスマスの失踪事件は、まだ手を出すには早いと判断して、まずはモウジズ・サージェントが所有しているらしい『ポナペ教典』と、ついでにユーニスの退職金を手に入れることにする。

　ユーニスからの情報によると、モウジズはミスカトニック大学のすぐ近くに店を構える金細工師エリシャ・ウェイトの家に下宿をしているとのことだった。




ＫＰ：この金細工師、エリシャ・ウェイトは『アーカムのすべて』にて紹介されているＮＰＣだよ。

佐々原：ウェイトということは、アセナス・ウェイトの関係者なんでしょうか……。

ＫＰ：ここはぶっちゃけてしまうけど、同じ名字なだけでアセナス・ウェイトとは関係ない。

辰巳：なぜモウジズはクラウニンシールド荘ではなく、そんなところに下宿しているのだろうか。

ＫＰ：ユーニスによると、ミスカトニック大学の女子寮に暮らすレベッカと連絡を取るのに便利だからだそうな。

佐々原：じゃあ、そのエリシャって人は、別にインスマスの関係者ってわけじゃないのかな。

ＫＰ：そこまではユーニスも知らないそうだよ。

辰巳：ふーむ、ここは慎重に調査していくのがよさそうだな。まずは軽く店内を偵察してくるか。

ＫＰ：エリシャの店は、普通の小売店ではなく、近所の宝石商から依頼を受けて製品を作る卸店だ。依頼を受ければ、条件次第で個人の客も相手するかもしれないが、あまり大勢の客がやって来るような店ではないね。

睦：むむ～っ、私たちが全員で行ったら不自然かも。四人中、三人も日本人だったらよけい目立ちそうだし。

ケイト：特別なリングを作ってもらいたいカップルのふりして行くのが自然でしょうね。

佐々原：じゃあ、ボクがむったんに婚約指輪を贈りたいという設定で……。

睦：それでもいいけど、私たちって交渉は苦手コンビだよ。辰巳先生とケイトの方が適任じゃない？

辰巳：ワシとケイトで行くと、いったいどんな関係だと疑われそうで嫌だな……。

ケイト：そんなに深く考えなくても、アーカム観光のお手伝いをしたお礼くらいの気持ちで行けばいいんですよ。

辰巳：それもそうか。では、ワシとケイトでたまたま目についた宝飾店に立ち寄ったという感じで訪ねてみよう。

ＫＰ：では、エリシャの店は「金細工」という小さな看板が出ているだけで、ショーケースもない、とても小さな店だね。二階建てなので、たぶん上が下宿部屋となっているのだろう。現代日本でいうと、お得意さんの相手と、修理だけで細々と商売をしている、個人経営の時計店のようなイメージかな。

辰巳：とりあえずは逃げ道を確保しつつ、入口付近から中の様子をうかがってみよう。

ＫＰ：店の中にある作業台で、エリシャらしき中年男性が拡大鏡をのぞきながら、金細工の仕事をしている。小柄で髪が薄く、ぎょろっとした目が特徴の人物だね。

ケイト：ざっと見回して、店内に怪しいものとかはありませんか？

ＫＰ：店内にはエリシャが製作した宝飾品のサンプルがケースに収められて並んでいるが……ここで二人には〈地質学〉をしてもらおうかな。

ケイト＆辰巳：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、特に気になるものはなかった。ごく普通の金細工師の工房だね。

辰巳：まあ、〈地質学〉のことは気にせず、エリシャに声を掛けよう。「ご主人、この子への感謝の印としてリングをプレゼントしたいのだが、ちょっと相談に乗ってもらえないかね？」

ＫＰ：「いらっしゃいませ。どういった品がよろしいですかね」と、エリシャは愛想良く対応してくれる。

ケイト：辰巳先生とエリシャが話をしている隙に、建物全体の構造とか、二階に人の気配がないか、〈目星〉と〈聞き耳〉レーダーで探査しますよ～。

ＫＰ：〈目星〉ではわからないが、〈聞き耳〉はロールしていいよ。

ケイト：コロコロ……ああっ、ごめんなさい。失敗しました。

ＫＰ：少なくとも、大きな音はしないね。店の奥にある作業台を挟んで、向こうは台所。二階に上がる階段も見える。外から見た通りの小さな家で、部屋数は少なそうだ。モウジズがいるとしたら二階に間違いないだろう。

辰巳：「ミスカトニック大学からも近くて、良い場所ですな。ご主人はここに独り暮らしで？」

ＫＰ／エリシャ：「ええ、まあ。この歳まで、どうも良い縁に恵まれなくて……」

ケイト：「大学から近いんですから、下宿人でも募集すればいいのに」

ＫＰ：「はあ、そうですね……それより、こちらのデザインはどうでしょうか。お嬢さんによくお似合いですよ」と、主人はケースのリングを出してくれる。（ここで〈心理学〉を、コロコロ……二人とも成功か）いまの態度からして、下宿人について露骨に話をそらしていることがわかるね。

辰巳：モウジズのことは隠しているのか……となると、主人もエフレムの協力者という可能性があるな。

ケイト：敵が二人もいるとやっかいですね。なんとか主人を外におびき出せないでしょうか？

辰巳：なにか用事があれば出掛けることもあるだろうが……張り込みをして、機会を待つか？

睦：でも、あまり時間をかけると、ケイトの体をさやかちゃんが乗っ取ってしまうかも。そうでなくても、毎晩、ひどい〈正気度〉ロールをさせられそう。

辰巳：確かに、あまり悠長なことは言っていられないな。

佐々原：ここに忍び込むのってユーニスのためでもあるんですから、彼女にエリシャを誘惑して、外に連れ出してもらったらどうでしょう。こういうのはユーニスの得意分野のはず。

ケイト：それはいい考えかも。エリシャさんは独身みたいだし、外に連れ出すだけなら危険もないのでは？

辰巳：うむ……では、店の様子は確認できたし、ここはいったん撤収するか。




　その後、さっそくユーニスにエリシャを誘い出してもらうことにした。読み通り、彼女はそうした仕事が得意であり、客のふりをして来店すると、得意技の〈誘惑する〉技能を駆使してエリシャを夕食に誘い出した。




佐々原：これで少なくとも障害がひとつ減りましたね。最悪でも、店にいるのはモウジズ一人だけのはずですから、ここは全員で突入して、数で勝負しましょう。

ＫＰ：それはいいけど、この店の戸締まりは、１９２０年代の家にしてはしっかりしているよ。なにしろ貴金属を扱っているんだからね。

佐々原：そこはそれ……〈鍵開け〉で、ちょちょいっと。

睦：そんな技能、誰が持っているの？

佐々原：あれっ、このパーティーって〈鍵開け〉が得意な人っていなかったんだっけ。

睦：いつもは私が〈機械修理〉で代用しているけど。

ＫＰ：この錠を開けるには専用の道具を使って〈鍵開け〉が必要だ。〈機械修理〉で代用することも可能だが、その場合は錠を破壊してしまい、あとでエリシャには泥棒が入ったことがばれるだろうね。

ケイト：ん～～～っ、どうせ店に忍び込めば、中にいるモウジズと争うことになって、エリシャにもばれてしまうと思うので、ここは錠を壊してしまっていいのでは？

睦：わかりました。ここは私が錠をこじ開けましょう。「こんな時代遅れの鍵なんて、ちょちょいのちょいですよ」

佐々原：ボクらは周りに立って、人の壁で睦ちゃんが人目につかないようにしますね。

ＫＰ：なるほど。だったら、［代表者のＳＩＺ＋ほかの探索者の数］の５倍に成功してもらおう。

佐々原：それなら成功率は95％ありますから大丈夫。コロコロ……成功しました。

睦：なら、いまのうちに。コロコロ……むむっ、失敗です！

ＫＰ：すると、たまたま第一話で登場したミスカトニック大学の夜警のオケリがやって来る。佐々原がカバーしてくれていたので、錠をこじ開けているところは見られなかったけど、こんなところに四人が群がっていることを不審に思ったようで、こちらにやって来る。

ケイト：先手を取って、私の方から話し掛けます。「オケリさん、いまここに珍しい虫がいたんですよ！」

ＫＰ：苦しい言い訳だなぁ。そんな内容だったら、まずはケイトに〈学内評価〉かＡＰＰの５倍をしてもらおうか。

ケイト：ＡＰＰの方でロールします。コロコロ……成功です。キラキラ～ンって、美人オーラを出します（笑）。

ＫＰ：だったら、まあ話くらいは聞いてあげよう。いまの内容で〈言いくるめ〉をしてもいいよ。

ケイト：コロコロ……〈言いくるめ〉の方も成功しました。なんとかごまかせたかな？

ＫＰ：名門ミスカトニック大学の学生で、しかも、美人のケイトが相手なのでオケリは納得してくれた。

ケイト：「なんとかごまかせたけど、ムツミ、今度はちゃんとやってね！」

ＫＰ：今度、〈機械修理〉に失敗したら、こんな簡単にはいかないよ。あと、だいぶ時間がかかっているから、エリシャも帰ってくることだろう。

睦：むむ～っ、プレッシャーだなぁ。成功率は75％もあるんだけど。コロコロ……今度は「98」で失敗です（泣）。

佐々原：さらに出目が悪化した!!

ＫＰ：すると、今度は話の通じるオケリではなく、融通の利かなそうな警官がこちらにやって来るよ。

ケイト：「ムツミ、もうごまかしきれません。ここは逃げるデース！」

睦：「とほほ～、自信なくしちゃうなぁ～」



◆むったんのワンポイントスケッチ「〈鍵開け〉と〈機械修理〉」

　どうも、好きな鍵は南京錠な、むったんです。

　隠されたモノを調べることが仕事と言ってもいい探索者は、錠を開けなければならないシチュエーションに遭遇する機会も多いはず。

　とはいえ、技能の〈鍵開け〉に成功すれば、どんな錠でも開けられるわけではありません。複雑な錠ならば成功率にペナルティーがつきますし、厳重な金庫が相手では、そもそも〈鍵開け〉では開けられません。

　ですから、なんでもかんでも〈鍵開け〉で開けられると、キーパーにごり押しするのは禁物ですよ。そもそも、〈鍵開け〉に成功しないと話が詰まってしまうようなシナリオはないはずなので、成功したらちょっとだけ真相にショートカットできるくらいのものだと思っておきましょう。たとえ〈鍵開け〉に失敗しても、きっとどこか別の場所に謎の扉を開く鍵があるはずです。

　また、普通の家の簡単な錠なら〈鍵開け〉ではなく、〈機械修理〉で代用できることもあります。今回、キーパーは貴金属を扱う店舗の錠ということで、〈機械修理〉で開けようとすると、錠を壊してしまうことにしたようですね。これは〈鍵開け〉と〈機械修理〉の差別化ができて良い裁定方法だと思います。






　探索者が警官をやり過ごしているうちに、とうとう店の主人のエリシャが帰って来てしまった。

　さやかちゃんに肉体を乗っ取られそうになっているケイトのことを考えると、あまり時間に余裕がない。いつもはクレバーな解決を良しとする探索者だったが、今回ばかりはケイトの銃と数の暴力に物を言わせて、エリシャの店に押し込むことにした。




睦：まさかこんな強硬手段を取ることになるなんて……用心のために、オバニオンさんにショットガンか、ボディーガードを借りてきます？

辰巳：それはなんか無駄遣いのような気がする。切り札はインスマスに行くまで取っておきたいな。

ケイト：別に戦闘するわけではなく、拳銃で脅すだけですから、私の持っている一丁だけでよいのでは？

佐々原：そうだね。とりあえず、護身用のナイフを持って、身元がばれないように変装はしておくよ。

睦：じゃあ、自分のことは自分で〈変装〉するってことで。コロコロ……まあ、成功するわけないですね。

ケイト＆佐々原：コロコロ……失敗です。

辰巳：コロコロ……おおっと、「00」が出てしまった（笑）。

ＫＰ：そいつはひどい出目ですねぇ（あとで、ちょっとペナルティーを与えてやるか）。

佐々原：なんか辰巳先生の格好に不安を感じますが……エリシャが戸締まりする前に、店に押し入りましょう。

ケイト：突入したら「動くな、静かにしろ。騒がなければ、こちらはなにもしない！」って、拳銃を突きつけます。

佐々原：完全に強盗のせりふだよ……（笑）。

ＫＰ：ケイトの言葉にエリシャが素直に従うかどうか、ここは〈言いくるめ〉のロールにしようかな。

ケイト：コロコロ……大丈夫です、成功しています。

ＫＰ：ケイトの拳銃を見て、エリシャは「欲しいモノはくれてやる。だから命だけは助けてくれ！」とおびえた様子で叫ぶと、両手を頭の上にあげて、その場にひざまずく。

睦：ちらりと店内を見回したいのですが。具体的には、辰巳先生たちが失敗した〈地質学〉に挑戦したい。

ＫＰ：まあ、いいだろう。店にある宝飾品を見て、地質学が大好きな睦ちゃんはロールができるよ。

睦：コロコロ……むむむ～っ、また失敗。今日はダイス目がさえません（泣）。




　ここで〈地質学〉に成功していれば、この店にインスマス由来の珍しい宝石があることがわかった。

　実は、これがエリシャとモウジズを結ぶものだったのだが、そこまで重要な情報ではなかったので、ここはキーパーから誘導することなくスルーすることにした。ただ、そのせいで、探索者たちは最後までエリシャの立ち位置が、敵なのか、モウジズに利用されている第三者なのか判別がつかないことになり、扱いに困ることになる。




佐々原：二階から誰かが下りてくる気配はありますか？

ＫＰ：いまのところはないね。穏便かつ迅速に事を進められたので、二階の人間には気づかれていないのかもね。

辰巳：狭い店のようだし、まずは一階を見て回って安全確保をしよう。台所には誰もいないだろうか。

ＫＰ：人の気配はないね。ただ、ケイトにとっては意外なものがある。

ケイト：私にとって？

ＫＰ：こんな小さな台所にしては珍しく冷蔵庫があるんだ。ただし、電気式ではなく、氷を入れて使うタイプのものだね。現代の探索者には当たり前だけど、アーカムでは冷蔵庫はまだぜいたく品なので、ケイトは少し気になるよ。

ケイト：「大家族でもないのに冷蔵庫なんて珍しいデース。ちょっと中を見てみますね」

佐々原：冷蔵庫って、たいてい嫌なものしか入っていないから無理に開けなくてもいいんじゃないのかな。

ケイト：大事なものが入っていたらどうするんですか。警戒しながら、開けますよ。

ＫＰ：大丈夫、バラバラ死体が保存されていたり、ショットガンのわなが仕掛けられていたりはしないよ。中に入っているのは試験管に入った蛍光グリーン色をした薬品だ。試験管は四本あるね。この薬の独特の色を見たら、ケイト以外の探索者は〈薬学〉をロールできる。

辰巳：コロコロ……おっ、ワシが成功したぞ。

ＫＰ：辰巳先生はこの薬品を知っている。これは『るるいえはいすくーる』の第二話でショゴス細胞を研究していた庄司五助博士が開発した、ショゴス抑制剤だね。

辰巳：「こんなものがどうしてアーカムに……？」と言いながら、とりあえず回収しておこう（笑）。

ＫＰ：ちなみに、この薬品は冷蔵保存が必須だからね。

佐々原：だったら、冷蔵庫に残っている氷と一緒に包んで、ボクが持っています。これでしばらくはもつはず。

睦：それはいいとして、本当にどうしてショゴス抑制剤がこんなところに……？

ケイト：わからないことは、エリシャに聞いてみましょう。「あの薬はなんなんですか？」

ＫＰ／エリシャ：「そ、それは二階の下宿人のものだ。大事なものらしいが、オレはなにも知らない！」

ケイト：本当かうそか〈心理学〉で顔色を観察したいです。

ＫＰ：いいだろう。（コロコロ……成功か）ケイトの目にはうそをついているようには見えないけど。

ケイト：「その下宿人というのはモウジズですね。いまどこにいるんですか？」

ＫＰ：「あいつは二階にいる。なんか昨日から具合が悪いとか、なんとか……」と、エリシャが言ったところで、みんな〈聞き耳〉をしてもらおうかな。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：ケイトだけ失敗か。なにやら二階でガタンという物音と、男の悲鳴のような声が聞こえる。ただ、その内容は英語なので、理解できるかどうかは、〈聞き耳〉に成功した人だけで〈ほかの言語（英語）〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……〈聞き耳〉と〈ほかの言語（英語）〉に成功したのは、ワシだけだな。

ＫＰ：「なんだこの腕は……どうなっている!?」と言っているようだ。男の言葉を理解した辰巳先生は先行して行動をしてもいいし、みんなに内容を説明してから行動してもいい。

辰巳：う～む、ここは急いで二階に上がろう。説明しなくても、探索者ならばついて来てくれるに違いない。

睦：「辰巳先生、どうしたんですか!?」と、私たちは少し遅れてあとから追う感じですね。

ＫＰ：（珍しく辰巳先生が先行したな）すると、二階の部屋からヨロヨロと背の高い白人男性が出てくる。それは以前に見たことのある冬ふゆ室むろ家の運転手をしていた男──モウジズに間違いないのだけど、なぜか左腕が細く萎えている。辰巳先生は〈医学〉か〈アイデア〉をしていいですよ。

辰巳：ここは〈医学〉でロールだな。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：モウジズは左腕だけでなく、左半身全体がしぼんでいるようだね。彼は辰巳先生に出くわすとギョッとするけど、いまはそれどころではないといった調子で、力尽くで押しのけて一階に下りようとする。

辰巳：そんなに急いで階段を降りようとしているなら、〈組みつき〉をして転ばしてやろうか（笑）。

ＫＰ：〈組みつき〉のオプション「対象を倒す」を選ぶということですね。それは可能でしょう。

辰巳：「そりゃあ!!」っと、コロコロ……おおっ、成功したぞ。これぞ合気道！（笑）

ケイト：なんと、辰巳先生にそんな特技があったなんて（笑）。

ＫＰ：では、辰巳先生にバランスを崩されて、モウジズは階段を派手に転げ落ちていく。左半身が萎えているため動きがぎこちないせいもあるだろう。一階まで落ちたモウジズは、下の探索者たちに取り囲まれるわけだが……ここで〈目星〉をさせてもらおうかな。コロコロ……成功した。

睦：むむっ、なにを見つけるつもりなの？

ＫＰ：「貴様、薬をよこせ！」と、モウジズは佐々原に向かって英語で叫ぶよ。どうやらショゴス抑制剤のことを言っているらしいね。

佐々原：標的としてロックオンされたのなら好都合。ボクは〈回避〉に専念して、やつの攻撃を引きつけますよ。

ケイト：佐々原さんが狙われている横から、「おとなしくしなさい。言うことを聞かないと薬を全部割ります！」と、脅してみます。これで〈言いくるめ〉できませんか？

ＫＰ：ちょっと待ってね。その前に、なぜかモウジズの方から睦ちゃんたちにとっては懐かしい声が聞こえてくる。それは「むったん……いるの？　ここは暗いよ～。ここから出して～」という、さやかちゃんの声だ！

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：そして、モウジズのしなびた腕は、いつの間にかみずみずしい肌の細いしなやかな腕に変化している。

辰巳：もしかして、モウジズの体が、さやかちゃんに変化しようとしているのか？

ＫＰ：モウジズはその声を聞くと、ハッと気づいたように、今度は睦ちゃんをにらみつける。「おまえ、なにを持っている!?」

睦：「な、なにも持っていません！」

ケイト：もしかして、これも「さやか玉」のせいなの!?

佐々原：さやか玉……って、〝from OUTSIDE〟のことね（苦笑）。

ＫＰ：恐ろしげな形相で、モウジズは睦ちゃんの方に近づいてくるのだが、その間にも、彼の左半身は別の意思を持った生き物のようにグネグネと変化して、屈強な体になったり、細身の体になったりしている。さて、こんなモウジズの姿を目撃した探索者には〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

ケイト：コロコロ……成功です。ようやく〈正気度〉ロールに成功するようになってきました。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

睦：むむっ、これは正気度が高い人が失敗して、低い人が成功するパターン。コロコロ……やったぁ、成功。

ＫＰ：成功しても１ポイント、失敗したら１Ｄ６ポイントの正気度を失うぞ。




　その結果、ケイトは現在正気度50。睦ちゃんは現在正気度43となる。辰巳先生は２ポイント失い、現在正気度56。佐々原は４ポイントを失ったが、それでもまだ70とダントツの現在正気度であった。




辰巳：とにかく、こいつにはショゴス抑制剤を飲ませて、落ち着いてもらおう。

ＫＰ：いまのモウジズは薬ではなく、睦ちゃんに向かっているので、無理に飲ませるのならば〈組みつき〉か〈こぶし〉に成功してもらう必要があるな。ここからは戦闘ラウンドで処理していこう。モウジズは左半身が不自由なため、ＤＥＸはとても低くなっている。探索者全員、先に動いていいよ。

佐々原：では、ＤＥＸ18のボクからですね。えーと、ボクの〈こぶし〉の成功率は74％ですが……これって、もっと成功率の高いむったんに薬を渡して、飲ませてもらった方がいいかな。

睦：タマ兄から薬を受け取って、すぐに飲ませることは可能なんですか？

ＫＰ：それはできるとしよう。ただし、佐々原は薬を渡すという行動だけで終了で、〈回避〉もできないよ。

佐々原：四本しかないショゴス抑制剤を無駄にしたくないし、ここはむったんに薬を渡すのが無難かな。

ケイト：次は私だけど、薬がないので待機しています。「ムツミ、ファイト！」

睦：むむっ、ここは〈機械修理〉の汚名返上をしなくては。ショゴス抑制剤を構えて、モウジズの口に目掛けて正拳突き！　コロコロ……よかった、成功です。

ＫＰ：では、蛍光グリーン色をしたショゴス抑制剤を口に押しつけられて、思わずモウジズは「ごくん」と飲み込むのだが……体の変化は収まらない。

睦：「ええっ、効かない!?」

ＫＰ：モウジスは睦ちゃんをにらみつけると、「違う……薬では収まらない。なにかが、オレの中にやってこようとしている。貴様、エフレム様のように〝外〟とつながるモノを持っているな!?」と叫ぶ。そして、その声と重なって「むったん、むったん……」と、呼び掛ける声も聞こえてくるのだ。

ケイト：やっぱり〝from OUTSIDE〟のせいで、さやかがモウジズの体を乗っ取ろうとしているんですよ。

ＫＰ：もし、その推理が正しいとなると、モウジズの異変はショゴス抑制剤では抑えられない。〝外〟から何者かがやって来ることを防ぐには、睦ちゃんが持っている〝from OUTSIDE〟を破壊するしかないのかも。

辰巳：くっ……ワシはまだ二階にいるから、急いで下りるだけでおしまいか。

ＫＰ：では、モウジズはグネグネと変化する左腕をムチのようにして、睦ちゃんを攻撃する。

佐々原：しまった～、さっきモウジズが薬に興味を失った時点で、やつの狙いが〝from OUTSIDE〟だと気づけば良かった。作戦をミスった!!

ＫＰ：コロコロ……攻撃は命中。この状態のモウジズの攻撃はクリーチャーと同質なので受け流しはできない。ダメージは２Ｄ６だよ。

佐々原：むったん、大丈夫かぁ～～!?（泣）

睦：私の耐久力は12なので、６ゾロが出ると死ぬ可能性もあります。

ＫＰ：コロコロ……安心してくれ「６」が出た。

睦：残り耐久力は６。一度に現在耐久力の半分以上のダメージを受けたので、ショックで意識不明になるかも。ＣＯＮの５倍で成功率は65％。コロコロ……むむっ、「66」でギリギリ失敗。意識不明になりました（泣）。

ＫＰ：となると、次のラウンドから、モウジズは睦ちゃんの体をまさぐって、〝from OUTSIDE〟を探し出し、破壊しようとするだろうな。そうなったら、さやかちゃんの復活の道は断たれてしまうかもね。

ケイト：こ、これは大ピンチですよ!!

佐々原：睦ちゃんをお姫様だっこをして連れ出すことは可能ですか？

ＫＰ：んん～～、狭い店内に大勢でバタバタしている状況だから、抱きかかえるだけでおしまいかな。かばうことはできると思うよ。

佐々原：ボクの耐久力が全快していればそれもアリなんだけど……だったら、むったんから〝from OUTSIDE〟を回収して、外に放り投げるとか、ケイトにパスして持っていってもらうとかした方がいいのかな。

ケイト：状況がよく理解できていないのですけど、モウジズはどうしてこんなふうになっちゃったのでしょう。

辰巳：プレイヤーとしての推理だが、モウジズはショゴスの細胞を使って肉体を強化していて、それを制御するためにショゴス抑制剤が必要だったのだろう。そして、この暴走はワシらが〝from OUTSIDE〟を近くまで持ってきたせいで、さやかちゃんがふさわしき肉体をショゴス細胞から生み出そうとしているのではないだろうか。

佐々原：だから、ショゴス抑制剤も効かないんですね。

ケイト：ということは、このまま待っていれば、さやかが復活するのでは？

ＫＰ：そうするには、たぶん質量が足りないだろうね。モウジズの体の変化からして、ショゴス細胞はその左半身の一部しかないようだ。

佐々原：だったら、幼女形態のさやかちゃんとして復活するというのはどうですか!?

ＫＰ：なるほど、その発想はなかった!!（目を輝かせる）




　佐々原の提案は非常に魅力的だったため、ボクは思わず採用しようかとも思ったが、どうやらこのアイデアを喜んでいるのは、佐々原とボクの二人だけだったようだ。




ケイト：……まあ、バカな話はやめて、こうなったらモウジズの右半身を攻撃して、倒すしかないような気が。

ＫＰ：（あっ、幼女形態さやかのアイデアはスルーされてしまった）

睦：そうなったら残ったショゴス細胞の左半身はどうなるのかな。さらに暴走したりしませんかね？

辰巳：う～～～～む、そればっかりは予想できんな。

ケイト：けど、このままでは睦ちゃんとさやか玉（〝from OUTSIDE〟のこと）が危ない。ここは戦いましょう！

佐々原：むったんが狙われているのなら、ボクも攻撃には賛成だよ。じゃあ、護身用に持っていた〈ナイフ〉で攻撃します。右半身を狙おうとすると、ペナルティーとかありますか？

ＫＰ：そこまで厳しくはしない。普通にロールしていいよ。

佐々原：だったらありがたい。成功率は47％です。コロコロ……よしっ、成功だっ！

全員：わ～～～～～～～～い！（パチパチ）

佐々原：ダメージは２Ｄ４＋２です。コロコロ……「７」のダメージ。

ＫＰ：赤い血を流して、ダメージを受けている様子はあるが、意識不明に陥るようなことはない。

ケイト：オケリや警官が来るかもしれないので、拳銃は撃ちたくないんですよね。格闘は苦手だし、さやか玉を壊されると最悪なので、私はムツミをまさぐろうかな。

ＫＰ：だったら、この混乱した状況で〝from OUTSIDE〟を探るには〈アイデア〉をしてもらおう。

ケイト：ケイトはおバカなので、〈アイデア〉は苦手なんですが。コロコロ……あちゃあ、「00」が出ました！

佐々原：これはきっと別の膨らみをまさぐってしまうに違いない！（笑）

ケイト：「あっ、ありました。けど、二つある!?」

睦：なにやってるの、ケイト！

辰巳：こいつら最悪だっ!!

佐々原：アーカムに来てから、なぜか胸をまさぐるシーンが多いよね。

辰巳：まったく、われわれの品性が疑われるな。さて、次はワシの番だ。〈アイデア〉は得意だが、ここは睦くんの手当をして、意識を回復させておくか。コロコロ……よし、〈医学〉で成功したぞ。コロコロ……睦くんは１ポイント、耐久力を回復しておいてくれ。

睦：じゃあ、パチッと目を覚ましたら、ケイトが胸をまさぐっているのでびっくりします。

ケイト：「これは違うの。さやか玉を回収しようとしていて……」って、真っ赤な顔して焦っています（笑）。

ＫＰ：いよいよ、モウジズの番だな。こいつも、いま目を覚ましたばかりの睦ちゃんの体をまさぐるよ。

佐々原：むったんがまさぐられ放題になっている……ボクもそっちのグループに入りたい！

ＫＰ：とはいえ、こちらも〈アイデア〉に成功しないといけないのだが。コロコロ……おっと、成功。モウジズは意識を回復したばかりでもうろうとしている睦ちゃんから〝from OUTSIDE〟を奪い取った！

ケイト：ええっ、まずい、これはまずいです！

ＫＰ：とはいえ、この行動では手にしたところでおしまいだな。次のラウンドからは〝from OUTSIDE〟を破壊する予定だ。それなりに硬いものだけど、屈強なモウジズならばあっさりと壊してしまうかもしれない。

ケイト：……こうなったら、警察とか気にしている場合じゃありません。モウジズを撃ちます。

ＫＰ：この店に入るときからケイトは拳銃を構えていたので、拳銃の先制攻撃として最初に１発、撃っていいよ。当然、狭い店内なのでゼロ距離だ。

ケイト：貫通させて、一撃で仕留めます。コロコロ……「98」～!?（泣）

睦：大丈夫、ケイトの拳銃なら「98」を出しても壊れないし、ゼロ距離だから命中しているよ！

ケイト：ほっ……よかった。ダメージは１Ｄ８です。コロコロ……「３」でした。

ＫＰ：まだモウジズは意識不明にすら陥らない。おそらく、ショゴス細胞の影響もあるだろう。

佐々原：続けて、ＤＥＸ18でナイフの攻撃。コロコロ……「23」で成功！

全員：いやったぁ～～～っ!!

佐々原：さっきと同じく、ダメージは２Ｄ４＋２です。コロコロ……「５」のダメージ。

睦：これで合計15ポイントもダメージを受けているんだから、そろそろおしまいでしょう。

ＫＰ：大量の出血により、モウジズの目はうつろになるが、なんとか左手で体を支えている。もはや左半身しか動いていないといった感じだ。

ケイト：ＤＥＸ15で拳銃の２回目の攻撃です。コロコロ……「13」。成功率を５分の１にしても成功しているので貫通です（やけに冷静に）。

ＫＰ：ひどい、血も涙もない！

ケイト：この状況なら残酷にもなります。ダメージは２Ｄ８で、コロコロ……「10」ポイントです。

ＫＰ：その一撃は、モウジズの右目を的確に撃ち抜いた。不死身かと思われたモウジズだが、さすがに脳を破壊されてはひとたまりもない。そのまま崩れ落ちようとしている。

睦：復活するかもしれないので、念のため、私の番で〝from OUTSIDE〟は奪い返しておきます。「返して！　これはさやかちゃんのものよ」

ＫＰ：モウジズの左半身は、しばらく無秩序にグネグネと動き続けるのだが……やがて、弾力を失い、まるで浜に打ち上げられたクラゲのように、どろっとしたゼリー状の塊となってしまう。

睦：右半身から解放されて、ショゴスが暴走とかしなくてよかったぁ～。

辰巳：しかし、こいつはいろいろと情報をしゃべってくれそうだったから、殺してしまったのはちょっと残念だな。

ＫＰ：さて、このゼリー状の左半身を見て、まずは〈生物学〉をしてもらおうか。これは重要なロールだよ。

睦：重要と言われても困るのですが。コロコロ……失敗です。

ケイト＆佐々原：コロコロ……失敗。

辰巳：コロコロ……よしっ、成功したぞ。

ＫＰ：辰巳先生が見るかぎり、このゼリー状のモノは、モウジズとはまったく別種の生命だ。ただし、その生命活動はモウジズの肉体に頼っており、彼が死んだことで、こいつも死んだのだろうとわかる。

佐々原：ショゴスだったら勝手に生きていそうな気もしますが……。

ＫＰ：確かに、『るるいえはいすくーる』で庄司博士が研究していた謎の生物とは少し異なる気がする。ここで佐々原は、得意の〈オカルト〉をしていいよ。

佐々原：なんかこの店に関わってから、みんなのダイス目が散々なので、そろそろボクにも呪いが来そうな気がしますが。コロコロ……安心してください、成功していますよ。

ＫＰ：想像力豊かな佐々原は、このゼリー状の肉体の元となった細胞が、神の領域に踏み込んだ禁断の秘術で生み出された、魂を持たない出来損ないの生命だったのではないかと思う。ホムンクルスを生み出そうとした、錬金術師の失敗作のようなイメージだろうか。

佐々原：こいつはショゴスの出来損ないってこと？

ＫＰ：ところで、なんのロールかは教えられないけど、ケイトは〈幸運〉を２回ロールしてくれるかな。

ケイト：いきなり〈幸運〉ですか。なんでだろう？

佐々原：２回ってことは、ケイトの拳銃の音が誰かに気づかれなかったかのロールじゃないかな。

ＫＰ：（相変わらず鋭いヤツだな……）

ケイト：コロコロ……コロコロ……２回目で失敗してしまいました。「みなさん、なんか嫌な予感がします。誰かが来ないうちに、この店から逃げませんか？」

睦：むむ～っ、さっきの〈地質学〉の失敗が気になるから、もうちょっと店の主人に話を聞きたかったんだけど。

辰巳：それはワシも賛成だが、こんな大騒ぎをしてしまったのだから、隣近所に気づかれた可能性は大いにあるだろう。ほとんど情報は得られなかったが、ここは撤収するか──

睦：あっ、ちょっと待ってください。最後に、モウジズがクラウニンシールド荘から持っていった『ポナペ教典』を探しておきたいです。

ケイト：それは大事かも。「ムツミ、私も手伝いマース！」

辰巳：そうそう、ユーニスの退職金も回収しておかないといかんな。

ＫＰ：じっくり時間をかければロールは不要だけど、急いで家捜しするならば〈目星〉になるね。

佐々原：〈目星〉だったら、むったんとケイトがいれば成功するだろうから、ボクは店の主人に話し掛けます。

ＫＰ：んっ、なんて話し掛けるの？

佐々原：「見ての通り、こいつは怪物だったんですよ。ボクらに殺されても仕方ないですよね」って、これは宇宙的事件だから、警察とかに通報しても無駄ですよって、アピールします。

ＫＰ：エリシャは涙目でうなずいているけど、その表情からは恐怖しかうかがえない。彼にしてみれば、そんな怪物をナイフと拳銃で手際よく始末した探索者も同等の怪物に見えているからね。

佐々原：そりゃあそうか……。

ケイト＆睦：コロコロ……〈目星〉は成功です。

ＫＰ：だったら、モウジズの胸ポケットに『ポナペ教典』を発見する。魔道書って大きなイメージがあるけど、この本は文庫くらいのサイズしかないんだよね。あと、日本円で百万円相当のドルの札束も発見した。

辰巳：「よしっ、最低限の目的は果たせたようだし、急いで撤収だ！」

ＫＰ：（ここで辰巳先生だけ〈心理学〉をしておくか。コロコロ……成功か）店を出ようとするとき、辰巳先生はエリシャがじっと君の顔を見ていることに気づく。

辰巳：なんだろうか……もしや、〈変装〉ロールで「00」を出していたから、主人がワシの正体に気づいたのか？

ＫＰ：さて、それはなんとも言えませんな。辰巳先生と目が合うと、エリシャはすぐに顔をそらす。

睦：前に店を偵察に来ていますからね。あれは強盗の下見だったのかとか思われちゃったかも。

辰巳：まあ、実際、下見だったのだから、なにも言い訳はできないのだが。困ったことになったな。

ＫＰ：一方、外に出たケイトたちは、大通りの向こうからオケリと警官が駆けて来るのに気づく。きっと、さっきの銃声を聞きつけてやってきたのだろう。

ケイト：「辰巳先生、なにをしているんですか。早く、早く！」

辰巳：うむむむっ、エリシャをこのままにしておくのは不安だが……ここは逃げるしかないかぁ～。







書物蒐集狂ビブリオマニアとの交渉術




　いつになく荒っぽい手段に出たせいか、エリシャの店での成果は『ポナペ教典』とユーニスの退職金の回収のみという必要最低限の結果に終わった。また、店の主人に辰巳先生の正体がばれたかもしれないのでは、今後に大きな不安が残る。

　そこでいろいろ考えた結果、辰巳先生はギャングのボス、ダニー・オバニオンに相談することにした。




ＫＰ：オバニオンは昨日のもぐり酒場にいるよ。辰巳先生はそれなりの紳士に見えるので、酒場の用心棒もすんなり通してくれるだろう。

辰巳：「オバニオンさん……ちょっと困ったことになりまして、ご相談をさせていただきたいのですが」

ＫＰ／オバニオン：「おや、さっそくどうされましたか？」

辰巳：「実はエリシャ・ウェイトという男の店で、因縁のある人物とトラブルになってしまい……やむをえず殺害してしまったのです。しかも、その現場をエリシャに見られてしまいまして」

ＫＰ／オバニオン：「おやおや、それは物騒な話ですな」

辰巳：「完全に正体が割れたわけではないので、もし、警察が動き出したら、私はここにいたという偽のアリバイを用意してもらえたらとお願いにあがりました」

ＫＰ／オバニオン：「ふ～む、わかりました。まあ、そんな面倒なことをしなくても、そのエリシャとやらに話をつければいいでしょう」

辰巳：「彼はこのトラブルには無関係なので、あまり手荒なことは──」

ＫＰ／オバニオン：「ご心配には及びません。本当に話をするだけですから」と、オバニオンは手下に向かって、小声で指示を出している。オバニオンの組織は警察とも癒着しているし、たぶんこれで大丈夫だろう。ただし、オバニオンは冷たい笑みを浮かべて「これで貸し借りはなしですな。もちろん、プロフェッサーと私の仲ですから、これからも喜んで相談には乗りますが、次からはギブアンドテイクでお願いしますよ」と、ささやきかける。

睦：なんだか、このままズルズルと悪の道に引き込まれそう。

辰巳：この事件が解決したら、二度とアーカムには戻らんぞ……。




　佐々原はモウジズから奪った札束をユーニスに渡して、アーカムから出ることを勧めると、一足先にホテル・ミスカトニックに戻っていた。




佐々原：辰巳先生がオバニオンと闇の交渉をしている間に、回収した『ポナペ教典』を斜め読みしておきますね。〈ほかの言語（英語）〉で、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：ざっと読んでわかることは、『ポナペ教典』は１７３４年に南太平洋を旅したアブナー・エゼキエル・ホーグ船長によって、いまでは失われてしまったポリネシア人の神話と伝説がまとめられた、人類学的に貴重な内容だということだ。その点では、普賢堂が南洋を旅して各地の伝承を記した『南洋奇記』と共通するものがあるね。

佐々原：この本には、本当にレベッカが欲しがるようなクトゥルフ神話の知識が書かれているんですか？

ＫＰ：本の中には極めて堕落した部族があがめていた神々についての記述があり、そこには〈クトゥルフ神話〉が24％もある佐々原がギョッとする名前が何度も登場する。クトゥルフ、ガタノソア、ユトグタ、ゾス＝オムモグ……この神々についての失われた知識が、この本には記されているのだ。

佐々原：なんだか聞いたことのない名前も混ざっていますが、とにかくすごい本のようだ。

ＫＰ：そして、これらの知識は、きっとダゴン秘密教団にとっては有益なものだろう。さて、そんな禁断の知識に触れた佐々原は正気度を１Ｄ３ポイント減らしてくれ。

佐々原：コロコロ……「１」で済んでよかった。「こんなものがダゴン秘密教団の手に渡ったら良くないことが起きるに違いない。とてもレベッカには渡せないぞ」って、ホテルの部屋で戦慄しています。




　一方、ミスカトニック大学の女子寮に戻ったケイトと睦ちゃんは、問題のレベッカの部屋に様子を見に行った。




ケイト：モウジズから話が聞けなくなったので、エフレムへの手掛かりはレベッカだけになってしまいましたね。

睦：むむ～っ、できればレベッカはそっとしてあげたいんだよね。なんだかそんなに悪い人って感じじゃないし。

ＫＰ：君たちが部屋を訪ねてくれると、レベッカは歓迎してくれる。最近、〈学内評価〉が下がったせいで、寮のお友達とも疎遠になってしまっているので、新しい友達が出来たことがうれしいようだ。

ケイト：ミスカトニック大学の学生たちは世知辛いですからね。その気持ち、よ～くわかりますよっ！

ＫＰ：もし、興味があるのならば、レベッカが所属する教団に二人を勧誘したいぐらいだ。

ケイト：それは遠慮しておきます！

ＫＰ：まあ、勧誘は冗談として……ちょうどレベッカは荷造りをしているところだね。

睦：「レベッカさん、どこかにお出掛けですか？」

ＫＰ：明日はミスカトニック大学がお休みなので、インスマスに帰るつもりらしい。「ムツミたちには前にも話したけど、ちょっと地元で問題があってね……」

睦：インスマスの住人が失踪するという、あれですか。私たちもついていった方がいいのかなぁ？

ケイト：ええっ、インスマスに行くの!?

睦：だって、レベッカのことが心配なんだもん。

ケイト：それは私も同じ気持ちだけど……シナリオの本筋から離れて、レベッカを助けるなんて寄り道をしていていいのかなって。

辰巳：いやいや、もしかしたら、その失踪事件はエフレムのたくらみと関係しているのかもしれないぞ。

睦：消えた住人は、エフレムの実験材料とかにされているのかも。

ＫＰ：ともかく、明日の朝、彼女はインスマスに行くらしい。

佐々原：ボクとしては、レベッカのことは助けたいというより、むしろ悪者と思っているんだけど、ダゴン秘密教団の主導者だっていう彼女を利用して、インスマスで安全に行動するというのはアリだと思う。

辰巳：なるほど、睦くんたちの友人を利用するようで悪いが、それは良いアイデアかもしれない。

ケイト：でも、エフレムがインスマスにいるという証拠はないんですよね。

辰巳：『るるいえみつかどにっく』の最終話のままだとすれば、エフレムはいま人間ではなく、目のないカラスの姿をしているから、どこかに住居を構えているという感じではないのかもしれないぞ。

ケイト：インスマスって、ちょっと様子を見に行くとか、そんな感じで行けるところなんですか？

ＫＰ：実はアーカムからインスマスはとても近くて、バスで30分くらいの距離なのだ。

ケイト：あれっ、そんなに近いんですか。だったら、行ってみてもいいかも。てっきり、一度行ったら、もうアーカムには戻れないくらいのところにあるかと思いました。

辰巳：もしも、この失踪事件がエフレムの仕業であると証明できれば、ダゴン秘密教団との同盟関係にひびを入れることができるかもしれない。そうなればワシらにとって状況は有利となるはずだ。

ケイト：それはいい流れですね。わかりました、だったらすぐに行きましょう。「レベッカ、困り事があるなら、とっても頼りになる人を知っているの。協力させて！」

ＫＰ：「……けど、いくらケイトの紹介だとしても、インスマスに好きこのんで来てくれる人なんているかしら？」と、レベッカは悪名高い故郷に対して、やや自嘲気味な態度を取る。

ケイト：「あの人たちだったら大丈夫だよ、きっと！」

辰巳：いや……好きこのんで行くわけじゃないがな（苦笑）。

佐々原：事件解決のために、仕方なく行くんだけどね。

ケイト：そんなわけで、エリシャさんの店で殺人事件が起きたと知られる前に急いでアーカムを出ましょう！（笑）

睦：……そう言えば、あの店にいたモウジズとレベッカは連絡を取り合っていたんだよね。事件があったとか知られたら、ややこしいことになるかも。

佐々原：しかも、モウジズが持っていたはずの『ポナペ教典』を、新しい友人のむったんが持っていることが知られたら、確実に修羅場になるよね。

辰巳：明日は、朝刊が届く前にインスマスに向かった方がよさそうだな。




　この日の夜、ケイトと睦ちゃんは交代で寝ずの番をして、さやかちゃんがやって来ることを警戒していた。そのおかげか、悪夢を見ることはなかった。

　翌朝、寝不足のケイトから連絡を受けた佐々原は、辰巳先生と一緒に、前回から借りたままのパッカードで女子寮の前に乗り付けた。ケイトの言っていた助っ人が、ミスカトニック大学で特別講演もしている著名な辰巳先生だったことにレベッカは驚くが、同時に頼もしさも感じたようで、いまのところは良好な関係が築けたようだった。




ＫＰ：アーカムの市街地から出てハイウェイ１Ａ号線に乗り、標識のない交差点を曲がって北へ進めばインスマスが見えてくる。小さな湾を取り囲むような町だね。このあたりは塩害のせいか農業には不向きのようで、放棄されたらしい耕作地が広がっている。また、町の建物は半分くらいが恐ろしく古びた空き家で、滅びつつある、半ば捨て去られた町といった印象だね。

佐々原：失踪事件という話だったけど、まずはどこに行けばいいんだろう。

睦：やっぱり、ダゴン秘密教団で話を聞いたりするのかな。

佐々原：そんなところに行くのはごめんだよ！

ＫＰ：レベッカの実家はある事情で立ち寄れないので、まずは彼女のレースの先生の家に行くことを提案するよ。

ケイト：レースの先生というと……メリローさんの家ですか。そこなら安全な気がしますね。

ＫＰ：もう少し、インスマスの地理的な説明をしておこう。この町の中心はマヌーゼット川によって南北を分けられており、川沿いは工業地帯が続いている。ただ、それらはほとんどが廃業していて、いまは工場と倉庫の廃墟ばかりだ。この町の最盛期には鉄道も通っていたが、それも廃線となってしまい、さびた線路だけが残されている。

辰巳：その荒廃っぷりは、最近あったという政府の摘発の前からなのだろう？

ＫＰ：そうですね。インスマスの最盛期は19世紀初頭。以後、１８１２年頃にはすでに陰りが見え始め、住人の多くが汚れた混血種となり、産業は衰退、１８８９年の鉄道廃線がとどめを刺したという感じかな。インスマスの町並は最盛期の時代からほとんど変わっておらず、アーカム以上に古い建造物が残っているのが特徴だ。

佐々原：メリローさんの下宿というのはインスマスの町中にあるんですか。

ＫＰ：マヌーゼット川の南側、アーカム方面につながる道路に近いところに、メリローが下宿するという家がある。このあたりはインスマスの住宅地なのだけど、うわさに聞くようなインスマス面づらをした者は少ないね。ただし、君たちのようなよそ者を歓迎するようなこともない。

佐々原：ここはインスマスでも安全地帯なのかな。レベッカに案内してもらって、家の前に車をつけますよ。

ＫＰ：では、バブソン・ストリート[image: ]にあるメリローの下宿に到着した。建築様式からして、築百年くらいの質素な二階建だけど、人が住んでいるのか廃墟なのか区別がつかないボロ屋ばかりの町で、この家はきちんとこまめに手入れをされているようだ。

ケイト：メリローさんが下宿しているだけあって、住み心地の良さそうな家ですね。

ＫＰ：また、この家の裏には広い家庭菜園があって、季節の野菜が植えられている。ちょうど菜園では、二人の女性が作業をしているところだ。一人は野良着の中年婦人、もう一人は黒いレースのベールを被った肉感的な美人だ。

佐々原：おおっ、本当にメリローさんがいた。いい匂いはしますか？（笑）

ＫＰ：アンバーグリスの蠱こ惑わく的な匂いを漂わせているよ。

佐々原：やっぱり本物だ！

ＫＰ：レベッカはメリローと再会すると、少女のような笑みを浮かべて、うれしそうに駆け寄る。メリローも歓迎して、まるで妹か娘が帰ってきたかのように喜んでいる。モノクロ時代のアメリカ映画のような光景だ。

佐々原：ボクらに対してはどんな反応なんだろう。レベッカに紹介してもらいたいな。

ＫＰ：レベッカがみんなを紹介すると、メリローは礼儀正しく、古風なイギリス英語で「レベッカがお世話になっております。この子がアーカムの友人を連れて来るなんて初めてですわ」と、歓迎してくれる。ただ、佐々原と辰巳先生の顔を見ると、ちょっと首をかしげるかもね。

ケイト：でも、ロンドンにいたメリローさんと、直接は面識ないんですよね。

辰巳：ワシらと顔も名前も同じご先祖様とは知り合いだから（笑）。

ＫＰ：そんな再会を喜んでいるところ悪いのだが、探索者たちは〈目星〉の半分でロールしてもらおうか。

睦：半分とは厳しいですね。コロコロ……失敗です。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

ケイト：残るは私だけですか。コロコロ……よかった、成功しています！

ＫＰ：みんながメリローと和やかに会話している中、地下探検で鍛えられたケイトの観察眼は、裏庭に面した家の壁の下にある通気口らしき細い穴から、ギョロリとした二つの目がこちらを見ていることを見逃さなかった。

ケイト：なんて怪しいんでしょう。こちらをのぞいているのだったら、ツカツカと近づいて、「こんにちは～、なにをしているんですか？」って、話し掛けてやります。

ＫＰ：いや、ケイトが近づこうとすると、すぐに消えてしまった。どうやら、この家には半地下になっている部屋があるようで、この穴は明かり取りの窓になっているようだね。ケイトが窓の方を気にしていると、メリローが「どうかされましたか？」と、声を掛けてくるよ。

ケイト：「ここから誰かが見ていたような気がしたんですが」

ＫＰ：すると、下宿の大家とメリローはばつの悪そうな顔をするね。二人によると、その人物は下宿の地階を借りているカーミット・アレン・ロウエスという男だ。極度の書物蒐集狂ビブリオマニアで、悪い人ではないのだが、のぞきをする癖があるそうな。

ケイト：「メリローさん、のぞきは犯罪ですよ！　悪い人ですよ！」

辰巳：しかし、書物蒐集狂というのはちょっと気になるな。どんな本を持っているのだろうか……。

ＫＰ：すると、レベッカは空気を変えるように、「立ち話もなんですから、中に入りませんか？　メリロー先生のいれる紅茶はイギリス仕込みで、とっても美味しいんですよ！」と、提案する。どうやら、ロウエスという奇妙な人物から、みんながインスマスに対して悪い感情を持たないように配慮しているようだね。

佐々原：「それはありがたい。ちょっと休ませてもらいましょう」

ケイト：中に入るのは賛成ですけど、私はロウエスがのぞきをしていないか警戒していますからね！




　食堂で紅茶を楽しみながら、レベッカはインスマスに戻ってきた理由をメリローに伝えた。




睦：「私たちはレベッカのお手伝いで来たんですが、この町で起きている失踪事件について、メリローさんはなにかご存じないですか？」

ＫＰ：メリローの聞いた話によると、インスマスの住人が出掛けたきり帰って来ないことが連続して起きているそうだ。わかっているだけで四件、事件は昼夜にかかわらず起きており、失踪した住人に共通点はない。インスマスのマーチン主任保安官も最優先で捜査しているのだが、いまのところ犯人の目星もついていないらしい。

睦：怪物に襲われたとか、そういう可能性はないんですか？

ＫＰ：メリローは声を潜めて教えてくれるのだけど……ここだけの話、インスマスには昔から人を襲う怪物がいるとうわさされているが、ここの住人はそういった危険な連中を避ける術は心得ているそうな。そんな怪物に襲われるのは、不用心なよそ者だけってことだね。

辰巳：となると、インスマスの住人も知らない未知の怪物か、または巧妙な人さらいの仕業か……。

ＫＰ：メリローとしては、閉鎖的なインスマスのために、探索者のような人たちが来てくれたことが不思議でならないらしい。「どうして、みなさんはそんなに失踪事件のことを気にかけてくれるのですか？」

睦：「それはレベッカさんがアーカムで二番目に出来たお友達だからですよ」

ケイト：「寮の先輩が困っていたら、手助けするのは当たり前です。それに、こういう冒険とかが好きなんで」

ＫＰ：ふむふむ、なるほど。だったら、メリローは感激して、レースのハンカチで涙をぬぐっている。インスマスの名家、ブルースター家に生まれたレベッカだけど、ある種の才能に恵まれなかったそうで、実家での生活は幸せなものではなかったそうだ。幼いレベッカに手芸を教えていたメリローは、そんな彼女を心配していたのだけど、君たちのような良き友人が出来たことをわが事のように喜んでいるのだ。

ケイト：メリローさん、いい人ですねぇ（しみじみ）。

佐々原：なんだかレベッカを利用して、インスマスを調べるのが悪い気がしてきたよ……。

睦：そんなひどいこと考えているの、タマ兄だけだからね。私は純粋にレベッカのことを心配してるから！

ＫＰ：さて、ここでケイトは〈聞き耳〉か〈目星〉の得意な方。ケイト以外の探索者は〈聞き耳〉か〈目星〉の得意な方を５分の１にしてロールしてくれるかな？

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：三人ともすごい出目がいいな！

ケイト：コロコロ……なぜか、私だけが失敗！（泣）

ＫＰ：ダイスは時々不思議なことをするねぇ。では、警戒していたはずのケイト以外の探索者は、食堂の扉の陰に人の気配を感じる──

佐々原：すぐさま駆け寄って、扉を開けます！

ＫＰ：向こうに人がいるとしたら、その人物のＤＥＸに対する、佐々原のＤＥＸの抵抗表のロールになるね。

佐々原：上等です。コロコロ……「49」なので、そいつがＤＥＸ18でも成功していますよ！

ＫＰ：さすがにかなわないな。佐々原が俊敏な動きで扉を開くと、そこに驚いて尻餅をついたロウエスの姿がある。

佐々原：「なにをしていた!?」

ＫＰ：「いや……私もお茶をいただこうかと思って……」と、ロウエスはオロオロしている。

ケイト：「うそばっかり。さっきも私たちのことをのぞいていたじゃないですか。どういうつもりですか!?」

ＫＰ／ロウエス：「い、いや、その……町から美しい方がいらっしゃったから、ちょっと気になってしまって」

ケイト：「まあ、お上手……なぁんて、そんなお世辞に乗せられると思ったんですか？」って、逃げられないように背後に回りますよ。

ＫＰ：では、ロウエスの姿をじっくりと観察したところで、みんな〈人類学〉をロールしていいよ。

ケイト＆佐々原：コロコロ……失敗。

睦：〈人類学〉は大好きな授業なのです。コロコロ……むむ～っ、それでも失敗してしまいましたぁ（泣）。

辰巳：コロコロ……おおっ、〈人類学〉は14％しかないのに成功したぞ！

ＫＰ：この男のギョロリと大きく飛び出した目。横に広く開いた口の骨格。首に刻まれたエラのように深いシワ……辰巳先生はこの男には人類とは異なる汚らわしい血が流れていることに気づく。その特徴は『るるいえばけーしょん』で出会ったダゴン秘密教団の幹部ランダル・レスピシオや、彼の仲間であるおぞましい魚人たちと共通するものがある。このことに気づいた辰巳先生は〈正気度〉ロールだ！

辰巳：くっ、余計なことに気づいてしまった。コロコロ……失敗した。

ＫＰ：まあ、このくらいでは失敗しても１ポイント減るだけですよ。

辰巳：現在正気度は55になってしまった。こいつ、絶対に許さないぞ。のぞきの罪で、合法的に抹殺してやる。

ＫＰ：探索者に包囲されると、ロウエスはレベッカに「な、なんとか言ってやってください」と、助けを求める。

ケイト：レベッカさんにですか。「これって、どういうことなんですか？」って、レベッカさんに尋ねますけど。

ＫＰ：（これまで構築した友人関係からして、ここは話してもいいかな）レベッカは言いにくそうに説明するのだけど、彼はインスマスの情報屋なのだそうだ。よそ者が来たら、彼がその動向や素性などをチェックをしてダゴン秘密教団に報告するのだという。

佐々原：生け贄にふさわしいかどうか調べるわけですね……って、悪いやつじゃん！

ＫＰ：ただ、レベッカは「けれど、あなたとの契約は終了したはず。というか、あの摘発のあと、あなたの方から私たちの元を離れたのでしょう？」と、首をかしげている。

ケイト：つまり、新しい雇い主がいるってことですね。「誰に頼まれたのか教えなさい！」

ＫＰ／ロウエス：「それは職業上の秘密というやつでお答えできませんよ」

佐々原：「おまえは情報屋なんだろう。金を払えば、その情報は売ってくれるのか？」

ＫＰ／ロウエス：「私はねぇ、そんなもののために動く人間じゃないんですよ。あなたたちのような無教養な乱暴者にはわからないでしょうがね」

佐々原：ずいぶん態度でかいな。自分の立場がわかっているのか？

ＫＰ：なにしろ、ロウエスにとってインスマスはホームグラウンドだからね。彼になにかあったら、君たちもただでは済まないかもよ。

辰巳：「そんなもののためと言っていたが……おまえは、信仰心で動いているというのか？」

ケイト：いや、この人、書物蒐集狂だって言ってましたよ。

佐々原：ということは、知識が欲しいのか。だったら、ボクだってそれなりに知識は得ているぞ。無教養だとか見くびられたくないので、ちょっと披露してやりたいのですが？

ＫＰ：だったら〈クトゥルフ神話〉をロールしてごらん。成功したら、君に一目置くかもね。

ケイト：なにそれ。〈クトゥルフ神話〉ってなんですか？　私、そんな技能持っていないんですけど（笑）。

佐々原：ここは格好良く決めたい。コロコロ……駄目です、失敗しました。

ＫＰ：すると、ロウエスは「ちょっとは聞きかじっているようですが、真の知識にはほど遠いね」と、小バカにしたような顔をする。

佐々原：ムカ～～～ッ！

ケイト：書物蒐集狂だったら、私たちが持っている魔道書で取引できるのでは？

睦：む～っ、この人に魔道書を渡しちゃって大丈夫なのかな～。

ケイト：とりあえず、クラウニンシールド荘で回収した魔道書のリストくらいは見せてやったらどうでしょう。

辰巳：といっても、こいつが欲しがるほどのレアな魔道書はラテン語版の『妖蛆の秘密』くらいしかないぞ。

佐々原：「ずいぶんと見くびっているようだけど、君は『妖蛆の秘密』は読んだことあるのかい？」

ＫＰ／ロウエス：「いや、それはないが……あの本は世界に15部しかないとされる貴重な本だぞ。市場に出るどころか、コレクターが公開することさえまれな代物だ」

辰巳：「では、これはなんだと思うかね」と、『妖蛆の秘密』を見せてやろう。

ＫＰ：すると、最初、ロウエスは偽物だろうと高をくくっているのだが、数ページめくるとガタガタと震えだし、汗はタラタラ、息も荒くなってきた。「こ、これは……まさしく『妖蛆の秘密』じゃないか（ハアハア）」

ケイト：「どうです、なにか話したくなりましたか？」

ＫＰ：「わかった、なんでも協力しよう……ただ、その前に……」と、目配せをする。どうやら、レベッカに聞かれてはまずい話のようで、人払いをしてほしいようだ。

睦：だったら、レベッカに「そうだ、せっかくメリローさんの家に来たんだから、レースの編み方を教えてもらいたいなぁ」と言って、別の部屋に連れ出します。

ＫＰ：うーん、不審な態度のロウエスを問い詰めるか、睦ちゃんとイチャイチャとレース編みをするか、レベッカは天秤にかけるわけだが……「だったら、先生の部屋に行こうか」と、睦ちゃんの方を選んだようだ（笑）。

睦：やったぁ。じゃあ、あとはよろしくお願いしますね～。




　レベッカが席を外したことで気が楽になったのか、ロウエスは自分が落ち目のダゴン秘密教団を見限って、いまはエフレムの仕事を受けていることを素直に白状した。ただ、ロウエスはエフレムと直接会ったことはなく、普段はモウジズと取引をしており、彼がインスマスにいないときには、ある方法で連絡を取っているのだという。




辰巳：「ある方法というのは？」

ＫＰ：すると、ロウエスは「ここから先の情報は『妖蛆の秘密』を渡してもらってからですね」と、口をつぐむ。

辰巳：「ずいぶんともったいぶるじゃないか」

佐々原：「だいたい、この本を渡したあとで、おまえがうその情報を教えるかもしれないだろう。それが真実だと、どうやって保証するんだ」

ＫＰ：すると、ロウエスはため息をついて、呆れたように首を左右に振るね。「だから、あんたはなにもわかっていないと言うんだよ。あのねぇ、『妖蛆の秘密』に換えられるものなんてこの世にはないんだ。その本と引き替えなら、私はなんだってするよ。雇い主への義理とか、情報屋のプライドなんてどうだっていいことだ」

佐々原：そこまでこの本が大事なのか！（笑）

ＫＰ：佐々原にはわからない価値観で動いているのだろうねぇ。

ケイト：ここまでわかりやすく自分の欲望をさらけ出しているのなら、さすがに信用していいのでは？（笑）

辰巳：まあ、この交渉はお互いに妥協点を見つけるのが難しそうだからな……ここは、こいつの魔道書に対する情熱を信じてみるか。




　ロウエスを信じた探索者たちは、『妖蛆の秘密』を提供する代わりに、インスマスに起きている事件について根掘り葉掘り尋ねたところ──

　ロウエスの仕事は、インスマスによそ者（政府関係者や探索者など）が来たら報告するというものだったこと。

　エフレムとは、マーシュ精錬所から地下に下りて、指定の場所に手紙を置くことで連絡を取っていたこと。

　ロウエスの推測だが、どうやらエフレムは人前に姿をさらすことができないらしいこと。

　失踪事件は、エフレムたちがインスマスにやって来てしばらくしてから起きるようになったこと。

　以上、四つの情報が得られた。




辰巳：この話を聞くと、エフレムはまだカラスの姿のままなのかもしれんな。

ケイト：インスマスにも地下トンネルがあるんですか。ケイトとしては、ワクワクしてきましたよ（笑）。

睦：むむむ～っ、そんな楽しいところじゃないと思うよ……。

ケイト：「あなたはエフレムの指定している場所まで行く道のりはわかっているんですよね。だったら、地図を描いてくださいよ」

ＫＰ／ロウエス：「それはもちろんかまいませんが、私にできるのはそこまでですよ。裏切ったと思われたら怖いので、道案内はしませんからね」

ケイト：「ええ、それでいいですよ」

ＫＰ：ロウエスの話だと、インスマスの地下トンネルは自然の洞窟と、密輸業者が整備したトンネルが複雑に入り組んでおり、海から水が流れ込んでいるので、ボートでもなければ進めないところも多いそうな（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……辰巳先生が成功しているか）。辰巳先生はロウエスの態度からして、問題はそれだけではなさそうだと感じる。

辰巳：「まだなにか隠していることがあるんじゃないのか？　ここまで来たら、すべて話したらどうだね」

ＫＰ：そう言われたら、ロウエスもしぶしぶと話すけど「エフレムと連絡を取るために指定された場所は、ダゴン秘密教団にとって大切な場所でもあるんだ。そこには教団の秘儀が隠されているといううわさだが……私はもちろんだけど、新米のレベッカお嬢さんだって、なにがあるのかは知るまい。ただ、エフレムが落ち目の教団と同盟を結んだのは、きっとその秘儀が目当てだったんだろうね」

睦：むむ～っ、ダゴン秘密教団の秘儀……それを利用して、エフレムはなにかをたくらんでいる？

辰巳：この流れだと「ふさわしき肉体」を手に入れるために必要なのだろうな。最強の肉体を生み出すとか、召喚するとか、そんな感じだろう。

佐々原：「その秘儀については、なにか聞いていないのか？」って、ロウエスを問い詰めますけど。

ＫＰ／ロウエス：「いや、なにも……ただ、そんなに長い時間がかかるものではないだろう。最近、インスマスで起きる失踪事件は、きっと秘儀の完成の前触れなんじゃないかな」

ケイト：これはのんびりしていられないですね。エフレムが「ふさわしき肉体」を使ってしまったら、さやかが復活できなくなってしまいます。

ＫＰ／ロウエス：「私が話せるのはこれくらいです。おっと、出掛ける前に、あなたたちが戻って来なかったときのために『妖蛆の秘密』は置いていってくださいよ」

辰巳：「……まあ、約束だからな。その代わり、エフレムとの連絡をする場所までの地図を描いてもらおうか」

ＫＰ：「ええ、そのくらいのことならお安い御用です」と、彼は地図を描くのだが……地下トンネルは迷路のようになっているため、記憶を頼りに描くのは難しそうだ。

佐々原：「おいっ、しっかり思い出せよ！」

ＫＰ：けれど、ここで〈ナビゲート〉に成功すれば、ロウエスが正しい地図を描く手助けができる。ほかにもロウエスの集中力や、記憶を呼び起こすような行動をすれば良いことが起きるかもね。

佐々原：困ったやつですね。まあ、〈ナビゲート〉はボクが得意だから手伝うけど……。

ケイト：記憶を呼び起こすって、どんなことをしたらそんなことできるって言うんですか。

睦：〈製作（料理）〉で心身をリラックスさせるカモミールティーをいれてあげるとか（笑）。

ＫＰ：それは良いアイデアだけど、睦ちゃんはいまレベッカとイチャイチャしているからね。

睦：おっと、そうでした。「レース編みって楽しいね、レベッカさん！」

辰巳：〈精神分析〉で心を落ち着かせることはできないだろうか。

ＫＰ：可能ですよ。もっとも、心を落ち着かせるというより、催眠術で記憶を呼び起こさせる感じですけどね。

辰巳：それが可能なら、それでかまわん。

ＫＰ：では、ロウエスは便せんに地下トンネルの地図を描き始めた。そして、まずはこんなふうな地図を描いてくれる。「ココ」と書いてあるところが、エフレムへの報告の手紙を置いておく指定の場所だよ（二つの分かれ道がある簡単な地図を見せる）。
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ケイト：迷路というほどではありませんね。ほとんど道なりって感じ。

ＫＰ：ここで佐々原は〈ナビゲート〉をロールしてくれるかな？

佐々原：コロコロ……成功しました。「本当にこれであっているのか？」

ＫＰ：地図製作が得意な佐々原に不自然な点を指摘されると、ロウエスは「おっと、そう言えばここに分かれ道がありましたっけ」と、分かれ道を追加する（そう言って、キーパーも地図に道を描き加える）。

佐々原：そんな大事なこと忘れるなんて、駄目じゃないか！

ＫＰ：続いて、辰巳先生どうぞ。

辰巳：よし、だったら懐中時計をユラユラと揺らして「あなたは、このトンネルを進んでいるとき、なにが見えましたか……？」と、逆行催眠をかけよう。コロコロ……よし、成功したぞ。

ＫＰ：すると、ロウエスはぼんやりとした顔で、「ここに分かれ道が見える」と、もうひとつ分かれ道を描き加えた。おめでとう。きっと、これが正しい地図だろう。

ケイト：最初の地図に比べると、ずいぶんと違いますね！

佐々原：危ういところだった！

ＫＰ：ロウエスから得られる情報はこんなところだよ。そろそろ約束のものを──

辰巳：まあ、役には立ったから『妖蛆の秘密』は渡そう。

ＫＰ：すると、ロウエスは奪うようにして受け取り、半地下の自室へと駆けていった。しばらくすると、下の階から歓喜の笑い声が聞こえてくるよ。

辰巳：調子に乗って星の精（星の吸血鬼）を召喚しなければいいのだが……地下から悲鳴が聞こえても、助けにはいかないぞ。

睦：ところで、私はずっとレース編みをしていたのですが、なにかいいことありませんか。心が落ち着いて、正気度が回復するとか──

ＫＰ／レベッカ：「ムツミ、もっと無心に編んだ方がいいかも。編み目が乱れているよ」（笑）

睦：「むはっ、ごめんなさい！　邪念が入ってましたぁ!!」







インスマスを走り抜けろ




ケイト：ロウエスの話だと、エフレムは「ふさわしき肉体」の準備を進めているようです。ここは急いで地下トンネルに行って、エフレムと対決するという感じでよいのでしょうか？

佐々原：そうするしかないと思うけど、やっぱりショットガンは欲しかったなぁ。

辰巳：まったくだな……あんなことでオバニオンへの貸しを返してもらうなんて、惜しいことをした。

睦：キーパーが最初に味方ＮＰＣに協力してもらえと言っていたから、レベッカにダゴン秘密教団の集会に連れて行ってもらって、失踪事件の調査をする代わりに共闘してくれるよう交渉してみるのもありかも。

ケイト：でも、個人的にはレベッカを巻き込みたくないですよ……。

睦：それは私も同じ意見だけど。インスマスの地下トンネルは、アーカムのトンネルより危険だと思うよ。

辰巳：かといって、インスマスの住人をさらうような怪物を相手にするのもリスクが高過ぎないか。

睦：たぶんだけど、エフレムが実験していたショゴスが逃げ出したとか、そんな感じだと思うんだけど。

佐々原：そんな相手にショゴス抑制剤だけでなんとかなるの？

辰巳：別にショゴスにとって、抑制剤は弱点というわけではないからな……。

佐々原：エフレムが欲しがっていたダゴン秘密教団の秘儀というのがどんなものなのか気になるけど、これを聞き出すには、ボクらが教団と同盟を結ぶくらいの関係にならないと難しいですよね。

睦：レベッカでさえ知らないような秘儀だからねぇ。

ＫＰ：まあ、シナリオはテンポ良く進んでいるので、ここは時間をかけてじっくりと考えてちょうだい。




　実はここまでのプレイはキーパーの想定していたプレイ時間よりも、やや早めに進行していた。それは睦ちゃんとケイトがインスマスの要人であるレベッカと良好な関係を構築していたことと、情報屋のロウエスにいち早く気づき、適切な対処をしたからだ。

　シナリオでは、睦ちゃんが提案したように、『ポナペ教典』や失踪事件の解決を取引材料にしてダゴン秘密教団から情報を得るという展開も用意されていたが、これは不要になってしまった。

　このように探索者の行動によって、シナリオの展開が変化するのはＴＲＰＧではよくあることだけど、ベテランの探索者たちは、これまで伏線がばらまかれていたダゴン秘密教団との交渉をしないまま、地下トンネルに挑むことに不安を感じていたようだ。実際には、ここまで情報を得ていれば、あとは地下トンネルに突入しても問題なかったのだけど、これは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に慣れているからこその悩みだろう。

　ボクのプレイスタイルだと、こういうときは必要な情報は出尽くしたと誘導してあげるのだけど、プレイ時間に余裕があったので、トンネルに行ってから後悔しないよう、みんなには考える時間をたっぷりあげることにした。

　そうしたら、佐々原の口から思わぬアイデアが飛び出したよ。




佐々原：やっぱり最終決戦に向けてショットガンは欲しいですよ。貸し借りはなくなってしまいましたけど、今度はギブアンドテイクでもかまわないので、ショットガンを借りてきませんか？

辰巳：とはいえ、なにか取引材料があるのか。オバニオンともなれば、多少の現金ではなびかないだろう。

ＫＰ：辰巳先生と親交のあるミスカトニック大学の教授に、とある学生の成績に便宜を図るよう頼んでもらうとか、そういうプライスレスなことを頼まれるだろうね。

睦：オバニオンに弱味を握られるのはやめた方がいいと思うけど……。

佐々原：だったらさ、ミスカトニック大学の地下トンネルの地図とかどうだろう。第一話で密輸に利用していたけど、運び屋がネズミの怪物になっちゃったから、いまは使えなくなったわけでしょう？

睦：それは欲しがりそうだけど……あんまりギャングが地下に来たら、ケイトのサークルが困るんじゃないの？

佐々原：「地を穿うがつものたち」がマッピングした地図全部じゃなくて、一部だけでもいいと思うんだけどな。ケイトとしてはどう思う？

ケイト：どうなんでしょう。それをするには、ミスキーにお伺うかがいを立てねばなりませんね。「ミスキーを讃たたえよ、ミスキーを讃えよ～」（祈る仕草をする）。

佐々原：……それで、ミスキー様はなんとおっしゃっていますか？

ケイト：「許可する」とのことです（笑）。

辰巳：なんなんだ、その茶番劇は（笑）。

ケイト：でも、私はそんな「地を穿つものたち」が秘蔵する地図を入手できるんですか？

ＫＰ：冒頭のセメスター・チェックで、ケイトは「組織活動」にスケジュールを多く割いているから、「地を穿つものたち」の熱心なメンバーと言える。そういった仲間内だけの情報も楽に入手できるだろう。

ケイト：だったら、私たちが普段行かないような大学の敷地のはずれの方の地図を提供しましょう。あとでサークルメンバーには「あっちでギャングを見掛けたから行かない方がいいよ」って、警告しておけば大丈夫。

辰巳：その情報をギャングに売ったのが、警告をしてくれたケイト本人だとは夢にも思うまい（笑）。

佐々原：よしっ、そうと決まれば、一度、アーカムに戻ろう！

ＫＰ：それはいいけど、レベッカはメリローの家に残るからね。夕方から大事な集会があるそうだ。

睦：きっとダゴン秘密教団の集会でしょうね。それって、あと何時間後くらいですか。

ＫＰ：そうだね……君たちは朝早くにアーカムを出発したから、あと四時間くらいある。

睦：できたら、その前にエフレムとの決着をつけたいですね。集会で教団の連中に無能を責められたレベッカが、エフレムを問い詰めに行って、返り討ちにされそう。

佐々原：ボクらが地下に行ったら、エフレムに直談判をしに行ったレベッカとインスマスの連中が怪物に食い殺されているところを目撃して、正気度をごっそり削られる展開だね。

ケイト：それは嫌過ぎます。でも、レベッカって不幸そうだから、そういう展開もすっごくありそう！

辰巳：集会の前に片を付けるとなると、オバニオンと交渉するのは時間的にギリギリだな……。

佐々原：「ボクのドライビングテクニックがあれば、往復時間は短縮できます。さあ、みんな乗ってくれ！」

睦：「タマ兄、私はレベッカのことが心配だから、ここでレース編みをしながら見張っているよ」

辰巳：「まあ、この家なら安全そうだから、いいんじゃないかな」

ＫＰ：じゃあ、インスマスの町から、アーカムに急いで戻るのなら……〈運転（自動車）〉の２倍のロールにしてもらおうか。成功すれば、交渉にたっぷり時間が使えるだろう。

佐々原：２倍だったら楽勝ですよ。「00」が出なければ成功です。コロコロ……うげっ、「00」だ!!

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：（失敗したせいでオバニオンと交渉する時間が減るとしてもいいけど、盛り上がらないな。プレイ時間にも余裕はあるし、ちょっと嫌なイベントを発生させてやろうか）調子に乗った佐々原は、普通なら自動車が入れないような狭い路地や悪路を、高度なテクニックで突き進むのだが……大きな水たまりを走り抜けようとしたとき、不意に車体が傾いた。なんと、その水たまりは意思を持っているかのように大きく盛り上がり、君たちの乗るパッカードを持ち上げようとしているのだ！
















全員：ぎゃあ～～～～～～～～～～っ!!

ＫＰ：制御を失いかけた自動車を立て直すには〈運転（自動車）〉をそのままでロールしてもらおうか。

佐々原：二度も「00」を出すものか。コロコロ……成功！

ＫＰ：片輪走行になりかけたけど、佐々原は車が横転するのは避けられた。背後を見ると、道路にあった水たまりはもうなく、そこには半透明のゼリー状の柱がそそり立っている。

辰巳：こいつが失踪事件の犯人か!?

ＫＰ：その柱はイソギンチャクのようにグネグネと体を揺らすと、パッカードに向かって倒れるようにして迫ってくる。さ～て、ここは気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

辰巳：ぐぬぬ、これは失敗したらごっそりと減らされそうだぞ。コロコロ……よしっ、成功だ！

ケイト：コロコロ……私、正気度50しかないんですよ。駄目です、失敗しました！（泣）

佐々原：コロコロ……成功。ごめんね、ケイト。ボクたちだけ成功しちゃって。

ＫＰ：成功しても１ポイント、失敗した人は１Ｄ８ポイントの正気度を減らしてもらおうか。

ケイト：１Ｄ８ポイントって、まずくないですか。コロコロ……「５」が出ちゃいました。一度に５ポイント減ったので、なにか恐ろしいことに気づいてしまうかも。〈アイデア〉をします。

睦：ケイトの魂が穢けがれてしまう！

ケイト：コロコロ……よかった、失敗しました。「あ、あれはなんなの。消火栓の故障!?」

ＫＰ：誰も狂気に陥らなかったのなら、このまま車で逃げることも可能だ。ただし、倒れるゼリー状の柱をかわすには、もう一度〈運転（自動車）〉に成功してもらう必要があるよ。それが嫌ならば、車を降りて、バラバラに逃げるという手もある。その場合は、最悪でも誰か一人を犠牲にすれば、ほかの探索者は助かるだろう。

ケイト：そんなバカな!!

辰巳：佐々原の〈運転（自動車）〉が成功すれば、みんな逃げられるんだろ？　だったら、そっちの方が分がいいはずだ。

佐々原：大丈夫、ボクの〈運転（自動車）〉は91％ですから！

ケイト：91％……それで大丈夫なんですかねぇ？

佐々原：だ、大丈夫に決まってるだろっ！

睦：でも、これに失敗したら、車ごと、みんなぺしゃんこにされてしまうんですよね。十回に一回は、そんな展開もありうるという……なんて恐ろしい。

佐々原：変なフラグを立てないでよ。こんなのいつもは軽く成功させているんだからね。コロコロ……「96」。

全員：………………（絶句）。

ＫＰ：まあ、これはしょうがないな。では、パッカードに目掛けて、ゼリー状の柱がまともに倒れてきた。パッカードごとつぶされてしまい、全員にダメージが入る。

辰巳：いやっ、ワシらにダメージが入る前に、頑丈なパッカードがダメージを受け止めてくれるはずだ！

ＫＰ：……なるほど、それもそうですね。では、パッカードが３ポイントの装甲となってくれることにしましょう。

辰巳：やった、言ってみるものだな！（笑）

ＫＰ：では、まずはケイトから、ダメージは２Ｄ６で、コロコロ……ありゃっ、「３」だった。

ケイト：イヤッフー、頑丈なパッカードのおかげで無傷で済みました！

睦：高い車をレンタルしておいて良かったね～（笑）。

ＫＰ：辰巳先生には、コロコロ……「７」が出ました。

辰巳：パッカードの装甲で３減らして、４ポイントのダメージか。イタタ……残り耐久力は６。ギリギリ、ショックに陥ることはなかった。

ＫＰ：最後に運転手の佐々原にもいくよ。コロコロ……同じく「７」が出たよ。

佐々原：４ポイントのダメージで、残り耐久力は９です。アーカムに来てから、けがばかりするなぁ（泣）。

辰巳：それでも、いまのワシより耐久力は高いからな！

ＫＰ：しかし、探索者の代わりにダメージを受けたため、パッカードはエンストしてしまった。これほどのダメージを受けて、パッカードのエンジンがまだかかるかどうか……ここは運転手の〈幸運〉か、〈機械修理〉のどちらかに挑戦してもらおうか。成功すれば、再びエンジンは息を吹き返すよ。

佐々原：フィブラが帰ってきたおかげで、いまのボクの〈幸運〉は70％です。

ケイト：お願いします。そろそろ成功させてください！

ＫＰ：これに失敗したら、インスマスの路地を自分の足で逃げ回るという最悪の展開になるぞ。

佐々原：こ、怖過ぎる。ここは絶対に成功させないと。ダイスに気合いを入れて～。

ケイト＆辰巳：成功させて～～～!!（祈ってる）

佐々原：コロコロ……「61」で成功です！

全員：やったぁぁぁぁぁっ!!（パチパチ）

ＫＰ：（キーパーもほっと胸をなで下ろす）最後の最後で、幸運の女神は佐々原を見捨てなかったようだね。パッカードは奇跡的に無事で、再び、心強いエンジン音を鳴り響かせたぞ。

佐々原：よっしゃあ、当然、後ろなんて振り向かず、このままインスマスを脱出します！

ＫＰ：では、なんとか佐々原たちはインスマスからアーカムへと通じる街道に出ることができた。

佐々原：「助かった……ここまで来れば、もう安心ですよ」

辰巳：「いや、普通だったら、ここまでは当たり前に来られるんだからな！」

ケイト：「この高級車、レンタカーなのに……これじゃ、買い取らないと駄目ですね」

睦：同乗していなくてよかった……これはレース編みの御利益ですね。ありがたや、ありがたや（笑）。




　こうして探索者たちは、なんとかアーカムにたどり着いた。インスマスでのドライブが盛り上がったので、交渉の方は簡単に処理して、予定通り、ケイトがサークルから持ち出した地下トンネルの地図と引き替えに、オバニオンから12ゲージ・ショットガン（二連式）と弾丸４発を入手した。

　その後、急いでインスマスに戻った佐々原たちは、メリローの下宿で待つ睦ちゃんと合流。レベッカがダゴン秘密教団の集会に参加して、エフレムに直接話を聞きに行くといった危険な行動に移る前に、探索者たちは先行して地下トンネルに挑むのだった。



◆むったんのワンポイントスケッチ「『00』の効果」

　どうも、好きな車はＴ型フォードな、むったんです。

　今回のゲームでは、大切なシーンでやけに「00」が出てしまい、いろいろトラブルを引き起こしています。

　とはいえ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では「00」が出ても、常に失敗になるだけで、具体的なペナルティーはありません。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』[image: ]ページにある「キーパーのツールキット」の「戦闘時の決定的成功とファンブル」の項目で、Ｄ[image: ]の結果が「96～00」だった場合、大失敗となるというルールが提案されていますが、これはあくまで戦闘時のみに発生するものです。

　ただ、私たちのプレイグループでは大事なロールで百回に一回しか起きない「00」を出してしまったときは、ちょっとしたトラブルを引き起こすこともあります。「96～00」ではなく「00」のときだけですよ。二十回に一回なんて頻繁にトラブルが起きるようでは、ドタバタコメディになってしまいますからね。

　そして、そのトラブルは事件解決が不可能になるような致命的なものではなく、「ひどい変装のため正体がバレてしまう」とか「道に迷って怪物と遭遇する」とか、リカバリーが利くものにしています。

　このシーンだって、タマ兄が得意の〈運転（自動車）〉に成功していれば〈正気度〉ロールをさせられただけで済んだはずなのに……ダイス目というのはままならないものですね～。









板子一枚下は地獄




ＫＰ：──インスマスに夕闇が迫る頃、君たちはロウエスが教えてくれた地下トンネルの入口へと向かっている。そこは政府によって摘発されたマーシュ精錬所の跡地であり、門は太い鎖が巻き付けられ施錠されている。鎖には「立入禁止／財務省」という小さな看板がぶら下げられているが、これを無視して、門を乗り越えさえすれば、中に入ることは可能だ。

ケイト：周囲に誰もいないのでしたら、こっそり忍び込んでしまいましょう。

ＫＰ：では、みんなで協力すれば、ロールをするまでもなく門を乗り越え、敷地に侵入できる。

ケイト：ロウエスから教えてもらった、地下トンネルの入口はありますか？

ＫＰ：彼の言葉通り、それっぽいマンホールを発見した。この縦穴を利用しないと、マーシュ精錬所の地下から行かねばならないので面倒なことになるそうだよ。

睦：マーシュ精錬所の建物内は地獄のような場所ですから、入らないで済むのはありがたいです。

佐々原：事前に情報を得たからショートカットできたってことかな。これってわなじゃないよね？

辰巳：いまさらそれを疑いだしたらキリがないだろう。やつの『妖蛆の秘密』への愛情を信じるしかあるまい。

ケイト：「さ～て、いよいよ地下探検です。みなさん、気合いを入れていきますよ～!!」

睦：「ホント、ケイトは元気だなぁ～」




ＫＰ：君たちはかなり長い縦穴を下りて、ようやく下までたどり着いた。そこはちょっとした広さのある空洞で、足元にはよどんだ海水がたまっている。いまの季節は晩秋のため、水は冷たく、このまま先へ進もうとすれば凍えて体力を奪われるだろう。

睦：このトンネルを利用している人が、ボートとか残していないのかな？

辰巳：ここを利用する連中は、ボートとかいらない種族なのではないだろうか……。

ＫＰ：先に進みながら、ボートのようなものを探すというのであれば〈目星〉をロールしてもいいよ。

ケイト：〈目星〉は得意なのです。コロコロ……成功です。地下のことなら、私にお任せ！

ＫＰ：暗闇での活動に慣れているケイトは、光の届かない壁のくぼみに漂う木製の小型ボートを発見した。公園の池に浮かんでいるようなやつだね。ボートを見たケイトは〈知識〉をどうぞ。

ケイト：「いいものを見つけたデース」と、ボートに近づきながら、コロコロ……成功です。

ＫＰ：このボートはアメリカ軍の海兵隊のものだね。軍のものだけあって頑丈で、十分に使えそうだ。ただ、ボートの縁には、べったりと黒い染みがついており、後部にはシートが掛けられている。

ケイト：この黒い染みは血の跡でしょうね。でも、怖いので気づかないふりをしています。

辰巳：このボートは政府のインスマス摘発で使用され、そのまま放棄されたものかもしれんな。

佐々原：それで、このシートの下には死体とかあるんでしょう。わかっているんだから。

ケイト：これはめくらないで、そっとしておいた方がいいかも。

睦：いやいや、そんなの不自然でしょう。それにシートの下にゼリー状の怪物がいたらどうするの。きちんと確認しておこうよ。

佐々原：しょうがないな……じゃあ、ＤＥＸの高いボクがめくるよ。

ＫＰ：（こういうとき、やけに慎重だよな。それが長生きの秘訣かもしれないけど）シートの下には、ボートと同じく海兵隊印の木箱がある。

佐々原：やったぁ、武器だぁ。中を確認しますよ!!

睦：これが海外のゲームだったら、いったん喜ばせておいてブービートラップが仕掛けてある展開（笑）。

ＫＰ：さすがにそんなことはしないよ。木箱の底には、置き忘れたものらしき信管付きのダイナマイトが二本ある。

佐々原：これって〈地質学〉でトンネルを爆破できるやつ？

ＫＰ：アイデア次第だけど、どちらかというと〈投擲〉で投げることで、武器として使えそうだね。軍が使用する高品質のものだからダメージはなんと５Ｄ６ポイントだ。

睦：むはっ、それはすごい。ケイトの拳銃に12ゲージ・ショットガンにダイナマイト……これって普通の探索者にとっては、ほぼ最強の武装ですよ。

辰巳：このあと道路で遭遇したゼリー状の怪物と戦わされる展開なのかな（ぼそっ）。

全員：………………（重い沈黙）。

ＫＰ：ところで、ケイトはこれまでにも「地を穿つものたち」の活動でミスカトニック大学の地下水路などでボートを操縦したことがあるね？

ケイト：ふえっ、したことありましたっけ？

辰巳：ケイトは〈操縦（ボート）〉を習得しているの？

ケイト：いや、そんなものに技能ポイントを割り振る余裕なんてありませんでしたが。

ＫＰ：（生暖かい目で）……ボートを操縦したことがあったよね？

ケイト：（ピンと来たように）あっ、はい、ありました、ありました。操縦していました！

ＫＰ：よろしい。だったら、特別に〈操縦（地下ボート）〉を20＋２Ｄ10％にしていいよ。

全員：地下ボート!?

ＫＰ：説明しよう！　〈操縦（地下ボート）〉とは、地下でボートを操縦するための技能だ。これは暗く狭いトンネルでボートを漕ぐのに特化された技能であり、地上ではほとんど役に立たない。

ケイト：これまたニッチな技能をいただいてしまいましたね。では、２Ｄ10をロールさせてもらいます。コロコロ……おおっ、「17」なので〈操縦（地下ボート）〉は37％になりました！

ＫＰ：ちなみに、ケイト以外が操船するときは、ＤＥＸかＳＴＲ、どちらか高い方そのままの数字が成功率になるからね。万が一、ケイトが操船できない状態になったときに使うこともあるだろう。あと、ボートの耐久力は21ポイントなので、それはケイトが管理してね。

睦：このボート、耐久力があるんですか。しかも、21という生々しい数値……聞きたくなかった情報です。

辰巳：ボートに攻撃をされると沈没する可能性もあるのか。

ＫＰ：では、みんなはケイトの操縦するボートに乗って、地下トンネル──というか、地下水路の闇に向かって漕ぎだした。あちこちに海からやってきた漂流物が漂っていることから、ここが外とつながっていることがわかる。水底には光を発する奇妙な藻が群生していて、ぼんやりとボートを下から照らしている。

睦：そんな明るい光を発する藻って、本当に自然界の藻なんですかね。

ＫＰ：水際では、体長三十センチもある大きなカニともヤドカリともつかない原始的な甲殻類が腐った魚の死骸をむさぼっている。それは生物学に精通する辰巳先生でさえ見たことのない種だ。どうやら、インスマスの地下や海には、未知の生態系があるようだね。

佐々原：ボクが前方、むったんには後方を警戒してもらっています。

ＫＰ：了解した。すると、ロウエスの地図に記された通り、やがて前方が三つに分かれた水路に出くわす。ロウエスから正確な地図を得ていなかったら、この時点でいきなり迷う可能性もあっただろう。

ケイト：地図によると真ん中の水路が正解です。そのまま真っ直ぐ進みますよ～。

ＫＰ：ところが、その分岐点ではいくつもの水路からの流れがぶつかり合い、複雑な水流が発生している。狭いトンネル内でボートを壁にぶつけないように漕ぐには〈操縦（地下ボート）〉に成功する必要があるぞ。失敗すると、船体がダメージを受けるので頑張ってくれ。

ケイト：ボーナスなしで、そのままでロールするんですか。それだとちょっと成功は難しいような……。

佐々原：舳へ先さきに立っているボクが〈ナビゲート〉でサポートできませんか？

ＫＰ：ふむ……だったら〈ナビゲート〉に成功したら、ケイトのロールに[image: ]％のボーナスをあげよう。

睦：私はボートの縁で構えて、ボートがぶつかりそうになったら壁を手や足で押し返します。

辰巳：ワシもそれを手伝おう。

ＫＰ：それはＳＴＲそのままでロールしてもらおうかな。成功したら、さらに[image: ]％のボーナスをあげるよ。

ケイト：みなさんよろしくお願いします！




　探索者たちのサポートのおかげで、ケイトは最初の分岐点をなんとか乗り越えた。

　そして、二度目の分岐点もケイトのダイス目がさえて、ボートを傷つけることなく無事に通り過ぎる。

　キーパーの思惑としては命を預けるボートにジワジワとダメージを与えて、探索者の恐怖心をあおりたかったのだが、地下探検と聞いてテンションの上がっているケイトには通用しなかったようだ。




ケイト：思ったよりあっさりと目的地にたどり着きそうですね。

ＫＰ：ぐぬぬぬ……（ここに来るまでは、散々なダイス目だったのに）。

睦：でも、ロウエスの地図がなかったら迷っていたかもしれないし、ケイトのロールが成功していなかったら、もっと大変なことになっていたと思うよ。

ＫＰ：まあ、ここまで順調なのは、君たちの実力と幸運の賜物だ。素直に褒めておこう。

佐々原：この調子でエフレムを倒して、さやかちゃんを復活させちゃおう！

ＫＰ：とはいえ、それだけで悪名高きインスマスの地下水路を抜けられると思っては困る。ボートの後ろで見張っている人は誰だったかな？

睦：はい、は～い、私で～す。

ＫＰ：睦ちゃんだけ〈目星〉をしてくれ。失敗したら、楽しいことになるよ。主にボクが（笑）。

睦：キーパーにばっかり楽しい思いはさせません。コロコロ……やった、成功です！

ＫＰ：本当にダイス目がいいな。では、順調に進むボートの後方の水面がわずかに盛り上がっており、それが音もなくこちらに近づいてくるのに気づけるよ。

睦：「敵機襲来!!　敵機襲来!!」

ＫＰ：やがてその盛り上がりの中から、人の背丈の二倍もある透明なゼリー状の柱が立ち上がる。それはグネグネと蠢うごめき、ボートに向かって倒れ込むようにして迫ってくるのだ!!

辰巳：こいつは地上で会った怪物と同じやつか！

ＫＰ：さて、インスマスの地下水路に潜む、おぞましい怪物を目撃した探索者は〈正気度〉ロールだ。ちなみに、地上でこいつを目撃している探索者は恐怖に慣れることができる。

睦：さっきケイトは５ポイントも減らされているから、最大でも３ポイントしか減らないってことだね。

ケイト：それだと狂気に陥らないですむのでうれしいですね。

佐々原：よかった、ボートを操縦できるケイトが狂気に陥ったら大ピンチだよ。

ケイト：じゃあ、安心して。コロコロ……あっ、しかも成功しています。

佐々原＆睦：コロコロ……成功！

辰巳：コロコロ……くっ、ワシだけ失敗か。

ＫＰ：成功した人は１ポイント、失敗した人は１Ｄ８ポイントの正気度を失うよ。

辰巳：まあ、ワシも最大で７ポイントしか減らないからな。コロコロ……なんと、ここで「８」が出た!?

佐々原：辰巳先生、変なフラグを立てるからですよ！

辰巳：この怪物にはもうすでに１ポイント減らされているので、７ポイントだけ減らして……現在正気度は47にまで減ってしまった。とうとう50を切ってしまうとは、とほほ。

ＫＰ：一度に５ポイント以上減ったので、一時的狂気に陥らないか〈アイデア〉ロールをしてくださいね。

辰巳：コロコロ……おおっ、珍しく失敗した。「あれはただの大きなクラゲだ！」

睦：でも、あと４ポイント減ると不定の狂気ですかね。辰巳先生、気をつけないと……。

辰巳：〈正気度〉ロールには、常に気をつけてはいるよ！（泣）

佐々原：これって逃げるしかないですよね。それって、やっぱり〈操縦（地下ボート）〉なのでしょうか？

ＫＰ：怪物から逃れるには、ケイトに〈操縦（地下ボート）〉を成功してもらうのが一番の方法だろうね。先ほど、睦ちゃんが〈目星〉に成功して、不意打ちはされなかったので、ケイトは怪物に攻撃される前に逃げるためのロールができる。ただし、失敗すれば、ボートの上にゼリー状の柱が倒れてくるだろう。

辰巳：ボートの耐久力がゼロになったら、おしまいだぞ。

佐々原：その前に、ボクらの耐久力が持たないですよ。すでに満身創痍なんですから！

睦：さっきみたいにケイトの操縦を手助けできますか？

ＫＰ：倒れてくる柱を〈回避〉するつもりがないのならいいだろう。どのようなサポートをするかは、探索者のアイデア次第だ。

佐々原：オールは一式しかないんですよね……第二話で回収した木斧で漕ぐのを手伝えませんか？（笑）

ＫＰ：…………それなら木斧のダメージ１Ｄ８＋２％だけ、〈操縦（地下ボート）〉にボーナスをつけていいよ。

佐々原：ええっ、冗談で言ったつもりだったけどいいんですか。だったら、木斧で必死に漕ぎます！　コロコロ……「７」が出たよ。ダメージがそのままボーナスになるって、珍しいやり方ですね。

ケイト：これで私の〈操縦（地下ボート）〉は44％になりました！

睦：ここはとっておきのダイナマイトを使うシーンなのかも。怪物にダメージを与えるのではなく、足止めする目的でダイナマイトを使えませんか？

ＫＰ：だったら、〈投擲〉に成功すれば、怪物の倒れる方向をずらすことができたとしよう。その場合、ケイトの〈操縦（地下ボート）〉は２倍でロールできるようになる。

睦：むはっ、それはすごい。私の〈投擲〉は59％ですが、ここでダイナマイトを使っちゃっていいですか？

辰巳：二本あるんだからかまわんだろう。やってしまえ！

睦：では、倒れてくる怪物に向けて、導火線ギリギリのところに火をつけたダイナマイトを投げつけます。コロコロ……よかったぁ、成功しています。

ケイト：これで〈操縦（地下ボート）〉の成功率は一気に跳ね上がって88％です。

ＫＰ：さらに、辰巳先生がダイナマイトを投げることもできるけど？

辰巳：いや、こいつは最後の手段として取っておきたい。この流れなら88％もあれば成功したも同然だろう！

ケイト：はいっ、任せてください。全力で行きます。とりゃあ～っ、コロコロ……「83」ですが、みなさんの応援があって、ギリギリで成功です！

ＫＰ：（ずいぶん好調だな）ダイナマイトの爆発で怪物は狙いをそらされてしまい、ボートの脇に倒れて、大きな水しぶきを上げるのみであった。この隙にケイトと佐々原が全力でボートを漕いで、君たちは怪物を引き離すことができた。

佐々原：けど、これってエフレムと対決しているときに後ろからやって来たりしないかな？

辰巳：それはありえるが……しかし、あれは戦って倒せるような相手じゃないだろう。

ケイト：距離は稼いだんですから、追いつかれる前にエフレムの方を倒せばいいんですよ！

睦：それは、いまエフレムがどんな姿をしているのか次第だけどね……。







暗闇の先に待つは誰？




ＫＰ：猛スピードでボートが水路を進んでいくと、やがて開けた場所に出る。そこは自然の鍾乳洞で、広さはバスケットコートくらいあり、無数の石柱が連なる天井はかなり高い。エメラルド色の水は透明度も高く、例の発光する藻によって水面全体が輝いているかのようだ。ここの水深は一メートルほどで、底までよく見えている。

ケイト：ちらりと見下ろしてみます。水に紛れて、あの怪物はいませんよね？

ＫＰ：怪物はいないけど、水の底にはエキゾチックな黄金の装飾品が無数に沈んでいる。睦とケイトは第一話でミスカトニック大学の博物館を見学したとき、これと似たものが展示されていたのを見たことがある。あと、金細工師のエリシャの店にもあったね。

睦：むむ～っ、これが深きものが契約者にもたらしてくれる黄金なのかも。

ＫＰ：これだけの黄金があれば一生遊んで暮らせるぞ。誰か、潜って取りに行くかい？

佐々原：そんなことしませんよ。これって盗もうとすると、ひどい目に遭うやつでしょ。わかってるんだから！

ＫＰ：まあ、ここまでたどり着いた探索者が、こんな見え見えのわなに引っ掛かるわけはないか。では、前座は終わり。いよいよクライマックスに入ろう。

全員：ごくり…………！

ＫＰ：ここには水路のような流れはない。ボートがゆっくりと地下空洞の奥へ進入していくと、やがて水面下の光によって照らし出される奇妙なオブジェのようなものが見えてきた。それは人の背丈の二倍ほどの幹の太い古木……または、海底のサンゴのようでもあった。表面は半透明で、ある種の貝の内側のように玉虫色に輝いている。そして、その内部には眉間に深いシワのある、精悍な顔つきの壮年の白人男性が閉じ込められていた。

辰巳：もしや、これがエフレムにとってのふさわしき肉体なのか？

佐々原：だったら、こいつをダイナマイトで爆破してしまえば──

ＫＰ：ところが、君たちのボートが近づくと、その白人男性の体に変化が起きる。ドロドロと筋肉が溶け、むき出しになった骨が飴細工のように変形したかと思うと、今度は細身の女性の姿へと変化していくのだ。

ケイト：ええっ、これはまさか!?

ＫＰ：それは紛れもなく、さやかちゃんの姿だった。ただ、その姿も安定しているわけではない。一息つく間もなく、再び体の一部はたくましい男性のものへと変化してしまう。まるで白人男性とさやかちゃんの両者が、ひとつの肉体を奪い合い、せめぎ合っているかのようだ。

睦：「これはモウジズのときのように、私がさやかちゃんの〝from OUTSIDE〟を持ってきたせいでは？」

ＫＰ：そんな睦ちゃんの言葉を肯定するように、鍾乳洞の暗がりから、甲高い耳障りな声が聞こえてくる。それはケザイア・メーソンの使い魔であるネズミの怪物となったニール・ドワイヤーの声だ。「さあ、ふさわしき肉体を小賢しき魔術師から奪い取れ。やつの復活を阻止しろ。ナハブ様がおまえたちに手助けしたのは、それを望んでいらしたからだ」

佐々原：なんだ、あいつ、ボクらをつけていたのか。

ケイト：「やっぱり、これがさやかの『ふさわしき肉体』なのね……」

辰巳：だが、どうすればこのせめぎ合いで、さやかちゃんを勝たせることができるんだ？

睦：それは探索者が心から応援すれば、きっと友情パワーで……（笑）。

ＫＰ：その前に、まるで粘土細工のように人間の肉体を生み出そうとしている冒瀆的な存在を目の当たりにして、探索者たちの生命観が打ち砕かれるかもしれない。さあ、気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてもらおうかぁ！

睦：たぶん、これってショゴス並に正気度を減らしてきそう。コロコロ……むはっ、成功。成功しました!!

佐々原：せっかくショットガンを持っているのに、ここでリタイアできるか。コロコロ……よしっ、成功！

ケイト：みんな成功させていいなぁ。コロコロ……よかった、成功です。クライマックスで成功はうれしい！

辰巳：もう、ワシの正気度は47しかないのだが。コロコロ……ぐうっ、失敗してしまった。

ＫＰ：人類がまだ知らない生命の起源の神秘に触れた探索者たちは、成功しても１Ｄ４ポイント減る。

佐々原：成功しても１Ｄ４ポイント～～!?（泣）

ＫＰ：そして、失敗した人は１Ｄ20ポイントの正気度を失うぞ！

睦：コロコロ……「２」減って、現在正気度は40になりました。

ケイト：コロコロ……「３」だけど、まあいいか。現在正気度は41ですね。

佐々原：コロコロ……ボクは「２」です。現在正気度は62。

辰巳：いよいよ、ワシか。１Ｄ20で３以下が出ないと狂気に陥るぞ。

ケイト：大丈夫、きっと１が出ますよ！

辰巳：当然、１しか狙っておらん！　コロコロ……じ、「10」かぁ～。

ＫＰ：それだと自動的に不定の狂気に陥りますが、ついでに一時的狂気になるかどうか〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……〈アイデア〉も成功している。キーパー、ここで「狂人の洞察力」を試したいのだが？

ＫＰ：まあ、いいでしょう。次の〈アイデア〉に失敗したら、普通なら常識外れと思ってしまうような、世界の真理を洞察することでしょう。

辰巳：駄目でもともとだ。コロコロ……おっ、今度は〈アイデア〉に失敗した。なにかわかったぞ。

ＫＰ：……なるほど、だったら「狂人の洞察力」によって、辰巳先生はこの半透明の柱が、庄司五助博士の研究していたショゴス細胞に似たものであること。しかも、この鍾乳洞全体が庄司博士の研究室より数世代も進歩した、ショゴスの増殖槽であることを理解します。

辰巳：「おおおっ、これがロウエスの言っていた、ダゴン秘密教団の秘儀か！　素晴らしい技術だ!!」

睦：むむむ～っ、エフレムがダゴン秘密教団と同盟を結んだのは、この技術が欲しかったからなんですね。

ＫＰ：これからは便宜上、エフレムとさやかちゃんがせめぎ合っている半透明の柱を「ショゴス増殖槽」と呼ぶことにしよう。

辰巳：ショゴス増殖槽……なんという忌まわしい響き。

佐々原：こんなものぶち壊すしかありませんね。

ケイト：ちょっ、さやかが復活するまで待って～！（笑）

ＫＰ：さて、辰巳先生はまず〈クトゥルフ神話〉を+2％してください。それから不定の狂気の内容はシナリオで設定されているのですが、一時的狂気の方はダイスで決定しましょうか。コロコロ……ふむふむ、辰巳先生は、あらゆる器官、臓器を生み出す無限の可能性を秘めたショゴスを利用すれば、これまで幾多の探索により傷つき、老いさらばえた自身の肉体も、エフレムのように若々しい姿を取り戻せるはず──といった妄想にとりつかれます。これが一時的狂気の内容ですね。

辰巳：「ショゴス細胞を左手に定着させれば、しなびた腕を元に戻せるかもしれない……」

ＫＰ：そして、シナリオで設定されている辰巳先生の不定の狂気は、この未知の技術に対して、医学に携わる者として執着してしまうことです。探索者の倫理観はどこかに消えてしまいました。

辰巳：「いや、左手だけじゃない。そいつを全身に浴びれば、若返らせることさえできるはず。さやかくん、そのショゴス細胞をワシに譲ってくれぇ！」

佐々原：ひどい、ひど過ぎる。これまでになかったほどひどい狂気だ（泣）。

ＫＰ：このまま放っておくと、辰巳先生はボートを降りて、ショゴス増殖槽へと泳いでいくだろうね。辰巳先生があれに触れたとき、いったいなにが起きるのか……それは触れてからのお楽しみ。

ケイト：なにもかもが台無しになるとしか思えません。これは辰巳先生を押さえつけて〈精神分析〉をしながら、私たちはさやかの帰還を祈るという感じでしょうか？

睦：そうだね。私が懐から〝from OUTSIDE〟を取り出して、みんなの想おもいをひとつに──

ＫＰ：ちょっと待て。この混乱は、あくまで〈正気度〉ロールの失敗によるイレギュラーなもの。これから、君たちへの憎悪をたぎらせた、あのお方による本当の悪夢が始まるんだよ？

全員：えええ～～～～～～～～～～～っ!?（泣）

ＫＰ：君たちがショゴス増殖槽を見て愕がく然ぜんとしていると、ボートがこれ以上進むことを禁ずるかのように、鍾乳洞内に「クワ―――――ッ」と、カラスの鳴き声が大きく響き渡る。そして、バサバサと不気味な羽音だけが聞こえてきた。ここは水面付近は明るいが、天井までは光は届かず、その姿はなかなか見つけられない。

佐々原：姿を現したら、ショットガンで撃ち落としてやる！

ＫＰ：暗闇に目を凝らして、カラスの姿に警戒していると……思わぬ変化が起きる。なんと、鍾乳洞の天井にオーロラのようなものがたなびき、その向こう側には地下であるはずなのに冷たい光を発する星々が見えるのだ。

睦：これは……また〝外〟につながろうとしている!?

ＫＰ：その通りだ。やがてオーロラは大きく広がり、あの赤くまがまがしい巨星まで垣間見えるようになる。そして、そんな君たちの心を焼き尽くすような赤き光に照らされ、大きく羽を広げたカラスが姿を現した。

ケイト＆佐々原：狙い撃てますか!?

ＫＰ：それは可能だろうけど……ちょっと待ってくれ。あれは本当にカラスなのだろうか。その翼の先端は闇に溶け込むように曖昧であり、体もどこかグネグネとして形が定まっていないような気がする。

辰巳：モウジズのようにショゴス化しているのか……それとも〝外〟の影響で曖昧な存在になっているのか？

睦：なんとなくだけど、銃弾とか効かなさそう……（泣）。

佐々原：そんなぁ、せっかく苦労してショットガンを借りてきたのに！

ＫＰ：まあ、悲観する前に〈目星〉でもロールしてみてくれ。全員失敗したら、絶望していいよ（笑）。

ケイト：コロコロ……ごめんなさい、失敗しました。

睦：全員失敗したらどうなっちゃうんだろう。コロコロ……「00」です！

ＫＰ：あらら、だったら睦ちゃんはこの〈目星〉で気づける事柄には、これからも絶対に気づけない。

睦：まあまあ、ここで不運は使っておきましたから、みなさんは安心してロールしてください（笑）。

辰巳：コロコロ……ぬぬぅっ、これはっ!?　ワシも「00」だ。

ＫＰ：なんということだろう。だったら、辰巳先生もこの事柄には永遠に気づけない。

辰巳：まあ、ワシは狂気に陥っているからな。ショゴス増殖槽しか見えていないし。

佐々原：二人も「00」を出すなんて。ここはなんとか成功させないと。コロコロ……よかった、成功です！

全員：危なかったぁ～～～!!

ＫＰ：では、佐々原だけは気づくのだけど、あのカラスの片目には睦ちゃんが持っている〝from OUTSIDE〟にも似た独特の肌き理めを持った赤茶色のモノがはまっている。

佐々原：もしかして、あれはエフレムの〝from OUTSIDE〟では！

睦：どこであれを手に入れたんだろう。

ＫＰ：それはこっちのせりふだ。そもそもクラウニンシールド荘は、エフレムの家だからね。

ケイト：さやかの〝from OUTSIDE〟には、さやかを呼び寄せる力があるみたいですし、人それぞれにあるのかも。

佐々原：つまり、さやかちゃんもエフレムも自分の〝from OUTSIDE〟を使って、ここにあるふさわしき肉体を自分のものにしようとしているのか。

ＫＰ：また、カラスの反対側の目は空洞になっており、その奥には〝外〟と同質の深い闇が広がっている。しかも、そこからはオーロラのようなものが空間に流れ出しているのだ。

睦：さすがはエフレム・ウェイトだけあって、演出が派手ですね！

ＫＰ：最後に……探索者たちは、〝外〟から聞き覚えのある声を聞く。

睦：もしかして、さやかちゃんの声ですか!?

ＫＰ：いや、違うよ。涼やかでありながら、なにかを渇望する情熱を秘めた若い男の声だ。「ふさわしき姫は、そこにいるのか……？　その御名は、さ……や……か……？」
















睦：むむむ～～っ、まさかその声はフルートの騎士!!

ＫＰ：その通り。『るるいえみつかどにっく』で睦ちゃんたちに穢れた言葉で拒絶されたフルートの騎士が、自分が仕えるに値する「アザトースを讃える姫」を求めて、この地にやってこようとしているのだ！

辰巳：あんなやつが来てしまったら、えらいことになるぞ。キーパー、正気なのか!?

ＫＰ：いいですね、その絶望した感じ。といったわけで、この空間が〝外〟につながろうとしていることに対しての〈正気度〉ロールをしてもらいましょうか。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……失敗。

ケイト：そ、そんな。みなさん、しっかりしてくださいよ。コロコロ……成功しました。

睦：拳銃が得意なケイトが残ったのはよかったかも。

ＫＰ：えーと、とりあえず成功したら正気度は減らない。失敗した人は正気度が１Ｄ４ポイント減る。

佐々原：よかった、思ったより少なかった。

辰巳：コロコロ……「１」減っただけだ。とはいえ、現在正気度は36になってしまったがな。

佐々原：コロコロ……ボクも「１」なので、現在正気度は61です。だいぶ減ったなぁ。

睦：コロコロ……「２」です。現在正気度は38で、いつの間にか辰巳先生より高くなってました。

ケイト：でも、キーパーが「とりあえず」と言ったってことは、このあとフルートの騎士本体が出て来て、追加で〈正気度〉ロールをさせられるのではないでしょうか？

睦：や～め～て～～～～っ!!（泣）

佐々原：あいつが出てくる前にケリをつけないと!!




ＫＰ：描写が長くなってしまったので、ちょっと状況を整理しようか。現在、ショゴス増殖槽でさやかちゃんとエフレムらしき男がせめぎ合っている。その上では〝外〟をまき散らしながら怪しい目をしたカラスが飛び回っている。そして、辰巳先生は若い肉体を求めて、ボートを降りようとしているわけだ。

佐々原：やっぱりカラスを撃ち落とすしかないのでは？

辰巳：しかし、ショゴス増殖槽でふさわしい肉体が形成されつつある状況では、いまさらカラスの体に意味はないのかもしれんぞ。

睦：それより、片目が〝外〟につながっているということは、下手にカラスを殺すと、クラウニンシールド荘のときみたいに〝外〟があふれ出してくるかも。

ケイト：カラスの目にある〝from OUTSIDE〟を狙い撃ちすることはできますか？

ＫＰ：生きたカラスの目を撃ち抜くなんて神業には〈拳銃〉の５分の１に成功してもらわないと無理だね。当然、飛んでいるカラスにゼロ距離のルールは適用されない。

ケイト：それだと18％しか命中しません。弾も残り少ないし……厳しいかも。

睦：あまりのんびりしていると、〝外〟からフルートの騎士が来ちゃう！

ＫＰ：そろそろ戦闘ラウンドで処理していきたいと思うのだが、その前にケイトのプレイヤーには、ここで再びさやかちゃんとしてロールプレイ──というか、質問に答えてもらいたい。

ケイト：質問ですか？

ＫＰ：いままさにさやかちゃんは復活しようとしているのだけど……ここでキーパーから三つの選択肢を提案しよう。一つ目は、ショゴス増殖槽で形成されつつあるふさわしき肉体を利用して復活すること。しかし、いまのところエフレムの方が優勢であり、このままではふさわしき肉体を占有することは無理だろう。

佐々原：やっぱり、あのカラスをどうにかしないと駄目なのかなぁ？

ＫＰ：二つ目は、幸運なことに、さやかちゃんと相性がぴったりのケイトがいるので、彼女に対して《精神交換》の呪文をかけること。アザトースの一部となっているさやかちゃんならば、それも可能だ。しかも、これはやりたいと思えば、すぐに実行できる。それどころか、睦ちゃんの狂気がまるで召喚呪文のようにさやかちゃんを呼び寄せているため、このままなにも選択しないと、導入のときの悪夢のように強制的にケイトの肉体を奪い取ってしまうだろう。

睦：私の不定の狂気には、そんなパワーがあったんですか！（笑）

ケイト：その《精神交換》をかけると、具体的にはどうなるんですか？

ＫＰ：エフレムが娘のアセナス・ウェイトの肉体を奪ったように、ケイトの肉体を乗っ取ることができる。代わりに、ケイトの精神はアザトースの御許へと飛ばされ、宇宙と一体化するだろう。

ケイト：それは嫌だなぁ～。

ＫＰ：三つ目は、さやかちゃんの〝from OUTSIDE〟を破壊することだ。そうなれば〝外〟にいるさやかちゃんと、こちらの世界をつなげるチャンネルは切断されてしまい、いくら睦ちゃんが望もうとも、この世界にさやかちゃんがやって来ることはなくなるだろう……永遠にね。

辰巳：ケイトが助かる代わりに、さやかちゃんという探索者は完全にロストするのか。

ケイト：三つ目の選択をしたとしても、エフレムはそのまま残るんですよね？

睦：理屈だと残るよね。そのあと、復活したアルティメット・エフレムと対決することになると思うけど……そもそも、さやかちゃんの〝from OUTSIDE〟を壊すなんて、私が許さないから！

佐々原：そりゃあそうだよね。

ケイト：ケイトの肉体を奪うなんてのは論外だし、だったら、一つ目の選択しかないのでは？

ＫＰ：もちろん、なにかほかのアイデアがあるならば、選択肢以外の行動をするのだって自由だよ。

佐々原：でも、一つの目の選択を選ぶと、さやかちゃんがショゴス化しちゃうんじゃないのかな？

ＫＰ：厳しい提案をしているのはわかっているので、ここは隠さずに言うけど、さやかちゃんやエフレムの〝from OUTSIDE〟のパワーは、魂を持たない曖昧な生物であるショゴス増殖槽の細胞に干渉して、人間と同質のものに変化させてしまう。だから、人間と見分けのつかないモノが誕生するだろう。

辰巳：あらゆる生物の器官を生み出すショゴス細胞を使えば、人間を生み出すことも可能というわけだな。

ＫＰ：ショゴス増殖槽のショゴス細胞には魂が入っていないので、外部からの干渉で自在に変化させることが可能なんだ。ただ、それが本当に人間なのかどうかは別の話だね。

ケイト：人の姿をして、人の魂を持っているのなら、それはもう間違いなく人間だと思いますけど。

ＫＰ：また、ケイトの肉体を奪ったとしても、ルール的には探索者として復帰できる。どちらにせよ、そのような復活を果たしたさやかちゃんに対して、ほかの探索者たちがどのような感情を持つかはわからないね。

睦：私はどんな形であろうと、さやかちゃんの復活を歓迎するよ！

ＫＰ：もちろん、しばらく悩んでもらっても結構だ。ただし、こうしているうちにも〝外〟からはフルートの騎士がやって来ようとしているのは忘れないでもらいたい。

ケイト：いや、迷うつもりなんてありません。エフレムを押しのけて復活する気満々ですから。

ＫＰ：……それはつまり、ふさわしき肉体を利用しての復活を希望するということだね。再確認するけど、それは人間とは別のモノになることを意味するかもしれないよ？

ケイト：はい、わかっています。

ＫＰ：（意外と迷わないんだな）了解した。では、さやかちゃんが決意をした途端、ショゴス増殖槽内での二人の肉体のせめぎ合いが拮抗を始める。ここでケイトのプレイヤーには、さやかちゃんの探索者シートを返しておこう。

ケイト：あ、ありがとうございます。なにかに使えるんでしょうか？

ＫＰ：もしも、飛び回るカラスの邪魔をしたいと思うのなら、さやかちゃんのデータで攻撃することが可能だ。みんなが予想していたように、現在のカラスには魔術的な攻撃以外は無効だけど、ダメージを与えることで動きを鈍らせ、ケイトの狙撃をサポートすることができる。具体的には与えたダメージと同じポイントが、ケイトの〈拳銃〉を５分の１した成功率に足されるのだ。

佐々原：ダメージが成功率のボーナスになるってことか。さっきの手斧でボートを漕ぐのと同じですね。でも、いまの説明だと、５分の１にしてからボーナスを足すみたいですけど……それでいいんですか？

ＫＰ：ああ、そうだよ。足してから５分の１にするわけじゃない。ボーナスの関係がわかりにくいので、これからはケイトの〈拳銃〉を５分の１にした技能を〈狙撃〉と呼ぶことにしよう。

睦：なるほど、なるほど、そういう流れなら、私もケイトをサポートしないと。ここは水深が一メートルしかないそうですから、私がボートを降りて揺れないように支えたら、ケイトの〈狙撃〉にボーナスがつきませんか？

ＫＰ：……どういうこと？

睦：ボートが揺れたら、ケイトも狙いが定めにくいじゃないですか。だから、私が水の中に入って、両腕で船底をガッチリと固定するんですよ。

ＫＰ：ああっ、そういうことか。すごい男気のある作戦だな。もはや『魁!!男塾』の世界だよ！

睦：無理ですかね。なんか無理っぽい気がしてきましたが──

ＫＰ：いや、個人的には好きなアイデアだから、睦ちゃんがＳＴＲの５倍のロールに成功したら、ＳＴＲと同じパーセントだけ、ケイトの〈狙撃〉にボーナスをあげるとしよう。

睦：むはっ、やったぁ。だったら、ボートを飛び降ります！（笑）

佐々原：ボクはどうしようかな……ショットガンでも〈狙撃〉ができるなら二人で撃った方がいいし、それとも、ダイナマイトを投げて、さやかちゃんみたいにカラスの動きを止めるのもいいかも。

ＫＰ：……んんっ、ちょっと待て。さっき、カラスの目にある〝from OUTSIDE〟に気づいたのは佐々原だけだったよな。このままだとケイトはカラスの目に〈狙撃〉なんてできないぞ！

ケイト：ああっ、そう言えばそうでした！

佐々原：だったら、ボクがＤＥＸ18でケイトに「カラスは目が弱点だ！」と伝えたらどうですか？

ＫＰ：もちろん、それは可能だよ。ただし、佐々原の行動の番で教えてもらうのだから、ケイトは拳銃による先制攻撃はできないね。自分のＤＥＸと、自分のＤＥＸの半分の２回だけとなってしまうわけだ。

ケイト：いや、２回撃てれば十分ですよ！

ＫＰ：あとは狂気に陥っている辰巳先生だけど……。

辰巳：ワシはボートを降りて、ショゴス増殖槽に泳いでいくぞ。

睦：どのくらいで辰巳先生はショゴス増殖槽にたどり着いてしまうのでしょう？

ＫＰ：辰巳先生が〈水泳〉に成功してしまうと、このラウンドで到着してしまうだろうね。

全員：うう～～～～ん！

辰巳：まあ、ワシも増殖槽の中の肉体が男の姿となったとき、その左腕をもぎ取ろうとするなどして、狂気に陥りながらもエフレムの復活を邪魔するつもりだ。

睦：でも、あの増殖槽に触ったら、なにが起きるかわからないですよ。

佐々原：ここはボクが辰巳先生を〈精神分析〉しましょうか？

辰巳：……いや、ここはカラスの目を撃ち抜くのを優先しよう。ワシの〈水泳〉は25％しかないから大丈夫さ。




ＫＰ：よ～し、各自の行動方針が決まったところで、いよいよ戦闘ラウンドで処理していこう。カラスの目に気づいていないケイトは拳銃による先制攻撃はしないので、ＤＥＸ18の佐々原の番だな。

佐々原：カラスを指差して「弱点は目だ！　目を狙い撃て！」と叫びつつ、次に備えてショットガンを構えます。

ＫＰ：了解した。お次はＤＥＸ15のケイトだけど、さやかちゃんも同じくＤＥＸ15なんだよな。同じＤＥＸなので、ここはそれぞれが１Ｄ[image: ]をロールして、出目が小さかった方が先に行動するようにしよう。

ケイト：さやかが先に攻撃してくれた方がボーナスがついて有利なんですが。まずはケイトから、コロコロ……「46」です。さやかは、コロコロ……「82」なので、ケイトが先ですね。残念。

ＫＰ：この段階ではまだサポートがないので、ケイトの〈狙撃〉は89％の５分の１で……18％だね。

ケイト：ここで成功させてしまえば話は早いのですが。気合いを入れてぇ、コロコロ……っと、駄目です。命中にはほど遠いダイス目でした（泣）。

睦：大丈夫、ケイトの拳銃なら、もう一発撃てるから。次の一撃の前に、私たちがサポートするよ！

ＫＰ：それでは、同じくＤＥＸ15で、今度はさやかちゃんの番だね。

さやか：当然、空手キックでカラスの邪魔をします……って、キックでカラスに届くのでしょうか？

佐々原：キーパーができると言っているんだから、細かいことは気にしなくて大丈夫！（笑）

さやか：それもそうですね。では、久しぶりの空手キ――――ック！　コロコロ……〈キック〉も〈マーシャルアーツ〉も成功です！

全員：いえ～～～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

さやか：ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４で──

ＫＰ：いや、ちょっと待て。いまのさやかちゃんの肉体は、昔の脆弱な人間のものではないのだよ。

さやか：えっ、どういうこと？

ＫＰ：ショゴス増殖槽の周りにいる探索者は目撃する。増殖槽の内部でエフレムとさやかちゃんがせめぎ合っていたかと思うと、突如、増殖槽の玉虫色に輝く半透明の肉壁を突き破って、無数の長い脚がカラスを目掛けてものすごい勢いで繰り出されていく。空手に精通する睦ちゃんには、あれがさやかちゃんの空手キックに似ていることがわかるはずだ。

睦：「さやかちゃんが……いっぱいいる！」

ＫＰ：そんなわけで、いまのさやかちゃんは筋力と体格がショゴス並になっているので……ダメージ・ボーナスは８Ｄ６で計算してくれ（笑）。

全員：はち・でぃ・ろく～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?（笑）

さやか：すごいっ！　強いっ！　こんなの体験したら、人間に戻りたくなくなっちゃう！（笑）

睦：それは駄目～～っ！（笑）

佐々原：つまり、空手キックのダメージと合わせると10Ｄ６のボーナスってことか。これならボクのショットガンでも当たる目が見えてきたぞ。無理してオバニオンのところから借りてきて良かったぁ！

さやか：では、アルティメット・さやかキックのロールをいかせてもらいます。みなさん、６面ダイスを貸してくださ～い。

全員：どーぞ、どーぞ（笑）。

さやか：せ～の、ジャラジャラ……あれっ、あんまり出目は良くないかも。えーと、えーと、合計は「31」です！

ＫＰ：では、以後、次のラウンドのさやかちゃんの番までは、〈狙撃〉に[image: ]％のボーナスがつくよ。

佐々原：これはすごい！　テンション上がってきたぁぁっ!!

睦：この流れに乗って、私もケイトのサポートをするよ～！　ボートから飛び降りて「フンヌラバ！」って、船底を支えます。ＳＴＲの５倍なら成功率は75％もあります。

佐々原：さすが、むったん。二の腕が太いだけある！（笑）

睦：二の腕が太かろうが、とにかく成功させればいいんです。コロコロ……むむ～っ、失敗してしまいました。残念、私のＳＴＲで[image: ]％のボーナスをつけてあげたかったのに～（泣）。

ケイト：ムツミがボートを下から支えている絵を想像すると、なんか「たいへんなことをさせているなぁ」って感じなので、その気持ちだけでうれしいです。

辰巳：次はＤＥＸ10で、ワシの番だな。予定通り、ワシもボートから飛び降りて、ショゴス増殖槽のところまでクロールで泳いでいくぞ。バシャ、バシャ！

ＫＰ：だったら、〈水泳〉をどうぞ。ここは失敗した方が安全だろうね。

辰巳：成功率は25％だけだ。コロコロ……あ、あれっ、成功してしまったぞ？

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～～～っ!?（笑）

ＫＰ：それはまずいね。完璧なフォームのクロールで、辰巳先生はあっという間にショゴス増殖槽にまでたどり着いてしまった。そして、ぺたりと左手がショゴス増殖槽の肉壁に触れてしまうのだが……。

辰巳：「その左腕はワシのものだぁっ！」

ＫＰ：その途端、辰巳先生の左腕は肉壁に包み込まれてしまう。そして、しなびた左腕の皮膚は溶け、筋肉の繊維がほどけて、骨が露わになっていくのだ。この激痛を耐えて、意志を強く持つことができるかどうか、ＰＯＷ10に対する抵抗表のロールをしてもらいましょう。失敗すると、左腕が失われるので注意するように（まあ、このタイミングで〈水泳〉に成功してしまったのならば、このくらいのリスクはしょうがないか）。

辰巳：そう言われてもなぁ。成功率は55％しかないぞ。

睦：辰巳先生……ショゴスの力を取り込もうなんて、人間には過ぎた行為だったのですよ。

ＫＰ：なぜ諦め口調なのか（笑）。

辰巳：いや、ワシは勝つ。勝って、エフレムの左腕を奪い取ってやる。ダイスに気合いを入れてぇ～、コロコロ……「35」。よっしゃあ、成功したぁぁ!!

ＫＰ：（ホッ、よかった）ならば、辰巳先生の強い意志は、増殖槽内の魂を持たないショゴス細胞をコントロールすることができた。ほどかれた筋肉は、時間が巻き戻されるように骨に巻き付いていき、そしてみずみずしい皮膚が再生された。なんと《手足の萎縮》の呪文によってしなびていた左腕が、元通りになったのだ！

辰巳：「おおっ、ワシの左腕を取り戻したぞ！」

ＫＰ：だが、ショゴス細胞の可能性はこんなものではない。エフレムが若い肉体を形成していることを考えると、全身を若返らせることだってできるはずだ。

辰巳：……ワシの理性は「ここでやめておけ」とささやくが、狂気に陥っている場合はどうなるのだろうな。

ＫＰ：まあ、次のラウンドではショゴス増殖槽にダイブするのが自然ではないでしょうか。

辰巳：うむむむむ……まあ、この左腕の回復っぷりを見てしまっては、そうするしかない気がする。

睦：このラウンドでケリをつければ大丈夫ですよ。ケイトがやってくれるはずです！

ケイト：任せてください、次のラウンドなんか来させません！

ＫＰ：では、みんなの期待を背負って、ケイトにはＤＥＸの半分のタイミングで〈狙撃〉をしてもらうわけだが……ちなみに、次のラウンドになる前に、〝外〟からフルートの騎士がやって来るイベントも発生するからね。

佐々原：このタイミングで、また〈正気度〉ロールをさせられたら大変なことになりますよ！

ＫＰ：だから、この一撃が勝負の分かれ目となるだろう。

ケイト：私の〈狙撃〉が18％。アルティメット・さやかキックのボーナスが[image: ]％だから、成功率は49％です。

辰巳：五分五分にもちょっとだけ届かない成功率か……。

睦：でも、ケイトならやれる！　信じてるから!!

ケイト：みなさんは、私の守護神であるミスキーを讃えていてください！

全員：ミスキ――――――――――――――ッ!!（笑）

ケイト：ではっ、いきますっ!!　コロコロ…………。

全員：ごくり……!!

ケイト：「31」で成功です！　イヤッフ――ッ、ミスキ―――――――ッ!!（笑）

ＫＰ：なんと、１ラウンド目で成功させたか……では、ショゴス増殖槽から伸びるさやかちゃんの脚に邪魔されて、エフレムのカラスが失速したところを、ケイトはすかさず発砲した。その神業レベルの狙撃は、なんとカラスの目にはまった〝from OUTSIDE〟を寸分の狂いもなく撃ち抜くのであった。

全員：やったぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：鍾乳洞内にひときわ大きくカラスの鳴き声が響き渡ると……増殖槽内の男女のせめぎ合いのバランスは崩れ、男の肉体から筋肉がほどけて、骨は溶けるように細くなっていく。

辰巳：「わはははっ、エフレム、貴様の肉体はワシがいただいた！」（笑）

ＫＰ：そして、目を撃ち抜かれたカラスが水面に落下すると、天井に広がっていたオーロラは薄らいで〝外〟とのつながりが断絶されていくのだが、最後にあちら側からフルートの騎士の声が聞こえてくる。「姫の声が聞こえない……私が仕えるに値する姫はいずこに……」

睦：「ここにはあなたが探している姫なんていません！　元の世界に帰りなさい。Go OUTSIDE !!」

佐々原：「ホツォザァ！　ソォトザァ!!」

ＫＰ：無念……では、フルートの騎士は再び〝外〟へと帰ってしまう。せっかくこれからフルートの騎士がどんな冒瀆的なことをするのか、５ラウンド分も行動をシナリオに書いておいたのに。もったいないなぁ。とほほ……。

ケイト：解決するのに５ラウンドもかかったら、私たちがどうにかなっちゃいますよ。

ＫＰ：だから、探索者をどうにかしちゃうためのことがここに書いてあったんだよ！（シナリオをパシッとたたく）

ケイト：なぁに言っているんですかね、このキーパーは。いいから、話を進めてください（ニコニコ）。







おかえりなさい、サヨウナラ




ＫＰ：水面に浮かぶカラス──いや、エフレムの死骸は蒸発するように消えて、存在は曖昧なものになってしまう。もしかすると、彼はさやかちゃんと同じように〝外〟へと拡散してしまったのかもしれない。

佐々原：「おまえの望んだ永遠の存在になれたのだから本望だろう……二度とこちらに戻ってくるな」

ＫＰ：一方、せめぎ合っていたエフレムがいなくなったため、さやかちゃんはショゴス増殖槽の内部に完全にふさわしい肉体を取り戻すことができたようだ。

睦：「さやかちゃ～ん!!」って、ボートを支えるのをやめて、増殖槽に近づきます。

ＫＰ：すると、睦ちゃんの呼び掛けが聞こえたかのように、半透明の肉壁の中でさやかちゃんの目が開かれる。その途端、ショゴス増殖槽の肉壁が破れて、羊水のような液体があふれ出す。

睦：さやかちゃんはどうなったんですか!?

ＫＰ：さやかちゃんは一糸まとわぬ姿で、空になったショゴス増殖槽の中に立っており、睦ちゃんを見下ろしている……が、君はそんな彼女の目に違和感を覚えるのだった。

全員：ええっ!?

ＫＰ：すぐ目の前にあるさやかちゃんの双そう眸ぼうに宿る光は超然としており、それは君が知っている彼女ではなく、まるでケザイア・メーソンやエフレム・ウェイト、そしてカール・スタンフォードや安あん針じん塚づか京みやこを彷ほう彿ふつとさせる。

睦：それって、正気度がゼロってこと？

ＫＰ：さやかちゃんのそばにいる睦ちゃんにはわかるのだけど、彼女の胸にはぽっかりとこぶし大の穴が開いているのだ。その奥に広がっているのは、エフレムと共に消えたはずの〝外〟の世界だ。

佐々原：それは秋あき月づきちゃんと同じ現象！

睦：そ、そうだ！　「これで元に戻って！」って、ショゴス増殖槽によじ登って、さやかちゃんの胸に〝from OUTSIDE〟をはめますよ。

ＫＰ：ふむ……すると、さやかちゃんは大きくまばたきをして、目の前にいる睦ちゃんへと視線を向ける。

睦：「さやかちゃん、迎えに来たよ。みんなも一緒だよっ！」

ＫＰ：さやかちゃんの体には、見慣れた御み津つ門かど学園の制服が無から紡ぎ出されていく。このインスマスの地下鍾乳洞という恐ろしい場所には似つかわしくない、みんなの戻るべき日常を象徴するかのような姿は、『るるいえみつかどにっく』で消失したときと変わらぬ姿のようなのだが──

辰巳：「さやかくん……戻って来てくれたのか……」

ＫＰ：ところが、さやかちゃんのトレードマークであるポニーテールを結ぶ赤いリボンが現れたとき、それはなぜか輪となって頭上に浮かんだままとなる。
















佐々原：天使の光輪みたいな感じですか？

ＫＰ：その通りだ。ただし、その光輪の輝きは、〝外〟の世界で何度も邂かい逅こうした、あのまがまがしい赤い巨星の輝きそのものであった。

ケイト：それってアザトースの光ってことですよね……？

ＫＰ：この光輪はアザトースと一体化したときに得た知識と能力が具現化したものと思ってくれ。ここでケイトのプレイヤーには、また、さやかちゃんの気持ちになって決断してもらおう。

さやか：どんな決断でしょうか……。

ＫＰ：さやかちゃんは、望むなら赤い光輪を受け入れることができる。そうすれば、アザトースの御許で経験しただろう、絶望的な〈正気度〉ロールをさせられてしまう代わりに、まずは〈クトゥルフ神話〉を[image: ]％得る。

睦：その〈正気度〉ロールって、失敗したら最低でも１Ｄ[image: ]ポイント減らされるやつだよ！

ＫＰ：さらに宇宙の真理そのものと一体化した経験により、世界の理解が深まり〈オカルト〉〈天文学〉〈生物学〉〈地質学〉〈物理学〉すべてが[image: ]％される。

佐々原：ぷらす・ごじゅっぱーせんとぉ!?

さやか：受け入れたら、ショゴスの力はどうなるんですか？

ＫＰ：質量（ＳＩＺ）は減ってしまったので、あの莫大なダメージ・ボーナスは無理だろう。ただ、ＳＴＲやＣＯＮといった能力値や、耐久力の回復に微妙な変化があるかもね。

辰巳：まさしく、アルティメット・さやかちゃんが誕生するな。

ＫＰ：もちろん、そんな知識と能力を拒絶することも可能だ。そうしたら、アザトースの御許で体験したことは、すべて忘れてしまい、消失する直前と同じ状態──ただの人間として、さやかちゃんは復活するだろう。

辰巳：つまり、赤い光輪を受け入れなくても損はしないわけか。

さやか：うう～ん、〈クトゥルフ神話〉は[image: ]％もいらないですねぇ。

ＫＰ：いや、それがメインだからね。ほかの技能なんて宇宙的視野で見れば、ただのオマケだから（笑）。

さやか：（ちょっと考えてから）…………やっぱり、以前のままで復活します。

ＫＰ：せっかく手にした宇宙の真理を拒絶するということだね？

さやか：「そんな大それたもの、私はいらない。もっと大事なものがあるもの！」

睦：「さやかちゃ～～～ん」って、ダバ～ッと号泣しています。良かった、戻ってこれて本当に良かったね。




さやか：「むったん、みんな、ただいま！」

佐々原＆睦：「おかえりなさい!!」




ＫＰ：その時、鍾乳洞の暗がりから、ネズミの怪物の声が聞こえてくる。「キキキッ、せっかくナハブ様にも並び立てるほどの知識と真理を得られたというのに……愚かな女め。おまえの選択には、あの方も失望されるだろう」

佐々原：うるさい、さっさと巣に帰れ！

ＫＰ：すると、ネズミの怪物の気配は消える。そして、さやかちゃんの頭上に輝いていた光輪は、トレードマークの赤いリボンとなって髪を結ぶ。これで元通りになった……かと、思ったが。

全員：思ったが……？

ＫＰ：リボンはまるで赤い羽根を持った蝶ちようのように、ヒラヒラと自分で動いている気がする。人知を超えた知識を蓄えたリボンは、以後、佐々原のフィブラのようにつきまとい、宇宙の真理を受け入れるよう、さやかちゃんを誘惑し続けるだろう。

さやか：もしわからないことがあったら、このリボンに聞けば答えてくれるのかな？（笑）

ＫＰ：そんなわけあるか！（笑）

さやか：でも、絶体絶命のピンチになったときは、ひどい〈正気度〉ロールをさせられる代わりにアルティメットなパワーを得られるってことですね。これはすごいかも。

辰巳：ワシらが全滅して、さやかちゃんだけになったとしても、最後の手段は残されているということだな。

睦：そんな状況、考えたくありませんが……。

さやか：うんっ、いいですね、このリボン。気に入りました！　大事にします！

辰巳：ところで、ショゴス増殖槽が失われたことで絶望しているワシを〈精神分析〉してくれないだろうか。

佐々原：ああっ、忘れてました。「辰巳先生、いまはそれどころじゃないですよ。さやかちゃんが戻ってきたんですよ」と、〈精神分析〉を、コロコロ……成功。治りましたよ。

ＫＰ：そうそう、辰巳先生のしなびた左腕が元に戻ったので、以前、《手足の萎縮》の呪文によって減らされたＣＯＮも元の数値──11から14に回復しますよ。

辰巳：えっ、本当か。やった、これはうれしい。これで耐久力も増えるぞ。

睦：さすがはショゴス増殖槽。ものすごいアンチエイジング効果ですね。

さやか：そうそう、みんなにはあのあと文化祭がどうなったのか聞いておきたいのですが。

睦：「大丈夫、冬室さんも、秋月さんも元に戻れたし、たったいま黒幕のエフレムも退治したよ。あと、新しい友達のケイトを紹介するね。きっと、さやかちゃんとも波長が合うと思うよ」（笑）

さやか：「こんにちは、ケイト。なんだか他人とは思えない気が……」（笑）

佐々原：しかし、なぜかさやかちゃんが復活したら、ケイトは無口になっているのだった。

さやか：二人もロールプレイするのは大変ですよ。




睦：あとは、もう一人の友達、レベッカのこともどうにかしないと……。

ＫＰ：そこはシナリオの本筋ではないので、今回は軽く流させてもらおう。探索者たちの配慮によって、レベッカは『ポナペ教典』を手に入れられなかったので、ダゴン秘密教団を盛り立てるのには、まだまだ時間がかかるだろう。良くはなっていないが、悪くもなっていないって感じかな。もしも、探索者がレベッカとダゴン秘密教団の関係を断ち切るつもりならば、それはまた別のシナリオで……ってことで。

辰巳：『ポナペ教典』は、そんなに信者への求心力があるのか。

ＫＰ：神の声を聞く素質がないレベッカでも、『ポナペ教典』を研究して、南洋で失われた秘儀を復活させたら、きっと信者たちも彼女を主導者として見直すはずだった。

睦：なるほど。素質がないから、努力で補おうとしているんですね。真面目な子だなぁ。

ケイト：やっぱり、いずれはダゴン秘密教団の呪縛から解放してあげたいですね。

ＫＰ：また、懸案事項だったインスマスの失踪事件も、レベッカが戻ってきたらぱったりと起きなくなったので、彼女の立場がこれ以上悪くなることはないだろうね。

佐々原：ボクらが裏で解決したとは夢にも思うまい……。

睦：レベッカの役に立てたのならなによりです。




◆◇◆




ＫＰ：さ～て、前シーズンから続いた、魔術師エフレムとの戦いに完全勝利し、さやかちゃんも無事に復活した。

全員：わ～～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：そんな『るるいえあーかむしてぃ』の最後のシーンは、少し時間を飛ばして、みんなが帰国する直前のニューヨークのケネディ空港としようか。ちなみに、睦ちゃんとさやかちゃんのパスポートは、物騒な国にも骨董品の買い付けに行っている嘉か多た蘭らん弗どるの密入国テクニックとコネ、さらに安針塚財閥の財力によって、うまい具合にごまかすことができた。

さやか：さすがは蘭弗叔父さんです！　詳しくは聞かないで、うまい具合にごまかしてもらいます（笑）。

ＫＰ：ついでに、さやかちゃんが留守にしていたのも、蘭弗叔父さんに急な仕事があって、その手伝いとして海外に連れて行ってたとうそをついて、ご両親には深く詫びておいたそうだ。

さやか：なにからなにまで、申し訳ありませんが……でも、るるいえ堂のことで、いつも迷惑をかけられているからおあいこかな（笑）。

佐々原：キーパー、ボクはユーニスをニューヨークに送ってあげますね。

ＫＰ：そうだね。彼女は佐々原に感謝のキスをすると、すぐに都会の雑踏に紛れ込んでしまった。しかし、ユーニスの魅力と、あの男をみだらにさせるウィンクがあれば、この街でも楽しく暮らせるに違いない。

佐々原：インスマスとかに無関係のいい男を見つけて、幸せになってくれよ。

ケイト：私も空港まで、みなさんを見送りに行きますよ。そして、アーカムとニューヨークの違いにびっくりしています（笑）。

睦：「ケイト、いままでありがとう。これでお別れだね」

辰巳：「君がいてくれて本当に助かったよ」

佐々原：「ボクらと行動を共にしたのに、君の魂が汚れなかったことがとにかくうれしいよ」

ケイト：そう言えば、最後まで狂気に陥らなかったので〈クトゥルフ神話〉が増えていません。これなら気兼ねなく探索者を引退して、日常生活に戻れます！

辰巳：ほう、そうなのか。それは良かった。ミスカトニック大学の優秀な学生の将来をねじ曲げずに済んだ（笑）。

ケイト：でも、しばらくアーカムで警察に勤めたら、いずれは冒険家になるつもりです。

ＫＰ：いいねぇ、警察。ダニー・オバニオンも、ケイトの就職活動を全面的にバックアップするよ（笑）。

睦：今回のことを恩に着せられて、いろいろまずいことを頼まれちゃうかも。

ケイト：アーカムではそういうのもアリなんですよ。あの町は、きれい事だけでは回らないのです。

ＫＰ：では、そろそろ飛行機の時間だ。ケイトは探索者が搭乗した羽田行きのジェットを一人で見送っている。




ケイト：「日本のみんな、サヨウナラ。また今度ね！」




◆◇◆




佐々原：さ～て、あとはお待ちかねの正気度の獲得ですが……このハッピーエンドっぷりなら、たんまりもらえそうですね（手をモミモミしている）。

ＫＰ：まずは、恐るべき魔術師エフレムの陰謀を阻止した探索者は１Ｄ20ポイントの正気度を獲得する。

睦：１Ｄ20ですか。これは振り幅が大きくてドキドキしますね。

ＫＰ：また、アーカムで出会った善意の友人ケイトが生き残っていたので＋１Ｄ４のボーナスをあげよう。

佐々原：ちょっと待ってください。ケイトの魂を汚さずに生き残らせたから、それにもボーナスがあるのでは？

ＫＰ：……ふむ、じゃあ、ケイトが心身共に無事だったので、さらに特別に＋１Ｄ４のボーナスを追加だ。

佐々原：やったぁ、言ってみるものですね（笑）。

睦：その少しでも正気度を多く獲得しようとする、飽くなき貪欲には感服するよ。でも、言わなければもらえなかったのだから、いまはタマ兄に感謝！

ＫＰ：あと、御津門学園に平和が戻り、冬室と秋月が救われたことを聞いたさやかちゃんは、『るるいえみつかどにっく』の第三話で獲得できたはずの１Ｄ10＋１Ｄ３ポイントの正気度を得る。

さやか：よかったぁ……いまのさやかの正気度は41しかなかったんですよ。




　正気度獲得のロールの結果は、ケイトと睦ちゃんが大勝利。今回、大きく正気度を減らした辰巳先生の出目が悪くて、大幅の赤字となってしまった。





　ケイト：シナリオ終了時41ポイント＋獲得23ポイント＝合計64ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時36ポイント＋獲得12ポイント＝合計48ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時61ポイント＋獲得14ポイント＝合計75ポイント（開始時から+1ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時38ポイント＋獲得20ポイント＝合計58ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　さやか：シナリオ終了時41ポイント＋獲得９ポイント＝合計50ポイント（前シリーズから[image: ]ポイント）






ＫＰ：ちょっと前までは、さやかちゃんと辰巳先生の二人は正気度が高い方だったのに、いまやワーストツーになってしまうとは、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の無常を感じるね。

睦：タマ兄以外、みんな正気度が50前後って、だいぶ厳しいですよね。

ＫＰ：とはいえ、前シーズンとは打って変わって、実におだやかなエンディングを迎えられたな。これも日米探索者の活躍のおかげだろう。クトゥルフ神話の聖地、アーカムでの探索、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～!!










第三話終了・みんなとの反省会




　前回のしんみりとした打ち上げとは違って、ハッピーエンドで終わったことで、みんな笑顔で祝杯を挙げながらキャンペーンの感想を語り合った。




ＫＰ：さやかちゃん復活おめでとう！

辰たつ巳み＆佐さ々さ原はら＆睦むつみ：おめでとう！

さやか：ありがとうございま～す。みなさんのおかげで、戻って来られました！

ＫＰ：ボクとしては、さやかちゃんがショゴス細胞を借りてでも復活するという選択を、大して迷わなかったのが意外だったな。

さやか：そうですか？　ケイトの肉体を奪うなんて論外だし、私がショゴス細胞を選ばないと、エフレムが得するだけだから、選択の余地はなかったと思いますけど。

ＫＰ：なんと、あの即断は自分のことより敵に利することを嫌がった結果だったのか。

さやか：エフレムと一緒に自爆できるとか、そういう選択肢もあるのだったら、もうちょっと考えたかも。

ＫＰ：なるほど……そういう選択肢を用意しておいたら、さやかちゃんの復活はなかったのかもしれないのか。

睦：そんなことされたら私は立ち直れないです！

さやか：いや、実際にはわからないですよ。それに、むったんの正気度を考えると、今回の選択がベストだったのでは。佐々原さんのフィブラみたいな面白いアーティファクトも手に入りましたしね。

ＫＰ：自分の肉体が本来のものではなく、ショゴス細胞から作られたものだってところは気にしないんだ。

さやか：気にしてもしょうがないですよ！

ＫＰ：う～ん、たくましいね。でも、そういうサバサバした考え方は嫌いじゃない。ボクも同じ立場なら、同じ選択をしたと思う。

佐々原：キーパーが第三話の最初に言っていた、「大きな決断をしてもらう」というのは、さやかちゃんがどのような形で復活をするかというところだったんですか？

ＫＰ：ああ、そうだよ。さっきも言ったように、ボクはもっとプレイヤーが悩むかと思っていたからね。アザトースの御み許もとで行方不明となった人間が、なんの問題もなくすんなり戻って来られるなんてお手軽な展開にはしたくなかったんだ。

辰巳：まあ、ワシらが三話もかけてアーカムを駆けずり回り、正気度をゴリゴリと削って、ようやく戻って来られたのだから……探索者一人を復活させる代償は十分に支払ったんじゃないか？

佐々原：さやかちゃんを復活させるために、ボクらが死にそうになるシーンがいくつかあったものね（笑）。

さやか：私のせいで誰かが死んでいたら、復活してもうれしくないですよ～。

睦：……ところで、第三話のことですけど、せっかくインスマスに行ったのに、ダゴン秘密教団どころか、ロウエス以外に深きものさえ出てきませんでしたね。あれでキーパーとしては良かったのでしょうか？

ＫＰ：もちろん、ダゴン秘密教団と交渉して、地下トンネルの情報を得るという展開も考えていたよ。だけど、君たちの動きが良くて、すんなりと必要な情報が得られたので、わざわざ教団と困難な交渉をする必要はなくなってしまった。このシナリオでは、インスマスの地下にあるショゴス増殖槽がメインの舞台だから、そこはショートカットしてもよいシーンだというのがキーパーとしての判断だったけど、物足りなかったかな？

睦：拍子抜けというほどではありませんが、深きものと会う覚悟はしていたので、ダゴン秘密教団をスルーして地下トンネルに行っても大丈夫なのか不安でした。

辰巳：とはいえ、ダゴン秘密教団と交渉するなんて、できれば避けたいな。ワシらの戦闘力なんて大したものじゃないから、本気の深きものが二体登場しただけでも壊滅の危険があるぞ。

さやか：ダゴン秘密教団に会いたくないのもありますが、レベッカを利用するのも心苦しかったですからね。彼女に私たちの真の目的を知られないまま事件を解決できたのは良かったですよ。

睦：そうそう、アーカムに心残りがあるとしたら、レベッカをダゴン秘密教団から解放できなかったことです。

佐々原：あの子って、改心する余地あるんですか？

ＫＰ：レベッカは『ミスカトニック大学』で紹介されているＮＰＣなんだけど、そこに書かれている内容だけ読むと厳しい気がする。

佐々原：ありゃりゃ、そうなんですか。

ＫＰ：ただ、このキャンペーンのレベッカは『ミスカトニック大学』に記された設定より前の段階──ダゴン秘密教団の教義に目覚めたばかりのレベッカなので、睦ちゃんかケイトとの心の交流によって、設定とは別の道を歩むかもしれないね。

睦：そうしてくれるとうれしいですねぇ。

さやか：アーカムにはケイトがいるから、きっとレベッカを救ってくれますよ。

ＫＰ：アーカムと言えば、クトゥルフ神話の本場での探索はどうだったかな？

辰巳：ミスカトニック大学の学生も、意外とバカなことをしているんだなと思った（バッサリ）。

さやか：しっ、失礼な！（笑）

睦：いや、ケイトは導入のときから、教授にいたずらとかしていて、なんかおバカな大学生って感じだったよ。

佐々原：あと、ミスキーを讃たたえたりね（笑）。

さやか：あれはケイトのサークルの伝統なのです。

ＫＰ：ボクはケイトが「地を穿つものたち」のメンバーを守るために嫌われ者の教授に相談をして、その現場を見られたせいで〈学内評価〉が低くなったときは「泣かせるなぁ」と思ったね。

さやか：そうそう、あのときケイトの悪評を広めた学生は絶対に許さない！

睦：やけにリアルでしたよね。そういうところ。

ＫＰ：まあ、閉鎖的な大学では、学生同士のヒエラルキーを競い合うくらいしか楽しみがないのだろう。

辰巳：ミスカトニック大学の学生はもっと真面目だと思っていたのだがなぁ。

佐々原：そんなに真面目じゃあ、学生探索者にはなれませんよ。ボクを見てください。大学に通っているなんて描写、ほとんどありませんよ（笑）。

睦：ミスカトニック大学以外では、まさかのダニー・オバニオンが大活躍でしたね。

佐々原：オバニオンとの交渉は緊張感があって楽しかったですね。辰巳先生は大変そうだったけど。

ＫＰ：ギャングを登場させたのは、アーカムに来たのだから、現代日本よりも火力マシマシで楽しんでもらいたかったからだ。そこでオバニオンからショットガンやダイナマイトを提供してあげたのだ。

睦：武装して地下探検をする展開が多かったですね。

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のテーマとして、未知の世界の冒険アドベンチヤーは古くから提案されていたけど、現代日本が舞台だとそういったシチュエーションのシナリオを楽しむ機会が少ない。だから、せっかくのアーカムだし、冒険の要素を増量してみたんだ。あと、ケイトの「地を穿つものたち」の設定も生かしたかったし。

佐々原：そのせいなのか、アーカムでの探索は、耐久力にダメージを受けることが多かった印象です。

ＫＰ：たぶん、シナリオ間の時間が短くて、前回のダメージを引きずったままプレイしているから、そんな気がするのだろう。

佐々原：確かに……アーカムにいる間、ボクはいつもけがをしたまま探索している感じでしたからね。




ＫＰ：では、恒例の『るるいえあーかむしてぃ』でみんなが印象に残っている、またはここが見せ場だったと思うシーンを聞かせてもらおうか。

睦：今日やったばかりだからかもしれないですが、タマ兄が〈運転（自動車）〉で「00」を出して、インスマスで怪物に襲われるところは、なんかＴＲＰＧらしいハプニングで面白かったですね。

佐々原：ダイスの神様が意地悪するんだよね。

睦：あとはアーカムに来たばかりのとき、調子に乗ってオバニオンのエレベーターに忍び込んだときかな。

さやか：ああ、あの空手をアピールしたときですね。

ＫＰ：ボクとしては、むったんがレベッカと仲良くしようとしているシーンは良かったと思うけどね。

辰巳：ワシの見せ場は、なんと言ってもショゴス増殖槽に腕を突っ込んで回復したところだな！

佐々原：失敗していたら腕がなくなるところですから、大逆転でしたね。

辰巳：あのとき〈水泳〉に成功したのは、まるでショゴス増殖槽に吸い込まれているかのようだった（笑）。

佐々原：ボクは第二話でユーニスに誘惑されたり、レンの蜘く蛛もに襲われたりしていたけど、最終的にアレがフィブラだと気づいたことかな。あそこで気づけるのは佐々原らしい活躍だと思います。

睦：あれは良く気づいたよね。あのひらめきがないと、クラウニンシールド荘の謎は解けなかったと思う。

ＫＰ：第二話は、もう少し佐々原がユーニスに食いついてくれれば、盛り上がるシーンもあったのだが……。

さやか：ケイトとして印象に残っているのは、第二話で屋根裏にレンの蜘蛛が出て来て、これはどうしたらいいかわからなくなったときですね。

ＫＰ：そうなの？

辰巳：確かにレンの蜘蛛が出てきたときは、どうしていいのか途方に暮れたが……。

さやか：私、どうしようもない状況に追い込まれると、「さて、どうしてやろうか」って、逆に気持ちが盛り上がるんですよ。それに、あのあとで太陽の光を使えばいいって解決方法も思いつきましたしね。

佐々原：あの解決方法は伏線がばらまかれていたのに、ボクが気づけなかったのは悔しかったなぁ。

辰巳：確かに、すっかりサンルームの存在を忘れていた。

さやか：あと、さやかとして印象に残ったのは、ショゴス増殖槽の中でアルティメット・さやかキックを成功させたことです（笑）。

全員：あれはすごかった！（笑）

さやか：ダメージが10Ｄ６だなんて、人間に戻るのをためらっちゃいますよね～。

睦：さやかちゃん、それは駄目だからね！

ＫＰ：ボクが印象深いのは、クラウニンシールド荘のリネン室を睦ちゃんが一人で開けた時かな。

佐々原：糸で操られた男が出てきたときですね。いきなり戦闘になって、むったんがやられちゃうんじゃないかと、ボクはヒヤヒヤしましたよ。

ＫＰ：「開けるな」と言われたところをいきなり開けに行くところは、睦ちゃんらしいよね。

辰巳：あの時は、「また、睦くんの悪い病気が出たな」と思ったよ（笑）。

睦：どうせいつかは開けないといけないんだし……ああいう危険な場所にあえて突撃したくなる、Ｍマゾな気分のときもあるのです。

佐々原：むったんをプレイしているときは、そういうのやめてほしいなぁ～。

ＫＰ：……さて、話題は尽きないが、そろそろ『るるいえあーかむしてぃ』もお開きとさせてもらおう。みなさん、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～!!











おわりに




　どうも、好きなアーカムの名所は「ミスカトニック大学」の、内山靖二郎です。




『るるいえあーかむしてぃ』は、ボクが愛するソースブック『アーカムのすべて』をたっぷり活用できて、キーパーとしては大満足のキャンペーンとなりました。

　みなさんは、クトゥルフ神話の本場、アーカムでの探索者たちの冒険を楽しんでいただけましたでしょうか？




　さて、今回、何度も話に出た『アーカムのすべて』や『インスマスからの脱出』といったソースブックは「ラブクラフト・カントリー」とも呼ばれていて、本リプレイで紹介されたもの以外にもいくつかあります。

　アーミテッジ教授が活躍する名作小説「ダニッチの怪」に登場するダニッチを扱った『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ ダニッチの怪』や、「魔宴」の舞台である美しい港町キングスポートを扱った『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ キングスポートのすべて』などです。

　ただし、これらのソースブックで語られる設定は、あくまでデザイナーから提案されたものでしかありません。キーパーに対して、その設定を守るようにという指示書ではないのです。

　だから、キーパーは設定を間違わないことに気を遣うのではなく、もっと気軽にどんどん活用していってもらいたいです。その方が使いやすいと思ったのなら、設定を改変したってかまいません。キーパーそれぞれのアーカムがあり、インスマスがあってもかまわないのです。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』における設定とは、キーパーを縛り付けるものではなく、想像を膨らますためのアイデアソースなのですから。

　あと、クトゥルフ神話の事件が発生した時系列にこだわり過ぎるのも大変ですから、クトゥルフ神話の研究家とかでないかぎりは、あまり気にしなくていいと思いますよ。いろいろなＮＰＣが活躍して、宇宙的な事件が起きつつある、一番ホットで面白い状態のアーカムに探索者を放り込んであげたらよいのではないでしょうか？

　ボクもそのへんはあまり気にしていません。だから、現代日本に１９２０年代のＮＰＣを平気で登場させたりしちゃうんですよね。ただ、あれはやり過ぎのような気もしますから、まねしない方がいいかも。




　では、みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。

　いあいあ・くとぅるふ！

内山靖二郎




作者サイトhttp://coc.a.la9.jp/
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